
- 1 - 

令和６年壱岐市議会定例会１２月会議 会議録目次 

審議期間日程    １ 

上程案件及び議決結果一覧    ２ 

一般質問一覧表    ４ 

 

第１日（１２月６日 金曜日） 

  議事日程表（第１号）    ５ 

  出席議員及び説明のために出席した者    ６ 

  再 開（開議）    ７ 

  会議録署名議員の指名    ７ 

  審議期間の決定    ８ 

  諸般の報告    ８ 

  行政報告    ８ 

  議案説明 

    報告第１２号 令和６年度壱岐市一般会計補正予算（第４号）の専決処分の報 

           告について   １５ 

    議案第５２号 壱岐市固定資産税の課税免除に関する条例の一部改正について 

             １６ 

    議案第５３号 壱岐市文化財展示施設条例の一部改正について   １７ 

    議案第５４号 壱岐市国民宿舎条例の一部改正について   １８ 

    議案第５５号 公の施設の指定管理者の指定について（壱岐市地域福祉活動拠 

           点施設）   １９ 

    議案第５６号 公の施設の指定管理者の指定について（へい死獣畜一時保管処 

           理施設）   １９ 

    議案第５７号 公の施設の現指定管理者の指定期間の変更について（イルカパ 

           ーク）   ２０ 

    議案第５８号 公の施設の指定管理者の指定について（勝本総合運動公園） 

             ２１ 

    議案第５９号 第４次壱岐市総合計画の策定について   ２１ 

    議案第６０号 壱岐市地域防災計画の修正について   ２４ 

    議案第６１号 令和６年度壱岐市一般会計補正予算（第５号）   ２６ 

    議案第６２号 令和６年度壱岐市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 
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             ２９ 

    議案第６３号 令和６年度壱岐市介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 

             ２９ 

    議案第６４号 令和６年度壱岐市三島航路事業特別会計補正予算（第２号） 

             ３０ 

    議案第６５号 令和６年度壱岐市農業機械銀行特別会計補正予算（第１号） 

             ３０ 

    議案第６６号 令和６年度壱岐市水道事業会計補正予算（第１号）   ３１ 

    議案第６７号 令和６年度壱岐市下水道事業会計補正予算（第１号）   ３２ 

    陳情第２号 国民健康保険財政への国庫負担の増額を求める陳情書   ３３ 

 

第２日（１２月１１日 水曜日） 

  議事日程表（第２号）   ３４ 

  出席議員及び説明のために出席した者   ３５ 

  議案に対する質疑 

    報告第１２号 令和６年度壱岐市一般会計補正予算（第４号）の専決処分の報 

           告について   ３６ 

    議案第５２号 壱岐市固定資産税の課税免除に関する条例の一部改正について 

             ３６ 

    議案第５３号 壱岐市文化財展示施設条例の一部改正について   ３６ 

    議案第５４号 壱岐市国民宿舎条例の一部改正について   ３６ 

    議案第５５号 公の施設の指定管理者の指定について（壱岐市地域福祉活動拠 

           点施設）   ３８ 

    議案第５６号 公の施設の指定管理者の指定について（へい死獣畜一時保管処 

           理施設）   ３８ 

    議案第５７号 公の施設の現指定管理者の指定期間の変更について（イルカパ 

           ーク）   ３８ 

    議案第５８号 公の施設の指定管理者の指定について（勝本総合運動公園） 

             ３８ 

    議案第５９号 第４次壱岐市総合計画の策定について   ５０ 

    議案第６０号 壱岐市地域防災計画の修正について   ５０ 

    議案第６１号 令和６年度壱岐市一般会計補正予算（第５号）   ５８ 
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    議案第６２号 令和６年度壱岐市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 

             ５８ 

    議案第６３号 令和６年度壱岐市介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 

             ５８ 

    議案第６４号 令和６年度壱岐市三島航路事業特別会計補正予算（第２号） 

             ５８ 

    議案第６５号 令和６年度壱岐市農業機械銀行特別会計補正予算（第１号） 

             ５８ 

    議案第６６号 令和６年度壱岐市水道事業会計補正予算（第１号）   ５８ 

    議案第６７号 令和６年度壱岐市下水道事業会計補正予算（第１号）   ５８ 

  委員会付託（議案）   ５９ 

  予算特別委員会の設置   ５９ 

    陳情第２号 国民健康保険財政への国庫負担の増額を求める陳情書   ５９ 

  委員会付託（陳情）   ５９ 

 

第３日（１２月１２日 木曜日） 

  議事日程表（第３号）   ６０ 

  出席議員及び説明のために出席した者   ６０ 

  一般質問   ６２ 

     ５番 山内  豊 議員   ６２ 

    １１番 音嶋 正吾 議員   ７４ 

     ８番 植村 圭司 議員   ８０ 

     ７番 山川 忠久 議員   ９３ 

     ２番 樋口伊久磨 議員  １０５ 

 

第４日（１２月１３日 金曜日） 

  議事日程表（第４号）  １１４ 

  出席議員及び説明のために出席した者  １１４ 

  一般質問  １１５ 

     ９番 清水  修 議員  １１５ 

     ３番 武原由里子 議員  １２８ 

     ４番 山口 欽秀 議員  １４２ 
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    １０番 土谷 勇二 議員  １５６ 

     １番 松本 順子 議員  １６５ 

 

第５日（１２月１６日 月曜日） 

  議事日程表（第５号）  １８１ 

  出席議員及び説明のために出席した者  １８１ 

  一般質問  １８２ 

    １５番 赤木 貴尚 議員  １８２ 

     ６番 中原 正博 議員  １９６ 

 

第６日（１２月２０日 金曜日） 

  議事日程表（第６号）  ２０４ 

  出席議員及び説明のために出席した者  ２０５ 

  委員長報告、委員長に対する質疑  ２０６ 

  議案に対する討論、採決 

    議案第５２号 壱岐市固定資産税の課税免除に関する条例の一部改正について 

            ２０７ 

    議案第５３号 壱岐市文化財展示施設条例の一部改正について  ２０７ 

    議案第５５号 公の施設の指定管理者の指定について（壱岐市地域福祉活動拠 

           点施設）  ２０７ 

    議案第６０号 壱岐市地域防災計画の修正について  ２０７ 

    議案第６２号 令和６年度壱岐市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 

            ２０７ 

    議案第６３号 令和６年度壱岐市介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 

            ２０７ 

    議案第６４号 令和６年度壱岐市三島航路事業特別会計補正予算（第２号） 

            ２０７ 

    陳情第 ２号 国民健康保険財政への国庫負担の増額を求める陳情書  ２０８ 

  委員長報告、委員長に対する質疑  ２０８ 

  議案に対する討論、採決 

    議案第５４号 壱岐市国民宿舎条例の一部改正について  ２０９ 

    議案第５６号 公の施設の指定管理者の指定について（へい死獣畜一時保管処 
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           理施設）  ２０９ 

    議案第５７号 公の施設の現指定管理者の指定期間の変更について（イルカパ 

           ーク）  ２０９ 

    議案第５８号 公の施設の指定管理者の指定について（勝本総合運動公園） 

            ２１３ 

    議案第５９号 第４次壱岐市総合計画の策定について  ２１３ 

    議案第６５号 令和６年度壱岐市農業機械銀行特別会計補正予算（第１号） 

            ２１４ 

    議案第６６号 令和６年度壱岐市水道事業会計補正予算（第１号）  ２１４ 

    議案第６７号 令和６年度壱岐市下水道事業会計補正予算（第１号）  ２１４ 

  委員長報告、委員長に対する質疑  ２１４ 

  議案に対する討論、採決 

    議案第６１号 令和６年度壱岐市一般会計補正予算（第５号）  ２１５ 

  委員長報告、委員長に対する質疑  ２１５ 

  議案に対する討論、採決 

    認定第 １号 令和５年度壱岐市一般会計歳入歳出決算認定について  ２１５ 

  議員提出追加議案の審議（説明、質疑、委員会付託省略、討論、採決） 

    発議第 ３号 有人国境離島地域の保全及び特定有人国境離島地域に係る地域 

           社会の維持に関する特別措置法の改正・延長に向けた意見書の 

           提出について  ２１８ 

  議員派遣の件  ２１９ 

  委員会の閉会中の継続調査の申し出の件  ２２０ 

  発言の申出（市長の挨拶）  ２２０ 

  閉 会  ２２２ 

  資料 

    議員派遣について ２２４ 

    委員会の閉会中の継続調査の申し出の件  ２２５ 
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 令和６年壱岐市議会定例会１２月会議を、次のとおり開催します。 

    令和６年１１月２９日 

                            壱岐市議会議長 小金丸 益明 

１ 期 日  令和６年１２月６日（金） 

２ 場 所  壱岐市議会議場（壱岐西部開発総合センター２Ｆ） 

────────────────────────────── 

令和６年壱岐市議会定例会１２月会議 審議期間日程 

日次 月  日 曜日 会議の種類 摘         要 

１ １２月 ６日 金 本会議 

○再開      ○会議録署名議員の指名 

○審議期間の決定 ○諸般の報告 

○行政報告    ○議案の上程 

○議案説明 

２ １２月 ７日 土 

休 会 

 （閉庁日） 
３ １２月 ８日 日 

４ １２月 ９日 月 ○議案発言（質疑）通告書提出期限（正午） 

５ １２月１０日 火  

６ １２月１１日 水 

本会議 

○議案審議（質疑、委員会付託） 

７ １２月１２日 木 ○一般質問 

８ １２月１３日 金 ○一般質問 

９ １２月１４日 土 
休 会  （閉庁日） 

10 １２月１５日 日 

11 １２月１６日 月 本会議 
○一般質問 

○予算発言（質疑）通告書提出期限（正午） 

12 １２月１７日 火 

委員会 

○常任委員会 

13 １２月１８日 水 
○予算特別委員会 

〇決算特別委員会 

14 １２月１９日 木 休 会  （議事整理日） 

15 １２月２０日 金 本会議 
〇議案審議（委員長報告、討論、採決） 

○閉会 
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令和６年壱岐市議会定例会１２月会議 上程案件及び議決結果一覧 

番 号 件    名 
結   果 

審査付託 本会議 

報告第１２号 
令和６年度壱岐市一般会計補正予算（第４号）の専決処分

の報告について 
－ 

報告済 

（１２／１１） 

議案第５２号 
壱岐市固定資産税の課税免除に関する条例の一部改正につ

いて 

総務文教厚生常任委員会 

可 決 
原案のとおり可決 

（１２／２０） 

議案第５３号 壱岐市文化財展示施設条例の一部改正について 
総務文教厚生常任委員会 

可 決 
原案のとおり可決 

（１２／２０） 

議案第５４号 壱岐市国民宿舎条例の一部改正について 
産業建設常任委員会 

可 決 
原案のとおり可決 

（１２／２０） 

議案第５５号 
公の施設の指定管理者の指定について（壱岐市地域福祉活

動拠点施設） 

総務文教厚生常任委員会 

可 決 
原案のとおり可決 

（１２／２０） 

議案第５６号 
公の施設の指定管理者の指定について（へい死獣畜一時保

管処理施設） 

産業建設常任委員会 

可 決 
原案のとおり可決 

（１２／２０） 

議案第５７号 
公の施設の現指定管理者の指定期間の変更について（イル

カパーク） 

産業建設常任委員会 

可 決 
原案のとおり可決 

（１２／２０） 

議案第５８号 
公の施設の指定管理者の指定について（勝本総合運動公

園） 

産業建設常任委員会 

可 決 
原案のとおり可決 

（１２／２０） 

議案第５９号 第４次壱岐市総合計画の策定について 
産業建設常任委員会 

可 決 
原案のとおり可決 

（１２／２０） 

議案第６０号 壱岐市地域防災計画の修正について 
総務文教厚生常任委員会 

可 決 
原案のとおり可決 

（１２／２０） 

議案第６１号 令和６年度壱岐市一般会計補正予算（第５号） 
予算特別委員会 

可 決 

原案のとおり可決 

（１２／２０） 

議案第６２号 
令和６年度壱岐市国民健康保険事業特別会計補正予算（第

２号） 

総務文教厚生常任委員会 

可 決 
原案のとおり可決 

（１２／２０） 

議案第６３号 
令和６年度壱岐市介護保険事業特別会計補正予算（第２ 

号） 

総務文教厚生常任委員会 

可 決 
原案のとおり可決 

（１２／２０） 

議案第６４号 
令和６年度壱岐市三島航路事業特別会計補正予算（第２ 

号） 

総務文教厚生常任委員会 

可 決 
原案のとおり可決 

（１２／２０） 

議案第６５号 
令和６年度壱岐市農業機械銀行特別会計補正予算（第１ 

号） 

産業建設常任委員会 

可 決 
原案のとおり可決 

（１２／２０） 

議案第６６号 令和６年度壱岐市水道事業会計補正予算（第１号） 
産業建設常任委員会 

可 決 
原案のとおり可決 

（１２／２０） 

議案第６７号 令和６年度壱岐市下水道事業会計補正予算（第１号） 
産業建設常任委員会 

可 決 
原案のとおり可決 

（１２／２０） 

認定第 １号 令和５年度壱岐市一般会計歳入歳出決算認定について 
決算特別委員会 

認 定 

認 定 

（１２／２０） 

陳情第 ２号 国民健康保険財政への国庫負担の増額を求める陳情書 
総務文教厚生常任委員会 

採 択 
採 択 

（１２／２０） 

発議第 ３号 

有人国境離島地域の保全及び特定有人国境離島地域に係る

地域社会の維持に関する特別措置法の改正・延長に向けた

意見書の提出について 

省 略 
原案のとおり可決 

（１２／２０） 
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令和６年壱岐市議会定例会１２月会議 上程及び議決件数 

市長提出 上程 可決 撤回 継続
 

議員発議 
上

程 

可

決 

否

決 

継

続 

条例制定、 
３ ３ 

発議 (条例制定)   

一部改正、廃止 (一部改正)   

予算 ７ ７ 発議（意見書） １ １ 
 

その他 ６ ６ 決議・その他  
 

報告 １ １ 計 １ １  

決算認定 １ １ 請願・陳情等 
１ １ 

 

 (内前回継続) (１) (１)  (内前回継続)  

計 
１８ 

(１) 

１８ 

(１) 

  
計 １ １ 
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令和６年壱岐市議会定例会１２月会議 一般質問一覧表 

月日 順序 議 員 氏 名 質  問  事  項 ページ

12
月
12
日
（
木
） 

１ 山内  豊 
市内経済対策について 

62～74
郷ノ浦図書館について 

２ 音嶋 正吾
白砂青松の地一帯の景観整備について 

74～80
市道筒城七湊線改修工事について 

３ 植村 圭司 
第４次総合計画（案）について 

80～92
未利用市有財産の活用について 

４ 山川 忠久 

海洋漂着ゴミの問題について 

93～105ワクチン接種について 

組織機構の見直しについて 

５ 樋口伊久磨 
壱岐高校野球部の支援について 

105～113
小学校の統廃合について 

12
月
13
日
（
金
） 

６ 清水  修 
結婚・子育て環境の充実について 

115～127
壱岐ウルトラマラソンについて 

７ 武原由里子 

「子育て支援施策」を支える教育行政について 

128～142壱岐市の観光行政について 

壱岐市自治基本条例に基づく自治体運営について 

８ 山口 欽秀 
高齢者への交通支援の拡充について 

142～155
壱岐市におけるＩＣＴ教育の推進について 

９ 土谷 勇二 

帯状疱疹予防ワクチンについて 

156～165分煙化の取り組みについて 

長崎県職員公舎について 

10 松本 順子 
イルカパークについて 

165～179
風力発電について 

12
月
16
日(

月)

11 赤木 貴尚

年収の壁について『１０３万の壁』 

182～196壱岐での映画やドラマ撮影、アニメ題材として誘致の取り

組みを 

12 中原 正博
国民宿舎壱岐島荘について 

196～203
マイナンバーカードの有効活用について 
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 

令和６年 壱 岐 市 議 会 定 例 会 12 月 会 議 会 議 録（第１日） 

 

議事日程（第１号） 

                    令和６年１２月６日 午前10時00分開議 

日程第１ 会議録署名議員の指名 
１番 松本 順子 

15番 赤木 貴尚 

日程第２ 審議期間の決定 15日間 決定 

日程第３ 諸般の報告 議長 報告 

日程第４ 行政報告 市長 説明 

日程第５ 報告第12号 
令和６年度壱岐市一般会計補正予算（第４

号）の専決処分の報告について 
市長、財政課課長 説明 

日程第６ 議案第52号 
壱岐市固定資産税の課税免除に関する条例

の一部改正について 
市民部部長 説明 

日程第７ 議案第53号 
壱岐市文化財展示施設条例の一部改正につ

いて 
教育次長 説明 

日程第８ 議案第54号 壱岐市国民宿舎条例の一部改正について 企画振興部部長 説明 

日程第９ 議案第55号 
公の施設の指定管理者の指定について（壱

岐市地域福祉活動拠点施設） 
市民部部長 説明 

日程第10 議案第56号 
公の施設の指定管理者の指定について（へ

い死獣畜一時保管処理施設） 
農林水産部部長 説明 

日程第11 議案第57号 
公の施設の現指定管理者の指定期間の変更

について（イルカパーク） 
企画振興部部長 説明 

日程第12 議案第58号 
公の施設の指定管理者の指定について（勝

本総合運動公園） 
建設部部長 説明 

日程第13 議案第59号 第４次壱岐市総合計画の策定について 企画振興部部長 説明 

日程第14 議案第60号 壱岐市地域防災計画の修正について 総務部部長 説明 

日程第15 議案第61号 
令和６年度壱岐市一般会計補正予算（第５

号） 
財政課課長 説明 

日程第16 議案第62号 
令和６年度壱岐市国民健康保険事業特別会

計補正予算（第２号） 
保健環境部部長 説明 

日程第17 議案第63号 
令和６年度壱岐市介護保険事業特別会計補

正予算（第２号） 
保健環境部部長 説明 

日程第18 議案第64号 
令和６年度壱岐市三島航路事業特別会計補

正予算（第２号） 
総務部部長 説明 



- 6 - 

日程第19 議案第65号 
令和６年度壱岐市農業機械銀行特別会計補

正予算（第１号） 
農林水産部部長 説明 

日程第20 議案第66号 
令和６年度壱岐市水道事業会計補正予算（第

１号） 
建設部部長 説明 

日程第21 議案第67号 
令和６年度壱岐市下水道事業会計補正予算

（第１号） 
建設部部長 説明 

日程第22 陳情第２号 
国民健康保険財政への国庫負担の増額を求

める陳情書 
 

────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

（議事日程第１号に同じ） 

────────────────────────────── 

出席議員（16名） 

１番 松本 順子君       ２番 樋口伊久磨君 

３番 武原由里子君       ４番 山口 欽秀君 

５番 山内  豊君       ６番 中原 正博君 

７番 山川 忠久君       ８番 植村 圭司君 

９番 清水  修君       10番 土谷 勇二君 

11番 音嶋 正吾君       12番 豊坂 敏文君 

13番 中田 恭一君       14番 市山  繁君 

15番 赤木 貴尚君       16番 小金丸益明君 

────────────────────────────── 

欠席議員（なし） 

────────────────────────────── 

欠  員（なし） 

────────────────────────────── 

事務局出席職員職氏名 

議会事務局局長 村田  靖君  議会事務局次長 松永 淳志君 

議会事務局書記 栁原 隆次君                 

────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

市長  篠原 一生君  副市長  中上 良二君 

教育長  山口 千樹君  総務部部長  平田 英貴君 

企画振興部部長  塚本 和広君  市民部部長  吉田 博之君 
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保健環境部部長  草合 正吉君  農林水産部部長  松嶋 要次君 

建設部部長  平本 善広君  消防本部消防長  山川  康君 

教育次長  目良 顕隆君  総務課課長  横山 将司君 

財政課課長  原  裕治君  会計管理者  篠崎 昭子君 

 

午前10時00分開議 

○議長（小金丸益明君）  皆さん、おはようございます。 

 会議に入る前に、あらかじめ御報告いたします。報道機関に対し、撮影機材等の使用を許可い

たしておりますので、御了承ください。 

 ただいまの出席議員は１６名であり、定足数に達しております。 

 ただいまから、令和６年壱岐市議会定例会１２月会議を開きます。 

 ここで、篠原市長より発言の申出があっておりますので、これを許します。篠原市長。 

〔市長（篠原 一生君） 登壇〕 

○市長（篠原 一生君）  市職員の懲戒処分について、報告とおわびを申し上げます。誠に遺憾な

ことでございますが、壱岐市のパートタイム会計年度任用職員が飲酒運転をして自損事故を起こ

すという事案が発生いたしました。飲酒運転を行った職員は、市長事務部局のパートタイム会計

年度任用職員でございます。 

 事案の内容は、本年６月２６日午後３時頃に自宅で飲酒した後、水田管理のため自家用軽トラ

ックを運転し、自宅前の農道のり面に転落する自損事故を起こしました。よって、地方公務員法

の規定に基づく懲戒処分として、１１月２１日付で本職員を免職処分といたしました。 

 これまで、職員に対しては、飲酒運転の撲滅をはじめ、法令遵守・綱紀粛正を徹底するよう、

再三にわたり周知してきたところでございますが、昨年度も同様の事案により会計年度任用職員

が懲戒免職処分となっており、再び行政に対する市民の信頼を著しく損なう事案が発生したこと

は誠に遺憾でございます。本来、法を遵守すべき職員が飲酒運転をするなど、あってはならない

行為であり、市政に対する市民皆様の信頼を著しく損なう事案が発生したことに対し、深くおわ

びを申し上げます。 

 私をはじめ、全職員が今回の事案を厳粛に受け止め、今後、このようなことを二度と起こさな

い、また、起こさせないことを肝に銘じ、市民皆様の信頼回復に向け、職員一丸となって全力で

取り組んでまいります。誠に申し訳ございませんでした。 

〔市長（篠原 一生君） 降壇〕 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１．会議録署名議員の指名 
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○議長（小金丸益明君）  日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 本定例会の会議録署名議員は、会議規則第８８条の規定により、１番、松本順子議員、１５番、

赤木貴尚議員を指名いたします。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第２．審議期間の決定 

○議長（小金丸益明君）  日程第２、審議期間の決定を議題とします。 

 １２月会議の審議期間につきましては、本日から１２月２０日までの１５日間とし、審議期間

の日程につきましては、タブレットに配信のとおりとしたいと思います。これに御異議ございま

せんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小金丸益明君）  異議なしと認めます。よって、１２月会議の審議期間は、本日から

１２月２０日までの１５日間と決定いたしました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第３．諸般の報告 

○議長（小金丸益明君）  日程第３、諸般の報告を行います。 

 諸般の報告については、タブレットに配信のとおりでございます。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第４．行政報告 

○議長（小金丸益明君）  日程第４、行政報告を行います。 

 篠原市長より行政報告の申出があっておりますので、これを許します。篠原市長。 

〔市長（篠原 一生君） 登壇〕 

○市長（篠原 一生君）  本日ここに、令和６年壱岐市議会定例会１２月会議にあたり、９月会議

以降、本日までの市政の重要事項及び今回補正予算に計上した主な内容について御報告申し上げ、

議員各位の御理解と御協力を賜りたいと存じます。 

 初めに、令和６年秋の叙勲において、本市から元長崎県壱岐保健所診療放射線技師の長田智貴

様が保健衛生功労として瑞宝双光章を、元壱岐市消防団副団長の江口豊次様が消防功労として瑞

宝単光章を、第４３回危険業務従事者叙勲において、元壱岐市消防司令長の下條優治様が瑞宝双

光章を、本市の壱岐ウルトラマラソンの開催に対し、多額の企業版ふるさと納税による御寄附を

賜りました株式会社ファウンテック様、代表取締役社長万谷正様が紺綬褒章を受賞されました。 

 また、１１月１０日の第４３回全国豊かな海づくり大会～おんせん県おおいた大会～において、

壱岐市磯焼け対策協議会様が植食性動物駆除等に取り組んだ結果、約２７０ヘクタールの藻場が

回復したことを評価され、漁場・環境保全部門で水産庁長官賞を受賞されました。 
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 １１月１６日の令和６年度長崎農林業大賞におきましては、本市から農産部門で農事組合法人

平人営農組合様が長崎県知事賞を、島の農林業経営部門で芦辺町の久保博敬様が運営委員会長賞

を、同じく長崎水産業大賞において、魅力ある漁村づくり部門で勝本町漁業協同組合様が長崎県

知事賞を受賞されました。 

 さらに、令和６年県民表彰において、本市から人命救助功労として石田町の平田清一様及び平

田一樹様、地方自治功労として前壱岐市長の白川博一様、社会福祉功労として保護司の山川静子

様がそれぞれ受賞されました。 

 また、多年にわたり、地域の環境美化に貢献されているボランティア団体半城湾会様が、令和

６年度長崎県環境保全功労者表彰を受賞されました。 

 このたび叙勲、褒章並びに表彰をお受けになった皆様に対し、今日まで築かれた御功績に深甚

なる敬意を表しますとともに、心からお喜びを申し上げます。 

 長崎県への要望書の提出につきましては、１１月２２日に長崎県並びに長崎県議会へ壱岐市の

単独要望を行いました。大石知事をはじめ、幹部職員、そして県議会では徳永達也議長に御対応

いただいたところであります。本市からは、鵜瀬和博県議会議員並びに壱岐市議会を代表して小

金丸議長にも御同席いただき、１２項目の要望書を提出いたしました。 

 本年度は、全ての項目において、一歩でも前に進めるという方針の下で見直しを行い、新規項

目である海業への支援について、インバウンド誘客支援についてと、喫緊の課題である原子力災

害時における広域避難についての３項目について御説明申し上げました。大石知事からは、海業

への支援について、離島地域の振興を図る上で非常に重要なものだと感じており、地域の特徴を

生かした海業を推進するため、県としても一緒になって取組を進めたい旨の御回答をいただきま

した。また、インバウンド誘客支援についても、商談会への参加やＳＮＳを活用した情報発信等、

今後も連携してプロモーションを進めることで、さらなるインバウンドの誘客につなげていきた

いとの御回答をいただいたところであります。 

 このほかの要望項目も、本市にとって極めて重要な事項であり、引き続き協議を重ね、県との

連携をより密にして、本市の振興発展に全力で取り組んでまいります。 

 第４次壱岐市総合計画につきましては、昨年度から策定に取り組み、本年９月に素案がまとま

ったことから、１０月に市民皆様から広く御意見をお聞きするためのパブリックコメントを実施

し、その後、壱岐市総合計画審議会で最終的な御審議をいただき、去る１１月１２日に答申をい

ただいたところであります。これまで審議会５回、審議会コアメンバーによる検討会を３回実施

し、御審議いただきましたことに心から御礼を申し上げます。 

 今回の第４次壱岐市総合計画は、「一緒に前へ、壱岐新時代へ」をスローガンに、市民皆様が

幸せを実感できる壱岐をつくっていくこと、その条件として、２０５０年の本市の人口２万人を
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維持することを目指し、壱岐市の新たなステージに向かうための、まちづくりの羅針盤として策

定したところであります。今後、本計画の実施に当たっては、行政だけでなく、市民皆様をはじ

め、島内外の企業、大学及び関係機関などの多様な方々が本市の担い手となり、それぞれの役割

を果たし、連携しながら一緒に進めていく必要がありますので、議員皆様、市民皆様の御理解、

御協力を賜りますようお願いいたします。 

 組織機構の見直しにつきましては、９月会議において行政組織条例の一部改正を議決いただき、

令和７年１月１日から組織機構の見直しを行うこととしております。見直し内容の主な点は２点

でございます。 

 １点目は、市民福祉課が所管している高齢者福祉に関する業務と保険課が所管している介護予

防や地域支援事業に関する業務を総合的かつ効率的に推進するため、芦辺庁舎の保健環境部内に

長寿支援課を新設します。これに伴い、高齢者福祉に関する業務の本庁機能が郷ノ浦庁舎から芦

辺庁舎へ移管しますが、各種高齢者福祉サービスに関する申請手続は、これまでどおり各支所で

行うことができるよう準備を進めております。 

 次に２点目ですが、総務部ＳＤＧｓ未来課の名称を一緒に推進課へ変更します。一緒に推進課

では、総合計画に関する業務、広報に関する業務及び東京事務所に関する業務などを新たに所管

することとしておりますが、一方で、まちづくり協議会に関する業務や再生エネルギーに関する

業務を政策企画課へ移管するなど、所管する業務内容の見直しを行います。また、現在、ＳＤＧｓ

未来課が所管する業務のうち、ＳＤＧｓ未来都市の推進、自治体モデル事業、テレワークに関す

ることなどは、一緒に推進課へ引き継ぐこととしております。組織機構については、今後も行政

ニーズや時代の流れの把握に努め、市民皆様の利便性向上と効率的な行政運営を図るため、適宜、

見直しを行ってまいります。 

 観光振興につきましては、本市における観光客数を推計する上で参考となる九州郵船とオリエ

ンタルエアブリッジの本年４月から１０月までの乗降客数は３７万９,８０３人、対前年比

９８.４％でありました。８月下旬から９月上旬にかけて、非常に強い台風１０号が九州に上陸

したことによる天候不良や交通機関の乱れ、秋の観光シーズン中に天候が不安定であったことな

どが影響したものと考えられ、前年をやや下回る乗降客数となっております。 

 このような中、１０月末までに島外スポーツ団体等誘客支援事業により、１４７の団体、ス

ポーツ大会等開催助成事業により１２大会、計４,０７６名の申請があり、大きな経済効果を生

み出しております。引き続き、島内スポーツ団体との連携した大会開催及び誘客促進に積極的に

取り組んでまいります。 

 壱岐ウルトラマラソンにつきまして、１０月１９日に開催した、神々の島壱岐ウルトラマラソ

ン２０２４は、全国各地から過去最高となる８２７名のエントリーをいただき、あいにくの悪天
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候ではありましたが、１００キロに４８９名、５０キロに２４０名、総勢７２９名のランナーが

出走され、大きな事故等もなく、５１４名のランナーが完走されました。１,０００名を超える

ボランティアスタッフの皆様をはじめ、沿道からの温かい声援やコース周辺の交通規制等、円滑

な大会運営に御協力をいただいた市民皆様、協賛及び支援をいただいた企業及び各種団体の皆様

等、今大会を支えていただいた全ての皆様に心から御礼と感謝を申し上げます。 

 スポーツ合宿につきましては、本市へのスポーツ合宿誘致により、来年２月１０日から広島経

済大学陸上競技部が、２月１４日からは富士山の名水長距離陸上競技部並びにＹＫＫ陸上長距離

部が本市での合宿を行う予定であります。また、合宿期間中には、一流選手に学ぶ機会として、

子どもたちへの陸上教室も予定されております。引き続き、実業団等への誘致を強化しながら、

「スポーツ合宿を壱岐の島で」の定着に向けた取組を進めてまいります。 

 イルカパーク管理・環境等検討委員会につきましては、前年度のイルカの死亡事案を受け、死

亡原因等を究明することを目的に、８月２日にイルカパーク管理・環境等検討委員会を設置し、

合計３回の会議を経て、１１月６日、有識者の方々の調査・検討の結果を踏まえた飼育管理や生

育環境等に係る報告及び提案をいただいたところであります。今後、内容を精査し、壱岐イルカ

パーク＆リゾートの、より一層の環境の充実に努めてまいります。 

 農業の振興につきましては、本年度の水稲の作柄は、７月下旬以降、天候に恵まれ、全籾数は

やや多くなったものの、登熟についてやや不良が見込まれたことで、長崎県全体では、１０アー

ル当たり予想数量は４８４キロ、作況指数は１００に対し、壱岐市においては１０アール当たり

５００キロ、作況指数９９の発表がなされました。等級は、早期米についてはコシヒカリが２等

でありましたが、高温耐性のあるつや姫、にこまる、なつほのかは１等となりました。 

 葉たばこについては、収穫期全般を通して、日照時間も多く、天候に恵まれたこと、病害の発

生も例年より少なかったことで、平均収量は２８０キロとなり、目標収量の２５０キロを大きく

上回る結果となり、１キロ当たりの代金は２,０５７円、１０アール当たり代金が５７万

６,０００円となり、過去１０年間で２番目の好成績となりました。 

 畜産業については、令和９年の全国和牛能力共進会北海道大会を見据え、産地間競争に打ち勝

つための牛づくりと、壱岐牛のさらなる銘柄確立を図ることを目的として、１０月２４日に第

１１回壱岐市和牛共進会が開催され、各地区から選考された３９頭が集う中、第４部の岡口勝洋

様の、さちはな号・みくにひさ号がグランドチャンピオンに輝きました。 

 また、９月１７日に福岡食肉市場で開催された肉牛の部に２１頭が出品され、株式会社こやま

牧場様が見事金賞を獲得されました。この共進会を通じて、肉用牛農家の生産意欲の高揚と経営

安定が図られることを期待するものであります。 

 また、島外購買者の方については、１０月３日に開催された第６０回福岡県肉畜共進会におい



- 12 - 

て、また、１１月１０日、第７１回近畿・東海・北陸連合肉牛共進会においても、壱岐産素牛で

の出品購買者がグランドチャンピオンを受賞されました。これらを契機といたしまして、さらに

壱岐牛の名声が高まることを期待しております。 

 このような中、１２月１日、２日に開催された子牛市では、平均価格が１０月市と比較し、

１頭当たり約４万４,０００円高の平均５２万６,０００円で上向きの取引となっております。今

後も産地維持のため、関係機関と連携を図り、肉用牛における基盤の強化を進めてまいります。 

 水産業の振興につきましては、本年４月から１０月までの本市の漁獲量及び漁獲高を昨年同期

と比較いたしますと、漁獲量は１１％減の１,０３１トン、漁獲高は１３％減の１３億６,０００万

円となり、漁獲量・漁獲高ともに減少しております。これは海水温が例年より高く、イカ類等が

不良であったことや、直近では、しけが多く、出漁できなかったことが要因だと思われます。漁

業者の経営維持は依然として厳しい状況でありますが、このような状況を踏まえ、漁業用燃油対

策事業等を実施し、漁業者の経営維持・存続を支援してまいります。 

 次に、本年度の長崎県並びに長崎県議会の要望項目中、クロマグロの漁獲制限については、沿

岸漁業の漁獲枠の拡大・撤廃、資源管理に伴う減収補填措置の充実、放流支援の充実等、国への

働きかけを要望し、併せて磯焼け対策についても、植食性動物の駆除等に関する支援の拡充等を

要望したところであります。今後も引き続き、漁業者の皆様、そして各漁協をはじめ関係機関と

の協議及び連携を図り、水産振興に積極的に取り組んでまいります。 

 企業誘致につきましては、このたび大阪市に本社を置く、仁Ｓｔｕｄｉｏ株式会社の壱岐市進

出が決定いたしました。同社はゲームや映像制作を手がけられており、令和７年７月開始予定の

サテライトオフィスでは、５年間で１７名の雇用計画とされております。６月に西村正英社長を

はじめ、幹部社員の方に御来島いただき、面談をさせていただきました。その後、私自身も大阪

市の本社を訪問させていただき、僅か４か月余りで本市への進出が決定いたしました。長崎県内

でも２例目のデジタルコンテンツ関連企業の誘致であり、本市においても初となる業種の誘致で

ございます。今回の誘致に際しまして、多大なる御協力を賜りました長崎県並びに長崎県産業振

興財団をはじめ、関係各位に対し、心から厚く御礼を申し上げます。今後、企業説明会等が開催

されることと存じますが、その際は回覧等でお知らせいたしますので、御興味のある方は御参加

いただきますようお願いいたします。 

 環境の保全につきましては、壱岐市地球温暖化防止対策協議会との事業として毎年開催してい

る地球温暖化防止講演会について、本年度は自治総合センターの環境保全促進助成事業を活用し、

俳優であり気象予報士でもある石原良純氏をお招きして、「海の環境について考えよう」と題し

た講演会を、来年１月２５日に壱岐の島ホールで開催することとしております。本講演会を機に、

地球温暖化防止や持続可能な社会をつくっていくことへの意識づけと、海洋環境及び海ごみ問題
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に対する理解が深まることを期待しております。 

 野良猫の対策につきましては、昨年度より、飼い主のいない猫の不妊・去勢手術費用補助金を

創設し、野良猫対策を実施しておりますが、同時に民間のボランティア団体には、譲渡会の開催

や、不妊・去勢手術実施時の支援等、野良猫の対策に熱心な活動をいただいていることに対し改

めて感謝を申し上げます。昨年１１月には、ＮＰＯ法人アニマルレスキューハッピーリボン様の

１５２頭をはじめ、本年７月には、長崎県により動物殺処分ゼロプロジェクトの一環として実施

された移動不妊手術車スペイカーによる１１５頭、９月には公益財団法人動物基金様と実施地域

の御協力により１１９頭、計３８６頭の不妊・去勢手術を無料で実施することができております。

このたび、動物基金様の殺処分される不幸な猫をなくしたいとの熱い思いにより、引き続き、今

月から令和７年度にかけて、約１,０００頭の不妊・去勢手術を無料で実施していただける運び

となりました。今後、必要な手続を進めるとともに、ボランティア団体や地域との連携を図りな

がら、動物の愛護及び管理に関する事業を進めてまいります。 

 還暦式につきましては、１１月８日に開催した令和６年度壱岐市還暦式には、本年度に還暦を

お迎えになる市内１７５名、市外１３８名、計３１３名の方々が御参加され、友人や仲間との久

しぶりの再会に大変な盛り上がりとなりました。全国でも珍しい還暦式を機に、中学校や高校の

同窓会も開催されることから、楽しみにされている方が多く、また、経済効果や郷土愛の醸成等、

還暦式がもたらす効果は大きいと捉えておりますので、今後も継続して開催してまいります。 

 第４０回国民文化祭、第２５回全国障害者芸術・文化祭プレ大会につきましては、全国的な文

化の祭典であり、令和７年秋に、ながさきピース文化祭２０２５として、長崎県全域での事業展

開が予定されております。本市においては、プレ大会として、１１月２日から４日にかけて、出

演・出展・文芸等が一堂に会した島の祭典、壱岐市総合文化祭プレ大会を開催し、約１,７００名

の方に御来場いただきました。また、１７日には、粋な食・文化祭プレ大会を開催し、壱岐の自

然・食材及び麦焼酎等を中心としたイベントを実施したところでございます。今後、プレ大会で

の改善点や反省点等について意見を集約し、本大会での成功に向けて実行委員会等で協議を進め

てまいります。 

 子どもたちの活躍につきましては、内閣府が実施する障害者週間に合わせ、障害の有無にかか

わらず、誰もが能力を発揮して、安全に安心して生活できる社会の実現をテーマに募集された令

和６年度障害者週間のポスター作品において、石田中学校２年の田中海凪さんの「気づいてよ」

が、全国３６４点の応募の中から最優秀賞の内閣総理大臣表彰を受賞されました。 

 スポーツ活動では、１１月７日に開催された令和６年度長崎県中学校総合体育大会駅伝競争大

会において、男子の部で郷ノ浦中学校が５位入賞と検討しております。また、第１５５回九州地

区高等学校野球大会において、壱岐高校野球部はベスト８となり、来年春の甲子園、第９７回選
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抜高等学校野球大会の２１世紀枠の県推薦校となっております。これらの結果は地域の誇りであ

り、各校の努力の賜物であります。生徒たちが今後も一層の成長と飛躍を遂げられるよう、市と

しても引き続き支援してまいります。 

 防災対策につきましては、１１月１日から２日にかけての台風２１号、後に温帯低気圧の影響

による大雨・暴風について、本市では２日の明け方から昼過ぎにかけて大雨の予報となり、市民

皆様の安全を確保するため、１日午後３時に高齢者等避難を発令、並びに市内４か所に避難所を

開設し、合計で６世帯９人が避難されました。本市では、線状降水帯発生情報や大雨警報の発表

までには至りませんでしたが、谷江川観測局で最大２４時間雨量２３７ミリを記録するなど、大

雨となり、一部地域において農地災害等が発生いたしました。本市では、近年、幸いにして人的

被害及び甚大とされる災害等は発生していない状況にありますが、皆様御承知のとおり、地球規

模での気候変動が顕著であり、台風の勢力等が増大するとともに、全国的に大雨による土砂災害

の多発化・激甚化が懸念されており、本市においても、いつ、どこで、こうした自然災害に見舞

われるか、予測が困難な状況にあります。市としましては、これまでの経験等を踏まえ、災害対

策に万全を期してまいりますので、市民皆様におかれましては、早めの警戒や日頃の備えなど、

さらなる防災意識の向上に努めていただきますようお願いいたします。 

 次に、原子力防災について、１１月３０日、長崎県と本市を含む県内４市合同による長崎県原

子力防災訓練が開催されました。これまでも行ってまいりました情報収集伝達訓練、住民避難誘

導訓練、原子力災害医療訓練等に加え、本年はコロナ禍の影響等により実施できておりませんで

した広域避難訓練を再開し、陸上自衛隊の大型輸送ヘリ及び壱岐海上保安署の巡視艇による広域

避難の訓練等を実施したところでございます。今後も長崎県をはじめ、関係機関等との連携を密

に図り、成果と課題を検証しながら防災対策に万全を期してまいります。 

 次に、９月２６日、壱岐市防災会議を開催し、壱岐市地域防災計画の修正について、関係機関

及び有識者等で構成される委員皆様に御審議いただいたところでございます。その後、１０月

２日から３１日までパブリックコメントを実施し、壱岐市防災会議での承認を経て、本会議に議

案を提出しております。消防・救急につきましては、１０月１２日に宮城県で開催された第

３０回全国消防操法大会において、ポンプ車操法の部で壱岐市消防団芦辺地区第１分団が第５位

というすばらしい成績を収め、また、長島幸輝選手は３番位として優秀選手に輝きました。この

ことは、選手・関係者皆様のチームワークと、長きにわたる厳しい訓練の成果であるとともに、

御家族の皆様、職場の皆様、地域の皆様の支えの賜物であり、ここに深甚なる敬意と感謝を申し

上げる次第でございます。 

 次に、救急車の出動件数につきましては、昨年は１,９９２件発生し、過去最多でありました

が、本年も昨年同期と比較しますと５０件程度増加しております。長崎県全域においては、救急
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車を呼ぶか判断に困った際に利用する救急安心センター事業、＃７１１９が開始されております

ので、有効に活用いただき、救急車の適正利用に御協力くださいますようお願いいたします。こ

れから年末年始にかけ、火器を取り扱う機会が増え、空気が乾燥し、火災が発生しやすい時期と

なりますので、市民皆様には火の取扱いに十分御注意されますようお願いいたします。 

 次に、議案関係について御説明いたします。補正予算につきましては、本議会に提出した令和

６年度補正予算の概要は、一般会計補正額７,７６５万円、各特別会計の補正総額２,５２７万

１,０００円となり、本定例会に提出いたしました一般会計・各特別会計の補正額の合計は１億

２９２万１,０００円となります。なお、現計予算と合算した本年度の一般会計予算は２５１億

７,２６９万２,０００円で、特別会計については、８０億２,５４４万３,０００円となっており

ます。 

 その他の議案につきましては、本日提出いたしました案件の概要は、令和６年度予算の専決処

分の報告１件、条例の一部改正に係る案件３件、公の施設の指定管理者の指定に係る案件４件、

計画の策定見直し２件、予算案件７件であります。何とぞ慎重に御審議いただき、適正なる御決

定を賜りますようお願い申し上げます。 

 以上をもちまして、９月会議以降の市政の重要事項、また政策等について申し述べましたが、

様々な行政課題に対し、今後も誠心誠意、全力で取り組んでまいる所存でありますので、議員各

位並びに市民皆様の御理解と御協力を賜りますようお願い申し上げます。 

〔市長（篠原 一生君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  これで、行政報告を終わります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第５．報告第１２号～日程第２１．議案第６７号 

○議長（小金丸益明君）  日程第５、報告第１２号から、日程第２１、議案第６７号までの１７件

を一括議題とします。 

 ただいま上程いたしました議案について、報告及び提案理由の説明を求めます。篠原市長。 

〔市長（篠原 一生君） 登壇〕 

○市長（篠原 一生君）  各議案につきまして、担当部長等より御説明をさせていただきます。 

〔市長（篠原 一生君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  原財政課長。 

〔財政課課長（原  裕治君） 登壇〕 

○財政課課長（原  裕治君）  おはようございます。報告第１２号令和６年度壱岐市一般会計補

正予算（第４号）の専決処分の報告について御説明申し上げます。 

 令和６年度壱岐市一般会計補正予算（第４号）について、地方自治法第１８０条第１項並びに
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壱岐市議会基本条例第１２条第１項第７号の規定により、別紙のとおり専決処分したので、地方

自治法第１８０条第２項及び壱岐市議会基本条例第１２条第２項の規定により報告するものでご

ざいます。本日の提出でございます。 

 予算書の１ページをお開き願います。 

 専決第４号、専決処分書。内容につきましては、令和６年１０月２７日に執行されました衆議

院議員総選挙に係る費用について、衆議院の解散日であります１０月９日付で補正予算を専決処

分したものでございます。 

 令和６年度壱岐市の一般会計補正予算（第４号）は次に定めるところによる。歳入歳出予算の

補正。第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２,０５０万円を追加し、歳入歳出予算

の総額を、歳入歳出それぞれ２５０億９,５０４万２,０００円とする。第２項は記載のとおりで

ございます。 

 ２ページから３ページをお開き願います。 

 第１表、歳入歳出予算補正の款項の区分の補正額等については、記載のとおりでございます。 

 それでは、事項別明細書により内容を御説明いたします。 

 まず、歳入について御説明いたします。８ページから９ページをお開き願います。 

 １６款県支出金３項１目総務費県委託金は、衆議院議員総選挙費委託金として２,０５０万円

を計上しております。 

 次に、歳出について御説明いたします。１０ページから１１ページをお開き願います。 

 ２款総務費４項５目衆議院議員総選挙費に、選挙管理委員報酬以下、記載のとおり、選挙の執

行費用として２,０５０万円を補正しております。 

 以上で、報告第１２号令和６年度壱岐市一般会計補正予算（第４号）の専決処分の報告を終わ

ります。 

〔財政課課長（原  裕治君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  吉田市民部長。 

〔市民部部長（吉田 博之君） 登壇〕 

○市民部部長（吉田 博之君）  おはようございます。議案第５２号について御説明申し上げます。 

 議案第５２号壱岐市固定資産税の課税免除に関する条例の一部改正について。壱岐市固定資産

税の課税免除に関する条例の一部を改正する条例を別紙のとおり定める。本日の提出でございま

す。 

 提案理由は、固定資産税の課税免除の要件を、対応する減収補填措置の要件と一致させるため、

所要の改正を行うものであります。 

 次のページをお開き願います。 
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 壱岐市固定資産税の課税免除に関する条例の一部を改正する条例。改正案につきましては記載

のとおりでございます。 

 議案関係資料１、改正条例新旧対照表１ページ、並びに、参考資料１として改正概要を提出し

ておりますので、御参照いただきますようお願いします。 

 改正理由と改正内容でございますが、過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法第

２４条にて、一定の要件を満たす固定資産税を課税免除した場合、その免除額の一部を減収補填

できると規定しております。その課税免除について、壱岐市固定資産税の課税免除に関する条例

にて定めているところでございますが、条文及び参照としている法規を精査したところ、減収補

填の要件のうち、機械及び装置の定めに対し、条例の課税免除の要件が償却資産となっておりま

した。課税免除した者は必ず減収補填措置を受けられるように、両者の要件をそろえ、課税免除

による市税収入減を最小とすることを意図にしていることに加えまして、減収補填できる要件と

して、対象資産を課税免除していることとしておりますが、一方で、現行条例では、減収補填の

対象となった資産を課税免除できると解釈でき、相互に要件し合っていると読める点について、

より市民が理解しやすいように、課税免除の条件参照を変更し、併せて資産条件全体を条例に明

記し、過疎特別法の減収補填の条件と一致するよう、今回、第２条の全文改正を行うものであり

ます。 

 附則といたしまして、施行期日につきましては、公布の日から施行することとしております。 

 以上で、議案第５２号についての説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

〔市民部部長（吉田 博之君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  目良教育次長。 

〔教育次長（目良 顕隆君） 登壇〕 

○教育次長（目良 顕隆君）  議案第５３号壱岐市文化財展示施設条例の一部改正について御説明

いたします。壱岐市文化財展示施設条例の一部を改正する条例を別紙のとおり定める。本日の提

出でございます。 

 提案理由ですが、壱岐市文化財展示施設のうち、壱岐風土記の丘を令和７年３月３１日に閉館

することに伴い、所要の改正を行うものでございます。 

 次のページをお開き願います。 

 壱岐市文化財展示施設条例の一部を次のように改正するものでございます。議案関係資料１の

２ページ、３ページに新旧対照表、また、参考資料２として改正概要を添付しておりますので、

御参照をお願いいたします。 

 今回、壱岐市文化財展示施設のうち、壱岐風土記の丘について、令和７年３月３１日をもって

閉館するため、条例の改正を行うものです。主な改正内容は、条例第２条、第６条及び第７条中
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の風土記の丘に係る項を削るものでございます。 

 壱岐風土記の丘につきましては、平成２年５月１４日に開館し、以来、壱岐中央部の古墳や江

戸時代の民家・民具などの展示を行ってまいりましたが、施設の老朽化や来場者の減少による費

用対効果の観点から、令和３年６月の壱岐市文化財展示施設再編計画検討委員会において、令和

４年度を目途に閉館するという答申を受けておりました。教育委員会といたしましては、施設駐

車場や建物の用地が個人からの借地であることから、地権者と協議を行い、また、その後の跡地

活用等について検討を行う必要があったため、時間を要し、今回の上程となりました。 

 なお、跡地の活用につきましては、子どもの居場所などとして利用できないか検討していると

ころでございまして、有効な活用を図っていきたいと考えております。 

 附則として、この条例は令和７年４月１日から施行するものでございます。 

 以上で、議案第５３号の説明を終わります。御審議のほど、どうぞよろしくお願いいたします。 

〔教育次長（目良 顕隆君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  塚本企画振興部長。 

〔企画振興部部長（塚本 和広君） 登壇〕 

○企画振興部部長（塚本 和広君）  おはようございます。議案第５４号壱岐市国民宿舎条例の一

部改正について御説明いたします。 

 壱岐市国民宿舎条例の一部を改正する条例を別紙のとおり定める。本日の提出でございます。 

 提案理由につきましては、施設運営に係る経費の高騰の状況を踏まえ、宿泊料等について所要

の改正を行うものでございます。 

 次のページをお開き願います。 

 国民宿舎条例別表１、宿泊利用料金の一部について改正を行うものでございます。 

 議案関係資料１、改正条例新旧対照表の４ページをお開き願います。改正の箇所でありますが、

宿泊料については、現行、大人・中学生以上、平日４,５００円を５,０００円に、休前日等、こ

れは土曜日、国民の祝日に関する法律に規定する休日の前日、７月１９日から８月１６日までの

夏季の期間ですが、この休前日等の現行５,５００円を６,０００円にするものでございます。小

学生・児童の宿泊料につきまして、現行３,５００円を４,０００円にするものでございます。な

お、幼児・３歳未満については、引き続き宿泊料を無料とし、施設使用料として１,０００円と

しております。食事料につきましては、昨今の材料費や光熱水費等の急激な高騰に対応するため、

弾力的な料金設定ができるよう、条例から削り、実態に応じた価格設定を可能とするものであり

ます。また、１名１室利用の際は、３,０００円を上限とする料金加算を可能とすることといた

しております。 

 附則として、この条例は令和７年４月１日から施行するものでございます。 
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 国民宿舎につきましては、市民皆様の憩いの施設、また、観光客、来島客の安らぎの宿として、

今後もよりよいサービスの提供に努めてまいります。 

 以上で、議案第５４号の説明を終わります。御審議の程、よろしくお願いいたします。 

〔企画振興部部長（塚本 和広君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  吉田市民部長。 

〔市民部部長（吉田 博之君） 登壇〕 

○市民部部長（吉田 博之君）  議案第５５号について、御説明申し上げます。 

 議案第５５号公の施設の指定管理者の指定について。 

 下記のとおり、公の施設の指定管理者を指定する。 

 本日の提出でございます。 

 １、公の施設の名称及び位置は、表に記載のとおり４施設でございます。 

 ２、指定管理者は、壱岐市芦辺町諸吉大石触１７９番地２、社会福祉法人壱岐市社会福祉協議

会、会長末永榮幸氏です。 

 ３、指定期間は、令和７年４月１日から令和１０年３月３１日までの３年間です。 

 提案理由は、壱岐市地域福祉活動拠点施設の指定管理者を指定するため、地方自治法第

２４４条の２第６項の規定により議会の議決を経ようとするものであります。 

 表に示しております壱岐市郷ノ浦町デイサービスセンターを含む４施設の指定管理期間が、令

和６年度をもって終了となります。この４つの施設は、条例上壱岐市地域福祉活動拠点施設とし

て位置づけており、いずれの施設も開設時から地域福祉活動・介護保険事業・老人福祉活動・障

害者福祉活動・児童福祉活動・ボランティア活動などの地域福祉の中心施設として壱岐市社会福

祉協議会が入所して利用し、施設の管理を受託しておりました。 

 このようなことから、指定管理業務につきましてもその事業と一体的に行うことで、市が施設

に常駐することなく合理的に行われており、効率化につながっており、この４施設の管理をほか

の法人等に任せることは非合理的でありますので、非公募として壱岐市指定管理者選定委員会の

審査を経て選定いたしております。 

 議案資料といたしまして、その指定管理者選定委員会資料を提出しておりますので、御参照い

ただきますようお願いいたします。 

 以上で、議案第５５号についての説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

〔市民部部長（吉田 博之君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  松嶋農林水産部長。 

〔農林水産部部長（松嶋 要次君） 登壇〕 

○農林水産部部長（松嶋 要次君）  おはようございます。議案第５６号公の施設の指定管理者の
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指定について御説明申し上げます。 

 公の施設の指定管理者の指定について。 

 下記のとおり、公の施設の指定管理者を指定する。 

 本日の提出でございます。 

 １、公の施設の名称及び位置。名称はへい死獣畜一時保管処理施設、位置は壱岐市郷ノ浦町坪

触３１９５番地。 

 ２、指定管理者は、壱岐市郷ノ浦町東触５６０番地、壱岐市農業協同組合、代表理事組合長川

﨑裕司。 

 ３、指定期間は、令和７年４月１日から令和１０年３月３１日までの３か年でございます。 

 提案理由は、本施設の指定管理者を指定するため、地方自治法第２４４条の２第６項の規定に

より議会の議決を経ようとするものであります。 

 指定管理者の候補者の選定に当たっては、畜産業における死亡獣畜については産業廃棄物の位

置づけであり、排出者自らの責任において適正に処理することとなっていることから、畜産農家

の集合体として壱岐市農業共同組合へ指定管理を行うことが適切と判断し、非公募として壱岐市

公の施設の指定管理者選定委員会で審査・選定されました。指定管理者候補者の概要については、

議案資料に掲載をいたしております。 

 なお、本施設の維持管理については畜産農家の互助負担金と利用料によって賄われており、市

からの指定管理料の支払いは予定しておりません。 

 以上で、議案第５６号の説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

〔農林水産部部長（松嶋 要次君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  塚本企画振興部長。 

〔企画振興部部長（塚本 和広君） 登壇〕 

○企画振興部部長（塚本 和広君）  議案第５７号公の施設の現指定管理者の指定期間の変更につ

いて御説明いたします。 

 下記のとおり、公の施設の現指定管理者の指定期間を変更する。 

 本日の提出でございます。 

 １、公の施設の名称及び位置。名称イルカパーク、位置、壱岐市勝本町東触２６６８番地３ほ

か。 

 ２、指定管理者。壱岐市芦辺町箱崎中山触４０４番地、ＩＫＩ ＰＡＲＫ ＭＡＮＡＧＥＭＥ

ＮＴ株式会社、代表取締役高田佳岳。 

 ３、指定変更期間。変更前令和４年４月１日から令和７年３月３１日まで、変更後令和４年

４月１日から令和８年３月３１日まで。 
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 提案理由でございますが、昨年度発生したイルカの死亡事案を受け、その原因究明等を検討す

るため、今年度イルカパーク管理環境等検討委員会を設置いたしました。委員会の検討結果を次

期指定管理者の管理内容に反映させるために、次期指定管理者の公募を次年度に行う必要があり、

そのため現指定管理者の指定期間を１年間延長する必要がございますので、地方自治法第

２４４条の２第６項の規定により議会の議決を求めるものでございます。１年延長の間に、次期

指定管理者の公募・選定事務を進めてまいります。 

 以上で、議案第５７号の説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

〔企画振興部部長（塚本 和広君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  平本建設部長。 

〔建設部部長（平本 善広君） 登壇〕 

○建設部部長（平本 善広君）  おはようございます。議案第５８号公の施設の指定管理者の指定、

勝本総合運動公園について御説明申し上げます。 

 下記のとおり、公の施設の指定管理者を指定するものでございます。 

 本日の提出でございます。 

 １、公の施設の名称及び位置につきましては、名称、勝本総合運動公園、位置、壱岐市勝本町

新城西触１６４５番地。 

 指定管理者につきましては、壱岐市勝本町新城西触１６４５番地、株式会社壱岐カントリー倶

楽部、代表取締役山﨑明秀氏でございます。 

 指定期間につきましては、令和７年４月１日から令和１０年３月３１日までの３年間でござい

ます。 

 提案理由は、勝本総合運動公園の指定管理者を指定するため、地方自治法第２４４条の２第

６項の規定により議会の議決を経ようとするものでございます。 

 勝本総合運動公園は壱岐カントリークラブゴルフ場と隣接しており、一体的に管理することで

公園の利用許可・調整等を効率的に行い、市民サービスの向上が期待できることから、引き続き

次期の指定管理者として最適と判断し、非公募として壱岐市公の施設の指定管理者選定委員会の

審査を経まして選定いただいたところでございます。 

 以上で、議案第５８号の説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

〔建設部部長（平本 善広君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  塚本企画振興部長。 

〔企画振興部部長（塚本 和広君） 登壇〕 

○企画振興部部長（塚本 和広君）  議案第５９号第４次壱岐市総合計画の策定について、御説明

いたします。 
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 第４次壱岐市総合計画を別冊のとおり定めることについて、地方自治法第９６条第２項及び壱

岐市議会基本条例第１３条の規定により議決を求める。 

 本日の提出でございます。 

 初めに、これまでの第４次壱岐市総合計画の策定経過を説明させていただきます。 

 今回の第４次壱岐市総合計画は、より市民皆様へ伝わりやすく、読みやすくするために内容の

構成を見直し、市民皆様をはじめ、地域・関係団体・行政が一緒になって壱岐市の新たな時代を

作っていくためのまちづくりの羅針盤として策定したところであります。 

 計画期間としましては令和７年度から令和１１年度までとし、２０５０年の本市のあるべき姿

を描きながら、今後５年間に展開する政策・施策を示すものであります。 

 また、市民皆様の意見や要望を反映させるため、パブリックコメントや中学生・高校生をはじ

め、市民・島内事業者さらには市の全職員・教職員、民生児童委員・行政改革推進委員、島外エ

ンゲージメントパートナー企業等を対象に幅広くアンケート調査を実施しました。その結果等に

つきましては、ＡＩやビッグデータを活用しながら５年前とのデータの比較や分析作業等を行い、

計画に反映させております。 

 加えまして、各種団体の代表者や市民公募等１６名で構成します壱岐市総合計画審議会を５回

開催するとともに、審議会委員の中からコアメンバー６名を選定し、検討会を３回開催いたしま

した。委員の皆様方には大変熱心な御審議等を賜り、去る１１月１２日に答申を頂いたところで

ございます。 

 続いて、総合計画の内容について御説明をさせていただきます。 

 議案資料３、第４次壱岐市総合計画案をお開きください。 

 まず１ページ目ですが、壱岐市の目指す姿、合言葉と将来像を記載しております。今回の第

４次壱岐市総合計画は、「一緒に前へ、壱岐新時代へ」をスローガンに、市民皆様が幸せを実感

できる壱岐を作っていくこと、その延長線上に２０５０年の本市の人口２万人を維持することを

目標として、今後５年間を未来へ種をまく期間に位置づけ、新たな未来への取組に挑戦していく

ことを掲げております。 

 次に、２ページ目には市民アンケートの調査結果から満足度をさらに高めたい主な分野を示し

ており、やりたい仕事ができる、安心した暮らしが送れる、なりたい自分になれるという３つの

分野に分けることができます。この３つの分野の満足度を高める施策を実行しながら、幸せを実

感できる未来の実現に向けて現在のあらゆるサービスを維持するために２０５０年２万人の人口

を維持することを目標としております。 

 次に、３ページから４ページには実現に向けた取組方法を記載しております。 

 次に、５ページから６ページには第４次壱岐市総合計画の考え方について記載しております。
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この第４次総合計画は市の最上位計画として市民ニーズを反映し、２０５０年のあるべき姿を描

き、今後５年間の具体的な政策・施策を示すものであり、各分野における個別計画へ反映させな

がら社会情勢の変化に対応できるよう、柔軟に見直し可能な計画としております。 

 ６ページ中段（２）計画の構成と期間でございますが、本計画は基本戦略と分野別まちづくり

計画、振興実施計画で構成しております。基本戦略と分野別まちづくり計画を５年間、振興実施

計画を１年間としております。 

 次に、７ページから１１ページにかけて壱岐市の現況を記載しております。 

 次に、１２ページから１５ページには市民・高校生・事業所のアンケート結果をそれぞれ掲載

しております。 

 次に、１７ページ、１８ページをご覧ください。これまでの基礎調査や地域経済分析、アン

ケート調査結果を踏まえ、仕事から行財政までの６つの項目について主な現状・課題と取り組む

べきことを記載しております。また、さらにそこから導き出された目指す姿として６つの基本目

標と横断プロジェクトの体系図を１８ページに示しております。 

 次に、１９ページ目からは分野別まちづくり計画に掲げる６つの基本目標を、２０ページから

２２ページにかけて各基本目標と主要な政策達成目標を掲載しております。 

 ２０ページ目をご覧ください。基本目標１、希望の仕事があり、稼ぐ力がある島の項目として、

農林水産業の担い手不足の解消、仕事のデジタル化、仕事の魅力化や起業・創業・商工業の振興

等に関する取組を支援してまいります。 

 次に、基本目標２、全ての市民が自分らしく安心して健康に暮らせる島の項目として、質の高

い医療サービスの提供、高齢者・障害者福祉の充実、男女共同参画社会の実現、持続可能な地域

コミュニティーづくりに関する取組を支援してまいります。 

 次に、２１ページ目には基本目標３、未来を育む子育てと学びの島の項目として、質の高い教

育体制づくり、出会い・結婚・子育て環境の充実、学校教育・生涯学習の充実に関する取組を支

援してまいります。 

 次に、基本目標４、地域の価値と新しい人の流れが未来をつくる島の項目として、観光振興、

ＵＩターンの強化、歴史文化遺産の活用・保全、再エネを生かした地域振興、先端技術を生かし

たまちづくりに関する取組を支援してまいります。 

 次に、２２ページ目には基本目標５、持続可能な社会基盤が整い、安全な暮らしを守る島の項

目について、公共交通体制の充実、防災・危機管理体制の強化、社会基盤の再生と有効活用、循

環型社会の構築などに関する取組を支援してまいります。 

 次に、基本目標６、効率的で質が高く、持続可能な行政力を備えた島の項目として、デジタル

技術を活用した業務の効率化、ふるさと納税をはじめ、自主財源の確保、質の高い行政サービス
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の提供に関する取組を実施してまいります。 

 次に、２３ページ目には人口対策プロジェクト、通称プラス７,０００を掲載しております。

本市は、幸せを実感できる島を実現するために一定の人口規模が必要であると考えており、

２０５０年以降も人口２万人を維持していくことを目指しています。これには、国立社会保障人

口問題研究所の予測より約７,０００人の人口増加が必要であり、転出を減らし、転入を増やす

社会増の向上と出生数を増やし、死亡数を減らす自然減の抑制の両方が求められます。人口２万

人を維持していくためには、年平均として社会動態を６５人増加、自然動態をマイナス２２８人

まで抑制する必要があります。今後、本市はこれらの対策を最重要課題として戦略的に各種施策

を実施してまいりたいと考えております。 

 以上が、第４次総合計画の概要であります。なお、議案資料の中に参考資料４として分野別ま

ちづくり計画の詳細版を添付させていただいております。 

 以上で、議案第５９号の説明を終わります。御審議の程、よろしくお願いいたします。 

〔企画振興部部長（塚本 和広君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  ここで暫時休憩をいたします。再開を１１時１５分といたします。 

午前11時04分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午前11時15分再開 

○議長（小金丸益明君）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 平田総務部長。 

〔総務部部長（平田 英貴君） 登壇〕 

○総務部部長（平田 英貴君）  議案第６０号壱岐市地域防災計画の修正について御説明申し上げ

ます。 

 災害対策基本法第４２条の規定による壱岐市地域防災計画の修正について、壱岐市議会基本条

例第１３条の規定に基づき、議会の議決を求めるものでございます。 

 本日の提出でございます。 

 壱岐市地域防災計画の修正については、本計画の第１編第１節４に規定しておりますように、

災害対策基本法第４２条の規定に基づきまして、国・県の防災方針・市の情勢を勘案して必要が

あると認めるときに計画の修正を行うものでございます。 

 今回の修正に当たっては、令和２年６月に修正した本計画本編について関係法令の改正や参照

数値の変更、組織の改変などがなされているため、今回修正を行うものでございます。 

 経過といたしましては、本年９月２６日に壱岐市防災会議を開催し、修正内容について審議い

ただき、その結果を踏まえて１０月２日から３１日までパブリックコメントを実施した後、改め
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て壱岐市防災会議の承認を頂いた上で本修正案を本会議に上程させていただくといった手順を踏

んでおります。 

 それでは、主な修正箇所について御説明をいたします。 

 議案資料４壱岐市地域防災計画の修正の概要の１ページをご覧ください。 

 主な修正項目としまして、７つの項目を挙げております。 

 まず１点目の災害対策基本法の改正等に伴う修正でございますが、中段の修正内容をご覧くだ

さい。法改正によりまして避難勧告と避難指示が避難指示に一本化され、避難準備、高齢者等避

難開始が高齢者等避難に変更をされております。また、国土交通省通知により土石流・危険渓流

などの文言が土砂災害警戒区域・土砂災害特別警戒区域及びその総称として土砂災害警戒区域等

にそれぞれ変更をされております。 

 次に、２ページをご覧ください。 

 ２点目の要支援者対策に関する修正でございますが、法改正により、避難行動要支援者の個別

避難計画の作成が市町村の努力義務とされたことに伴い、避難行動要支援者の個別避難計画の作

成について追加するものでございます。 

 次に、３点目の防災における女性参画に関する修正でございますが、これは、長崎県地域防災

計画に基づく修正で、女性リーダーの育成や避難所運営等への女性の参画により多様な性のニー

ズへの対応を図ることについて必要な修正・追加等を行っております。 

 次に、４点目の能登半島地震の教訓を踏まえた修正でございますが、これは国の防災基本計画

に基づく修正で、車中泊など避難所以外で避難生活をされる方への支援や、段ボールベッド、

パーテーションなどの配備について追加するものでございます。 

 次に、３ページをご覧ください。 

 ５点目の防災におけるＤＸに関する修正でございますが、これは市独自の修正で、既に一般利

用されております長崎県及び気象庁のウェブサイトやアプリの活用について追加するものでござ

います。 

 次に、４ページをご覧ください。 

 ６点目の長崎地方気象台における修正でございますが、気象台において警報発表基準等が更新

されておりますので、それに基づいて修正するものでございます。 

 次に、７点目のその他の修正が４項目ございます。 

 １つ目が壱岐市指定避難所に関する修正で、建物の閉鎖や老朽化などの状況から現状では避難

所に適しないと思われる施設について削除するとともに、県が指定する浸水想定区域、土砂災害

警戒区域等の更新により各施設が緊急避難場所として対応できる災害の区分について見直しを行

っております。こちらにつきましては、議案資料４、壱岐市地域防災計画新旧対照表の５０ペー
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ジ及び６６ページから７０ページに記載をしております。 

 次に、２つ目が壱岐市災害対策本部組織に関する修正で、市役所内部の組織改編による修正で

ございます。新旧対照表の３９、４０ページ及び６１、６２ページに記載しております。 

 次に、３つ目が感染症に関する修正で、新型コロナウイルス感染症の経験を踏まえた感染症流

行時における避難所運営及び必要な物資の確保等について追加するものでございます。新旧対照

表の３９ページに記載をいたしております。 

 最後に、４つ目の地震被害の想定に関する修正で、長崎県地域防災計画に準じ、津波浸水想定

及び津波災害警戒区域等について追加するものでございます。新旧対照表の４１ページから

５０ページに記載をしております。 

 その他、参照数値の変更、資料編の修正なども含め、軽微な変更についても同時に修正を行っ

ております。 

 以上で、議案第６０号の説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

〔総務部部長（平田 英貴君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  原財政課長。 

〔財政課課長（原  裕治君） 登壇〕 

○財政課課長（原  裕治君）  議案第６１号令和６年度壱岐市一般会計補正予算（第５号）につ

いて御説明申し上げます。 

 令和６年度壱岐市の一般会計補正予算（第５号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正。第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ７,７６５万円を追加

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２５１億７,２６９万２,０００円とします。第２項

は記載のとおりでございます。 

 繰越明許費の補正。第２条、繰越明許費の追加は、第２表繰越明許費補正によるものでござい

ます。 

 債務負担行為の補正。第３条、債務負担行為の追加は、第３表債務負担行為補正によるもので

ございます。 

 地方債の補正。第４条、地方債の変更は、第４表地方債補正によるものでございます。 

 本日の提出でございます。 

 ２ページから３ページをお開き願います。 

 第１表歳入歳出予算補正の款項の区分の補正額等については、記載のとおりでございます。 

 ４ページをお開き願います。 

 第２表繰越明許費補正の１、追加として３款民生費、２項児童福祉費の旧筒城保育所解体及び

一部改修工事ほか６件の事業につきまして年度内に事業が完了しない見込みであるため、翌年度
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に繰り越して使用できる繰越明許費として合計１億９,５５０万４,０００円を計上しております。

なお、事業の完了予定及び繰越理由等の詳細につきましては別添資料２、令和６年度１２月補正

予算案概要の９ページから１０ページに記載のとおりでございます。 

 次のページをご覧ください。 

 ５ページ、第３表債務負担行為補正の１、追加として壱岐市地域福祉活動拠点施設郷ノ浦町デ

イサービスセンター指定管理料ほか５件につきまして、今回公の施設の指定管理者を指定するこ

とに伴い、当該期間に係る指定管理料の債務負担行為を計上するものでございます。 

 ６ページから８ページをお開き願います。 

 第４表地方債補正の１、変更で以下計上しております各地方債につきまして、対象事業費の調

整及び県営事業負担金の変更、災害復旧に係る地方債の追加などによりまして、記載のとおり限

度額の変更を行っております。 

 それでは、事項別明細書により主な内容につきまして御説明いたします。 

 まず、歳入について御説明いたします。 

 １２ページから１３ページをお開き願います。 

 １３款分担金及び負担金１項２目災害復旧費分担金は、９月に発生いたしました豪雨による農

地災害に係る受益者分担金で、２万円を計上しております。 

 あわせまして、１６款県支出金２項８目災害復旧費県補助金におきまして、同豪雨災害に係る

農地及び農業用施設災害復旧費補助金４２４万５,０００円を計上しております。 

 １５款国庫支出金１項３目災害復旧費国庫負担金の公共土木施設災害復旧費負担金は、さきの

９月会議にて議決いただきました８月発生の台風災害に係る公共土木施設の災害復旧事業費の増

加に伴う国庫負担金の追加で、３２０万円を計上しております。 

 １８款寄附金１項２目指定寄附金の教育振興指定寄附金は、島外在住の方からの出身小中学校

への寄附がありました指定寄附金１,３００万円を計上しております。 

 次のページをお開き願います。 

 １４ページから１５ページ、１９款繰入金１項１目基金繰入金は、今回補正する移住・定住関

係事業の財源としてふるさと応援基金１７０万１,０００円、過疎地域持続的発展特別事業基金

１５０万円を計上しております。 

 ２０款１項１目の繰越金は、今回の補正予算に係る一般財源として前年度繰越金を７,８９６万

円計上しております。 

 ２２款市債につきましては、地方債補正で説明のとおりでございます。 

 次に、歳出について御説明いたします。 

 まず、歳出全般について、前年度の国・県の補助事業に係る精算返納金の補正を行っておりま
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す。 

 補正予算の主な事業内容につきましては、別添資料２、令和６年度１２月補正予算案概要で説

明いたします。 

 ２ページをお開き願います。 

 ２款総務費１項６目企画費の移住・定住促進プロジェクト事業は、今年度実績見込みにより事

業費を追加するもので、定住奨励事業補助金を１７０万１,０００円、島外通勤・通学者交通費

助成を１５９万３,０００円計上しております。 

 次のページをお開き願います。 

 ３ページ、３款民生費２項４目保育所費は、旧筒城保育所の解体工事において当初想定より広

範囲のアスベスト除去が必要となったため、事業費を追加するもので８４７万４,０００円を計

上しております。 

 次の５款農林水産業費１項３目農業振興費は、農事組合法人等の実施する事業に係る県の補助

事業採択に伴い、ながさき農林業・農山村構造改善加速化支援事業９７万５,０００円、ながさ

き農業デジタル化促進事業２８万８,０００円及び４ページのながさき産地基盤整備・強靱化事

業３０万円を計上しております。 

 ５ページをお開き願います。 

 ６款商工費１項２目商工振興費のマリンパル壱岐管理費は、施設内交流広場空調の更新工事を

行うもので２３５万円を計上しております。 

 次のページをお開き願います。 

 ６ページ、８款消防費１項３目消防施設費の防火水槽建設事業費は、県道拡張に伴う防火水槽

移転の事業計画見直しにより解体工事費の追加１４１万３,０００円を計上しております。 

 ９款教育費の２項２目及び３項２目の教育振興費は、指定寄附金を教育振興基金に積み立てる

もので、小学校分５５０万円、中学校分７５０万円を計上しております。 

 同じく９款教育費の５項２目青少年育成費は、壱岐高校野球部の九州大会出場に係る子ども夢

プラン応援補助金９８万１,０００円を計上しております。 

 次のページをお開き願います。 

 ７ページ、１０款災害復旧費１項１目農地及び農業用施設災害復旧費は、９月に発生した豪雨

災害に係る災害復旧費で６６０万円を計上しております。 

 以上で、議案第６１号令和６年度壱岐市一般会計補正予算（第５号）について説明を終わりま

す。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

〔財政課課長（原  裕治君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  草合保健環境部長。 
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〔保健環境部部長（草合 正吉君） 登壇〕 

○保健環境部部長（草合 正吉君）  議案第６２号令和６年度壱岐市国民健康保険事業特別会計補

正予算（第２号）について御説明申し上げます。 

 令和６年度壱岐市の国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによ

る。 

 歳入歳出予算の補正。第１条、保険事業勘定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ５５８万

円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３４億３,５１５万４,０００円とする。第

２項につきましては記載のとおりでございます。 

 本日の提出でございます。 

 事項別明細書により内容を御説明申し上げます。 

 ８ページから９ページをお開き願います。 

 歳入でございますが、補正財源といたしまして７款１項１目その他繰越金を予算計上いたして

おります。 

 １０ページから１１ページをお開きください。 

 歳出でございますが、８款１項３目保険給付費等交付金償還金、６目特定健康診査等負担金償

還金、７目その他償還金のいずれも令和５年度の事業実績に基づく償還金でございます。 

 次に、議案第６３号令和６年度壱岐市介護保険事業特別会計補正予算（第２号）について御説

明申し上げます。 

 令和６年度壱岐市の介護保険事業特別会計補正予算（第２号）は次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正。第１条、保険事業勘定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

５５１万３,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３７億６,２５６万

２,０００円とする。第２項につきましては記載のとおりでございます。 

 事項別明細書により内容を御説明申し上げます。 

 ８ページから９ページをお開き願います。 

 歳入でございますが、３款、４款、５款の地域支援事業交付金及び７款繰入金につきましては、

法定負担割合に基づき、人件費の負担割合といたしましてそれぞれ予算計上いたしております。 

 ８款１項１目繰越金は、今回の補正財源といたしまして１２６万９,０００円を予算計上いた

しております。 

 １０ページから１１ページをお開き願います。 

 歳出でございますが、３款１目地域支援事業費につきましては、人事異動による人件費の補正

でございます。 

 ３款２目包括的支援事業任意事業費につきましては、介護予防配食サービス事業の利用者の増
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加に伴う追加の委託料４６０万円を予算計上いたしております。 

 １２ページからは、人件費補正に係る給与費明細書でございます。 

 以上で、議案第６２号及び第６３号の説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いいたし

ます。 

〔保健環境部部長（草合 正吉君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  平田総務部長。 

〔総務部部長（平田 英貴君） 登壇〕 

○総務部部長（平田 英貴君）  議案第６４号令和６年度壱岐市三島航路事業特別会計補正予算

（第２号）について御説明を申し上げます。 

 予算書の１ページをお開き願います。 

 令和６年度壱岐市三島航路事業特別会計補正予算（第２号）は次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正。第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２４０万円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億３,３３１万３,０００円とする。第２項は記載のと

おりでございます。 

 本日の提出でございます。 

 ２ページ、３ページは第１表歳入歳出予算補正、５ページから７ページは事項別明細書でござ

います。 

 ８ページ、９ページをお開き願います。 

 歳入予算補正について御説明いたします。 

 歳入財源といたしましては、一般会計繰入金を２４０万円増額いたしております。 

 次に、１０ページ、１１ページをお開き願います。 

 歳出予算補正について御説明いたします。 

 １款運航費１項運航管理費２目業務管理費でございますが、合入渠いわゆるドックに要する費

用及び配電盤等の修繕費として２４０万円を計上しております。 

 以上で、議案第６４号について説明を終わらせていただきます。御審議のほどよろしくお願い

いたします。 

〔総務部部長（平田 英貴君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  松嶋農林水産部長。 

〔農林水産部部長（松嶋 要次君） 登壇〕 

○農林水産部部長（松嶋 要次君）  議案第６５号令和６年度壱岐市農業機械銀行特別会計補正予

算（第１号）について御説明申し上げます。 

 令和６年度壱岐市の農業機械銀行特別会計補正予算（第１号）は次に定めるところによる。 
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 歳入歳出予算の補正。第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１,１７７万８,０００円

を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億５,８７８万５,０００円とする。第２項

は記載のとおりでございます。 

 本日の提出でございます。 

 次に、８ページ、９ページをお開き願います。 

 まず、歳入について御説明いたします。 

 ３款繰入金１項１目減価償却基金繰入金について、備品購入の入札結果に伴い６３７万

７,０００円を減額補正いたしております。 

 ４款繰越金１項１目繰越金に、前年度繰越金として１,６９５万５,０００円を増額補正いたし

ております。 

 ５款諸収入１項１目受託事業収入に、作業受託事業収入として１２０万円を増額補正いたして

おります。 

 次に、１０ページ、１１ページをお開き願います。 

 歳出について、御説明いたします。 

 １款総務費１項１目一般管理費を５１７万７,０００円減額補正いたしております。主な内容

につきましては、使用料及び賃借料に１２０万円を追加し、備品購入費の入札執行残６３７万

７,０００円を減額いたしております。 

 ２款基金積立金１項１目減価償却基金積立金に、前年度繰越金を財源として１,６９５万

５,０００円を計上いたしております。 

 以上で、議案第６５号についての説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

〔農林水産部部長（松嶋 要次君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  平本建設部長。 

〔建設部部長（平本 善広君） 登壇〕 

○建設部部長（平本 善広君）  議案第６６号及び議案第６７号を続けて御説明申し上げます。 

 初めに、議案第６６号令和６年度壱岐市水道事業会計補正予算（第１号）について。 

 第１条、令和６年度壱岐市水道事業会計補正予算（第１号）は次に定めるところによる。 

 第２条、令和６年度壱岐市水道事業会計予算第４条本文括弧書き中、不足する額２億２,３４８万

円は、当年度分消費税資本的収支調整額２,４３３万８,０００円、過年度分損益勘定留保資金

１億９,９１４万２,０００円を、不足する額２億４６８万１,０００円は当年度分消費税及び地

方消費税資本的収支調整額２,６１５万６,０００円、過年度分損益勘定留保資金１億７,８５２万

５,０００円に改め、資本的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。 

 収入につきましては３,８７９万９,０００円を増額し、支出につきましては２,０００万円を
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増額いたしております。 

 第３条、予算第６条に定めた起債の限度額を次のとおり補正する。 

 ２ページをお願いいたします。 

 限度額につきまして８,０５０万円に増額いたしております。 

 本日の提出でございます。 

 ４ページは予算実施計画、６ページ、７ページは予定貸借対照表を記載しております。 

 ８ページをお願いいたします。 

 資本的収入及び支出でございますが、収入につきまして企業債１,６６０万円、補助金

２,２１９万９,０００円の計３,８７９万９,０００円を増額いたしております。このうち補助金

につきましては、遠隔監視システム整備費に係る交付金の変更交付決定及び新たに勝本町の２級

市道仲折町ノ先線配水管布設替え工事に係る補助金の交付決定がなされたため、２,２１９万

９,０００円を増額いたしております。 

 支出につきましては建設改良費２,０００万円を増額いたしておりますが、補助金交付決定に

係る事業費増額分等を計上しております。 

 議案第６６号についての説明は、以上でございます。 

 続きまして、議案第６７号令和６年度壱岐市下水道事業会計補正予算（第１号）について御説

明申し上げます。 

 第１条、令和６年度壱岐市下水道事業会計補正予算（第１号）は次に定めるところによる。 

 第２条、令和６年度壱岐市下水道事業会計予算第３条に定めた収益的収入及び支出の予定額を

次のとおり補正する。収入及び支出につきまして、それぞれ３８７万円を減額いたしております。 

 第３条、予算第４条本文括弧書き中、不足する額６,４３６万円は当年度分消費税及び地方消

費税資本的収支調整額１４８万２,０００円、当年度分損益勘定留保資金６,２８２万円、引継ぎ

金５万８,０００円を、不足する額６,４３６万円は当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調

整額７２２万４,０００円、当年度分損益勘定留保資金５,７１３万６,０００円に改め、資本的

収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。 

 収入及び支出につきまして、それぞれ３８７万円を増額いたしております。 

 第４条、予算第６条に定めた起債の限度額を次のとおり補正する。 

 ２ページをお願いいたします。 

 限度額につきまして２,０７０万円に増額いたしております。 

 本日の提出でございます。 

 ４ページ、５ページは、予算実施計画を記載しております。 

 ６ページをお願いいたします。 
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 収益的収入及び支出でございますが、収入につきまして他会計補助金１５４万円、国庫補助金

２３３万円の計３８７万円を減額し、支出につきましても同額の３８７万円を減額しております

が、これは公共下水道ストックマネジメント基本計画策定業務に係る契約額の実績に伴い、減額

するものでございます。 

 ８ページをお願いいたします。 

 資本的収入及び支出でございますが、収入につきまして企業債の建設改良企業債６０万円、補

助金の国庫補助金２３３万円、他会計補助金９４万円の計３８７万円を増額し、支出につきまし

ても同額の３８７万円を増額しておりますが、施設の老朽化等による機器の更新等に伴う工事費

などでございます。 

 １２ページをお願いいたします。 

 令和６年度壱岐市下水道事業開始貸借対照表でございますが、年度当初に予定開始貸借対照表

としてお示しをしておりましたが、今回開始貸借対照表に改め、１２ページには資産の部、

１３ページには負債の部として金額を修正いたしております。 

 １４ページ、１５ページには令和７年３月３１日における予定貸借対照表を記載しております。 

 以上で、議案第６６号及び議案第６７号の説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いい

たします。 

〔建設部部長（平本 善広君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  これで、市長提出議案等の説明が終わりました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第２２．陳情第２号 

○議長（小金丸益明君）  次に、日程第２２、陳情第２号を議題とします。 

 ただいま上程いたしました、陳情第２号につきましては、タブレットに配信いたしております

ので説明に代えさせていただきます。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（小金丸益明君）  以上で、本日の日程は終了いたしました。 

 本日はこれで散会いたします。皆様大変お疲れさまでした。 

午前11時46分散会 

癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘 
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令和６年 壱 岐 市 議 会 定 例 会 12 月 会 議 会 議 録（第２日） 

 

議事日程（第２号） 

                  令和６年１２月１１日 午前10時00分開議 

日程第１ 報告第12号 
令和６年度壱岐市一般会計補正予算（第４

号）の専決処分の報告について 

質疑なし、 

報告済 

日程第２ 議案第52号 
壱岐市固定資産税の課税免除に関する条例

の一部改正について 

質疑なし、 

総務文教厚生常任委員会付託 

日程第３ 議案第53号 
壱岐市文化財展示施設条例の一部改正につ

いて 

質疑なし、 

総務文教厚生常任委員会付託 

日程第４ 議案第54号 壱岐市国民宿舎条例の一部改正について 
質疑あり、 

産業建設常任委員会付託 

日程第５ 議案第55号 
公の施設の指定管理者の指定について（壱

岐市地域福祉活動拠点施設） 

質疑なし、 

総務文教厚生常任委員会付託 

日程第６ 議案第56号 
公の施設の指定管理者の指定について（へ

い死獣畜一時保管処理施設） 

質疑あり、 

産業建設常任委員会付託 

日程第７ 議案第57号 
公の施設の現指定管理者の指定期間の変更

について（イルカパーク） 

質疑あり、 

産業建設常任委員会付託 

日程第８ 議案第58号 
公の施設の指定管理者の指定について（勝

本総合運動公園） 

質疑あり、 

産業建設常任委員会付託 

日程第９ 議案第59号 第４次壱岐市総合計画の策定について 
質疑あり、 

産業建設常任委員会付託 

日程第10 議案第60号 壱岐市地域防災計画の修正について 
質疑なし、 

総務文教厚生常任委員会付託 

日程第11 議案第61号 
令和６年度壱岐市一般会計補正予算（第５

号） 

質疑なし、 

予算特別委員会付託 

日程第12 議案第62号 
令和６年度壱岐市国民健康保険事業特別会

計補正予算（第２号） 

質疑なし、 

総務文教厚生常任委員会付託 

日程第13 議案第63号 
令和６年度壱岐市介護保険事業特別会計補

正予算（第２号） 

質疑なし、 

総務文教厚生常任委員会付託 

日程第14 議案第64号 
令和６年度壱岐市三島航路事業特別会計補

正予算（第２号） 

質疑なし、 

総務文教厚生常任委員会付託 

日程第15 議案第65号 
令和６年度壱岐市農業機械銀行特別会計補

正予算（第１号） 

質疑なし、 

産業建設常任委員会付託 

日程第16 議案第66号 
令和６年度壱岐市水道事業会計補正予算（第

１号） 

質疑なし、 

産業建設常任委員会付託 

日程第17 議案第67号 
令和６年度壱岐市下水道事業会計補正予算

（第１号） 

質疑なし、 

産業建設常任委員会付託 

日程第18 陳情第２号 
国民健康保険財政への国庫負担の増額を求

める陳情書 

質疑なし、 

総務文教厚生常任委員会付託 

────────────────────────────── 



- 35 - 

本日の会議に付した事件 

（議事日程第２号に同じ） 

────────────────────────────── 

出席議員（16名） 

１番 松本 順子君       ２番 樋口伊久磨君 

３番 武原由里子君       ４番 山口 欽秀君 

５番 山内  豊君       ６番 中原 正博君 

７番 山川 忠久君       ８番 植村 圭司君 

９番 清水  修君       10番 土谷 勇二君 

11番 音嶋 正吾君       12番 豊坂 敏文君 

13番 中田 恭一君       14番 市山  繁君 

15番 赤木 貴尚君       16番 小金丸益明君 

────────────────────────────── 

欠席議員（なし） 

────────────────────────────── 

欠  員（なし） 

────────────────────────────── 

事務局出席職員職氏名 

議会事務局局長 村田  靖君  議会事務局次長 松永 淳志君 

議会事務局書記 栁原 隆次君                 

────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

市長  篠原 一生君  副市長  中上 良二君 

教育長  山口 千樹君  総務部部長  平田 英貴君 

企画振興部部長  塚本 和広君  市民部部長  吉田 博之君 

保健環境部部長  草合 正吉君  農林水産部部長  松嶋 要次君 

建設部部長  平本 善広君  消防本部消防長  山川  康君 

教育次長  目良 顕隆君  総務課課長  横山 将司君 

財政課課長  原  裕治君  会計管理者  篠崎 昭子君 

 

午前10時00分開議 

○議長（小金丸益明君）  皆さん、おはようございます。 
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 ただいまの出席議員は１６名であり、定足数に達しております。 

 これより本日の会議を開きます。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１．報告第１２号 

○議長（小金丸益明君）  日程第１、報告第１２号を議題とします。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小金丸益明君）  質疑がありませんので、これで、報告第１２号の質疑及び報告を終わり

ます。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第２．議案第５２号～日程第４．議案第５４号 

○議長（小金丸益明君）  日程第２、議案第５２号から日程第４、議案第５４号までの３件を議題

とし、これから一括して質疑を行います。 

 議案第５４号について質疑の通告があっておりますので、これを許します。４番、山口欽秀議

員。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  議案第５４号の壱岐市国民宿舎条例の一部改正についてでありま

す。 

 内容的には宿泊料の改定ということであるわけでありますが、宿泊料を値上げするということ

である宿泊料なんですが、インターネットの予約サイトを見ますと、必ずしも予約のところで、

この宿泊料金が守られているというか、この料金で設定されていないという料金ではないかと。 

 予約サイトでいくと、２社によって値段も高いのから安いのからちょっと違いもありますし、

このような条例に定めた宿泊料と実際の予約サイトで運用されている宿泊料の差というのは、前

提の上での宿泊料の議論なのか、そういう意味でいうと、この宿泊料の設定、条例の金額という

のは、どういう意味合いを持った金額として市は考えているのか、お聞かせください。 

○議長（小金丸益明君）  ただいまの質疑に対する理事者の答弁を求めます。塚本企画振興部長。 

○企画振興部部長（塚本 和広君）  山口議員の御質問にお答えをいたします。 

 壱岐島荘の宿泊料金につきましては、条例に基づき定めております。インターネット予約サイ

トにおける料金も、基本的には条例で定めております基本料金に加え、休前日等の加算料金や特

別利用料金など、条例を基本とした範囲内での追加料金が反映された形となっております。 

 また、旅行会社等を通じた販売になりますと手数料も発生してまいります。仕組み的には、旅

行会社等に壱岐島荘から条例に基づいた金額で販売し、旅行会社は販売手数料を上乗せしてお客

様に販売するという形でございます。インターネットの予約サイトについても、同様の販売体系
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と考えていただければ、御理解いただけるのではないかと思います。 

 以上でございます。 

○議長（小金丸益明君）  山口議員。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  ある旅行サイトを見ますと、６畳和室を借りて、１名利用だと

１万５００円から１万１,５５０円と、こういうことなんです。そうすると、これは宿泊料金、

現行の今の料金でいっているわけですから、７,６００円に、これは１人ずつ３,０００円の加算

だから、７,６００円に３,０００円の加算で、単純に計算すると１万６,０００円、それを１万

５,０００円と、こういうふうな料金設定ということと考えるわけです。 

 それから２名だと、１万円から１万１,０００円の利用料金だと、１人当たりでいうと

５,０００円ですよね。そうすると、これは５,０００円で泊まれるという点でいくと、この料金

の差というのは、手数料が積み上げられているわけじゃなくて、減額サービスというふうな状態

になるのではないかと思いますが、このあたりの説明はどうなりますか。 

○議長（小金丸益明君）  塚本企画振興部長。 

○企画振興部部長（塚本 和広君）  山口議員の御質問にお答えをいたします。 

 私、今、ちょっとネット上の予約サイトを見ておりませんけれども、２名１室利用の場合に

５,０００円というのは多分あり得ないと思いまして、１人の値段が多分１万円ぐらいだろうと

いうことで、今、考えております。 

○議長（小金丸益明君）  山口議員。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  ほかのところのもう一つのを見ますと、朝食つきで６,８３５円

なんです。それから、朝食・夕食つきで使うと７,６２５円と、このあたりを見ましても、今の

定額料金の上乗せというところで説明がつくのかという点で、料金が足りないのではないかなと

いうふうに思いますが、そのあたりも含めてどうでしょうか。ちょっと旅行サイトによって違い

が大きくあるんですか。 

○議長（小金丸益明君）  塚本企画振興部長。 

○企画振興部部長（塚本 和広君）  山口議員の御質問にお答えをいたします。旅行サイト、じゃ

らんとか楽天、るるぶとかがございますけども、それぞれ手数料が違っている関係上もございま

す。そして、素泊まりで、先ほど６,８５０円くらいと言われたかと思うんですけども、壱岐島

荘ももちろん経営をしておりますので、損をするような形で料金設定はしていないと考えており

ます。 

 以上でございます。 

○議長（小金丸益明君）  山口議員。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  そういう意味では、宿泊料金、基本料金の今回値上げする平日
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５,０００円、それから休日・祭日６,０００円というのは、基本的に守られる宿泊料で、この上

に立って手数料が加算される料金設定を指導していると、そういう確認でいいですね。分かりま

した。 

○議長（小金丸益明君）  以上で、通告による質疑を終わります。ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小金丸益明君）  質疑はありませんので、以上で、議案第５２号外２件の質疑を終わりま

す。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第５．議案第５５号～日程第８．議案第５８号 

○議長（小金丸益明君）  次に、日程第５、議案第５５号から日程第８、議案第５８号までの４件

を議題とし、これから一括して質疑を行います。 

 議案第５６号について質疑の通告があっておりますので、これを許します。４番、山口欽秀議

員。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  へい死獣畜一時保管処理施設の計画についてですが、指定管理と

いうことですが、特に指定管理料が市から出ていないということでありますが、予算計画につい

て、収支計画についてちょっと疑問を感じたのでお伺いします。 

 さきの３年間のこの施設の利用計画書と、今年度の新規の利用計画書を比較してみますと、総

合負担金のところを見ますと、これまでは６,０００頭だったのが、今回は５,９００頭というふ

うに１００頭減っております。それから、個別負担金として戸数も６２０戸から５２０戸という

ふうに１００戸減っております。 

 ところが、処理する牛の数は５００頭から６５０頭というふうに１５０頭が増えているわけで

す。このあたりの牛が減っている、それから戸数も減っているのに、処理する頭数が増えている

という点で、どのような状況にあるのかということです。 

 そういう意味でいうと、これまで３年間、令和４年から令和６年に、どれだけの実際の死んだ

牛の処理数があるのか、それを教えていただければ理由も分かるかと思うんですが、そのあたり

の増えた理由、それから処理した数等を含めたこの計画書の説明をお願いします。 

○議長（小金丸益明君）  ただいまの質疑に対する理事者の答弁を求めます。松嶋農林水産部長。 

○農林水産部部長（松嶋 要次君）  ４番、山口議員の御質問にお答えをいたします。 

 １つ目の６５０頭に増えている、実際の処理頭数はどうなっているかとの御質問でございます

が、年度ごとの頭数を御説明させていただきます。 

 まず、令和４年度の頭数は５４８頭、令和５年度が５６８頭でございます。令和６年度は

１１月末現在で４６４頭でございまして、昨年同時期と比較し８２頭の増加でございます。 
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 この要因といたしましては、令和６年４月１日で牛海綿状脳症癩癩いわゆるＢＳＥでございま

すが癩癩に関する特定家畜伝染病防疫指針が一部改正されたことによるものでございます。 

 具体的に申し上げますと、改正前までは、起立不能、歩行困難な４８か月齢以上の牛と９６か

月齢以上の牛、全ては家畜保健衛生所でＢＳＥ検査後に焼却処分されておりましたが、改正後は、

ＢＳＥ検査を実施することなく、本施設で処理することとなったためでございます。 

 家畜保健衛生所でＢＳＥ検査後に焼却されていた頭数は、令和３年度及び令和４年度が同数の

７９頭で、令和５年度が９９頭でございます。死亡牛の頭数は、令和４年度以降約５５０頭前後

であり、改正後の増加分を約１００頭と見込み、合計で６５０頭の計画数としているところでご

ざいます。 

 次に、先ほど言われませんでしたが、通告にありましたので御説明をさせていただきます。 

 ２つ目、なぜ決算報告書は提出されなかったかとの御質問でございますが、３年前の令和３年

１２月会議におきまして、議案第７１号で本施設の指定管理者の指定につきまして上程、可決い

ただいておりましたが、そのときと同じ内容の資料を今回も提出させていただいております。 

 決算報告書が必要ということでありましたら、改めて提出をさせていただきたいと思っており

ます。 

 以上でございます。 

○議長（小金丸益明君）  よろしいですか。山口議員。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  分かりました。 

 全体として、壱岐の牛の頭数が減っているのに処理数がどうしても負担があると、それから、

飼っている畜産農家も、この中であるように１００戸も減っていると、そういう中で、収支計画

書では特に問題なくいくというふうなことで、予算執行が農協の赤字を抱えるということにはつ

ながらないという見通しでよろしいんでしょうか。そのあたりをよろしくお願いします。 

○議長（小金丸益明君）  松嶋農林水産部長。 

○農林水産部部長（松嶋 要次君）  山口議員の御質問にお答えをいたします。 

 この計画数自体、私たちも検証しましたけども、これまでの数年間の実績並びに、先ほど言い

ましたＢＳＥ検査後に家畜保健衛生所で焼却されないという頭数を勘案して６５０とされており

ます。農協さんの赤字につながるというような内容ではないというふうに認識をいたしておりま

す。 

 以上でございます。 

○議長（小金丸益明君）  次に、議案第５７号について、質疑の通告があっておりますので、これ

を許します。４番、山口欽秀議員。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  イルカパークの問題であります。 
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 まず第一に、イルカがこの間、死亡が続いていて、新たにイルカを購入したという形で、そし

て、今後、イルカの管理で検討委員会もされて、原因究明をされたという状態であるわけですが、

特にはっきりとした原因が究明されたわけではなくて、いろいろな諸般の原因が重なったんでは

ないかというようなことなんですが、そういう意味で、今後もイルカの死亡事件、死亡事案が起

きるのではないかと。資料によると２.４年に１度ぐらいずつ亡くなっていると、そういうこと

でありますので、市長の任期中にも起きるんではないかと、そういうことを考えているときに、

そういう意味で、市の立場としては、イルカパークの維持、継続については、どのような今後、

立場で進めるのか、改めてはっきりお示し願いたいというところ。 

 それから、２番目については、イルカパークのほうからの報告で、株式会社日本ドルフィンセ

ンターの獣医師の死亡報告書があるわけでありますが、その中に、膵臓とか肝臓とかいろいろあ

りますが、特に私が問題視するのは、飼育海域での硫化物の悪化についてというところの報告の

中に、小さい生けすの中で飼っているときには起きないけども、広いところにイルカをやると、

イルカの習性から、海底の泥とか海底のものを食べたりするというようなことで、硫化物を口に

するという状況になって、その影響があるんではないかというようなところがあるんですが、こ

の点でのドルフィンセンターの獣医師の死亡報告書について、検討委員会ではどのような検討を

されて発表、この報告書となったのか、そのあたり検討されているということなのかどうかを教

えてください。 

 それから、３番目は、検討委員会の報告を受けて、次年度公募されるわけですが、イルカパー

クの改良、改修について、かなりの予算も必要だし、段階的にやられるというふうなことが必要

だと思いますが、どのような取組を今後考えているのか、この３点をお願いいたします。 

○議長（小金丸益明君）  ただいまの質疑に対する理事者の答弁を求めます。塚本企画振興部長。 

○企画振興部部長（塚本 和広君）  山口議員の御質問にお答えします。 

 まず１つ目の、今後、イルカの死亡事案が起きた際でも、イルカパークを維持、継続するかに

ついての御質問についてでございますが、今回、イルカパーク管理環境等検討委員会を設置して、

専門家の方々に検討していただきましたが、検討委員会報告書においては、イルカの生育のため

に有益な知見を数多くいただいたと考えております。現時点におきましては、イルカの生育のた

めに役立つ実施可能な対策を施しつつ、長期かつ安定的にイルカを飼育できる環境に少しでも近

づけることが市としての役割であると考えております。 

 イルカパークは３０年の長きにわたり、島内・島外の皆様に親しまれてきた施設であり、地域

の方々にも愛されている壱岐全体の観光のシンボルでもあります。現時点では、イルカパークを

廃止するということは考えておりません。 

 次に、２つ目の株式会社日本ドルフィンセンターの獣医師の死亡報告書にある飼育海域の硫化
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物の悪化について、検討委員会でどう検討されたのかとの御質問についてお答えをいたします。 

 検討委員会は８月２日に設置いたしましたが、検討委員会の設置以前からイルカパークに関わ

っていた委員がおり、同委員により、第１回検討委員会において、下層溶存酸素量についての調

査報告がございました。３月後半から７月にかけて継続して調査が実施された下層溶存酸素量に

ついては、底層の酸素が低下状態になると、底質に硫化水素が発生する可能性があるので、８月

終盤時点に底質の調査が実施されましたが、第２回検討委員会において報告のあった内容によれ

ば、硫化水素の生成・蓄積は認められなかったとのことでありました。 

 次に、３つ目の検討委員会の報告を受けて、イルカパークの改良、改修などをどう取り組んで

いく考えかについての御質問にお答えいたします。 

 今回、検討委員会からは、多方面にわたり数多くの御報告、御提案がございました。内容につ

きましては非常に多岐にわたるものとなっており、議員御質問の改良、改修などの実施において

は予算も必要になってまいりますので、早急にメリット・デメリットを含めて費用対効果を総合

的に鑑みながら、今後のイルカパークについて検討を重ねる予定としております。 

 以上でございます。 

○議長（小金丸益明君）  山口議員。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  長きにわたってイルカパークを運営してきて、その間に多くのイ

ルカが死亡したと、こういう繰り返しなんです、この間。何らかの、幾つかの手当てはされてい

ますが、死亡事案は続いていると。そのたびに購入してきて多額の予算が使われていると、そう

いう状態であります。 

 そういう中で、どうしても壱岐の観光にとってイルカパークが必要だと。イルカパークがなけ

れば観光客が激減すると、激減まで言わないけど、大きくマイナスになると、そのような判断で

あるわけでしょうか、その点をお聞かせください。 

○議長（小金丸益明君）  塚本企画振興部長。 

○企画振興部部長（塚本 和広君）  山口議員の御質問にお答えをいたします。 

 非常に観光として重要な施設かというところでございますが、私ども、そのような認識でおり

ます。子どもから大人まで楽しんでいただける施設として、壱岐島内にそういった娯楽施設も少

のうございますので、そういったところにおいては、観光客誘致のためのすばらしい施設になっ

ておると感じております。 

 以上でございます。 

○議長（小金丸益明君）  山口議員。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  壱岐の観光地として売り出すという点で、イルカパークを目玉観

光施設として今後も押し出していくということになるわけですよね。ところが、一方でイルカを
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購入しなければならない、完璧にイルカを長生きさせるための施設云々を含めると、かなり今後

も予算的に市の持ち出しが増えると。いろんなところで市の予算がない、だからできないという

ふうなことが一方で言われる方向なのに、このイルカパークについては続けるという、ちょっと

検討、今後もずっと長きにわたって観光の目玉にするということで予算を投入し続けるというこ

とには疑問を感じますので、私は再検討をしていただきたいというふうに私は強く思っています。 

 その点で、解決策があるのかどうかです。実際のこの間の問題でイルカが死亡したということ

に対する対応で、今後、多々の改良点が持ち上がっていますが、そういう点で、今、言われた

２番目の答えに対しては、飼育環境として、いろいろ海流とか海水温とか酸素とか言われました

が、酸素の云々じゃなくて、この獣医さんの報告の１５ページの下のところで、イルカは海底の

汚泥や砂地で遊ぶ特性を持っていると、海底生物を捕らえて遊ぶ、捕食するというふうな習性が

あるというふうに書いてあるんです。このようなことが、イルカの体内に硫化物を取り入れると

いうことにつながっているのではないかと、この検討があったのか。今さっき言われたのは酸素

濃度とか海水の温度と言われましたが、こういうイルカの習性に通ずる海底の汚泥についての検

討があったのかどうか。 

 それから、以前にイルカパークの海底の汚泥のしゅんせつをやっていますよね。そのとき、こ

のことが検討されたのではないかなと。汚泥のしゅんせつ後の効果とか、そのあたりの検証もこ

の検討委員会の中で議論されたのかどうか。そのあたりは報告書にはないものですから、そのあ

たり不十分であったのではないかなというふうに思いますが、どうでしょうか。 

○議長（小金丸益明君）  塚本企画振興部長。 

○企画振興部部長（塚本 和広君）  山口議員の質問にお答えをいたしたいと思います。 

 先ほど２つ目の質問の中で、酸素量が少なくなって硫化物が発生する可能性があるというよう

なところでございました。その可能性があるというところで、８月に底質の調査をいたしました

ら、硫化物の発生とかはなかったというところでございます。 

 議員御指摘のとおり、獣医師の言われる中におきまして、底質を捕食したりとかいうところは

あるのかとは思いますけども、今回は硫化物についてはなかったというところでございます。 

 それから七、八年前だったと思いますが、汚泥の取り除きの除去をしております。その際、ち

ょっと今現在どういった内容かといいますと、汚泥を取ったことによって海底の生き物とかが若

干少なくなって、栄養分というのか、そういったものがいなくなったというところが取った何年

かはございました。今はだんだん回復してきているというところでの指定管理者の報告を受けて

おります。 

 以上でございます。（「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（小金丸益明君）  ３回過ぎております。 
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 同じく、議案第５７号について、１番、松本順子議員。 

○議員（１番 松本 順子君）  イルカパークについては、経営者に対し疑問を感じている市民か

らの声が多くありますので、その中から２点お伺いします。 

 １つ目が、多額の公費負担でフロリダ研修まで行ってもらったスタッフが、全員辞めてしまっ

た理由は何でしょうか。 

 ２つ目、後日納められたとはいえ、税金の滞納や未成年者飲酒の誘導など、あるまじき行為が

認められたにもかかわらず、何の処分もなかったのはなぜでしょうか。もし処分があったのであ

れば、その内容も教えてください。お願いします。 

○議長（小金丸益明君）  ただいまの質疑に対する理事者の答弁を求めます。塚本企画振興部長。 

○企画振興部部長（塚本 和広君）  松本議員の御質問にお答えをいたします。 

 まず、１つ目のフロリダ研修に行ったスタッフが全員辞めてしまった理由は何ですかとの質問

でございますが、この内容につきましては、イルカパーク管理環境等検討委員会の第１回検討委

員会におきましても、同様の質疑応答の場面がございました。 

 検討委員会においては指定管理者が回答しておりますが、フロリダ研修については、令和２年

２月に、アメリカフロリダ州にありますドルフィンリサーチセンターにおいて、イルカパークの

トレーナーが、同センターが推奨するリレーションシップベースドトレーニングを学んでまいり

ました。これにつきましては、餌に依存しないトレーナーとの信頼関係構築によるトレーニング

方法ということで聞いております。 

 議員がおっしゃるとおり、現在のイルカパークには、当時研修に参加した者はおりません。指

定管理者によれば、リレーションシップベースドトレーニングについては、現在もイルカパーク

内において実践されており、非常に有益なトレーニング手法であるとのことですが、研修に参加

したトレーナーが退職した理由につきましては、スタッフ間の意見の相違で辞めた者や、また、

他の施設へ移動した者、全く異なる職種に転職した者等、様々な理由があったとのことでござい

ました。 

 それから、２つ目の御質問ですが、議員がおっしゃる税金の滞納につきましては、令和３年市

議会１２月会議においてのＩＫＩ ＰＡＲＫ ＭＡＮＡＧＥＭＥＮＴ株式会社代表取締役個人の

税金の滞納の件であるかと思います。 

 当時は、全員協議会において、税金の滞納とその後の収納に係る内容を御説明させていただき、

その上で、ＩＫＩ ＰＡＲＫ ＭＡＮＡＧＥＭＥＮＴ株式会社への指定管理議案について可決い

ただいたところです。個人と法人は別人格であり、本件については個人の滞納でありましたので、

口頭での注意としております。 

 また、未成年者飲酒誘導の質問についてですが、令和５年９月の予算特別委員会において指摘
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があり、その後、市が調査を行い、市議会９月会議において、二十歳未満の飲酒事案ということ

で調査報告を実施しております。 

 その際には、市は内容を調査し、公の指定管理施設内で行われたこと及び飲酒を制止しなかっ

たことという動議的な理由により、顧問弁護士とも相談した上で、指定管理者へ文書により厳重

注意を実施いたしました。 

 以上でございます。 

○議長（小金丸益明君）  松本議員。 

○議員（１番 松本 順子君）  １番目のフロリダ研修に行った方たちがみんな辞めてしまった件

では、私はちょっと違う理由も耳にしておりますので、この方に対して、今、ここでちょっと言

っていいかどうか分からないので言いませんけれども、経営者として、人を雇う上できちんとや

らなくちゃいけないことなんじゃないかなということなので、聞かせていただきました。 

 そして、税金の滞納、未成年者飲酒に関して文書だけのことというのは、これは公務員だった

ら、多分恐らく懲戒処分的なことが起こる事例なんじゃないかと思うんですけれども、市が管理

している施設を管理してもらっている人のことなので、もう少し何かしらあるべきではないのか

と思います。 

 指定管理者として、事業的な部分に加えて経営者としての資質、そういうものも今回、皆さん

に判断していただきたいと思っております。 

 以上です。 

○議長（小金丸益明君）  次に、同じく議案第５７号について、３番、武原由里子議員から質疑の

通告がありますので、これを許します。３番、武原由里子議員。 

○議員（３番 武原由里子君）  議案第５７号です。イルカパークについてですが、市長の行政報

告では、イルカパーク管理環境等検討委員会による飼育管理や生育環境等の報告や内容を精査し、

壱岐イルカパーク＆リゾートのより一層の環境の充実に努めるとありましたが、今回提案されて

おります指定管理期間延長期間において、また、指定管理の延長までの間に、それぞれどのよう

な手だてを実施されていく予定なのかお聞かせください。 

 また、併せて、イルカの管理体制のみならず、イルカパークをめぐる経営体制全体における検

証と見直しが必要であると考えます。指定管理者であるＩＫＩ ＰＡＲＫ ＭＡＮＡＧＥＭＥＮ

Ｔ社に対し、地方自治法の手続による指定管理者の監査を行い、社労士や会計士といった専門家

を監査専門委員として招聘する形を取った監査委員による検証を行う必要があるのではないかと

考えております。市長要求監査によって実施する考えがないかお伺いいたします。 

○議長（小金丸益明君）  ただいまの質疑に対する理事者の答弁を求めます。塚本企画振興部長。 

○企画振興部部長（塚本 和広君）  武原議員の御質問にお答えをいたします。 
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 まず、１つ目の質問についてですが、先ほど山口議員からの質問についてお答えをしましたの

と同様の回答となりますが、今回、検討委員会からは多方面にわたり数多くの御報告、御提案が

ございました。内容につきましては非常に多岐にわたるものとなっており、議員御質問の手だて

に関しましても、予算も必要になってまいりますので、早急にメリット・デメリットを含めて費

用対効果を総合的に鑑みながら、今後のイルカパークについて検討を重ねる予定としております。 

 次に、２つ目の質問についてですが、壱岐市では、地方自治法第１９９条第７項に基づき、今

年度より地方自治法第２４４条の２第３項の規定に基づき、公の施設の管理を行わせているもの

についても、監査委員による現地監査を実施しているところであり、イルカパークについても必

要であれば監査を行うところです。 

 しかしながら、ＩＫＩ ＰＡＲＫ ＭＡＮＡＧＥＭＥＮＴ社が指定管理業務外で実施している

事業等につきましては、地方自治法における監査の対象外であり、監査権限の範囲を超えるもの

となるため、これは監査の対象とならないと考えられます。 

 なお、指定管理者協定書においては、指定管理部分に関しては、独立したものをして、経理を

分離し、業務について監査業務が受けられる体制を整えることとしておりますが、引き続き、イ

ルカパークの適正な運営を確保するため、指定管理者に対する適切な指導を行ってまいります。 

 以上でございます。 

○議長（小金丸益明君）  武原議員。 

○議員（３番 武原由里子君）  １点目ですが、先ほどの山口議員の質問に対する回答ということ

でしたが、今、お答えになったメリット・デメリット等、費用対効果を検証してというところの

より具体的な手だてとして、私が次に言っておりました監査、専門家による、指定管理の部分だ

けでは実際には運営できていないというか、月８００万円のものではできない状況であるという

のは、それは壱岐市は大前提で分かっていらっしゃると思いますので、そういうところでの運営

を任せられているということは、市の責任になると思いますので、これは内部だけではなく、専

門家のお知恵を借りながら検討されたほうが、今後の費用対効果等を決める段階においてもすご

く重要ではないかと思い、今回、質問いたしました。 

 平成１０年度から包括外部監査という制度が導入されております。これは地方自治法に基づく

監査になっております。実際に現在のイルカパークの指定管理料は８００万円ということですけ

れども、これでは実際には運営できていないというか、利用料とか使用料があるから、あとほか

の施設を利用した収入があるからこそということですが、それも人件費等でかなり大変な運営状

況だと聞いております。 

 こういうことも含めながら、市が実際の施設は手出しというか、投資されているものですので、

その運営についても指定管理以外だからといって監査の対象ではないということではなく、今後
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の観光の目玉としてこれを維持したいと思うのであれば、専門家のお知恵を借りやられたほうが、

壱岐市のためになるのではないかと思っておりますが、そのあたりいかがでしょうか。 

○議長（小金丸益明君）  塚本企画振興部長。 

○企画振興部部長（塚本 和広君）  武原議員の御質問にお答えをいたします。 

 経営面につきましては、御指摘のとおり、イルカパークの部分の運営に関して分析をする必要

があろうかと思っております。それから、会社全体の決算とかに関しましては、監査役もおりま

すので、そちらのほうで正しくされているものと思っております。 

 いずれにしましても、今後、先ほど申しましたように、施設の管理面とか早急に検討いたしま

して、武原議員がおっしゃる経営の部分についても分析をしていきたいと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（小金丸益明君）  次に、議案第５８号について、質疑の通告があっておりますので、これ

を許します。４番、山口欽秀議員。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  議案第５８号です。勝本総合運動公園の指定管理についてであり

ます。 

 計画書等を見て、まず、これまでの指定管理料が値上げされているというところなんですが、

なぜ値上げされたのか説明がありませんでしたので、説明を求めます。 

 それから、支出のほうで、交流センターの浄化槽維持管理費が、これまでの３年間と比べて倍

以上の増額の管理料支出がなっているわけですが、このあたりの理由をお聞かせ願います。 

 それから、決算書を見ますと、今年度、様々なところでマイナスが出ているわけですが、その

中で修繕料が大幅に出ております。この修繕料が発生したときは、全て指定管理者の負担という

ふうになるというふうな設定なのか、そのあたりをお聞かせ願いたい。 

 それから、総合運動公園の市民の使用が多くあるわけでありますが、その収入料金等が分かり

ませんので、収入等、どのくらいの収入で市のほうへ入っているかお聞かせ願いたいと思います。 

 以上、４点です。 

○議長（小金丸益明君）  ただいまの質疑に対する理事者の答弁を求めます。平本建設部長。 

○建設部部長（平本 善広君）  ４番、山口議員の御質問にお答えをいたします。 

 １点目の指定管理料を引き上げた理由についての御質問でございます。 

 今回、指定管理料を１０５万４,０００円、全体で増額をいたしておりますけれども、その主

な理由といたしまして、管理費の公園清掃管理につきまして、７６万５,２８０円増額の２４１万

５,２８０円としております。 

 この公園管理費につきましては、指定管理における管理業務に関する協定書第１０条の規定に

基づきまして、第三者に委託することが認められており、例年、農業機械銀行に委託をして実施
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をしているところでございます。 

 作業内容につきましては、公園内の清掃・除草作業を年４回、剪定作業を年２回、グラウンド

整備を年３回としておりますが、清掃・除草作業につきましては、野球場、自由広場、駐車場、

その他公園施設内の広範囲にわたり実施をしておりますので、令和５年度の実績等を踏まえ、重

機等の利用実績等の聞き取り調査を実施し、精査しましたところ、令和７年度以降につきまして

は、１回当たり１日５名の作業員により４日間、延べ２０名を予定いたしておりまして、さらに

年４回実施することから、年間延べ８０名分の労務費を計上いたしております。こちらにつきま

しては、令和５年度と比較しますと、年間１６名分の増となりまして、また、グラウンド整備に

つきましては、中型ホイールローダーによる整地を年３回分計上いたしております。 

 また、労力の軽減を図ることを目的に、野球場、自由広場においては、除草剤の散布を予定し

ていることから、除草剤１０袋、これは１５万円を新たに計上させていただきました。 

 以上のように、実績等を確認しながら、内容等を精査しまして、見直しを行ったところでござ

います。 

 ２点目の、交流センターの浄化槽維持管理費が２３万１,６２６円から４７万１,６２６円へ増

額になった理由についての御質問でございますが、令和５年度の実績では、交流センターに係る

浄化槽維持管理手数料２３万１,６２６円と浄化槽清掃手数料２４万円をそれぞれ計上しており

ましたが、令和７年度より支出項目を統合し、浄化槽維持管理手数料として合算して計上してい

るところでございます。 

 なお、金額につきましては、令和５年度実績に基づき、同額の合計は４７万１,６２６円を予

定しているところでございます。 

 ３点目の、修繕に関する費用は全て指定管理者の負担ということかという御質問でございます

が、指定管理による管理業務に関する協定書の第１５条、管理施設の維持補修等によりまして、

本業務に係る施設の大規模な改修、維持補修等及び備品の取得は原則として発注者、管理者協議

の上、行うものとする。ただし、１件３万円以内の施設の維持補修等については、修繕費の範囲

内において管理者が行うものとするとしております。 

 令和５年度に管理者負担により実施した修繕につきましては、主に配管、漏水修理に係る修繕

でございまして、管理者との協議の上、実施していただいたところでございます。 

 また、令和５年度に市が実施した修繕といたしましては、トイレの修繕が１４万８,５００円、

クラブハウス入り口の自動ドアの修繕４９万８,３００円を別途これは市のほうで修繕を行った

ところでございます。 

 ４点目の勝本総合運動公園の使用料収入額についての御質問でございます。 

 現在、壱岐市特定地区公園条例に規定している勝本総合運動公園に関する有料公園施設は、ク
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ラブハウスとゴルフ場プレー料のみでございます。なお、ゴルフ場プレー料につきましては、壱

岐カントリー倶楽部の収益でございまして、クラブハウスにつきましては無料開放といたしてお

ります。したがいまして、指定管理に係る分の公園使用料の収入はございません。 

 参考までに、令和５年度における勝本総合運動公園野球場自由広場の利用者数でございますが、

高齢者の方、学生の方の利用が大多数を占めておりまして、年間延べ１万２,１５８人の利用実

績でございますが、利用料の徴収は行っていないという状況でございます。 

 以上でございます。 

○議長（小金丸益明君）  山口議員。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  指定管理料が１０５万円何がしか値上げなんですが、理由は今の

で分かりますが、ちょっと急激な今までになく実績に伴うという、じゃあ今までこのままでは実

績からいって支払いを減額しておったとか、そういう日当を抑えとったと、そういうような状況

での実績をつくっていたということなんでしょうか。必要なものであれば支出すべきですけども、

急激なというよりはやり方を検討すると、実績じゃなくてやり方を変えるというようなことを含

めた、できるだけの管理料の大幅増というのは検討されたのかどうかという点です。 

 それから、２点目は分かりました。表の作り方の違いだということで納得できましたし、それ

から修繕についてですが、事業者と市との話合いで行われているということでありますが、この

修繕の内訳を見ますと、全部４万５,０００円とか５万８,０００円、それから１５万円とかいう

ふうなことで５５万４,０００円ということで、３万円を大幅に超した額を指定管理者が内訳と

してやっていると。そういう面でいうと、市のほうが業者とちゃんと対等な立場というか、対等

になっていない、指定管理の負担にしていないかということを感じるわけです。 

 そして、全体として収支決算でいうと５９万７,４７６円の赤字と、そういうところでいくと、

市とちゃんと指定管理者とが話し合っていると言われるけども、そういうことが見えないんです

けども、そのあたりは本当なんですか。というか、きちんと説明していただけませんか。３万円

を超しているのに、指定管理の負担が大幅だと思いますがどうですか。 

○議長（小金丸益明君）  平本建設部長。 

○建設部部長（平本 善広君）  山口議員の追加と再度の御質問にお答えをいたします。 

 まず、１点目の実績に基づいた見直しなのかというところでございますが、令和５年度の実績

でございますが、公園除草作業に年間延べ、機械銀行のほうから３５４名の実績が出ております。

今回、令和７年度以降は年間８０名と申し上げましたが、この５年度の実績が大幅にちょっと大

きかったものですから、機械銀行さんにもその内容を確認させていただきました。 

 ３５４名の作業員が作業に当たっているということでございますが、皆さんが丸一日というこ

とではなくて、半日のときもありますので、全て３５４人全てが丸一日作業されたわけではない



- 49 - 

んですけれども、いずれにしましても、現状の管理費では、この広範囲に及ぶ公園の管理は非常

に厳しいという実態が状況を確認する中で見えてきまして、少なくとも１日５名、そして１回当

たり４日間、２０名は必要ではないかという協議を行いまして、今回、見直しを行っているとい

うところでございます。 

 ２点目の修繕料に係る指定管理者との協議でございますが、先ほど申し上げましたように、大

きな修繕等々につきましては、管理者との協議の上、行うようにいたしております。特に配管、

漏水修理につきましては、実際に修理にかかってみないとどのくらいかかるか分からない部分も

あるわけなんですけれども、ここはもうカントリー倶楽部の施設の修理、クラブハウスの中の修

理でございましたので、協議を行いながら、この分については指定管理者のほうで行っていただ

けるという協議は行っております。 

 ただ、先ほど申し上げましたように、大きくまた金額がかかる自動ドア等の修繕につきまして

は、こちらも協議を行い、市のほうで行わせていただいているというところでございまして、そ

の状況で管理者との協議を行いながら、その負担をどちらかでするということを協議していると

いうことで御理解いただきたいと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（小金丸益明君）  山口議員。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  適正な１日の作業費というか、それは確実に確保して除草作業が

敢行される、そのための費用ということで出された金額ということでありますので納得できまし

た。 

 そういう意味でいうと、このように指定管理料が変化したという場合は、事前にこういうふう

になったよということで、大幅な変更については説明を事前に求めたいと。こちらがこれは何か

変だなというふうで聞かないと回答がないというのは、不親切だというふうに思います。 

 それから、工事費については、指定管理者と市が対等な立場というか、立場で指定管理がうま

くいくような工事の修繕料の支出の話合いを進めていただく、指定管理者が負担になるというか、

そうならないようなことを十分考えてやっていただきたいということで質問を終わります。 

○議長（小金丸益明君）  以上で、通告による質疑を終わります。 

 ほかに質疑はありませんか。武原議員。 

○議員（３番 武原由里子君）  すいません、通告の続きを言い忘れておりましたが、よろしいで

しょうか。イルカパークの件でございます。よろしいでしょうか。 

○議長（小金丸益明君）  どうぞ。 

○議員（３番 武原由里子君）  すいません。指定管理について３点追加です。 

 現在、今の指定管理の方が利用者のアンケート調査を行われているのかというのが１つ。また、
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壱岐市によるモニタリング調査ということはされているのか。また、されていたら公表をどうさ

れているのか。３点目が、指定管理者から壱岐市への要望等はあっているのかどうか。３点追加

でお願いいたします。 

○議長（小金丸益明君）  ただいまの質疑に対する理事者の答弁を求めます。塚本企画振興部長。 

○企画振興部部長（塚本 和広君）  武原議員の御質問でございますけども、最初２点につきまし

ては、ちょっと後もって調べさせていただきたいと思います。 

 それから、指定管理者からの要望というところでございますが、定例会を開催しておりまして、

市と指定管理者と毎回協議を持っておりますので、その中でいろいろな意見交換をしております

ので、そういった御理解でよろしくお願いしたいと思います。 

○議長（小金丸益明君）  よろしいですね。ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小金丸益明君）  質疑がありませんので、以上で議案第５５号外３件の質疑を終わります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第９．議案第５９号～日程第１０．議案第６０号 

○議長（小金丸益明君）  次に、日程第９、議案第５９号及び日程第１０、議案第６０号の２件を

議題とし、これから一括して質疑を行います。 

 議案第５９号について質疑の通告があっておりますので、これを許します。４番、山口欽秀議

員。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  壱岐市第４次総合計画が今後出されてきておりますが、その中で

幾つかお伺いしたいということで、まず第１点、第３次から第４次へ計画は継続され、反省の下

に次へというそういう流れでいくと思いますが、そういう点で、まず第１点目は、第３次総合計

画の中で、結婚、子育て環境の充実という中で、認定こども園の整備を目標として掲げられてお

りました。４施設をつくるということが目標でありましたが、１施設にとどまったわけでありま

す。 

 昨今の柳田保育園等の問題も含めて、保育環境の整備という点で大きな問題だと思いますが、

なぜ１施設にとどまったのか、４施設を目標としておきながらです。どういう問題があり、どう

いうことがネックとなって進まなかったのか、このあたりの認識をお伺いします。 

 そして、第４次総合計画においては、２０２９年度までには、今の１施設から２施設へと、

２へと、２つの施設へというふうに書いてあります。３次では４施設であったのに、２施設にす

るという点では後退ではないかと思いますが、このあたりの２施設にした理由、そのあたりをお

聞かせください。 

 それから２番目、総合計画の２の１の持続可能なコミュニティーの形成、まちづくり協議会と
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ともに取り組む協働のまちづくりというところの③のところにあるまちづくり協議会と民間組織

との連携というのがありますが、この民間組織とは何を指しているのか、何をお考えなのかお聞

かせください。 

 ３番目、第３次総合計画の中の学校教育の充実の中に、４、離島留学制度の推進というのがあ

りました。ところが、第４次総合計画においては、３の２の学校教育の充実の中の一つ、教育環

境の整備の中に入りました。そういう意味で、この離島留学制度についての重点というのが薄れ

ているのではないかということを思うわけですが、なぜこのような変化があったのか理由をお聞

かせください。 

 それから４番目、第３次総合計画の５の１のところで、Ｕターン強化というところ、そして移

住生活支援の中に学生の就学奨励金制度がありましたが、第４次総合計画については、学生の就

学奨励金制度そのものがないんではないかと思いますが、そのあたり御説明を願いたいと思いま

す。 

 以上、４点です。お願いします。 

○議長（小金丸益明君）  理事者の答弁に入る前に、ここで暫時休憩をいたしたいと思います。 

 再開を１１時１０分とします。 

午前11時01分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午前11時10分再開 

○議長（小金丸益明君）  再開いたします。 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 山口議員の質疑に対する理事者の答弁を求めます。吉田市民部長。 

○市民部部長（吉田 博之君）  山口議員の質問のうち、①について、市民部のほうでお答えさせ

ていただきます。 

 第３次総合計画における政策達成目標である認定こども園整備数４施設に対して、整備数が

１施設にとどまったことは、実情に応じた保育所運営の在り方と保育料の見込みと提供体制の見

込み量の見極めによる具体的な整備計画の策定までに至らなかったことが大きな要因と考えてお

ります。 

 一つは、新型コロナウイルス感染症の世界的流行があったこと。もう一つにつきましては、認

定こども園開設予定の民間事業者の撤退なども大きく影響したと考えております。 

 次に、整備施設数についてですが、現時点で各町に１施設の認定こども園整備計画に変更はご

ざいません。２０２９年までの次期総合計画における政策達成目標としては、まずは１施設の開

設に取り組むこととしております。 
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 しかしながら、児童の減少は、コロナ禍もあり当初の想定をはるかに上回るスピードで進んで

おります。今後、適正数の協議は必要と考えておりますし、幼稚園の統廃合の状況、既存保育施

設の改修・建て替え時期なども含め、総合的に判断をしていかなければならないと考えておりま

す。 

 今後も、児童の減少を考慮し、保育料の見込みと提供体制の見込み量を見極めながら、より広

い視点でのその時々の社会情勢や実情に応じた保育所運営の在り方と政策達成目標である認定こ

ども園の整備のため、関係部署との連携、既に教育委員会並びに長崎県とは、いろんな形で協議、

相談、あるいは指導を受けておりますが、これまで以上にその連携を強化して進めていきたいと

思っております。 

 以上です。 

○議長（小金丸益明君）  平田総務部長。 

○総務部部長（平田 英貴君）  ２点目の持続可能なコミュニティーの形成、まちづくり協議会と

ともに取り組む協働のまちづくりの中にある民間組織とは何を想定しているのかという御質問に

ついて、総務部の所管となりますので、私のほうからお答えをいたします。 

 想定しております民間組織とは、地域の課題解決や持続可能な地域づくりに向けた取組をまち

づくり協議会とともに実践していただく企業やＮＰＯなどの組織を想定いたしております。特に、

エンゲージメントパートナー制度を活用し、地域に主体的な貢献を行おうとする企業・団体とま

ちづくり協議会が共によくなるために貢献し合う関係性の構築を目指してまいります。 

 以上でございます。 

○議長（小金丸益明君）  目良教育次長。 

○教育次長（目良 顕隆君）  山口議員の御質問の３点目、４点目について、教育委員会のほうよ

りお答えをいたします。 

 まず、３点目の離島留学制度の推進についてでございます。 

 第３次壱岐市総合計画では、いきっこ留学制度を開始した直後であったことから、主要施策と

して位置づけ、島外への情報発信を強化し、離島留学生数、里親数を年々増やしていく取組とし

ておりました。 

 いきっこ留学制度も開始から６年がたち、様々な知見が集まってきており、留学生を増やして

いくというこれまでの取組ではなく、留学生の教育や受け入れる環境の整備に重点を置いて改善

に取り組んでおります。したがって、第４期総合計画では、学校教育充実の中の教育環境の整備

に示しているところでございます。 

 具体的な取組内容は、留学生と本市の子どもにも有意義な留学になるように、関係者の意見に

耳を傾けながら、いきっこ留学制度の改善に努めていく計画としたところでございます。 
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 次に、４点目の学生の就学奨励金制度についてでございます。 

 第３次壱岐市総合計画において、大学等を卒業後、壱岐で就業・就職した者に対して、一定期

間の就業等条件により、在学中の奨学金の返還額の一部免除等を検討していく取組として、学生

の就学奨励金制度を示しておりましたが、令和５年４月１日から壱岐市定住促進奨学資金償還補

助金が施行されたことで、奨学資金を償還する若年層への支援も行うことになりました。 

 これは経済的支援のほか、定住促進にもつなげていく制度であることから、第４次総合計画で

は、第３次と同様に、ＵＩターンの強化の中に示し、他の移住支援と併せて移住生活支援の経済

的支援として進めていくようまとめたところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（小金丸益明君）  山口議員。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  １点目の認定こども園が１施設にとどまった理由について、コロ

ナが理由というのは私は納得できないです。認定こども園の石田ができた後、次のというふうな

計画が進んだのかというと、ほとんどそういう議論含めてなされなかったし、その前からでしょ

うけども、石田の続きがこうだとか、そういう計画そのものが目に見える形でなされなかったし、

動きがなかった。そういう中で計画が実現できなかったということで考えます。民間が来て、で

きるかなという動きがありましたが、民間が退いたらもう一気に尻すぼみということでありまし

た。 

 そこでお伺いしますが、国のほうは、民間が認定こども園をつくるについては交付金を出すよ

と、それから、地方自治体がつくる場合については、交付金についてどのような交付金措置をす

るのかというところで、壱岐市の場合、民間につくるのは任せるけども、我々がつくると金がか

かるよと、そういう認識のような議論がこの間、私は思っているわけですが、市が認定こども園

をつくった場合、国のほうの交付金措置、それは十分あると、民間と同じような交付金措置があ

るという認識には立っているのかどうか、そのあたりをお聞かせ願いたい。その上に立てば、

１施設増ではなくて、もう少し建つんではないかなというふうに私は思いますが、そのあたりの

民間と自治体がつくる場合の認定こども園に対する国の交付金措置についてどういう認識なのか、

この点をお聞かせください。 

 それから２番については、民間組織についてはどういうか、分かりましたが、なかなか沼津地

区でいうと企業もなく、ＮＰＯも今のところないということで、どのような民間組織を連携する

のかというのは見えないなというふうに私は思います。 

 それから３番目、離島留学制度、様々な問題が起きて改善も進んでおりますが、でもまだまだ

課題はいっぱいある、道半ばではないかなと。そういう点で、一教育環境の整備の一つじゃなく

て、きちっと位置づけることが必要ではないかな、そういう点でちょっと後退ではないかなと私
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は思いますがどうでしょうか。 

 それから、ＵＩターン強化のところで、学生の就学奨励金制度そのもの、第４次計画のどこに

あるというふうに言われましたか、ちょっと示していただけませんか。お願いします。 

○議長（小金丸益明君）  質問いいんですね。（「はい」と呼ぶ者あり）順番に答えてもらえます

か。吉田市民部長。 

○市民部部長（吉田 博之君）  山口議員の２回目の御質問にお答えいたします。 

 新規建設につきましての交付金等々の補助金関係につきましては、民間のほうにシフトされて

いるというところは十分認識いたしております。そういったことで、新規建設について、これを

考えていないということではなくて、慎重に考えていきたいというふうに考えておりますし、規

模だったりとか場所だったりとか、それから認定こども園、特に補助金を活用するのであれば認

定こども園に限らず、どんな部分を一緒にすることによって別の補助金だったりとかというとこ

ろは研究していきたいと思っております。 

 先ほどの答弁でも行いましたが、現時点では各町１施設を検討しておりますけれども、子ども

の減少だったりとか、特に既存の施設の耐久性の問題だったりとか、現在の施設だったりの問題

だったりとか、総合的に勘案して、これはもう議員の方も御承知と思いますけど、一つどこかに

つくって、またそこに一つが移転するとか、統廃合するとかいうところはやはり避けなければな

らないということも十分認識いたしております。 

 そういったところも含めまして、先ほどの答弁でも行いましたが、関係部局、特に子ども園で

あれば幼稚園との統合となりますので、教育委員会、それから認可等々を行う長崎県、こちらの

ほうと十分協議を行いたいというふうに考えておりますし、行いたいというか、既にいろんな形

で連携を取っておりますので、そこは御承知していただきたいと思いますし、ある程度のという

か、いろんな形が見えましたら早々に議会も通じまして、そして一般市民の方にも御報告等々を

していきたいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

 以上です。 

○議長（小金丸益明君）  平田総務部長。 

○総務部部長（平田 英貴君）  先ほど沼津地区においてはというようなことでお話がございまし

たけれども、まず地域におきまして、まちづくり協議会の中での活動等につきまして、課題であ

りますとか取り組む事業で支援でありますとか助言等が必要であれば、ぜひ所管課でありますＳ

ＤＧｓ未来課のほうに御相談をいただければ、エンゲージメントパートナーの協定を結んでいる

企業で御協力ができるところがないかとか、エンゲージメントパートナーだけじゃなくて、副業

人材支援制度というものもございますので、今年度も幾つかのまちづくり協議会でそのような制

度を一緒に利用されているまちづくり協議会もございます。 
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 そしてまた、昨年度はまちづくり協議会とＮＰＯ法人、そして日本郵便と３者でふりかけなど

を作って、地域の子どもたちに対しての食育でありますとか、食品ロス、そして壱岐の産品への

愛着につながるような事業ということで、事業に取り組まれた事例等もありますので、ぜひ地域

地域でのまちづくり協議会の活動の中で何か御支援、御助言等ができるものがあれば、市として

も積極的に動いてまいりたいというふうに考えておりますので、もし何かございましたら御相談

をいただければというふうに思います。 

 以上でございます。 

○議長（小金丸益明君）  山口教育長。 

○教育長（山口 千樹君）  いきっこ留学について、後退ではないかというお話でございますが、

決して後退ではございません。そもそも総合計画というのは、５年に１回、事業を見直していく

わけでございます。私どもは、先ほどの説明であったように、言わば量から質に転換しようとし

ているわけでございます。これをこの５年たって私たちはやろうとしていることでございます。 

 今般、教育委員会の中の環境整備に入れまして、ほかの壱岐の子どもたちと、それから留学に

来た子どもたちと同様に楽しく過ごしていけるような方向に変えていくという意味において、こ

のような位置づけをしているところでございます。御理解をいただきたいと思います。 

○議長（小金丸益明君）  目良教育次長。 

○教育次長（目良 顕隆君）  学生の就学奨励金制度についてお答えをいたします。 

 先ほどお答えしましたとおり、令和５年４月から、壱岐市定住促進奨学資金償還補助金という

補助金が施行されましたので、これにつきましては、経済的支援のほかにも定住促進にもつなが

るということでありますので、第３次と同様のＵＩターンの強化の中の他の移住支援と併せまし

た移住生活支援の中に、経済的支援として明記しているところでございます。 

 また、これまで教育委員会のほうで実施しておりました以前からの高校、大学、専門学校等に

進学する貸与型の奨学金につきましては、学校教育の充実の教育環境整備に保護者や進学希望者

の支援としまして、奨学金の維持について明記をしているところでございます。 

 以上です。 

○議長（小金丸益明君）  山口議員。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  第４次総合計画について、プラス７,０００というふうに銘打た

れてついているわけです。人口減少をとどめて２万人を維持すると。そのための様々な方策だと

いうふうに理解するところが多いんですが、そういう点で、第３次もそうなんですが、人口減少

対策についてどう取り組むかということで、第３次も計画されていて、この第４次についても、

その中で移住定住策を一層強化すると、こういうふうな銘を打って第４次は書かれているわけで

す。 
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 そういう中で子育て環境の充実、子どもを産み育てやすい環境づくり、それから人口対策プロ

ジェクトでいうと、そういう移住定住、ＵＩターンを促進すると、そういう点での政策なんです

が、その点で私はこの質問をしたんです。 

 認定こども園、人口減少が既成事実のように言われるけども、それをとどめるために何をする

かというのが総合計画で２万人だということでいくと、子育て環境の充実でいくと認定こども園

をきちっと備えたそういう自治体としての未来像を、しっかり持って進めるべきではないかなと。 

 それから、離島留学についても、確かにずっと進んでおりますが、ただ、まだ問題がある。島

親さんの整備とか、それから移住定住を促進するためには、親子留学とか孫の留学とか、そうい

うのを一層進めれば、移住定住促進で人口減につながるわけですから、そのあたりの一層の取組

が求められているんではないかなと。 

 それから、学生の就学奨励金制度についても、確かに触れてありますが、この第４次総合計画

の中に、高校生へのアンケートでいくと、将来帰ってきたいという高校生がいるわけです。それ

をどう応援するかという視点で、今までの第３次総合計画というのは不十分ではなかったかなと、

そういう点を思っております。 

 そういう意味で、人口減少を減らす、とどめる、そして移住定住を促進する、そして人口を維

持すると、そのための政策として、もっと子育て環境の充実、今の私が質問した点ではちょっと

不十分ではないかなと。計画の中にありますが、もっと取組として重視していただきたいなとい

うことの意見を述べて質問を終わります。 

○議長（小金丸益明君）  次に、同じく議案第５９号について、３番、武原由里子議員から質疑の

通告があっておりますので、これを許します。 

○議員（３番 武原由里子君）  第４次総合計画の策定についてお尋ねします。 

 これまでの総合計画とは異なり、基本戦略を総合計画のメインとされ、個別計画は内部資料と

なりパブリックコメントがされておりません。今回、上程されておりますのが、この総合計画の

うちの基本戦略部分のみという認識でよろしいでしょうか。また、なぜそのように基本戦略のみ

に変更されたのでしょうか。 

 ２点目です。 

 １月１日から機構改革があり、この総合計画の担当部署が変わりますが、１月以降のこの計画

書の最終策定業務及び市民への周知広報等の業務の継続性をどのようにされるのでしょうか。

２点お願いいたします。 

○議長（小金丸益明君）  ただいまの質疑に対する理事者の答弁を求めます。塚本企画振興部長。 

○企画振興部部長（塚本 和広君）  武原議員の御質問にお答えをいたします。 

 今回の第４次総合計画は、現行の３次総合計画と比較して、分野別、まちづくり計画をより市
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民の皆様に分かりやすく伝えるために、短くまとめたものと詳細版を作成しております。短くま

とめたものは、基本戦略の最後の部分に盛り込み、詳細版は行政の内部資料として活用するため

に、参考資料という形で整理をしております。 

 したがいまして、パブリックコメントにおいても、基本戦略と分野別、まちづくり計画を含ん

で、市民皆様から御意見を頂戴しているものと認識しておりますし、議案第５９号第４次壱岐市

総合計画については、基本戦略だけでなく、分野別、まちづくり計画を含んで上程させていただ

いております。 

 また、今回の御質問と同様の御意見をパブリックコメントでもいただいておりましたので、壱

岐市総合計画審議会において、詳細版のパブリックコメントの必要性について協議させていただ

き、詳細版については、行政内部の扱いで計画の進捗や検証作業に活用するという位置づけであ

れば、パブリックコメントの必要はないという判断に至ったところでございますが、今回のパブ

リックコメントにおいて、詳細版についても５８件の御意見をいただいており、関係各課と協議

の上、内容の修正・検討を行い、計画へ反映させたところであります。 

 なお、１月１日からは本策定業務を新たな部署に引き継ぎ、計画の最終的なイラストやデザイ

ンの校正作業を行うとともに、より市民の皆様に分かりやすく伝えるために、一般市民向け、子

ども向けの概要版のパンフレットを作成し、全戸及び各学校への配布を行いたいと考えておりま

す。 

 以上でございます。 

○議長（小金丸益明君）  武原議員。 

○議員（３番 武原由里子君）  同様な内容のパブリックコメントがあったということで、検討さ

れたという御回答でした。 

 そもそも、壱岐市の総合計画についての策定に関する法的な根拠となる条例等は、私も探しま

したがちょっと見つからなく、自治基本条例、また議会基本条例にのみ総合計画という文言が載

っておりました。ほかの自治体がどうかと思って調べましたところ、長崎市では総合計画策定条

例というのがございました。そこにはきちんと総合計画、基本構想、基本計画、実施計画と、き

ちんとその中の用語の説明もあり、また長崎市の場合は、この基本構想のみを策定し、基本構想

を本市の将来の都市像、まちづくりの方針と定めるというふうになっておりました。 

 壱岐市の場合が、どこにもこの根拠となる法令は見つからなかったのですけれども、どういう

ふうに考えてされているのか、ちょっとお聞きしたいです。お願いします。 

○議長（小金丸益明君）  塚本企画振興部長。 

○企画振興部部長（塚本 和広君）  武原議員の御質問にお答えをいたしたいと思います。 

 法的な根拠については、今現在ではないというところでございます。それから、昨年度に自治
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基本条例を改正しておりますけども、自治基本条例の中で総合計画、そしてその他の計画をうた

っております。それが基本になると思っておりますので、自治基本条例を基にしたところでの総

合計画、その他の個別計画というような認識をいたしております。 

 以上でございます。 

○議長（小金丸益明君）  武原議員。 

○議員（３番 武原由里子君）  以前、総合計画が地方自治法に策定義務があったときは、地方自

治法の規定にのっとり作成されていたと思いますが、これが現在は努力義務になっておりますの

で、策定しなくてもいいという自治体、策定されていない自治体もございます。 

 壱岐市の場合は、総合計画を壱岐市の基本計画、最上位というふうに各計画にも書いてありま

すので、ここは壱岐市独自で策定されるのであれば、長崎市同様、総合計画策定条例なるものを

つくられていたほうが今後いいのかなと思っておりました。これはまた内部のほうで検討いただ

き、そしてはっきりと、ちょっと前回よりも形が変わっているのを、特にそこらあたりは議論さ

れて明文化されていたほうが、今後の計画策定にもよりよく反映されるのではないかと思います

が、いかがでしょうか。 

○議長（小金丸益明君）  塚本企画振興部長。 

○企画振興部部長（塚本 和広君）  武原議員の再度の御質問にお答えをいたしたいと思います。 

 貴重な御意見だと思っておりますので、内部のほうで検討をさせて、参考にさせていただきた

いと思います。 

 以上でございます。 

○議長（小金丸益明君）  以上で、通告による質疑を終わります。 

 ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小金丸益明君）  質疑がありませんので、以上で議案第５９号、６０号の質疑を終わりま

す。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１１．議案第６１号 

○議長（小金丸益明君）  次に、日程第１１、議案第６１号を議題とします。 

 本件につきましては、議長を除く１５名で構成する特別委員会を設置し、審査を行うようにし

ておりますので、質疑については、委員会でお願いいたします。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１２．議案第６２号～日程第１７．議案第６７号 

○議長（小金丸益明君）  次に、日程第１２、議案第６２号から日程第１７、議案第６７号までの
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６件を議題とし、これから一括して質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小金丸益明君）  質疑がありませんので、以上で、議案第６２号外５件の質疑を終わりま

す。 

 以上で、議案に対する質疑を終わります。 

 これから、委員会付託を行います。 

 議案第５２号から議案第６０号まで及び議案第６２号から議案第６７号までの１５件をタブレ

ットに配信しております議案付託表のとおり、それぞれの委員会に付託いたします。 

 お諮りいたします。議案第６１号は、議長を除く全議員で構成する予算特別委員会を設置し、

これに付託して審査することにしたいと思いますが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小金丸益明君）  異議なしと認めます。したがって、議案第６１号については、議長を除

く全議員で構成する予算特別委員会を設置し、これに付託して審査することに決定いたしました。 

 お諮りします。ただいま設置されました予算特別委員会の委員の選任については、委員会条例

第８条第１項の規定により、議長を除く１５名を指名したいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小金丸益明君）  異議なしと認めます。したがって、議長を除く１５名を予算特別委員会

に選任することに決定いたしました。 

 今定例会における予算特別委員会の正副委員長につきましては、議会運営委員会で協議し、産

業建設常任委員会からとし、委員長に土谷勇二議員、副委員長に音嶋正吾議員と決定いたしまし

たので報告いたします。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１８．陳情第２号 

○議長（小金丸益明君）  次に、日程第１８、陳情第２号を議題とします。 

 ただいま上程いたしました陳情第２号につきましては、タブレットに配信の陳情等文書表のと

おり、所管委員会に付託いたします。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（小金丸益明君）  以上で、本日の日程は終了いたしました。 

 本日はこれで散会いたします。皆さん大変お疲れさまでした。 

午前11時39分散会 

癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘 
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────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

市長  篠原 一生君  副市長  中上 良二君 

教育長  山口 千樹君  総務部部長  平田 英貴君 

企画振興部部長  塚本 和広君  市民部部長  吉田 博之君 
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財政課課長  原  裕治君  会計管理者  篠崎 昭子君 

 

午前10時00分開議 

○議長（小金丸益明君）  皆さん、おはようございます。 

 ただいまの出席議員は１６名であり、定足数に達しております。 

 これより本日の会議を開きます。 

 ここで、塚本企画振興部長より発言の申し出があっておりますので、これを許します。塚本企

画振興部長。 

〔企画振興部部長（塚本 和広君） 登壇〕 

○企画振興部部長（塚本 和広君）  昨日の質疑におきまして、武原議員より、議案第５７号公の

施設の現指定管理者の指定期間の変更について、イルカパークに係る２つの追加質問についてお

答えいたします。 

 まず１つ目の「指定管理者は利用者アンケートを実施しているか」との質問にお答えいたしま

す。指定管理者によれば、以前アンケートを実施し、アンケート結果をカフェのメニュー内容に

反映させたことがあったとのことです。また、提携している専門学校福岡ビジョナリーアーツの

生徒が、毎年、施設内で利用者アンケート調査を実施しているとのことでした。次年度には、次

期指定管理者の選定も控えており、管理環境等検討委員会報告書のご意見のほか、利用者の声を

今後の管理運営に反映させていくことは非常に大切なことだと思います。今後は、利用者の声を

お聞かせいただくアンケートを常時実施していく予定であります。 

 次に、２つ目の「市ではイルカパークのモニタリングを実施しているか」とのご質問にお答え

いたします。 

 市では、現在、指定管理者と定例会として定期的に打ち合わせを実施しております。定例会に

ついては、現在の入場者数、売上げ、課題等、指定管理者から様々な報告を受け、その内容につ

いて検討し、対策や今後の方向性等を考える場となっております。現在のところ、必要に応じて
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現地での確認等を行ってはいるものの、定期的にイルカパークの施設自体をモニタリングする機

会は設けておりませんが、今後は定例会をイルカパークにおいて実施するなどし、定期的に施設

をモニタリングする機会を設けていきたいと考えております。 

 以上でございます。 

〔企画振興部部長（塚本 和広君） 降壇〕 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１．一般質問 

○議長（小金丸益明君）  日程第１、一般質問を行います。 

 一般質問通告者一覧表の順序によりまして、順次登壇をお願いします。 

 それでは、質問順位に従い、５番、山内豊議員の登壇をお願いします。 

〔山内  豊議員 一般質問席 登壇〕 

○議員（５番 山内  豊君）  おはようございます。１２月会議のトップバターとして一般質問

をさせていただきます。５番、山内、通告に従いまして、本日一般質問をさせていただきます。 

 今回は大きく２つの質問でございます。なかなか、物価の高騰が止まりません。１０月に衆議

院議員選挙も行われまして、石破内閣も発足をしました。少数与党で、ここぞとばかりに各党が

いろんな施策を打ち出してきております。我々もその動向を注視しながら、いろんな意見を反映

させていきたいと思っておりますし、また、執行部の皆さん方と切磋琢磨して意見をぶつけなが

ら、壱岐市のいい市政にしたいと思っておりますので、今後ともどうぞよろしくお願いをいたし

ます。 

 予算委員会も、ちょっとラジオで拝聴をしておりましたが、なかなか景気対策のことを各党の

皆さん方もそれぞれ重点的におっしゃっておられました。中でも、時給１,５００円にするぞと

いう話もございます。それに伴って賃金の上昇ということもございます。なかなか一気にはでき

ないんだろうなと思いながらも、私たちも事業所があって市民があって、そして壱岐市役所もあ

ると。そういう中で暮らしていかなければいけない、市民の方々がどういうふうな暮らしをしな

がらこれから壱岐に住んでいくのか、また、移住者がどういう目を持って壱岐市を見ていくのか

というのも踏まえて、本日は市内の経済対策について質問をさせていただきたいと思います。主

には塚本部長が答弁されるとは思いますが、先を見据えて人口減少のほうにも触れていきたいと

思っています。やっぱり屋台骨ですね。市民の方々も必要ですし、人口が減っていくと、おのず

と市場も縮小していきます。そうなると稼ぐ力もありながらも稼げないと。やっぱり、島から世

界を見ながら稼ぐ力をつけていかないと、これからの壱岐市はないんだろうなと思います。第

４次総合計画の中にも盛り込まれておりますが、プラス７,０００ということで、どういった内

容なのかということも合わせて聞きながらいきたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいた
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します。 

 今日、経済対策については小さく５つほどの質問をさせていただいております。毎回、質問の

内容が薄いながらも、答弁はすごい膨大にいただいております。本当に感謝をしております。今

日もちょっと長くなるかなと思いますが、分かりやすい答弁のほうをよろしくお願いいたします。 

 それでは、１つ目です。コロナ禍のときに結構、商品券の販売とプレミアム付きの商品券の販

売とか、ＰａｙＰａｙに関する割引とかというのがありましたが、現在のこの物価高、消費が低

迷する、また１２月においては、ちょっと遅いのですが、年末商戦が入ってきますし、お金もよ

く動く時期でございます。それを見据えて、また来年、２０２５年も早々から値上げの話も出て

おります。その中で、具体的な対策、商品券とか、ほかにないかなと思います。市内経済を循環

させるにはやっぱり市内通貨、商品券が一番得策だろうと思いますが、そういう考えはあるのか

どうかということ。 

 そして２つ目が、消費の核となる各地区のまちづくりの現状。これは市長の公約でもございま

す。現状、どうなっているのかどうかということをお尋ねをいたします。 

 そして３つ目、この市内経済の市場を維持するには、外貨を稼ぐ方法も必要であります。この

外貨というのは、今回は本当の外貨、観光産業に出しているインバウンドをお聞きをしたいと思

いますので、本気で取り組む気があるのかどうかということと、これからの展望、ビジョンはと

いうことをお尋ねをいたします。 

 そして、市場を維持するにはこの人口減少、これは多分、いつの時代も人口減少と言われてい

るかなと思うのですが、これが喫緊の課題ということです。そして、雇ってある事業者の方への

支援・対策、またその中でも事業承継、家族間承継だったり、第三者承継だったりというのもご

ざいますので、その辺の具体的な支援策があるのかどうかということもお尋ねをいたします。 

 そして、第４次総合計画の中にもありました、２０５０年も人口２万人を維持するという目標

の根拠を教えていただきたい。プラス７,０００の根拠を教えていただきたいと思いますので、

どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（小金丸益明君）  ５番、山内豊議員の質問に対する理事者の答弁を求めます。塚本企画振

興部長。 

〔企画振興部部長（塚本 和広君） 登壇〕 

○企画振興部部長（塚本 和広君）  ５番、山内議員の市内経済対策についての御質問にお答えい

たします。 

 １つ目の具体的な対策の考えはあるのかについての御質問にお答えいたします。 

 まず、本市での物価高騰に対する経済対策を申し上げますと、本年２月に生活物資高騰の影響

を受けた市民生活と、市内経済活性化を目的に、プレミアム率５０％、発行総数７万セットの生
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活応援プレミアム付き商品券発行事業を実施し、その財源を国の物価高騰対応重点支援地方創生

臨時交付金を活用したことから、本市の負担が少なく費用対効果の大きい事業が実施できたもの

と捉えております。現在、議員の言われるとおり、全国的な物価高が続いておりますが、この物

価高への経済対策に対し、市の単独予算活用による実施には限界があり、また、限られた予算の

中では実施効果も小さいものとなるため、国による経済対策に期待しておりましたが、１１月

２９日に国の補正予算が閣議決定され、電気・ガス料金の補助再開や住民税非課税世帯への給付

金など、物価高への対応に３兆３,８９７億円が盛り込まれておりますので、補正予算の成立後、

具体的な内容が分かり次第、活用可能な範囲で効果的な経済対策の実施について検討してまいり

ます。 

 次に、２つ目の、消費の核となる市内中心部のまちづくりの現状についての御質問にお答えい

たします。 

 議員のお考えのとおり、市内において中心部のまちづくりを行うことで、そこが消費の核とな

り、ひいては地域経済の活性化につながるものと考えており、平成２９年には壱岐市商工会主導

による壱岐市郷ノ浦地区商店街活性化プラン策定の取組が行われた経過もございます。また、こ

れまでも壱岐市商工会やそれぞれの商店街において様々な自主的な取組が行われており、本市の

経済発展及び産業振興に大きく寄与していただいております。今後も、当事者であり一番状況を

把握されている商店街の皆様と市も一体となって前向きに検討してまいります。 

 次に、３つ目の観光産業、インバウンドの質問にお答えいたします。 

 地域経済の活性化を図るため、外貨を稼ぐ観点から、観光産業は極めて重要な産業と捉えてお

ります。特に、インバウンド観光客の誘致は市内経済の循環を強化するための重要な施策の１つ

と考えております。現在、市内の観光客延べ数については、新型コロナウイルス感染症拡大以前

の令和元年度に対し、昨年度の実績で約９割程度まで回復しております。しかしながら、今年度

はその水準を若干下回っており、依然として厳しい状況です。特に、国内観光客の回復が遅れて

いる現状を踏まえ、外国人観光客の誘致により、コロナ禍前の水準まで観光客数を回復させるこ

とが必要と考えています。 

 具体的には、昨年度壱岐を訪れている外国人観光客延べ宿泊者数のうち、３８％の中国、

１７％の台湾、１０％の韓国と、中国、台湾、韓国から多く来島している実績を踏まえ、市長自

らトップセールスを行うなど、東アジア市場を中心に注力するとともに、今年度より加盟した西

のゴールデンルートアライアンスを通じて、福岡市をはじめとする西日本、九州を訪れる外国人

観光客が壱岐へ足を伸ばしていただけるよう、広域連携によるプロモーション活動を強化してま

いります。また、同アライアンスがターゲットとしている欧・米・豪の高付加価値旅行者に向け

た観光資源の発信にも積極的に取り組み、壱岐ならではの自然や歴史文化を活用した体験型観光
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や、地元の食材を生かしたグルメなどの魅力を発信することで、観光産業のさらなる発展を目指

してまいります。 

 さらに、外国人観光客を受け入れるための体制強化にも取り組んでまいります。具体的には、

外国人観光客を誘致するため旅行会社の視察旅行の実施や、多言語対応の観光パンフレットの整

備、観光関連事業者のおもてなし研修などを進めていきたいと考えております。将来的には、壱

岐が国内外の観光客にとって訪れる価値のある島として選ばれるため、観光資源の磨き上げを図

り、観光産業が壱岐市全体の経済の好循環をもたらす基盤として機能するよう努めてまいります。 

 次に、４つ目の後継者対策への支援についての御質問にお答えいたします。 

 中小企業白書２０２４年版によれば、全国の経営者年齢のピーク、最も多い層が２０００年に

は５０から５４歳、２０１５年には６５から６９歳、２０２３年には５０から７４歳と幅広い年

齢に分散しており、経営者年齢が７０歳以上である企業の割合が３割と、過去最多になるなど高

齢化が進展していることが分かります。また、２０２３年の後継者不在率が５４.５％、休廃業、

解散数は増加傾向で過去最多となり、そのうち、黒字廃業比率が半数を超える状況となっており

ます。壱岐市においても、全国と同様に事業者の高齢化・後継者不足が進展していることから、

市としても２０２１年４月１日に開設された、長崎県事業承継引継支援センターとの情報共有や

連携を強化しているところであり、当センターによる承継に係る支援が行われております。本市

での承継支援への取組状況ですが、就職支援業務担当の地域おこし協力隊による当該事業者との

マッチングによる第三者承継の実現、また、雇用機会拡充事業による第三者親族内承継の後押し

を行っております。 

 事業承継に対する相談につきましては、資金繰りや財産、親族間のことなどデリケートな部分

や経営面の部分の内容が多く、ノウハウを持った専門家でないと対応できないため、市へ相談が

あった場合には当センターをご案内するなど、つなぐ役割を行っておりますが、さらなる対応強

化のため、関係機関との連携を図ってまいりますので、事業承継をお考えの事業者の方につきま

しては、ぜひご相談をお願いいたします。 

 壱岐市の活性化、人口減抑制のためには、今後、後継者対策・事業承継がさらに必要・重要と

なってまいりますので、第４次壱岐市総合計画に初めて事業承継引継支援センターや商工会等の

関係機関と連携して、事業承継、雇用人材の確保などの支援に取り組み、経営基盤の安定に努め

ますという具体的な取組として明記したところです。 

 具体的な内容については、これまでの雇用機会拡充事業の積極的活用に加え、高齢化イコール

廃業とならないよう第三者承継を含め、事業承継が円滑に進むための施策を長崎県事業承継引継

支援センター、壱岐市商工会等の関係機関との協議を行い、進めてまいります。 

 次に、５番目の２０５０年人口２万人維持の御質問にお答えいたします。 
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 ２０５０年に人口２万人を維持するという目標は、本市が平成２７年度に策定した人口ビジョ

ンにおける２０５０年の目標値１万９,７２９人を踏まえており、人口ビジョンの継続性をもた

せつつ、本市において現在の行政サービスや医療・公共交通などの生活必需サービスを維持し、

市民が幸せを実感できる暮らしの基盤となる人口規模の目安として、２万人という目標を設定し

たところでございます。目標年度を２０５０年としたのは、令和５年度に公表された国立社会保

障・人口問題研究所の最新の将来推計人口が、２０５０年までの推計値として新たに公表された

ことに合わせております。 

 本市は日本全体よりも早いスピードで人口が減少しており、この２万人という目標は、国立社

会保障・人口問題研究所の２０５０年の推計人口１万３,１９９人という数値を大幅に上回る挑

戦的な設定ではありますが、今後、さらに移住・定住施策等を強化し、減少スピードを緩やかに

するとともに、人口が減少しても豊かに暮らせるまちづくりの両面に取り組むことにより改善の

余地があると見込んでおり、高い目標ではありますが、単なる理想ではなく実現可能な目標とし

て設定しております。 

 以上でございます。 

〔企画振興部部長（塚本 和広君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  山内議員。 

○議員（５番 山内  豊君）  骨子しか書いていない通告に対して詳しいご答弁ありがとうござ

います。１つ１ついきたいと思いますが、商品券というか具体的な対策、補正予算が成立してか

らの話になるかと思います。ただ、準備は必要かなと思います。実際、この前１２月１日に虹い

ろ商工祭というのがございまして、そこでもプレミアム商品券を販売をいたしました。２５０セ

ットを準備して、すごく長蛇の列ができて、お買い求めできなかったというお客様もおられまし

た。ただ、これに関しては商工会が主催でやっていますので、商工会の事業所のみでしか使えな

い、いわゆる限られた商店でしか使えない商品券でしたが、あれだけ多くのお客様が見えるとう

ことは、やっぱり需用があるということですので得策だろうと思います。ぜひ、いろんな各種商

品券が壱岐市からも出てまいりましたが、なかなか面白いような内容の商品券であったり、地産

地消の商品券であったり、いろいろしましたが、そういうことも勘案しながら、経済対策に対し

て素早く適応されるような経済対策を打っていただきたいと思います。 

 これは物価高騰等々全国的に言われていますが、これを発動する、「さあ、やるぞ」という指

針とかというのは、もし企画振興部長の中であるのかどうか、今が発動時期だ、コロナのときは、

あれはもう世界的なパンデミックでしたからもうやむを得ないというのもありますし、経済が止

まってしまう、今回はこの物価高騰に対しての私の提案なんですが、これを、経済対策を発動し

ますよとかというそういう指針と言いうか、根拠等が明確に示されてあるのであればちょっと教
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えていただきたいと思いますが、いかがでしょう。 

○議長（小金丸益明君）  塚本企画振興部長。 

○企画振興部部長（塚本 和広君）  山内議員のご質問にお答えをいたします。 

 コロナ禍におきましても、緊急経済対策会議を開きまして、各方面のご意見等を伺っておりま

す。それから、その実施の時期というところでございますけれども、なかなか市単独での事業実

施が困難となりますので、そこは国の補正予算等を活用しながら実施することになろうかと思い

ますが、今回の補正予算についても話も大分出ておりますので、内容が分かり次第、早急に取り

組んでいきたいと考えております。 

○議長（小金丸益明君）  山内議員。 

○議員（５番 山内  豊君）  ぜひとも前向きな検討をよろしくお願いいたします。市民の方は

プレミアムが付くということは待っておられますので、一番特効薬のある対策だと思いますので、

多分、お買物とかに行かれても、全てが上がっているというのはもう身に染みて感じていると思

います。市民の方も同様で、身に染みて感じていると思いますので、できるだけ早い段階で補正

予算の内容が分かれば打っていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、消費の核となるまちづくりの問題なのですが、だんだん商店の郊外化というか、大型店

が郊外に出店をしております。なかなか、元々消費の核の屋台骨であった街部が寂しくなってき

ているのが現状ではございます。これは人口減少、後継者不足等々も考えられるのですが、やは

り私的には郷ノ浦町の出身ですから、郷ノ浦の街とともに育った人間です。昼間行くと１人か

２人しか歩いていないという現状を見ると、どうしても寂しい思いにさいなまれます。市長も同

じかと思います。そこで、市長は郷ノ浦に関しては病院を核としたまちづくりを推進しますよ、

ということをおっしゃりました。各地区に特化した公約を打って出ております。天神ビッグバン

と言われるのか、今回、壱岐市ビッグバンみたいな感じになってくるのかなと思いますが、皆さ

ん、街部の方はやっぱり待っておられますね。いつ、そういうふうになるんだろうと。現状を維

持するのか、もしくは新しくまちづくりを創生するのかという点で、やはりどういった対策とい

うか、どういったお考えで打って出ていくのかなというのを知りたがっております。郷ノ浦町の

街部の方から以前、駐車場問題が多分、要望として出されたと思います。なかなか予算的には厳

しいということでした。それもしょうがないなと思いますが、やっぱり壱岐の中では車社会です。

観光される方もレンタカーを借りる方がほとんどと、車を持ってこられる方もほとんど。やっぱ

り車を停めるところがなければ、そこに市民が集まるわけもない、人が集まるわけもないという

ことだと思います。もちろん街部に関しては大型バスが停めるところなんかまずないと。そうい

う意味で、何をまちづくりをするのかなというのが大前提の疑問ではございますので、財源の問

題はあります。ただ、もし財源があったときに、駐車場問題を解決できるのかどうかということ
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を、これはちょっと市長のお口からお答えいただきたいと思います。できるのかどうか、できな

いならなぜできないのか、そういう多分、原因・理由があると思いますので、その辺もちょっと

教えていただきたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（小金丸益明君）  篠原市長。 

○市長（篠原 一生君）  山内議員のご質問にお答えさせていただきます。 

 先ほど、商品券の話もありましたけれども、やはり特効薬、対処策としては非常に重要だと思

っておりますが、対処策と合わせて改善策と言いますか、その両面が必要だというふうに思って

おります。そういった中で改善策、今まで国も含めてなかなか様々な政策を打ちながらも効果が

出にくい、それだけ難しい問題だというふうに思っております。そこで、議員もおっしゃったよ

うに、やはり大きな取組を行いたい、壱岐新時代とも言っていますけども、隣の福岡は天神ビッ

グバンで、年間８,０００億円ぐらいだったかと思いますけれども経済効果が出ていると。また、

長崎市においても１００年に１度の改革ということで、民間の企業による１,１００億円による

まちづくりと。壱岐市としても離島ではありますけれども、そういった新たな手法も取り入れて

大きな取組、パラダイムシフトではないですけれども、それを取り組むべき時期に来ているとは

思っております。その中で、やはりまずは４つのまちごとに、先ほどお話もありましたけれども、

その特徴を生かしたまちづくりというのをやっていきたいと。今の現状といたしましては、それ

ぞれ部長級の皆さんにプロジェクトチームのリーダーになっていただいて、大体月１回集まって、

今、検討を行っているところであります。そこの中で、また市役所内でその部長をリーダーにし

てプロジェクトチームを作っております。 

 山内議員もおっしゃるようになかなか簡単なことではありませんので、まずは市役所内部でど

ういうことができるのかというのを検討しながら、できれば今年度中にぜひ市民の皆様に発表し

て、そこからまさに壱岐新時代の第一歩ということで、市民の皆様と一緒に検討しながら考えて

いきたいというふうに思っております。当然、郷ノ浦に関しましては、商店街活性化プランとい

うのが先ほどお話もあったのですが、そこでいろいろと分析もされてありますので、この辺も当

然活かしながら、やはりまちづくりを行政だけでやっても、ここの商店街プランにも書いてあっ

たんですけれども、欲しいものがないとか、魅力を感じないとかいうのがすごく多く回答であっ

ております。そこはやはり商店街の皆様とも商工会とも連携して、お互いにやれること、それぞ

れでやれるところを進めていかなければいけないというふうに考えているところでございます。

駐車場につきましては、１億５,０００万円ほどかかるというところであります。今の現状の数

においては中央の駐車場、郷ノ浦の今、整備しました、あそこで足りるというような計算なんで

すけれども、そこは、やはりもっと来てもらうようにするとか、先ほどの郷ノ浦のまちづくりに

合わせて検討していきたいというふうに思っているところでございます。 
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 以上です。 

○議長（小金丸益明君）  山内議員。 

○議員（５番 山内  豊君）  まちづくりの構想が見えてきたなと思います。ただ、商店街活性

化プランとかというのがいつできたかというのは、さっきご答弁の中にありましたが、すごい勢

いで時代に流れていっていますね。そのときに応じたものをするのか、それとも先を見据えて今

やっていくのかということは大事だと思います。私は本当に後者のほうだと思っています。先を

見据えてやらないといけないというのもございますので、後継者がまちの中にどれだけいるかど

うかということと、やっぱり先人たちの思いが詰まったものでしょうから、そういう思いも承継

をしながらやっていってほしいなと思います。部長の方々はプロフェッショナルでしょうから期

待をしておきますが、ぜひ、行政が主体であるたたき台として出していただくということだろう

と思います。やはり作っていくのはそこに住まれている方々、そこで商いをされる方々ですので、

そういう方にいち早くお示しをしていただいて、共に一緒に作っていただきたいと思いますので、

どうぞよろしくお願いいたします。 

 駐車場問題、これは喫緊の課題だと思っておりますので、どうぞ前向きにお願いをいたしたい

と思います。 

 次は観光産業の面なのですが、外貨を稼ぐ方法ということでインバウンドに本気で取り組む気

はあるのかと、ちょっと上から目線的に本当に申し訳なかったですけれども、答弁の内容を聞い

て、多分一番長かったかなと思いますので、多分本気であろうなと思います。それがよく分かり

ました。ただ、東アジア圏中心にやるというご答弁もありましたが、一方で、西のゴールデンア

ライアンスで欧米のほうともやるという、もう多分、受け入れきれないと思います。壱岐の事業

者の方々も。ちょっと提案なんですけど、いろんなインバウンドに対する講師を招いたりとかす

ること、今まで結構されてきたと思うんです。ただ、それを情報だけポンと出すのではなくて、

今度は逆にインバウンドに強いホテル、民宿旅館、飲食店だったり、あとはお土産屋さんだった

りとか、そういうところ。要するに、必ず立ち寄るところというのを逆にこちらから示してあげ

て、どうですかと、インバウンド対応できますかと。例えば多言語化対応。全然日本語を知らな

い外国人の方が来られたときに、どういう対応ができますかということを逆にこちらからお願い

してはいかがかなと思います。一気にどんと１００人、２００人来るわけもなく、少ない人数で

最初は来るんでしょうから、だんだんそこで事業所を逆に募って、そこからの波及効果で横に広

げていくというのはどうかなと思います。急にインバウンドの講習会がありますからどうですか

と言って来ました、帰ってこういうことがあったよ。できるわけもないんですよ。そういう施策

がある、そういう手続がどう必要だとかということもできないので、やはりこっちから点と点を

結んで１つのものに仕上げていくという方向性を持って、インバウンドには取り組んでいただき
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たいと思います。ただ、インバウンドに関しては外国人観光客の方が実質ちょっと少ないという

のも現状です。本当にそこにプラス何人ということを目標設定されてあるとは思うんですが、そ

うするならば、しっかり受入れ体制を作った上でやっていただきたいと思っておりますので、そ

の辺をちょっとどうかご検討していただきたいと思います。ただ、西のゴールデンルートアライ

アンス、すごい、ちょっとネットも出ていますけど、そうそうたるメンバーがおられます。理事

の中で篠原市長もおられますので、いろんな情報が入ってくるかとは思います。せっかく５０万

円もかけて入ったんですから、身のあるものにしていただきたいと思いますと同時に、やはり僕

は毎回言いますけど、ターゲットをしぼったインバウンド対応をしていただきたいと思いますの

で、これに関してはどうぞよろしくお願いいたします。ただ、忘れてならないのが、やっぱりお

もてなしの観点は日本人のお客様も一緒ということで、手薄にならないような配慮をしていただ

きたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 ４つ目、人口減少対策の中で事業承継のお話もありました。これ、中小企業庁のホームページ

にはＭ＆Ａとかマッチングに関しての支援は結構書いてあるんですが、やっぱり市独自としては

なかなか呼び込めないというのも現状です。現在、雇用機会拡充事業もされてありますが、それ

と同時に、ふるさと就職支援事業補助金というのが多分、壱岐市にはあると思うんです。それで、

ＵＩターン者は７万円と、事業所に関しては月２万円の２４万円ということで、雇用保険に入る

のが大前提だということもありますので、その辺のちょっと改善を考えてはどうかなと思います。

要するに、家族関係事業承継だったら親子でもいいというふうになれば、これ、現行２親等以内

になっていると思うんですけど、親子間の事業承継で帰ってくるという方に対しての補助は今後

考えられないかどうか。ただ、そこに関しては、雇用保険の構成要件が家族間だともう満たさな

いということになっていますので、その辺のちょっと調整も必要かと思います。ぜひ、人口減少

の問題も踏まえて、後継者対策も踏まえた上で、ふるさと就職支援事業補助金に関しては、ちょ

っともう一歩踏み込んだ対応をしていただけないかなと思いますけど、ご答弁いただけますでし

ょうか。 

○議長（小金丸益明君）  塚本企画振興部長。 

○企画振興部部長（塚本 和広君）  山内議員のご質問にお答えをいたします。まず、親族間の承

継等につきまして、雇用機会拡充事業でもそういったことを計画するというところになりますと、

審査のポイントとかも上がるようになっております。それから、ふるさと就職支援事業につきま

しては、確か来年で１０年目の節目を迎えるような形になっておりますので、その中で制度設計

についても検討する必要があろうと思っておりますので、今、議員がおっしゃられたようなこと

も踏まえまして、検討してまいりたいと考えております。 

○議長（小金丸益明君）  山内議員。 
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○議員（５番 山内  豊君）  ぜひ、特効薬のあるようなものをやっていただきたいと思います。

簡単に事業承継と言いましても、そこの事業に魅力があるのかどうか、採算ベースはどうなのか、

いろんなこと細かい問題も、諸課題もあると思います。贈与とか相続税に関しては国の補助もご

ざいますが、やはり親の方が継がせる覚悟があるのかどうかと、その家族が継ぐ覚悟があるのか

どうかというところの話だと思います。まずもって。その辺もやっぱり市場の規模がどうなのか

ということも問題になってきますので、やっぱりこれも人口減少の問題と合わせまして取り組ん

でいかなければいけない問題だと思っています。そうなれば、やっぱり魅力のある事業者、魅力

のあるマーケットで事業を行うということが大前提ですので、まちづくり、その辺の観点も踏ま

えた上でご検討いただきたいと思いますのでよろしくお願いをいたします。 

 最後、１個目の最後の、人口２万人維持の根拠はということで、挑戦的な設定というふうにご

答弁いただきましたが、確かにそうだなと思います。ただ、最上位計画、プラス７,０００とい

うことなんですが、私はキープ２万人でよくないかなと思うんですね。減っていく前提で話は進

んでいると、これは現実味があるんですけど、このまま２万人をキープしていくという、今の段

階をずっと継承していくというほうが移住者にしろ、ＵＩターン者にしろ、壱岐は１万３,０００人

減っていくんだ、そこから７,０００人も増やすんだ、増やせるのかなとかという、いろんな懸

念材料になるのかなと思います。簡単なことなんですけど、私はそういうふうに思ったなという

のがあります。ただ、いろいろ答弁を聞きまして、根拠が全くないわけではなくて、しっかりと

した総合計画の中の最終段階というか２０５０年ですから、先の話ですから見守りたいと思いま

すが、やはり７,０００人を増やすとなると、本当に生産年齢人口を増やすのかとか、リタイア

組を増やすのか、いろんなところに注目されていくとは思いますが、これ全体の人口を増やすと

いう理解でよろしいでしょうか。すみません、再質問お願いします。 

○議長（小金丸益明君）  塚本企画振興部長。 

○企画振興部部長（塚本 和広君）  山内議員のご質問にお答えをいたします。 

 プラス７,０００のところで社会増、それから自然増減がございますけれども、社会増は転

出・転入になりますけれども、そこの転出を減らし転入を増やすというところ、それから自然減

につきましては、出生数を増やして死亡のほうを減らしていくというところなんですけれども、

そこはもう人口の構成から見ますと高齢者のほうが、率が４０％近くなるようなところでござい

ますので、その辺も踏まえまして、やはり２０代から４０代の子育て世代、ここを移住・定住政

策がございますので、増やしていきたいと考えております。全体的に増やすのかというところで

ございますけれども、もちろんそれもございますが、今言いましたその年代のところで子育て世

代のところを増やしていくのが結果として効果があるのではなかろうかと思っております。 

 以上でございます。 
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○議長（小金丸益明君）  山内議員。 

○議員（５番 山内  豊君）  分かりました。２０代から４０代のメインのところを増やすのが

目標だということです。見守っておきたいと思いますので、もし何かあったらお尋ねもしますし、

こちらから提案もしていきたいと思いますので、そのときはどうぞよろしくお願いいたします。 

 最初の質問はこれで終わりにしたいと思います。 

 次です。郷ノ浦図書館についての質問をさせていただきます。 

 以前、新しい図書館の建設計画が旧公立病院跡地にあったと思います。そこで試掘調査もあっ

てゴーサインが出るのかなと思ったら、いろんな問題が出てきまして、そこではなかなかできな

かったということです。そしてコロナ禍もありながら建設計画は今は生き残っているのかどうか

ということと、本当はこれは白紙に戻ったのかということを質問をさせていただきたいと思いま

す。 

 聞いた話、来年度の計画で移転の話があるというふうに伺っております。そうなった理由と、

そうなった場合の今の郷ノ浦図書館の利活用の方法、そして移転候補先を選定した理由というの

をお尋ねをいたします。よろしくお願いいたします。 

○議長（小金丸益明君）  目良教育次長。 

〔教育次長（目良 顕隆君） 登壇〕 

○教育次長（目良 顕隆君）  山内議員の郷ノ浦図書館についてのご質問にお答えをいたします。 

 郷ノ浦図書館の移設につきましては、令和元年１２月に壱岐市立図書館整備基本計画をお示し

し、その中で旧壱岐公立病院跡地を整備に適した場所として検討をしておりました。その後、令

和３年度の予算編成に当たり、関連予算の検討をしておりましたが、財政基盤確立計画を推進し

ていく中で、整備については一旦先延ばしの判断がされたところでございます。また、同時期に

公立病院跡地につきましては一部が急傾斜地特別警戒区域及び警戒区域に指定されたこともあり

まして、財政面だけではなく候補地についても課題が生じたことから、建設についてはストップ

となり現在に至っているところでございます。 

 お尋ねの計画は白紙になったのかにつきましては、旧公立病院跡地への建設に関しては白紙に

なったと理解をしておりますけれども、図書館の現状と課題に対する考え方や、図書館の目指す

方向性については計画を尊重していくこととしております。そのような中、まず１点目にお尋ね

の、移転を考える理由としましては、施設が抱える様々な課題を改善する時期に来ていると判断

しているからでございます。現行の郷ノ浦図書館では、ご承知のとおり駐車場スペースが少なく、

館へのアクセスが不便であること、何よりバリアフリー対応となっていないこと、また、館内が

狭く読書・勉強・イベント等を行うには広さが十分でないこと、そして、増えていく蔵書を保管

する場所も不足していることなど多くの課題がございます。 
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 以上のようなことから、利用者数が伸び悩んでおり、利用者の高齢化も進んでいることを考え

ると、現地での運営には市民サービスとして大きな問題があると認識をしているところです。仮

に、移設するとなった場合の現施設の活用につきましては、まずは図書館施設として必要な機能

を残すかどうかといったこともあろうかと思いますし、建物を共同利用されている壱岐市商工会

様とも必要な協議を行いたいと考えております。 

 ２番目にお尋ねの移転候補先でございますが、移転については検討を始めたところでございま

して、まだ決定しているわけではございません。ただ、検討に当たりましては当然、なるべくお

金をかけずに、かつ先ほどの各課題を解決できるような場所で考えたいと思っております。 

 今後、民間の委員さんも参画いただいております、壱岐市図書館協議会での意見も踏まえなが

ら、慎重に進めてまいりたいと考えております。 

〔教育次長（目良 顕隆君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  山内議員。 

○議員（５番 山内  豊君）  はい、分かりました。そうですね、確かに今の横の商工会の施設

では利便性というか、利用者に優しくない施設だなあと思いますし、私も結構図書館を利用する

んですが、なかなか手狭で本も読みにくいし癩癩読みにくいというか、読みにくくはないんでし

ょうけれど、借りて帰ればいいんでしょうけれど。ただ、やっぱりその場で読みたい資料だとか

ありますので、私は移転には大賛成でございます。 

 ただ、移転に関してもやっぱり十分な広さも必要でしょうし、やっぱり利便性、駐車場問題と

かもあるでしょうし、さっきおっしゃられたバリアフリーの問題もあるかと思います。その辺を

しっかり勘案した上で、この先ほぼ決定しているとは思うんですけれども、やっていただきたい

なあというのを思います。 

 建設計画のほうなんですが、旧公立病院跡地はちょっと厳しくなった、いわゆる白紙になった

ということです。ただ、６月会議あたりから市長も変わられて新庁舎の話も出てきておりますの

で、その間は移転をすると。新庁舎の中に複合施設として入れる、要するに市民が出入りしやす

いような新庁舎を造っていくような形で図書館を入れるというのも一つの案ではないかと思いま

すので、そういうのはお金がかからない方法だと思います。最善の方法でやっていただきたいと

思います。 

 あと図書館協議会の今後の開催予定とかというのが分かればちょっと教えていただきたいと思

いますが、いかがでしょうか。 

○議長（小金丸益明君）  目良教育次長。 

○教育次長（目良 顕隆君）  お答えいたします。 

 図書館協議会については、今年度７月５日に第１回を行いまして、次回は１月１０日に第２回
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の会議を開く予定としております。その中で郷ノ浦図書館の現在の状況等も踏まえながら、今後

どうしていくかというところの協議も行っていきたいと思っています。 

○議長（小金丸益明君）  山内議員。 

○議員（５番 山内  豊君）  図書館法に定められておりますので、しっかりと尊重されてやっ

ていただきたいと思います。 

 移転先がしっかりした適した場所であるならば本当に夢の話かもしれませんが、新しい庁舎が

できるまではそこでやっていただいて、新庁舎ができるときには図書館の施設も建設に組み込ん

でいってほしいと思います。これは私からの要望ですので、ぜひお願いしたいと思います。 

 図書館で本を読まれる方、デジタル化していますが、やっぱりこう活字を読むということはす

ごく大事です。壱岐はいろんな歴史書もたくさんありますので、その辺の活用も踏まえて新しい

図書館の話ではなく、図書館の継続、持続可能な図書館としての役割ができるように今後しっか

りと見守っていただきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

 図書館協議会の皆さん方にも、そういう話をぜひ言っていただきたいなと思いますので、よろ

しくお願いいたします。 

 ちょっと３分前ですが、私の一般質問を終わります。ありがとうございました。 

〔山内  豊議員 一般質問席 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  以上をもって、山内豊議員の一般質問を終わります。 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

○議長（小金丸益明君）  ここで暫時休憩いたします。再開を１１時とします。 

午前10時49分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午前11時00分再開 

○議長（小金丸益明君）  再開いたします。 

 休憩前に引き続き一般質問を続けます。 

 次に、１１番、音嶋正吾議員の登壇をお願いします。 

〔音嶋 正吾議員 一般質問席 登壇〕 

○議員（１１番 音嶋 正吾君）  １１番、音嶋正吾が、通告に従いまして一般質問をいたします。 

 今回は、特別、一般質問をするような問題ではございませんが、私も体を悪くしまして、非常

に自分のふるさとが恋しくなりました。 

 人生は夢で始まり、情熱で持続され、責任感で成就される。そんな人生を送っていきたいなと

いう思いで今回、一般質問いたします。 

 御存じのごとく、筒城浜海水浴場は、海水浴１００選の１つに数えられております。風光明媚
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な景観を有しております。そして、その背後地には砂防林がございます。現在残っているだけで

約６００メーターぐらいあろうかと思います。 

 そして、その内側には、見事な管理された芝公園がございます。そして、その周回コースとし

て市のほうでタータン舗装で１キロのジョギングコースをつくっていただきました。そうします

と、現在、毎日のように老若男女、市民こぞって、土曜、日曜なんか、すばらしい人間に、

２００人ぐらいいらっしゃいます。 

 石田町の人よりも他３町の方が多いというような状況にあります。そうした中で、芝公園一帯

が見事に管理されておる風景を見たときに、あの白砂青松の砂防林の中に現在、ボランティア団

体、筒城小学校の白砂会とか、そしてまちづくり協議会等々が管理をしていただいておりますが、

なかなかマンパワーが不足してできない。相当面積がありますので、完全に及ばないという状況

にあります。 

 あのきれいな風景を将来まで残していきたいという思いで、どうかして手を貸していただきた

いと。 

 これで２回であろうかと思います。 

 雑木等をやはり、一般で切るというのは難しゅうございます。やはり、雑木とか、雑草が多か

ったら、私も因果関係は分かりませんが、松くい虫等々も恐らく減るんじゃないかと思います。

松くい虫のあそこの防除に使いよる金を使えば、私の単純な考えですが、雑木とか除草ができる

と。雑木等、伐採した後は、やはり地域の皆さんとか話し合いながら管理はいたします。応分で

すよ。できないときは、行政のほうでやってもらいたい。それは資源としてです。観光の資源と

してやっていただきたいという思いであります。 

 そして、今回、２番目の白沙八幡神社前のトイレの洋式化と書いておりますが、私の調査不足

で、女子トイレに人がいないときに入ってみました。洋式になっておるじゃありませんか。去年

はなっていなかったんですよ。「音嶋さんあそこねえ、和式にせんで洋式にしてください。」と

いうことです。調査不足でありますので。ただ、排水等々、そして、もう少し女子トイレにおい

ては、増設が必要でないかという思いがしております。 

 そして、３番目に通告しております、白沙八幡神社の鳥居前、駐車場がございますが、大型バ

ス等々が入った場合、もう少し幅を確保できないかという思いがしております。 

 なぜかと言いますと、今はいいです。あれを将来的に、あの芝公園を、仮にグラウンドゴルフ

の大会、島外から誘致した場合に、やはりそれだけのスペースがあったほうがいいなと考えてお

ります。 

 以上の件について、答弁をお願いいたします。 

○議長（小金丸益明君）  松嶋農林水産部長。 
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〔農林水産部部長（松嶋 要次君） 登壇〕 

○農林水産部部長（松嶋 要次君）  １１番、音嶋議員の１番目の筒城浜背後地の松林景観整備の

御質問にお答えをさせていただきます。 

 筒城浜背後地の松林は、財務省所有で、総面積４.２ヘクタールあり、背後地を守るため昭和

４６年２月から旧石田町が借り受け、飛砂防備保安林として現在まで活用いたしております。 

 管理につきましては、毎年、業者委託により、ヘリコプターによる松くい虫防除や下草刈りを

実施いたしておりますが、雑木の伐採につきましては、令和３年度に長崎県と協議いたしまして

ながさきふるさとの森林づくり事業補助金を活用し、実施しております。 

 また、一部でありますが、地域のボランティア団体である筒城まちづくり協議会、学校運営協

議会白砂の会に草刈り等の御協力もいただいているところでございます。 

 音嶋議員、御指摘のとおり、一部雑木等が繁茂している場所がございますので、早期に伐採す

る予定としております。 

 本松林は、保安林としての役割に加え、筒城浜海水浴場に隣接した観光地としての側面もある

と認識しておりますので、引き続き、関係機関並びにボランティア団体とも連携し、市が主体的

に管理してまいりたいというふうに考えております。 

 なお、現在は、一般財源を充当し、業務委託により伐採等を実施しておりますが、今後は、継

続して松林の整備を進めるため、森林環境譲与税等の活用も検討してまいりたいというふうに考

えております。 

 以上でございます。 

〔農林水産部部長（松嶋 要次君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  塚本企画振興部長。 

〔企画振興部部長（塚本 和広君） 登壇〕 

○企画振興部部長（塚本 和広君）  １１番、音嶋議員の御質問にお答えいたします。 

 私のほうから２つ目、３つ目の質問にお答えをいたします。 

 先ほどの議員の御質問の中で、洋式化は終わっているというところでございました。男子トイ

レ１基、女子トイレ３基が洋式トイレに全て整備済みでございます。 

 通常利用におきましては、これまで不足するような要望は特に寄せられておりません。ただし、

ふれあい広場で大型のイベントが開催される場合には、一時的にトイレが不足する可能性がござ

います。その場合には、近隣の筒城グラウンド横やひょうたん池横、筒城浜監視塔下に設置され

ておりますトイレ等をご利用いただくことで対応が可能であると考えております。 

 次に、３つ目の駐車場の件でございますが、現在、白沙八幡神社前駐車場におきましては、普

通車６８台分、大型車３台分の駐車スペースを整備しております。 
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 この駐車場につきましては、通常利用の範囲内において駐車スペースが不足しているとの具体

的な要望は寄せられておりません。 

 しかしながら、こちらもふれあい広場で、大型のイベントが開催される際には、一次的に不足

する可能性がございます。この場合は、筒城浜ふれあいセンター横の駐車場に普通車７７台分、

大型車２台分、筒城浜監視塔に３９台分のスペースがございますので、そちらをご利用いただく

ことで対応が可能であると考えております。 

 先ほど、将来を見据えての整備ということでございましたけども、現時点では、駐車場の拡張

工事というのは実施する予定はございません。 

 以上でございます。 

〔企画振興部部長（塚本 和広君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  音嶋議員。 

○議員（１１番 音嶋 正吾君）  １点目の保安林内の雑木の伐採等に関しては、良心的な回答を

得ましたんで、ぜひとも継続的にやっていただきたい。 

 それで、今、６００メーターぐらいありますが、背後地に芝公園にあるまでで、ゲストハウス

の前棟は、陸側のほうを若干、残していただきたい。と言いますのが、キャンプを張る場合に、

南風が来た場合に、キャンプが張れないので、少し残していただきたいという管理者からの要望

がございました。 

 そして、ひょうたん池と我々は申しておりますが、あそこにかんがいのために旧石田町時代に

つくったため池があります。あのため池には、睡蓮の花が咲いております。あれは管理者とお寺

の和尚さんが１本、１本植えて現在の睡蓮の花が咲くようになっております。睡蓮というのは、

隆盛な花であります。５月から６月に花が咲きますと、これまた鑑賞にいっぱいお見えになりま

す。 

 長いステージがあり、すばらしい設備があるなと。長崎県でも誇れる、さすが、筒城浜は昔、

宮の浜と言いました。なぜかと言いますと、白沙八幡神社の前にある浜と。だから宮の浜という

そうです。そして、この砂防林の中に離宮というのがあります。お休み場所と。本社からそうし

た由緒ある所ですから、あの砂防林はいつもきれいにしておきたいわけです。それに似合うぐら

いに管理をしていただいている人がすばらしい人間です。 

 私ども恥ずかしながら、調査物件、申し訳ありませんが、企画振興部長はトイレの要望はござ

いませんと言われましたが、なかなか女子トイレに入れないもんですよ。きれいになっておりま

した。そして、私も探しておりますけど、筒城浜一帯にごみを見かけることはありません。壱岐

全体がそうでしょ、きれいにしとけば必ず物を捨てないんですよ。筒城浜にはごみ箱を置いてお

りません。持ち帰りです。当然です、それは使う人間のモラルです。それが本当の観光地なんで
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すよ。市役所のトイレはきれいですか。トイレを掃除する人は心がきれいな人が多いそうです。

市長、定期的にトイレを見て回ってください。心が磨けるそうであります。 

 そういうことで、１点目は終わります。 

 そして、その施設に行く前に、昔はそう感じていなかったんですが、筒城小学校の前からいわ

ゆる当地まで行く道、市道筒城七湊線であります。非常に今、交通量が大体オールシーズンで多

いですが、私が測ってみますと、現幅員１車線で、広いところで４.５メーターぐらいある。 

 そして、筒城小学校の生徒たちが通学に使う道でもあります。 

 今、子ども達は５０センチの路側帯を歩いて通っております。今までよく事故がなかったなあ

と思っております。ぜひとも、観光地に相応しい、そして利用しているわけですから。整備等し

てやりたい、そして用地等に関しましては、地元におります関係、命を張ってでも努力をいたし

ます。ですから、方向性だけを示していただきたい。 

 あなたたちがそういう努力をするならやりますよと。それがあれば命を張ってやります。ぜひ

とも改修のお考えを聞かせていただきたい。ビーチあり、宿泊施設あり、そうしたレクリエーシ

ョン施設あり。相当必要になってくると思います。前はこんなになかったんですよ、筒城浜の利

用率が上がってからこんなふうになったんです。芝公園がこれだけ利用率が上がったというのは、

管理がいいからです。管理が見事なもんですね。ほかの施設もこれぐらいに管理をさせてくださ

い。安く取るだけが管理のあれじゃない。出来栄えですよ。今、壱岐市観光連盟ですか、もう何

十年もあそこに固有名を出して申し訳ないが、赤木さんていう方、毎日管理をしてあるですよ、

すごいなと。情熱ですよ、それこそは。恐らく、あそこを利用される方がその方を見たら、あり

がとうございますという挨拶をしておられます。使命感でもしてあるんですね。ですから、その

施設に行けるように、壱岐市は使命感で道路をつくっていただきたい。お願いです。答弁を、今

しますじゃなくて、いい答弁をいただきたい。願っております。 

○議長（小金丸益明君）  平本建設部長。 

〔建設部部長（平本 善広君） 登壇〕 

○建設部部長（平本 善広君）  １１番、音嶋議員の市道筒城七湊線改修工事についての御質問に

お答えをいたします。 

 市道筒城七湊線は、筒城小学校前交差点を起点とし、七湊港漁港を終点とする全長約２,６００メー

ターの一級市道でございます。 

 本路線は、筒城浜や白沙八幡神社の観光地や筒城ふれあい広場、石田ジョギングコース等のス

ポーツ施設へのアクセス道路として一年を通して交通量が多く、観光バス等の大型車両の通行も

多い路線であると認識をいたしております。 

 また、筒城小学校、石田中学校の通学路ともなっており、道路幅員が狭い箇所もあり、舗装や
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ガードレール等の経年劣化も進行していることから、毎年実施している関係機関合同の通学路点

検においても要対策箇所が多く抽出されている路線でございます。 

 このような状況から、本市としましても改修工事の必要性は感じており、観光地へのアクセス

道路として観光産業の発展に寄与するという国の社会資本整備総合交付金の採択要件にも適合す

ると思われますので、新規事業化の候補路線として検討してまいります。 

 現在、本市においてこの社会資本整備総合交付金を活用した観光道路の整備事業は、一級市道

黒崎線、一級市道錦線、二級市道左京鼻線の３路線を事業化しておりますことから、既存事業の

進捗を見ながら、新規事業化に向けて地元等との協議を進めたいと考えております。どうぞよろ

しくお願いいたします。 

〔建設部部長（平本 善広君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  音嶋議員。 

○議員（１１番 音嶋 正吾君）  必要性を鑑み、前向きに取り組んでいきたいという力強い答弁

がございました。 

 私も道路をつくってくれというのは、市議会議員になって初めてじゃないかと思います。私と

しましても朝起きて夕べに顔は変わらねど、いつの間にか歳だけは取ってきました。成長期も過

ぎ、成熟期も過ぎ、もう既に衰退期に入っております。できる限りの情熱を燃やして、将来を担

う壱岐の若者のためにも何か役に立っていきたい、その情熱に燃えております。 

 土地等提供いただくためには、私も命のある限りお願いにまいります。ぜひとも財政等厳しい

ことは分かっておりますけど、もう合併特例債も終わっております。そろそろわがふるさとのこ

ともめったに言ったことありませんよ。言ったことはぜひ叶えていただきたい。なぜかと言いま

すと、オールシーズン型にもなったんですね。筒城山崎線が。今までは夏だけでした、正直。結

構なことじゃないですか。市民皆さんが、もう今、芝公園に行きたいという皆さん、いっぱいで

す。お宅はどこですか、郷ノ浦です。芦辺ですと。もうすばらしいもんですよ。グラウンドゴル

フなんかグラウンドいっぱいですよ、今。こういう健康に寄与するような施設を今後ともつくっ

て、そして、健康寿命が延びるように、行政としても図っていただきたい。私も本当に元気であ

ったんですよ。自分が病気をして初めてありがたさを知りました。 

 私も今回は、もう２３分で、２５分ぐらいで終わりますが、音嶋正吾のぐでぐで言うたのが終

わったなとお思いでしょうけど、私が願う所はそこなんです。筒城の景勝地を長崎県一の景勝地

にしていただきたいんです。ものをつくれとか何とかじゃないんです。管理をして自然の美しさ

を皆さんが今、味わっていたい。そういう嗜好に変わっています。自然の景観は、田舎にしかあ

りません。その景観をいつまでも維持できるように、皆さん方にも御努力をしていただきたい。

そんなことを請い願い音嶋正吾は、これで一般質問を終わります。 
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〔音嶋 正吾議員 一般質問席 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  以上をもって、音嶋正吾議員の一般質問を終わります。 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

○議長（小金丸益明君）  次に、８番、植村圭司議員の登壇をお願いします。 

〔植村 圭司議員 一般質問席 登壇〕 

○議員（８番 植村 圭司君）  皆さん、おはようございます。音嶋議員のゆっくりしたお話、丁

寧なお話がありました後に、私の早口になるようなことがないように、気をつけて一般質問させ

ていただこうと思っております。 

 それでは、８番、植村圭司が通告に従いまして一般質問させていただこうと思います。 

 まず、最初に、今日は２つ用意をしておりますけども、まず最初に、第４次総合計画（案）に

おいて質問させていただこうと思っております。 

 今議会、１２月議会にも上程されておりますけれども、第４次総合計画（案）は、市の最上位

計画で、今年度、５年間の市の方向性を示す計画として承知しております。市の羅針盤と、まち

づくりの羅針盤となっているかと思います。 

 この案を見させていただきました。全部で９３ページほどありまして、前半の基本部分と後ほ

ど詳細部分というふうに分かれているんですけども、第３次総合計画と比べまして、これまでの

方向性と若干違っているのかなというところもあったりとか、または、分野別詳細版を見ました

ところ、内容が第３次も４次もほぼ同じというものもございまして、方向性としては同じだとい

うふうにみえるところもありました。そこで、策定に当たりまして、第３次の進捗状況を踏まえ

ての第４次を検討されているなどというふうに思っておりますので、それぞれの特徴を踏まえま

して、これから始めます壱岐市の方向性、目指す方向性がどういうふうになっていくのかという

ことを検討していただけるように今回、質問させていただこうと思っております。 

 まず、最初の質問なんですけども、全部で４点ありますが、第３次総合計画、これは今、進行

中の計画ですけども、第３次総合計画の達成状況と総括をお願いしたいと思っております。 

 ２番目に、今度、策定されました第４次総合計画の特徴をお示しいただきたいと思います。 

 ３番目に、分野別まちづくり計画詳細版というふうになっておりますが、これが第３次総合計

画に比べまして、達成目標の、数値目標ですね、達成目標の設定が少ないように思われました。

この状況で、進捗管理のほうをどのようにするのかをお示しいただきたいと思います。 

 ４番目に、この第４次総合計画の中には、人口対策プロジェクト、先ほど出ましたが、プラス

７,０００ということで、目標をつくっております。 

 ２０５０年が２万人キープできているということでございますので、プラス７,０００の目標

は、相当高いハードルだというふうに考えております。これが絵に描いた餅にならないように、
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具体的には方策と最後に市長の意気込みをお伺いしたいと思っております。 

 以上、質問４点、よろしくお願いします。 

○議長（小金丸益明君）  植村議員の質問に対する理事者の答弁を求めます。篠原市長。 

〔市長（篠原 一生君） 登壇〕 

○市長（篠原 一生君）  植村議員の御質問にお答えさせていただきます。 

 第３次総合計画の達成状況につきましては、年度ごとに各政策、施策の成果指標の達成状況を

把握し、それまでの具体的な取組の内容を振り返り、改善することにより、目標の達成に向けて

取り組んできたところでございます。 

 今年度が計画の最終年度となりますが、昨年度時点におきましては、全部で１４９ある成果指

標のうち１００％達成が４４指標。８０％達成が７指標。５０％以上８０％未満の達成が９指標

であります。 

 残りの８５指標につきましては、５０％未満の達成率となっておりますが、コロナ禍の影響に

より、事業が計画どおり進んでいないものが２４指標。また、その他政策、施策の難易度が高い

もの、資源や環境等の外的要因に影響されるもの。こちらは１６指標というふうになっておりま

す。 

 年々、達成度は上昇しているものの、一概に数値だけでは判断が難しいところではございます

が、達成率の上昇に向けて各課、事業を推進しているところでございます。 

 第３次総合計画の最終的な達成状況と総括につきましては、令和６年度終了後に行われること

となっておりますが、今回の第４次総合計画策定に当たり、令和６年１月時点におきまして、第

３次総合計画の施策ごとの計画期間中の主な取組及び成果、積み残し課題や今後の方針等につい

て所管課におきまして評価及び検証を行った上で、課ごとにヒアリングを実施し、その結果に基

づき、今回の計画に反映させております。 

 次に、２番目の御質問にお答えいたします。 

 今回の第４次総合計画では、一緒に前へ壱岐新時代へを合言葉に、幸せ実感共につくる新たな

未来を将来像として市民の暮らしに直結する仕事、子育て、教育、健康、福祉といった要素を重

視し、市民が豊かさを感じられるまちづくりを目指しております。 

 そのための下支えとして、２０５０年以降も人口２万人を維持することを目標に掲げ、市民が

幸せを実感できる暮らしや行政サービス等を持続的に提供するための必要条件としており、第

４次総合計画の計画期間である２０３０年までの５年間をそのための種をまく期間と位置づけて

おります。 

 計画の構成といたしましては、第３次総合計画では、分野別まちづくり計画を本編の一部とし

て詳細に記載しておりましたが、第４次総合計画では、これを簡潔にまとめ、基本戦略の後に掲
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載し、より具体的な内容は別に詳細版として整備し、行政内部の参考資料とすることで市民に分

かりやすく、かつ行政内部では体系的に管理しやすいかたちに変更しております。 

 ３番目の御質問にお答えいたします。 

 第３次総合計画では、各政策の達成目標に加え、それに紐づく施策ごとに目標値を設定してお

り、前述のとおり、全部で１４９の指標を設定しておりましたが、第４次総合計画では、主に人

口の目標や幸せにつながる指標を政策ごとに１つから２つに絞って設定し、２５の政策分野に対

し、２９個の達成目標を設定しております。このうち、特に重要とする指標を計画案の本篇に掲

載しておりますが、市民の方により分かりやすいものとするため、人やお金に関する指標を多く

用いております。 

 前回と比較して達成目標の設定を少なくしておりますが、各分野で策定される個別計画や各施

策を進めるために実施する個別事業におきましても達成目標を定めておりますので、各分野の細

かな成果指標につきましては、事業単位で政策評価による評価、検証を実施しながらＰＤＣＡサ

イクルよる確実な進捗管理を行ってまいります。 

 ちなみに、令和５年度につきましては、政策評価２０４事業の評価、検証を行い、うち４６事

業につきましては、行政改革推進委員による外部評価を実施しているところでございます。 

 ４番目の御質問にお答えいたします。 

 ２０５０年、人口２万人を達成するためには、国立社会保障人口問題研究所が予測している

１万３,１９９人から約７,０００人の人口を増やす必要があるため、全庁的に取り組んでいく横

断プロジェクトとして人口対策プロジェクト、通称プラス７,０００を掲げております。 

 議員御指摘のとおり、近年の人口動態の推移から見ましても相当に高いハードルであることは

間違いありませんが、本市の明るい未来を考える上では挑戦しなければならない、目を背けられ

ない最重要課題であると認識しております。 

 そのためには、社会増向上対策と自然減抑制対策、両方の視点が必要となってまいります。 

 転出を減らしながら転入を増やす。社会増の向上のためには、雇用の拡充、創出、所得の向上

といった産業分野での取組や移住や関係人口のさらなる拡大の取組等が必要となってまいります。 

 また、出生数を増やしながら死亡数を減らす。自然減の抑制のためには、出産から教育までの

子育て環境の充実や健康寿命の延伸対策など、それぞれのライフステージに併せた取組が重要と

なってまいります。 

 人口対策プロジェクトは、各所管が共通の目標に向かって高い意識を持って取り組んでいくも

のでありますので、各分野のそれぞれの取組を進めるに当たっては、人口対策という視点を常に

持ち、新たな事業の展開や既存事業の事業の改善等を進めてまいります。 

 特に、行政の施策としては、社会動態の取組のほうが効果が出やすいことから、社会増の向上
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のための取組につきましては、特に強力に推進してまいりたいと思います。 

 以上でございます。 

〔市長（篠原 一生君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  植村議員。 

○議員（８番 植村 圭司君）  お答えいただきました。 

 最後に市長のほうから全体的にわたってご説明いただいたんですけども、ちょっと決意という

意味で、改めて頑張るんだということを言っていただきたかったんですが、そこがなかったので、

最後にここは取っておきたいと思います。市長にこの第４次総合計画に対する決意を生の声で頂

きたいと思っております。 

 その前に、一回、整理します。この第４次総合計画につきましては、第３次の結果を踏まえた

第４次だということになりますので、そこはそのとおりだと思っておりまして、第３次総合計画

の中で、全部で１４９項目あるうちの４４個の目標が達成したんだということでした。 

 逆に、８５につきましては、５０％未満の達成にとどまっているということで言われましたが、

１つ確認なんですけども、この８５指標につきましては、今後１００％にも、１００％と言いま

すか、今、５０％未満の達成でございますので、ある程度まで上げていくということに変わりな

いということでよろしいんでしょうか。 

○議長（小金丸益明君）  篠原市長。 

○市長（篠原 一生君）  植村議員の御質問にお答えさせていただきます。 

 今、４年目というところで、まだ終わっていないというところでありますので、当然、

１００％に向けて取り組んでいるというところでございますが、先ほど、少し御説明させていた

だいたんですけども、指標の種類としまして、コロナに関しては観光客数とか、これは大きな外

部要因かなと思っております。 

 また、難易度が高いというところがあったんですけれども、１００％というのが目標というの

もありますので、それが８０％だと達成しないようなところもございます。例えば、その

１００％で言いますと、乳幼児の健診受診率とか、１００％というのを目標にしているというと

ころにあるので、そういう段階にならないというような目標であったりとか、あと漁獲高等につ

きましても環境の要因を大きく受けるということころでありますけども、当然、１００％を目指

して残りは何か月かになりますけども、努力をしていくというところでございます。 

○議長（小金丸益明君）  植村委員。 

○議員（８番 植村 圭司君）  お答えいただきまして。私も同感でございます。全てを１００％

に持って行くということは、やっぱり時代も変わっていますし、時間もたってきていますので、

今時点での問題解決ということになりますと、コロナの時代もすでに終わっているようなもので
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ございますので、当初の設定としてはあったものがないというふうなことも考えまして、そこを

含めて現実的なものとして考えていったほうがいいのかなと思っております。 

 そうしますと、第３次総合計画につきましては、１００％にならずともおおむね達成に向かっ

て今、いる状態だというふうなことを承知した上で、質問続けていくんですけども、そうします

と、第３次総合計画と第４次総合計画を比較しまして、全体的に見まわしたところ、教育委員会

の占めているところが若干、若干と言いますか変わって、一番変わっている、表現も変わってい

るというような、内容が変わっているというように思いました。 

 他の内容につきましては、同じようなものがほとんど続いていまして、中には一部なくなって

いるものがありまして、これが後退というものなのかそうじゃないのか、これは今後の事業の進

め方によって評価をしていくものだろうと思っています。 

 あと、逆に付け加えられたものもありまして、これも今時代に合ったものに変わっているとい

うことで、私もそこは認識をしましたので、第４次総合計画がこれからに向かって新しい市長の

下で、新しい計画が進んでいくんだろうというふうに評価しました。 

 進捗なんですけども、今後の進捗を図っていく上で、５年前の前回の第２次から第３次のとき

も１回質問させていただいたんですが、その際の話ですと、さっきありました成果指標、達成目

標を以前は癩癩令和２年の第２次の話なんですけれども、成果指標が９２ありまして、そのうち

の８１％がほぼ達成ということが第２次の話でした。 

 総合戦略もありまして、その総合戦略については６３項目あって、６９％の達成だというふう

なことで整理をされてありました。今とほぼ同じような状況かなあと思うんですけれども、その

ときは達成目標を数値化してありましたので、その達成状況を数値化したものを我々も見ること

ができるという状態でした。だから、内部の資料で何％という話はあると思うんですけれども、

我々もその数字を確認できて達成している、していないということが確認できる状態で進捗して

いたんです。 

 今のお話でいきますと設定項目は減らしていますよと、２９項目に今回は減らしていますよと

いうことだったんですけれども、要は第３次に１４９あった達成目標が今回は２９しかないとい

う話です。その２９しかない目標につきましては、個別計画等でしっかり完了していくという話

だったんです。これは我々からは見にくくなっているなあと。要は、内部資料としては状況が分

かっているんでしょうけれども、外部からの進捗は分かりにくい話であるんじゃないかというふ

うに思うんですよね。 

 さっきのお話の中には、外部委員会の方に見てもらっているんですよというのがありました。

その項目も全部でなくて約４０項目ぐらいだったと思うんですけれども、全てをオープンにして

外からチェックできる体制になっていないというのは、ちょっと私一つ、ここは問題かなあとい



- 85 - 

うふうに思っていまして、そこの改善策を何とか考えていただきたいと思っているんですが、そ

れについて何か御意見ございませんでしょうか。 

○議長（小金丸益明君）  篠原市長。 

○市長（篠原 一生君）  植村議員の御質問にお答えさせていただきます。 

 今回、達成目標を２９にしていると。１４９から減っているというところなんですが、先ほど

も意気込みを言ったつもりではいたんですけれども、意気込みとして、やはり未来像「市民の皆

さんが幸せを実感できる市にする」という、この一つが目標だというふうに思っております。 

 その下にというか、事業として約３００癩癩２９９、今、指標を持っていると。結局その政策

のところが１４９、中間にあるところが１４９から２９と。逆に分かりやすくしたといいますか、

プラスその一つ、最終の目標である未来像を実現するというところにより直結させていくという

ふうに私としては捉えている、そういうふうにしていただいたというような計画になっておりま

す。 

 政策評価につきましては、ちょっと確認はまだできていないですけれども、ホームページ等で

も当然出しているのか癩癩出していないのであれば出していこうというふうに思っておりますの

で、市民の皆様にも見ていただきながら一緒に進めていきたいというふうに思っております。 

○議長（小金丸益明君）  植村議員。 

○議員（８番 植村 圭司君）  政策評価についてはホームページに出ているということで、私も

確認はできています。ですから、そういった意味ではホームページのほうで今後もしっかり各事

業について、細かい評価が分かるような結果を公表していただきたいと思っております。 

 進捗は内部だけで判断するんじゃなくて、やっぱり外からでも分かるように我々市民、誰でも

見て分かるような形で着実に進んでいるということをお示しいただきたいと思います。 

 そして、第４次総合計画の特徴というのをさっきお話ししていただいたんですけれども、今回

の議会の最初の、行政報告の中であったのが柔軟な見直しがしやすくなっているんですよという

ふうなことがあったんです。要は、恐らくこの詳細版を本体から離していることによって個別の

施策については検討した結果、変えることが可能だというふうな認識じゃないかと思っているん

ですけれども、この柔軟な見直しをするのは構わないんですが、安易に見直しをした結果、ゴー

ルポストが動くんじゃないかというおそれがちょっとあるんですよね。 

 定めた目標があって、それに対して難度が高いと、これは無理そうだと。これをやっぱり下げ

ようかというふうな話というのが安易にできる体制がもしあるとしたら、それはちょっと危ない

なと思うんですよね。そういったことがあるか、ないかをちょっと確認しておきたいんですけれ

ども、できたら今ある設定さえもハードルが高いんですが、これは達成していくんだというふう

な気持ちをちょっとお示しいただきたいんですが、どうでしょうか。 
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○議長（小金丸益明君）  篠原市長。 

○市長（篠原 一生君）  植村議員の御質問にお答えさせていただきます。 

 柔軟な見直しというのは、経験や数値を見直すというわけではなくて、そもそも事業を見直す

というところの意味でございます。 

 総合計画の６ページ目のところに載せているんですけれども、振興実施計画というのもセット

でありまして、これが毎年見直しになっていると。そういうところの見直しをより柔軟にしてい

くという意味合いで、柔軟な見直しというふうに言っているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（小金丸益明君）  植村議員。 

○議員（８番 植村 圭司君）  そこで、振興実施計画についてなんですが、私、後ほど聞こうと

思っていたんですけれども、まず、この総合計画の作り自体が基本計画と分野別まちづくり計画

という２本が二階建てになっていて、その２つの計画を支えるのが振興実施計画になっていると

思うんですけれども、その振興実施計画については１年ごとに見直そうという話になっています

ので、確かにこれは見直しできると思うんですよね。 

 そうすると、さっきの指標がありますけれども、その指標を変えないまま、変えずに振興実施

計画を変えていくということがあり得るということですよね。であれば、この振興実施計画の進

捗の管理、工程管理というのは誰かが管理してあるんだと思うんですけれども、そこはどういっ

た管理システムになっているか教えていただきたいんですけれども。 

○議長（小金丸益明君）  篠原市長。 

○市長（篠原 一生君）  植村議員の御質問にお答えさせていただきます。 

 振興実施計画につきましては、市の内部組織であります政策評価推進本部及び外部委員による

評価を実施して、見直しを毎年行っているという状況でございます。 

 以上でございます。 

○議長（小金丸益明君）  植村議員。 

○議員（８番 植村 圭司君）  そうしますと、さっきのお話からしますとホームページでの公表

というのも、ここに当たるというお話でよろしいんでしょうか。 

○議長（小金丸益明君）  篠原市長。 

○市長（篠原 一生君）  植村議員の御質問にお答えいたします。 

 振興実施計画、今年度で言いますと２９９あるんですけれども、そのうちの政策評価の分につ

いてホームページに出しているという状況でございます。 

 以上でございます。 

○議長（小金丸益明君）  植村議員。 
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○議員（８番 植村 圭司君）  そうなんですよ。これは全てを出しているわけじゃなくて、

２９９ある事業のうちの政策評価としている部分、これは４０項目ぐらいだと思うんですが、そ

の部分だけを公表しているということだと思うんですよ。これは夏場ですかね、７月から８月ぐ

らいに委員会を開いて外部委員会のほうで評価をしてもらっている件だと思うんですけれども、

それ以外については評価されたとしても我々は見ることができない状態なんですよね。要は、

２５０ぐらいが評価をされないまま事業をされているということで、もっと言いますと１年間た

ったら、その事業のうち幾つかが消えていくという話なんです。 

 それは内部資料でしか分からない話なので、いいか悪いかが分からないまま癩癩性善説で考え

ますので、そんなに大して悪いことをしていないという話だと思うんですけれども、外部からの

評価を得ないまま事業が消えていったり、できていたりというふうなことになっているという話

でございますから、そこについての客観的な評価ができる方法を考えていただきたいなというふ

うに思っているんですけれども、ここでちょっと話ししたところですぐ「はい、分かりました。

これは結構ですよ」という話にはならないと思いますから、現時点で評価できるものでは十分じ

ゃないというふうに思っておりますので、今後、外からでも評価できる方法というのを考えてい

って、進捗管理のほうができる方法を考えていただきたいというのが私の希望でございます。こ

こはお願いをして、この点についてはお願いをしたいと思っております。 

 そして、何でここまで言うかというと、この総合計画自体が進捗をしっかりしないと２０５０年

段階で２万人をというところが難しくなってくると。今、すごく高いハードルだというふうなお

話でございましたけれども、これを達成するためにはやっぱり進捗管理がしっかりしていないと

いけないと。この話にぐるぐる回っていくんですが、ＰＤＣＡとは言いましても適切なＰＤＣＡ

が機能しないと、２万人達成には至らないという話になるんだろうということで、私もここは非

常に難しい話を今年から始めるんだというふうに認識しているんです。なぜ難しいかというと、

２０５０年に現在推定されているのが、先ほどありました人口問題研究所推計値１万３,１９９人

なんですけれども、これが２万人になるようにこれから計画を進めるというふうなお話でござい

ます。 

 今、既に１１月３０日付の人口なんですが、２万３,７７８人でありますので、あと３,７００人

ぐらいの方々が減っていくと２万人になってしまうということなんです。今現在で約４００人か

ら５００人ぐらいが１年間に減っていっている状況だとすると、１０年持たずして２万人を割っ

てしまうということが安易に予測されるんですけれども、今の認識でいきますと、この２万人を

割るという時期が来るんですけれども、これは致し方ないというふうな考えなんでしょうか。

２０５０年までに２万人を割らないことなのか、それとも２万人を割ってもいいけれども、２万

人を割ってからさらに回復して２万人に達成するようになっていくというふうな考え方、どちら
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なのかを確認しておきたいんですが、いかがでしょうか。 

○議長（小金丸益明君）  篠原市長。 

○市長（篠原 一生君）  植村議員の御質問にお答えさせていただきます。 

 植村議員おっしゃるとおり、１万３,０００人の予測なので、当然２万人を割っていくと。今

回の総合計画の１ページ目、２ページ目に分かりやすく書いているところではあるんですけれど

も、２０３０年から２０３９年のところで人口減少のスピードを緩やかにしていく。今、下降傾

向というのを少し抑えていく。そして、２０４０年から割り切ったところからは、また上げてい

く。回復軌道に乗せていって、２０５０年に２万人を目指していくというような流れになってお

ります。 

 以上でございます。 

○議長（小金丸益明君）  植村議員。 

○議員（８番 植村 圭司君）  そうしますと、この総合計画１ページ目、２ページ目に書いてあ

ります曲線を今お話しされたんですけれども、今は一旦下がりつつありますけれども、これは下

がると。下がるんだけれども、最終的には２０５０年の２万人に向けて、また上昇が始まるとい

う曲線カーブを描いていくイメージということで確認いたしました。 

 ですから、この総合計画の第４次を執行して順調にいったとしても、当面は減少が続いていく。

もしかしたら、２万人を割るときが来るかもしれない。だけれども、この第４次計画を着実に実

行すれば、２０５０年は２万人を達成できているはずなんですよね。そういったことでこれを作

っているんだということでよろしいですかね。癩癩はい。そうだと思います。 

 そうしたときに今後の第４次総合計画につきまして、先ほど所管の職員とか部が共通の目標で

頑張っていくんだというふうにおっしゃられました。私が思いますに、それは当然だと思います。

市を挙げて、この総合計画を着実に実行していただきたいというのは当然なんですけれども、そ

れをやったとしても相当難しいのかなあというふうに認識していまして、それを補うためにも市

民の皆さんの御理解、また同じ方向で市民の皆さんが向いていくというふうなことが大事なんだ

ろうと。 

 要は、役所だけじゃなくて、市民の皆さんが同じ気持ちになって人口を上げていこうと、増や

していこうという心を一つに結ぶ目標というのが要るんだろうと思いますので、ここで改めて、

この総合計画は市を挙げて応援をしていくという気持ちを持つべきだと思っておりまして、これ

を今回可決した暁には市民の皆さんも巻き込んで周知も徹底していただきたいというふうにお願

いをしておきたいと思っております。 

 時間がありませんので、次に行きたいと思います。総合計画は、これで終わりにします。 

 その総合計画の中に土地というか、建物、要は壱岐市の中にあります未利用市有財産の活用と
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いうことが大事だというふうに書いてあります。市の未利用市有財産につきましては、今年６月

の議会でも同僚議員から提案がありまして、ホームページ等で公表するようにというふうなこと

で活用を促すようなことを指摘されておりました。 

 今日は、その話をさらに進めたいと思っております。現時点で市のホームページには１６件ぐ

らい、その土地なりが紹介されていまして、皆さんが閲覧できる状態で「未利用・低利用の土地

がありますので使ってください」というふうなお知らせをしてあります。ただ、これだけだと、

やっぱりそれ以上の活用というのは進まないんだろうと。なかなか目にすることもございません

し、使い道もよく分からないなあというところがありますので、これを何とかして、この１６件

だけじゃなくて市の財産として、これからも活用していただきたいという意味で今日は御提案を

したいと思って、ここに持って参りました。 

 最初の質問なんですけれども、低・未利用市有地の定義をまずは教えていただきたいと思って

います。その定義に合う物件がどの程度あるのかをまず、お示しください。 

 ２番目に、近年のその未利用市有地の売却や貸与の実績をお示しいただきたいと思います。 

 ３番目に、未利用市有地の有効活用を促す活動があれば、その実績をお示しいただきたいと。 

 ４番目に、他自治体の事前研究などもされているのかを教えていただきたいと思っております。 

 ５番目に、今、市場調査とか、あとは公共不動産のデータベースがありまして、こういったも

のを活用すれば、よりそういった売却や貸与が進むんじゃないかというふうに思っているんです

が、そういった方法があると思うんですけれども、市としての見解はいかがかをお伺いいたしま

す。 

○議長（小金丸益明君）  平田総務部長。 

〔総務部部長（平田 英貴君） 登壇〕 

○総務部部長（平田 英貴君）  ８番、植村議員の未利用市有地財産の活用について、お答えをい

たします。 

 １点目の低・未利用市有地の定義と、どの程度がその対象になるのかという御質問でございま

すけれども、本市において特段の定めはございませんが、普通財産の中で特に利用していない土

地が低・未利用市有地に当たるものと考えております。 

 普通財産につきましては、行政財産が用途廃止されたものなどを含めており、大半は未利用で

あると認識しておりますが、未利用イコール活用可能とはならないものと考えております。行政

財産とは違い、すぐにでも民間活用できる財産は少なく、進入路の整備、敷地造成、上屋があれ

ばその解体等、利活用する前の経費がかかるため、民間活用が少ない状況であると考えておりま

す。 

 また、大規模な開発となりますと、法的規制と併せ、地域や地区への説明・協議・同意等が必
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要となり、なかなか進まないのも現状でございます。 

 また、財産に関する調書におきましては、宅地・山林・雑種地その他に区分しておりますが、

その他の中には墓地・駐車場・保安林のほか無人島内の市有地なども含まれ、単にその区分や地

目だけでは判断できない場合もあり、未利用市有地が利活用可能かの判断については所管課との

確認や取得の経過など精査し、個別に判断し対応している状況であります。 

 ２点目の未利用市有地の売却や貸与の実績との御質問でございますが、売却については毎年度

１回公告を実施しており、直近５年間の実績は延べ２３件の物件の公募公告に対し、応募があり

売却したものが４件、１,９５８平方メートル、５９９万５円の実績となっております。 

 公告以外での売却は、直近５年間で４５件、３,７１７平方メートル、１,０８０万６,８５８円

の実績となっており、合計で４９件、５,６７５平方メートル、１,６７９万６,８６３円となっ

ております。 

 また、本年度も公告の実施に向け準備を進めており、前回まで公募した市有地に併せまして、

用途廃止の際に売却の方針となっている市有地を追加して公募公告する予定といたしております。 

 貸与につきましては、公共工事等で資材置場としての一時利用が年に数件程度あっている状況

で、管財課の所管だけでございますが、市有地のみ把握しておりますが、直近３年では８件で使

用料が５万６,３１４円となっております。 

 次に、３点目の未利用市有地の有効活用を促す活動の実績との御質問ですが、議員の御質問に

ありました市ホームページでの公表や、先ほど申し上げました公募公告が有効活用を促す活動に

当たるものと考えております。 

 また、本年度は福岡市内の市有地の活用について、プロポーザル方式で募集を実施し、新たな

形での取組の事例もできましたので、今後もこれまで実施してきたことも継続をしながら、有効

活用に向けた新たな取組の方法を模索してまいります。 

 次に、４点目の他自治体の事前研究などもしているのかとの御質問ですが、市ホームページの

公表方法などについては、他の自治体で行われているものを参考に作成をいたしております。 

 また、本年度実施しました福岡市内の市有地活用事業も、他自治体の事例を参考に実施したと

ころでございます。 

 そのほか毎年度、県内１３市で県都市管財事務協議会が開催されており、財産管理上の問題や

事例の対応等について意見交換を行っておりますので、今後も引き続き他の自治体の事例等も参

考に取組を検討してまいります。 

 最後に、５点目の市場調査や公共不動産用のデータベースの活用についての御質問ですが、本

市においては、これまで活用した実績はございません。 

 議員がおっしゃる市場調査については、サウンディング型市場調査が他自治体で実施されてい
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る事例は把握をいたしております。サウンディング調査は、公募により民間事業者から広く意見

や提案を求め、有用な意見等を収集することや、市場のニーズや参入意向を把握できるため、よ

り現実的な事業計画の策定が可能となるなどのメリットがあるとされております。 

 また、公共不動産データベースについては、全国版の公共不動産活用の情報プラットフォーム

で国土交通省も協定を交わされており、参加自治体も今後増えていくものと思われます。市場調

査や公共不動産データベースについては、全ての未利用地を対象とするものではありませんので、

まずは未利用地を個別に活用可能かどうかの仕分けを行いまして、活用方針となった未利用地に

ついて、市場調査の実施や公共不動産データベースの活用に向け検討いたします。 

 なお、公共不動産データベースは会員になる必要がございますので、まずは無料の一般会員と

なって取組を進め、活用する中で必要であれば有料の特別会員になることも含め、検討をしてま

いります。 

 以上でございます。 

〔総務部部長（平田 英貴君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  植村議員。 

○議員（８番 植村 圭司君）  お答えいただきました。私の想像していた以上の答弁でございま

した。 

 言いたいことは最後のほうに集約されていまして、市場調査、サウンディング型市場調査とか、

あとは不動産用のデータベースの活用といいますのが結構全国的にも使われている状態でありま

して、壱岐市に合った使い方ということで仕分けをしてから会員になったり癩癩ならないにして

も、有料か無料かということを考えてやられるということでありましたので、今後の方針としま

して、今の答弁には高く評価したいと思います。 

 答弁中に新たな取組をしていくというふうなお答えがございましたので、その取組というのは

今の話かなあというふうに思っているんですけれども、全体的に行政財産と普通財産がありまし

て、その全ての仕分けをするというのは非常に難しいかと思いますので、適切な仕分けをしまし

て有効な方法で低利用・未利用の市有地、市有財産を活用していただきたいというふうに思いま

す。 

 ちょっと私、実はもしかしたら、そこまで答弁はいかないんじゃないかと思って準備していた

話もあるんですけれども、例えばの例なんですが、茨城県の常総市というところがありまして、

ここが壱岐市と同じくホームページで公表していただけだったんですけれども、公共施設をそろ

そろ財産に換えないと運営がやっていけないという話も出てきたみたいなんです。 

 ですから、総合計画を実施していく上でお金もかかってくるでしょうから、そういった壱岐市

の財産をお金に換えるというふうな方法の一つの例として御紹介をしますと、ここは旧自動車教
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習所がありまして、自動車教習所をＡＩとか、あと自動運転のパークとして利用できないかとい

うふうなことで、お客さんにといいますか、営業活動をしたらしいんです、使えないかと。営業

活動をした結果、そういった実証実験をしたいという会社が見つかって、そこの土地を２億円で

売却をしたというふうなお話でございました。 

 ですから、何がお金になるか、ならないかという話は中にいらっしゃる方々がよく分かってい

らっしゃると思いますので、広いとか狭いとかあると思いますけれども、有効活用できる土地に

つきましては、こういった営業活動的なものをして買っていただけないかといったこともできる

んじゃないかというふうに思っています。 

 さっき言っていました、そのサウンディング型市場調査というものをすることによって、特定

の業者じゃなくて、ある程度広がりを持った事業者さんたちにお知らせをする、営業するという

ことが可能になると思いますので、そこはちょっと勉強をしていただきまして積極的に活用をし

ていただきたいと思っています。 

 ちなみに、長崎県内にも、これはちょっとＰＰＰとかＰＦＩの話なんですが、公共的な話を民

間の力を使った活用できるようなシステムとしまして、地域プラットフォームがあるようでござ

います。長崎県内にもあるようでございますので、その辺も参考にしていただいて、未利用土地

の財産の有効活用というのを今後も頑張ってやっていただきたいと思っております。 

 最後、市長、そこら辺の決意をちょっとお伺いしたいんですが、いかがでしょうか。 

○議長（小金丸益明君）  篠原市長。 

○市長（篠原 一生君）  植村議員の御質問にお答えさせていただきます。 

 決意というところですけれども、先ほどの答弁にありましたように、この未利用財産といいま

すか、普通財産です。こちらについての利用につきましては、積極的に行ってまいりたいと思っ

ておりますし、先ほど山内議員のところにもありましたけれども、ＰＰＰやＰＦＩ等、民間の力、

お金を使ったような開発等についても研究をしていきたいというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（小金丸益明君）  植村議員。 

○議員（８番 植村 圭司君）  市長の力強いお言葉でございました。頑張っていただきたいと思

います。 

 来年以降も輝かしい年が壱岐市に参りますように祈念いたしまして、私の一般質問を終わりた

いと思います。どうもありがとうございました。 

〔植村 圭司議員 一般質問席 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  以上をもって、植村圭司議員の一般質問を終わります。 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 
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○議長（小金丸益明君）  ここで暫時休憩いたします。再開を午後１時２０分といたします。 

午後０時15分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午後１時20分再開 

○議長（小金丸益明君）  再開します。 

 休憩前に引き続き一般質問を続けます。 

 ここで皆様にお知らせいたします。テレビ中継が不具合を起こしておりますが、このまま続行

したいと思いますので、御了承ください。 

 次に、７番、山川忠久議員の登壇をお願いいたします。 

〔山川 忠久議員 一般質問席 登壇〕 

○議員（７番 山川 忠久君）  それでは、通告に従いまして、７番、山川忠久が一般質問を行い

ます。 

 それでは、質問をさせていただきます。 

 まず１つ目は、海洋漂着ゴミの問題についてお尋ねをいたします。 

 市長の行政報告にもありましたように、タイミングのいいことに、１月２５日に石原良純さん

をお招きして、海の環境についての御講演を頂けるということで、この海洋漂着物の問題につい

て機運が高まることを期待しております。 

 １５年前の２００９年に、美しく豊かな自然を保護するための海岸における良好な景観及び環

境の保全に係る海岸漂着物等の処理等の推進に関する法律が公布、施行されております。長崎県

でも、この問題解決のため、長崎県海岸漂着物対策推進計画を策定し、壱岐市においても、この

計画に基づいて、県の補助金を財源に、海岸漂着物回収運搬処理業務を発注しております。また、

この問題については、市民の関心も高く、有志のボランティアによる清掃活動も行われており、

大変ありがたく思っております。 

 実は、この市の海岸漂着物回収運搬処理業務については、私自身が１１月から従事する機会を

得まして、先日まで、できる時間にということですが、参加をしておりました。そうした実際に

海岸漂着物の現状を目の当たりにした経験から、この問題について質問していきたいと思います。 

 １つ目、海岸漂着ゴミの現状と課題についてお尋ねします。２つ目、海岸漂着物に関する調

査・研究の状況について。３つ目は、市民への啓発活動について。４つ目、他の自治体、関係機

関との連携について。 

 以上、４点お尋ねをいたします。 

○議長（小金丸益明君）  山川忠久議員の質問に対する理事者の答弁を求めます。草合保健環境部

長。 
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〔保健環境部部長（草合 正吉君） 登壇〕 

○保健環境部部長（草合 正吉君）  ７番、山川議員の御質問の海洋漂着ゴミ問題についてお答え

いたします。 

 １点目の現状と課題でございますが、本市は周囲を海に囲まれた島であり、様々な理由で海に

捨てられたり、川などから流されてきたごみが大量に漂着いたしております。 

 市では、先ほど議員がおっしゃられましたように、環境省の海岸漂着物等地域対策推進事業補

助金を活用し、委託事業により回収処理の事業を実施いたしております。令和５年度に回収した

漂着物は２１７トン、１,９３３立米であり、近年の回収量はほぼ変わらない状況でございます。 

 長崎県全体では、令和５年度の漂着物の回収量は２,３６５トン、１万５,９８８立米であり、

近年はほぼ横ばいの状況が続いております。 

 また、自治公民館や学生・事業所等、各種団体により、ボランティアによる海岸清掃活動を実

施していただくなど、大変感謝をいたしているところでございます。 

 しかしながら、漂着ごみにつきましては、量が膨大なことに加え、漂着範囲も広く、全てを回

収することはできておりません。また、一度回収を行っても、繰り返し海岸に押し寄せてくるの

が現状であり、対応に苦慮しているところでございます。 

 ２点目の御質問の海洋漂着物に関する調査・研究の状況についてでございますが、本市で独自

の漂着ごみの調査等は実施いたしておりませんが、公益財団法人環日本海環境協力センターによ

る海辺の漂着物調査が行われており、漂着物のうちプラスチック類が６６％という結果が報告さ

れております。 

 また、対馬市モニタリング調査によりますと、ペットボトルのうち、日本製が６％、外国製が

６６％で、不明なものが２８％となっており、壱岐市においてもこの結果に近い状況であると考

えられ、多くのプラスチック類の漂着物、外国製のごみが漂着しているものと認識いたしており

ます。 

 ３点目の御質問の市民への啓発活動についてでございますが、広報紙、ホームページ等を活用

いたしまして、市内で開催される漂着ごみ回収イベントについての案内や、海洋ごみの８割は陸

からの流入とも言われておりますので、身近な不法投棄防止の啓発等を行っております。 

 また、学校や各種団体に対しましては、出前講座など、海洋プラスチックごみ問題についての

講師派遣等もいたしております。 

 なお、今年度につきましては、行政報告でも申し上げましたように、来年１月２５日、テレビ

でおなじみの気象予報士、石原良純氏をお招きして、「海の環境について考えよう」と題した講

演会を壱岐の島ホールで開催いたします。多くの市民の皆様に御来場いただき、海洋環境及び漂

着ごみ問題に対する理解が深まることを期待しているところでございます。 
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 ４点目の他の自治体、関係機関などとの連携でございますが、壱岐市で開催される漂着ごみ回

収イベントには、島外の環境関係団体、ボランティア団体、企業等や、複数の大学からも参加を

頂いております。 

 また、令和５年度には長崎県の主催により、釜山広域市において、釜山と対馬市の高校生が交

流して海ごみ問題を考える「日韓学生海ごみ交流ワークショップｉｎ釜山」が開催されました。

これを受けまして、令和７年度には、壱岐、対馬、五島、上五島、離島４市町の高校生と釜山の

高校生が集い、漂着ごみ問題について考えるワークショップが開催できないか、県も含め協議を

進めているところでございます。 

 今後も、他自治体及び関係機関と連携を取りながら、海洋漂着ゴミ問題に取り組んでまいりま

す。 

 以上でございます。 

〔保健環境部部長（草合 正吉君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  山川議員。 

○議員（７番 山川 忠久君）  御答弁いただきました。 

 現状と課題についてですが、この実際作業をしてみて感じたのが、作業は海岸の地形や気象条

件の影響を強く受け、その条件も壱岐島内でも様々あると感じております。その中でも、作業し

やすい場所というのは基本的にはありません。比較的やりやすいなと感じるようなところがある

ぐらいです。 

 具体的に言えば、足場の悪さ、暑さ・寒さに耐えながらの作業、それから船でないと行けない

場所もあります。また、崖下での作業などは、頭上の落石にも注意を払わないといけないと。そ

うした環境でも、少しでも海の景観を守るためにと回収作業を行われておりますが、この現場に

おいて悩ましい壁が２つ、それはごみの種類によってあります。 

 先ほどありましたように、主なものはペットボトル、それから漁業用に様々な用途で使われる

発泡スチロール、それからブイやロープ、網などの漁具、これらがほとんどです。これら全てを

手作業で拾い、大きなものは細かく分解をし、そしてフレコンバッグと呼ばれるトン袋ですね、

災害のときに土のうの袋に使われる、このぐらいの大きな袋、これに入れて、発泡スチロールは

リサイクルをされるそうなので、発泡スチロールだけの袋と、それと、それ以外のプラスチック

のごみに基本的には分けて回収作業を行います。 

 この悩ましいのが、一つには網やロープ、これが岩場などに引っかかって、どうやっても取れ

ないような状態。そして、それがさらに年々積み重なって巨大なものになって、それが年々悪化

しているというふうに言われております。 

 それと、もう一つ、これ回収の対象にはなっていないものですけども、木材、流木等ですね。
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これは自然物であるので回収の対象になっていないということが原因であると伺っておりますが、

この木材も堆積をしていって、こういう感じで積み重なっていって、その隙間にペットボトルや

発泡スチロールが細かくなったものが入り込んでいって、それが回収困難になっているという現

状がございます。 

 回収の量としては年々横ばいということでありましたけども、そうしたこともあって年々回収

が困難で放置されるごみというのがそのままになって、それも横ばいの原因になっているのでは

ないかなと思っております。 

 次に、調査・研究について、独自の調査はないということでしたので、ぜひ当事者として取り

組んだ私の意見も参考にしていただきたいのですが。 

 ペットボトルに関しては、日本由来のものが６％という話がありましたけども、体感的にはも

っと多いような印象があります。もちろん中国語や韓国語のボトルもたくさんありますが、体感

的にはもっと日本のペットボトルは比率が高いように感じております。８割が川から流れてくる

ものが多いということで、それは本当にそうだなと実感していますので、このあたり、やはりポ

イ捨てはしないという基本的なところから、ぜひ啓発活動については進めていっていただきたい

と思っております。 

 ＳⅮＧｓの一環で小学生や中学生が海洋ごみについて調査・発表をしているのを見たこともあ

りますけども、本来、現役世代の私たちが将来にツケを回さないように取り組むべきところを子

どもたちに考えてもらっているような状況で、この状況で子どもたちに将来壱岐に残ってほしい

とは、とても言えないのではないかなと感じております。 

 また、ほかの自治体や関係機関との連携についても、これはどこの自治体、近隣の自治体はど

こも同じような悩みを持っておられると思いますので、しっかりと連携を取っていただきたいと

思っております。 

 再質問になりますけども、先ほど言いました木材、網、ロープの問題、これが長年解決できな

い状況になっておりますので、この実態を知ってもらい、ぜひ対処を考えてほしいと思っており

ますが、御答弁をお願いします。 

○議長（小金丸益明君）  草合保健環境部長。 

○保健環境部部長（草合 正吉君）  ただいまの山川議員の追加の御質問にお答えをいたします。 

 先ほども言われました木材、あと漁具でテトラポット等に挟まって取れないもの、これは、議

員おっしゃるとおり、かなり量が増えております。これまでもそういったものの回収に特段の事

業等はしておりませんので、今後、議員が言われましたように、木材につきましては焼却炉でそ

のまま燃やせないとかいうこともございますので、今後、今の御意見を、頂いた御意見を参考に

検討してまいりたいと思っております。 
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 それと、ペットボトルにつきましては、先ほど私も申しましたし、議員からも御指摘がありま

したように、川や陸のごみというのがかなり多い状況でもございます。こちらのほうも、陸のほ

うの不法投棄防止に力を入れてまいりたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（小金丸益明君）  山川議員。 

○議員（７番 山川 忠久君）  補足で申し上げますと、これは保健環境部長から御説明がありま

したけども、木材の焼却処分ができないというのは、塩分を多く含むために焼却場の処理では炉

を傷めてしまうおそれがあるということです。 

 また、木材ですから、再利用もできるのかなと思いますけども、再利用を促すといっても塩分

も多く含みますし、アートに使うか、それともキャンプファイヤーとかで使用してもらうぐらい

しかないのかなと思っております。 

 その他、例えば堆肥や燃料などの再利用も、これはどこかで研究されているようですけども、

コストと時間、それから保管場所など、簡単にできる問題ではないということです。 

 その中で、調べを進める中で、廃棄物の処理及び清掃に関する法律というのがあって、その場

で燃やせないかなとも考えたんですが、これは焼却禁止の法律がありまして、なかなか、海上保

安庁もパトロールされている中で、そういう火を起こすというのも難しいのではないかなと思い

ますけども。例外規定として、海岸管理者による海岸の管理を行うための漂着物等の焼却などが

考えられる、周囲の環境によってはそれが適用されない場合もあるということが、条文がありま

すので、これも一考の余地はあるということでお伝えをしておきたいと思っております。 

 今回、漂着物回収作業に従事して、改めて壱岐の自然の雄大さ、そして表情の多彩さに触れ、

愛着が増したということはあります。また、海岸を美しく保った状態にすることは、近隣の国に

対しても大きなメッセージとなります。海洋国家日本、そしてその国境離島である壱岐というプ

ライドを示すためにも、この海洋漂着物の問題についてはみんなで取り組んでいかなければいけ

ないと思っておりますので、今後とも、できるだけ関わって問題提起をしていきたいと思ってお

ります。 

 それでは、海洋漂着物の問題については、これで終わりまして、次にワクチン接種について質

問します。 

 この質問をした動機というのは、これはほかの議会、他の自治体の議会を見てみましても、最

近、特にワクチンの危険性を主張される場面が増えてきております。私自身は、ワクチンによる

効果・安全性は確立されており、そのデメリットを上回っていると考える立場でございますので、

そうした観点でこの質問をさせていただきます。 

 １つ目、秋の接種、新型コロナワクチンの秋接種が始まっております。その状況についてお尋
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ねをします。 

 ２つ目、ＨＰＶワクチンは、キャッチアップ接種が今年度３月までということで進められてお

ります。また、その定期接種の状況、キャッチアップを含む状況を併せましてお答えをお願いし

ます。 

 ３つ目、上記ワクチンを含むワクチン接種における市の考えについてお伺いをしたいと思いま

す。 

 以上、３点、よろしくお願いします。 

○議長（小金丸益明君）  草合保健環境部長。 

〔保健環境部部長（草合 正吉君） 登壇〕 

○保健環境部部長（草合 正吉君）  ７番、山川議員のワクチン接種についての御質問にお答えを

いたします。 

 １点目の新型コロナワクチン接種の状況についてでございますが、１０月から定期接種として、

６５歳以上の方及び６０歳から６４歳の方で基礎疾患を有する方を対象に実施いたしております。

新型コロナワクチン接種は市内１１の医療機関で行われており、１１月末時点で６４９名の方が

接種を受けられてあります。いずれの医療機関でも使用されているワクチンは、ファイザー社製

となっております。 

 市民への周知につきましては、広報紙や回覧、ホームページ、ＬＩＮＥ等での配信、医療機関

へのポスター掲示により行っており、希望される対象者に対し円滑な接種が実施されております。 

 本年度の接種につきましては令和７年３月末までとなっておりますので、引き続き、安心安全

に接種ができるよう壱岐医師会の御協力の下、実施してまいります。 

 ２点目のＨＰＶワクチンのキャッチアップを含む接種状況についてお答えいたします。 

 子宮頸がん予防のためのＨＰＶワクチン定期接種の対象は、小学６年生から高校１年生の女子

で、標準的な接種年齢として国が推奨する中学１年生の女子に対し個別通知をいたしております。

平成２５年６月から積極的な勧奨の差し控えがありましたが、令和４年度から積極的勧奨が再開

されております。 

 定期接種の状況でございますが、市内７つの医療機関で接種が行われており、積極的勧奨が再

開した令和４年度は１回目から３回目までの総数が３０１人、令和５年度は１５３人、令和６年

度は１０月末現在１１６人となっております。 

 長崎県内市町別の初回接種率で見ると、令和４年度、長崎県平均３９.６％に対し、壱岐市は

７３.０８％、令和５年度は長崎県平均５５.９％に対し６１.２２％と、県平均を上回っている

状況でございます。 

 また、キャッチアップ接種につきましては、積極的な勧奨の差し控えにより接種機会を逃した
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方に対し、公平な接種機会を確保する観点から、差し控え期間中に定期接種の対象であった平成

９年度生まれから平成１７年度生まれの女性を対象とし、令和４年度から３年間、公費による接

種を実施いたしております。 

 キャッチアップ接種の状況でございますが、令和４年度は１９２人、令和５年度は１３７人、

令和６年度は１０月末現在２０９人となっております。 

 このキャッチアップ接種につきましては、令和６年度末までとなっておりましたが、先月開催

されました審議会により、この夏以降の需要の大幅な増加により、ＨＰＶワクチンの限定出荷の

状況等を踏まえ、期間中に１回以上接種されている方については、期間終了後１年間は公費で

３回の接種ができるように経過措置が設けられております。今後、国の説明会も予定されており

ますので、対象となられた方に、その内容と併せてワクチンの有効性・安全性について、引き続

き丁寧かつ確実な情報提供に努めてまいります。 

 ３つ目のワクチン接種における市の考え方は、との御質問にお答えいたします。 

 予防接種の目的は、伝染のおそれのある疾病の発生及び蔓延を予防するために行われるものと

なっております。予防接種には、予防接種法に基づいて市が主体となり公費で実施する定期接種

と、予防接種法では規定されておらず、希望者が各自、自己負担で受ける任意接種がございます。 

 本市では予防接種法に基づき定期接種を実施しており、市の役割である予防接種業務の運営、

接種対象者への個別通知、住民への情報提供、相談窓口の設置、医療機関との連携・調整等を行

っております。国、県の動向を把握し、定期接種の対象となられた方に対し、ワクチンの有効

性・安全性を丁寧かつ確実に情報提供を行い、壱岐医師会の御協力を頂きながら、引き続き安心

安全に予防接種ができる体制づくりに努めてまいりたいと考えております。 

 以上です。 

〔保健環境部部長（草合 正吉君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  山川議員。 

○議員（７番 山川 忠久君）  それぞれの接種状況についてお知らせいただきました。 

 新型コロナワクチンについては、今でもワクチンは有効どころか害悪という言説もあります。

ただ、あれだけ大規模接種をして、そして、たくさんの重症化を抑えた、死者を減らしたという

ことは、これは間違いないということだと思っています。 

 私たちは、ワクチンを打った世界とワクチンを打たない世界を同時に生きることができないの

で、ワクチンを打たなかった世界のことを想像するしかないと思っています。ワクチンがなけれ

ば今の世の中がどうなっているかについて、やっぱり思いを巡らせないといけないと思っていま

す。ワクチンの安全性・有効性については、今後もしっかりと広報に努めていただきたいと思っ

ております。 
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 ＨＰＶワクチンの接種状況についてですけども、私が初めてこの問題について質問したのが令

和元年９月でした。そのときは、先ほどもあったように、積極的勧奨がされていない状況で、ほ

とんどゼロに近いような状況でありましたけども、先ほど数字を言っていただいたように、かな

り大幅に改善しており、大変ありがたく思っております。 

 先ほど言われたように、キャッチアップ接種についても、今年度中に１回目を受ければ、１年

間は公費での接種が受けられるということですので、来年３月まではずっと折に触れて広報を続

けていただきたいと思っております。 

 対象が若い女性、学生を含む女性ですので、その機会は何かなと考えたときに、１月には成人

式がございます。２月には市のＰＴＡ連合会の研究大会がございます。このあたりでしっかりと

ＨＰＶワクチンのことについて広報していただきたいと思っておりますので、所管の教育委員会

にはぜひワクチン接種の勧奨をしていただきたいと思っておりますが、教育委員会のほうから御

答弁をお願いいたします。 

○議長（小金丸益明君）  山口教育長。 

○教育長（山口 千樹君）  今、議員がおっしゃった趣旨はよく理解いたしましたので、今言われ

ましたけど、何ができるかちょっと分かりませんけれども、これから持ち帰りまして、できるこ

とをやっていきたいと思っております。協力をしていこうと思っております。 

○議長（小金丸益明君）  山川議員。 

○議員（７番 山川 忠久君）  力強い御答弁を頂きました。 

 ３番目の市の考え方についてですが、これは市長の発信に大いに期待するところであります。

今まさに市長選挙が行われているのが、大阪の泉大津市というところであります。この泉大津市

は、現職はワクチンには反対の考えをお持ちで、秋接種のワクチンについては、公費の補助は国

の負担分のみとなっております。 

 その対抗に立ってある方、こちらも有名な方でありますけども、このワクチンについては、そ

の対抗の方の考え方は、ワクチンについては打ちたい人が打てばいいし、打ちたくない人は打た

なくていいと、それでも対象者で接種したい人には無料でできるように補助を出すということを

公約に掲げております。 

 また、アメリカでは、トランプ次期大統領が日本の厚生労働大臣に当たる厚生長官にロバー

ト・ケネディ・ジュニアを指名しており、この方は反ワクチンで大変有名な方です。そのことに

対して、世界中の医学・医療界から懸念の声が上がり、７７人のノーベル賞受賞者がそれを承認

しないように議会に求めるというような事態にもなっております。 

 日本の首長は、総理大臣というよりは、むしろ大統領に近いと、近い権限を持っているとされ

ておりますので、こうした泉大津市、それからアメリカ大統領の件を見ても、トップによって公
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衆衛生の考え方が大きく変わると思っておりますので、市長のワクチンについての考え方をお聞

かせ願いたいと思いますし、そして推進の立場をお持ちであるなら強く発信をしていただきたい

と思っておりますが、この点いかがでしょうか。 

○議長（小金丸益明君）  篠原市長。 

○市長（篠原 一生君）  山川議員の御質問にお答えさせていただきます。 

 先ほどもありましたが、予防接種の目的というのが、伝染のおそれのある疾病の発生及び蔓延

を予防するというところでございます。私としても、壱岐市民の皆様の健康はもちろんなんです

けれども、この蔓延させない、壱岐市全体のためにも、今後もこの予防接種、最善の手として実

施をしていきたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（小金丸益明君）  山川議員。 

○議員（７番 山川 忠久君）  ありがとうございます。そうした気持ちで、ぜひ当たっていただ

きたいと思っております。 

 最後に、ワクチンについての考え方を申し上げますけども、今、秋接種に関しても、御高齢の

方、そして基礎疾患のある方に限られておりますけども、ぜひ、いろんなワクチン、子どもに対

する補助をもっと拡充していただきたいということは、最後にお願いしておきたいと思います。 

 以上で、ワクチン接種については質問を終わります。 

 次に、組織機構の見直しについてお尋ねをします。 

 行政報告でもありましたとおり、「ＳＤＧｓ未来課」から「一緒に推進課」ということになり

ます。そのことについて、市長の思いをお尋ねしたいと思います。 

 そして次に、これは通告書では今後のＳＤＧｓ未来課の在り方についてとなっていますけども、

自分としてはＳＤＧｓ推進の在り方という質問をしたつもりだったので、もし答弁がそのような、

こちらのＳＤＧｓ未来課のことで答弁をされていたとしたら、ちょっとかみ合わないかもしれま

せんけども、そこは御容赦いただきたいと思います。 

 以上、２点について御回答をお願いします。 

○議長（小金丸益明君）  篠原市長。 

〔市長（篠原 一生君） 登壇〕 

○市長（篠原 一生君）  山川議員の組織機構の見直しについてお答えさせていただきます。 

 １点目の「ＳＤＧｓ未来課」から「一緒に推進課」へ課の名称を変更したことへの私の思いと

いうところでございますが、まさに「壱岐新時代を一緒に前へ」を進めるための施策を着実に実

践し、市民皆様の生活の向上につなげたいという思いがございます。 

 ２点目の、ＳＤＧｓ未来課の今後の在り方というところで回答を考えたんですけども、ＳＤＧｓ
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の推進の在り方というところでございます。 

 ＳＤＧｓ未来課は、平成３０年にＳＤＧｓ未来都市第１号に壱岐市が認定されまして、その翌

年に発足いたしました。内容といたしましては、ＳＤＧｓ、国のモデル事業をはじめとしまして、

対話会の実施やテレワークの推進、まちづくり協議会の設立、再生可能エネルギーの取組など、

他の自治体に先駆けた重要な事業を進めてきたところでございます。特に、名前にもありますと

おり、このＳＤＧｓの推進を一番に取り組んでまいりました。 

 ＳＤＧｓにつきましては、議員も御承知のとおり、経済・社会・環境と、様々な取組が必要で

ございます。そういった中で経済分野に関しましては、スマート農業を中心に進めておりまして、

これもまさに一歩、壱岐市の新たな特徴的な取組として進んでいるというふうに考えております。 

 社会の取組といたしましては、先ほどの対話会もそうなんですけども、今回、私の方針、また

総合計画の方針である一緒に前へと、市民皆様と一緒に前に進むと、私自身が思った事業でもあ

りますし、まさにこの土台の事業として考えております。 

 環境の事業につきましては、現在、中学校と高校でですね、小学校の環境教育についてもお手

伝いしておりますけども、そういった教育の分野のところを行っているところです。 

 ３つとも、経済・社会・環境とも今後必要な、壱岐にとって、そして国にとって必要な事業だ

と思っておりますので、ここにつきましては引き続き推進をしていきたいというふうに考えてい

るところでございます。 

 ちょっと話が飛びますけども、もともとＳＤＧｓ未来課自体も横串を刺すような組織というと

ころでつくられた組織ではありますけども、今回、名前を変えて、一緒に推進課とした特に強い

思いとしては、まさに私の市民の皆さんへのメッセージ。やはり先ほどから様々な社会課題があ

るんですけども、何か一つの事業をすれば解決するというようなものはもうございませんので、

まさに市民の皆様と一緒にやっていく、もうこれしか、大きな形でいえば、もうこの手段しかな

いというふうに思っております。 

 この意気込みを皆様にも知っていただく、そういった意味で、本日、一般質問もあったのもい

い機会かなというふうに思っております。 

 以上でございます。 

〔市長（篠原 一生君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  山川議員。 

○議員（７番 山川 忠久君）  市長の考え方ですね、選挙のときから市長が言われていたのは、

今のままでは駄目だという思い、そこから何か新しい価値を創造しなければならないという危機

感があっての今回の一緒に推進課だと、私としてはそのように考えております。 

 市長就任から８か月、進取の気性をもって市政に当たるという宣言と捉え、まさに本格的に篠
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原カラーを打ち出してこられたなというふうに受け止めております。市長の政治のテーマに、新

しい価値を創造するということがあると自分としては受け止めているんですが、自分としてはこ

こにもう一つほかの考え方を提示できればと思っています。 

 というのは、ちょっと意地悪な言い方をしますけども、一緒に推進課ということができました

ということになると、じゃあ今まで一緒に推進していなかったのかという問いも生まれてくるわ

けで、そう考えていないということは分かるんですけども、新しい価値を創り出していくという

考えにですね、では今この島に何かしら挑戦が足りないのかというと、そんなことはないという

ふうに個人的には思っています。 

 これは、１１月に常任委員会で決算審査が行われたときに、総務関連の質疑の中で申し上げた

ことを、いま一度申し上げたいと思います。 

 説明の中で、新しいことに挑戦する人を応援していくということで、市長と同じ文脈での説明

がありました。その中で、私が申し上げたのは、人口が減っている中において、今を維持するこ

とだけでも十分な挑戦であると。例えば、安全・快適な運転ができるような道路や、災害に強い

港湾などを造っている建設作業員の皆さん、それから、島の医療・介護・公衆衛生を守っていた

だいている従事者の皆さん、また、島の食・消費・物流を担っていただいている商工業者や農林

水産業の皆さん、もっと言えば、公民館活動や、それから自らの健康づくりに積極的に関わって

いる人たち、さらに言えば、買物に出て知り合いと笑顔で会話する御高齢の方も、それから元気

に登校している姿を見せている子どもたちも、コミュニティーの維持という観点からは、かなり

の御貢献を頂いているということに気づけるのではないでしょうか。 

 今を維持することの大変さと、昨日と同じ今日、今日と同じあした、去年と同じ今年、今年と

同じ来年、１０年前と同じ今、今と同じ１０年後、これを維持していくことがいかに困難かとい

うことは、この場におられる皆さんお分かりいただけると思います。その危機感があるからこそ

の一緒に推進課じゃないかと市長が言われるのは、理解ができます。 

 だからこそ、まずは、今、当たり前に思っている今が、多くの当たり前じゃない取組によって

こそ成り立っているということに市民みんなで気づいていかなければならないという思いを伝え

たくて、この質問を考えました。 

 この考え方は、壱岐市の行政機構にも当てはめて考えてみたいと思います。例に挙げますが、

インフラ、公衆衛生などの担当部署もありますし、ほかの様々な行政サービスからも、市民から

すると、あって当たり前と感じられるものも、それは実は当たり前じゃないという、それぞれの

努力があってこそと思います。 

 これは、繰り返しますけども、市民からすると「税金だから当たり前やないか」と言われる。

その中でも、それぞれの仕事の価値をお互いに見いだしていこうというところに、ぜひ一緒に推
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進課は取り組んでいただきたいと思っておりますし、また、市民から正当な評価が与えられなく

ても、適切な評価を与えるというのも市長の大きな役割だと考えております。 

 るる申し上げましたけども、今申し上げたことについて市長に何かしらお考えがあれば、お聞

かせいただきたいと思います。 

○議長（小金丸益明君）  篠原市長。 

○市長（篠原 一生君）  山川議員の御質問にお答えさせていただきます。 

 まさに議員がおっしゃるとおりだと私も思っております。行政運営も含めて、市民の皆様の生

活も含めて、本当に社会の変化が早いといいますか、やはりそういう時代に入っているところで、

今までやってきたこと、まさに昨日やってきたことが今日は通じなくなってくる、そういった時

代に入っているというふうに考えております。 

 一方で、やはり先ほど議員からもありましたけども、新しい価値を創っていく、これはゼロ、

ないものをつくるというよりも、私の中では、「温故知新」という言葉がありますけれども、や

はりあるものを更新していく、アップデートしていく、そういったイメージで考えております。 

 ＳＤＧｓにつきましても、名前としては新しい名前であるんですけれども、もともと本当に壱

岐の魅力・特徴を、ＳＤＧｓというような形で、もう一回アップデートするという事業というふ

うにも捉えております。 

 ぜひ、議員がおっしゃったように、皆様、まずはやはり気づくところから始まるかと思います。

今まで自分たちがやってきたことに対する、もう一度価値の定義であったりとか、そこからまた

次に一歩踏み出すとか、その両面が必要であって、行政としては、この一緒に推進課は、一緒に

推進課だけで何かやっていくというよりも、まさに横串と言いましたけども、今の既存の部署の

皆さんと一緒にやっていく、その調整役だというふうに思っておりますので、バランスを持って

行政運営に取り組んでいきたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（小金丸益明君）  山川議員。 

○議員（７番 山川 忠久君）  繰り返しますけども、この島の暮らしがたくさんの人々の営みに

よって、今の当たり前じゃない状況が当たり前に暮らせているということになっていますので、

それに多くの人が気づけば、この「一緒に推進」という言葉の重みも増してくると思いますし、

そのときには、わざわざ一緒に推進課という部署がなくても、これは乱暴な言い方になりますけ

ど、いいかもしれないと思っております。 

 このままではいけないという市長の危機感は十分理解しましたので、これからは適宜柔軟な考

えで行政機構の見直しも進めていただきたいと思っております。 

 以上、私の一般質問を終わります。 
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〔山川 忠久議員 一般質問席 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  以上で、山川忠久議員の一般質問を終わります。 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

○議長（小金丸益明君）  ここで暫時休憩いたします。再開を２時１５分とします。 

午後２時04分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午後２時15分再開 

○議長（小金丸益明君）  再開いたします。 

 休憩前に引き続き一般質問を続けます。 

 次に、２番、樋口伊久磨議員の登壇をお願いします。 

〔樋口伊久磨議員 一般質問席 登壇〕 

○議員（２番 樋口伊久磨君）  皆さん、こんにちは。１２月会議、一般質問初日の最後となりま

すので、どうぞよろしくお願いいたします。今回、私は２点質問をさせていただきます。それで

は通告に従いまして、一般質問を行います。 

 壱岐高校野球部が９月から１０月にかけて行われました第１５５回九州高校野球長崎県大会で

準優勝を果たし、春の選抜甲子園大会の参考資料となる九州大会に出場し、熊本県大会優勝の専

大熊本玉名高校を下し１勝を挙げ、準々決勝では、沖縄県代表のエナジックスポーツ高等学院に

惜しくも敗れはしたものの、同校野球部史上４６年振りの県大会準優勝と、初の九州大会出場で

ベスト８入りを果たしております。 

 九州大会でベスト４入りが果たせず、一般枠での選抜甲子園出場は絶望的といえますが、選抜

甲子園大会には２１世紀枠で出場できる制度があり、その２１世紀枠の長崎県推薦校に壱岐高校

が選出されており、去る１１月１２日に推薦状の授与式が行われております。そして、いよいよ、

明日１２月１３日に九州各県より推薦された８県、８校の中から九州地区の推薦校が発表となり

ます。 

 九州地区推薦校には、過去２４回中２１回までが秋の九州大会に出場した公立校が選ばれてお

ります。これに当てはまらなかった３回のうち２回は推薦校に九州大会出場校が不在の年であり

ましたし、九州大会出場校ではなく、県ベスト４の学校が推薦されたことが１度ございますが、

九州大会出場は、熊本県の高校ではなく、鹿児島県の離島の大島高校という年もございました。 

 九州大会に出場した学校を差し置いて九州大会不出場のチームが九州枠に選出されたのは、こ

の２０１３年に一度だけあったということになります。 

 そして、今年の九州各県の推薦校で九州大会に出場したのは、長崎県の壱岐高校と福岡県の育

徳館高校でありますので、事実上、壱岐高校と育徳館高校の一騎打ちだと私は予想しております。 
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 壱岐高校と育徳館高校、結果はどちらも九州大会ベスト８、さらに九州地区で過去に２１世紀

枠に選出がされたことのない県が長崎県と福岡県ということもありまして、なかなか難しい推薦

になるのかなと予想しております。 

 そもそも２１世紀枠とは、甲子園にあと一歩届かないチームに大舞台を経験させることで、高

校野球のレベルアップを図ろうとの意図から制度が始まっております。ハンディキャップを乗り

越え、奮闘した学校に切符が与えられております。 

 以前は、秋季大会の結果をもとに地域性を考慮して東日本から１校、西日本から１校が選出さ

れておりましたが、最近ではこの地域性もはずれておりますので、十分、西日本から２校という

ことも想定をされております。 

 壱岐高校の推薦理由ですが、離島地区の公立高校で少人数の部員２１名全員が島内出身、島内

には壱岐商業と２校しかなく、練習試合もままならない環境で秋の県大会準優勝、九州大会ベス

ト４の成績を収めたということが推薦の理由であるようです。 

 ２１世紀枠における離島ということは、選考基準の一つである克服困難のキラーコンテンツと

言われておりまして、過去には島根県立隠岐高校であるとか、新潟県の佐渡高校、鹿児島県の大

島高校、香川県の小豆島高校と４校が２１世紀枠で離島からの甲子園出場を果たしております。 

 さらに、壱岐高校は、過去に２００２年度に一度、長崎県の２１世紀枠の推薦校に選ばれてお

りますが、そのときは、県大会のベスト８であり、昨年も、皆さん御存じのように、壱岐商業、

対馬高校、上対馬高校の３校連合チームが県の推薦校に選ばれながら、県大会ベスト８というこ

ともあったのか、九州大会の推薦校には選ばれておりません。 

 九州地区推薦校に届かなかった離島のチームもありはしますが、それは全て県大会ベスト８止

まりで、九州大会に出場という条件をつければ該当した離島のチームはいずれも２１世紀枠の甲

子園出場ということを果たしておりますので、今年の九州地区推薦校は私は壱岐高校が大本命だ

というふうに考えております。 

 九州地区の代表に選ばれた後も、１月２４日に開催をされます全国９地区、北海道、東北、関

東、北信越、東海、関西、中国、四国、九州の９地区から２校が選出され、春の選抜出場、甲子

園出場となります。どうかこの思いが、明日の九州地区高野連の会議と、そして１月２４日の日

本高野連の理事会に届いていただければと思っておりますので、島民の気持ちを代弁してここで

お声を届けさせていただきたいと思います。 

 それでは質問は、まず、このような状況の中、市としての甲子園出場した場合の支援を現状で

どのように考えてあるかということが１点。そして２点目が、勝本ダム球場の整備についてです

が、今年の春にグラウンドの土の入れ替え、そしてラバーフェンス、ブルペンの設置等、中規模

な整備をしていただいておりますが、まだまだバックネットの高さの延長とか、バックスクリー
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ンの設置とかいう整備をしていただければという思いがあります。バックネットの高さに関して

は、今の高さだと、後ろにボールが抜けると、下にあります予備グラウンド、サブグラウンドで

グラウンドゴルフとされてある方もおられますし、非常に危険も伴いますので、その辺のことも

含めた整備をと思っております。まず、この２点に対して、執行部の御答弁をよろしくお願いい

たします。 

○議長（小金丸益明君）  ただいまの樋口議員の質問に対する理事者の答弁を求めます。篠原市長。 

〔市長（篠原 一生君） 登壇〕 

○市長（篠原 一生君）  樋口議員の御質問の、壱岐高校野球部への支援についての１点目、市と

しての支援を現状で考えているかにつきまして、私のほうからお答えさせていただきます。 

 改めまして、壱岐高校野球部は、第１５５回九州地区高等学校野球長崎大会において準優勝に

輝き、県内の離島では初の九州大会出場を果たしました。九州大会においても、同校野球部はベ

スト８の好成績を収めており、その出場費用を支援するため、「子ども夢プラン応援」補助金を

本１２月会議の補正予算に計上しております。また、１１月５日には、来年春の甲子園、第

９７回選抜高等学校野球大会の２１世紀枠の長崎県の推薦校として決定されており、壱岐から甲

子園へという夢の実現に向けて期待が高まっているところでございます。 

 春の選抜高子園への２１世紀枠推薦校につきましては、あす九州地区から１校が選出され、来

年１月２４日の選考委員会におきまして、全国で２校が最終選出される予定と伺っております。 

 捕らぬタヌキの皮算用ではありませんが、希望的観測も含めまして、現在、他市の支援内容等、

参考資料を収集しているところでございますが、今後、２１世紀枠での最終選出校として決定が

なされましたら、壱岐高校の要望をお聞きしつつ、具体的な支援内容を決定してまいりたいとい

うふうに考えております。今回もですけども、多くの寄附も集まろうかと思いますが、市の方針

としましては、必要な支援について行っていきたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

〔市長（篠原 一生君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  樋口議員。 

○議員（２番 樋口伊久磨君）  市長からの非常に心強い支援をしていただいたと捉えております。

備えあれば憂いなしという言葉もありますし、恐らく個人的にですけど、必ず明日は九州地区の

代表に選ばれるものと、そして九州地区で選ばれれば全国２高の枠にも必ず入るというふうに思

っております。選ばれた際には、胸に壱岐と漢字で入ったユニフォームを着た選手が甲子園で躍

動する姿を見たいのは、私だけではないと思います。全国津々浦々には壱岐出身の、そして壱岐

ゆかりの方々がおられますし、卒業生等もたくさんおられますので、できれば、甲子園のアルプ

ススタンドを壱岐ゆかりの方で埋め尽くして、応援に行きたいと思っております。 
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 話は少しそれますが、来年の１月１２日に行われる壱岐の島新春マラソン大会に、壱岐高野球

部、昨年から、練習の一環ということもありましょうが、ハーフマラソンに部員の方ほとんど参

加をしていただいて、今年もエントリーをしていただいております。昨年は多分、思い思いのラ

ンニングウェアだったんだと思うんですが、できれば今年は壱岐高野球部のユニフォームを着て

ハーフマラソンに出ていただければ、沿道の方の応援とかがより一層いただけるのではないかと

思っております。 

 そして、今回、今、選抜のことばかり申しておりますけども、実は高校野球、夏の大会まであ

ります。今回、春で出たとしても、万が一出れなかったとしても、彼らの戦いは７月の選手権予

選まで続きますので、それ相応のバランスのよい金額の支援をしていただきたいと思います。 

 野球って、用具だとか、道具にすごい費用もかかりますので、その辺も含めて、ぜひ力強い御

支援をと思います。そして、グラウンドは、皆さん御存じのように、陸上部とサッカー部なんか

と兼用して使用しておりますし、決して環境がいい中で練習ができているとは思いません。どう

か、文武両道を掲げて、最近ではメディアなんかでもすごい取り上げていただいておりまして、

ＮＨＫ長崎さんとか、ＮＣＣ長崎文化放送なんかもこの間、特集を組んで、島から、壱岐から甲

子園というふうな特集も組んでいただきましたので、ぜひとも今回は出場の後押しとなればと思

います。 

 そして、勝本ダム球場の質問に対して御答弁をよろしくお願いします。 

○議長（小金丸益明君）  平本建設部長。 

〔建設部部長（平本 善広君） 登壇〕 

○建設部部長（平本 善広君）  ２番、樋口議員の２点目の御質問にお答えいたします。 

 バックネットの高さの延長、バックスクリーンの設置についての御質問でございます。議員御

承知のとおり、勝本ダム球場の整備につきましては、令和５年度に内野全体について真砂土の入

替え、ブルペンの設置、安全対策として、両サイドのラバーフェンスの設置を市単独事業、約

１,８００万円で実施をしたところでございます。 

 初めに、バックネットにつきましては、平成２５年度に現在のバックネット、高さが約８メー

トル、延長約３７メートルを事業費１,６５４万４,０００円で改修工事を行っております。その

機能につきましては、現在も十分果たしていると認識しておりますが、先ほど、樋口議員もおっ

しゃられましたように、観覧者やほかの公園利用者の安全面を確保するためには、高さの延長を

検討する必要があると考えております。 

 今後、野球場を利用される関係者の方々とも協議をしていきたいと考えておりますが、多額の

予算も必要になることから、国、県等の補助メニュー、そういったものの確認、財政面も含めた

ところで検討させていただきたいと考えております。 
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 バックスクリーンにつきましては、打者や保守、球審などが投手の投げる球を視認しやすいよ

うに、その必要性についても認識をしているところでございますが、１枚の同色、これはダーク

グリーン系が多いようでございますが、面、壁となり、横が約２０メートル、高さが約８メート

ル、さらには常時風を受けることから、支柱ごとに強固な基礎が必要となってまいります。 

 改めて、今回設置の可否について現地調査を実施しましたところ、センターフェンス、背後地

の平たん部分が約１.８ｍ程度でございまして、さらにその背後は斜面となっており、現在の立

地条件における基礎の設置が大変厳しい状況でございます。併せまして、バックスクリーン設置

に係る概算事業費が約４,０００万円を超える見込みであることから、ほかに代替案がないか研

究をしているところでございますが、現在のところ極めて厳しい状況であることを御理解いただ

きますようお願いいたします。 

 先ほど、市長も申し上げましたように、壱岐高校野球部は、初の九州大会出場を果たし、決し

て恵まれた練習環境とは言えない中でも、九州大会ベスト８の快進撃は、壱岐市民に希望と勇気、

そして大きな感動を与えてくれました。今後も、スポーツ振興をはじめ、児童、生徒、市民皆様

が安全にスポーツを楽しめる環境づくりに、可能な限り努めてまいりたいと考えておりますので、

御理解いただきますようよろしくお願いいたします。 

〔建設部部長（平本 善広君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  樋口議員。 

○議員（２番 樋口伊久磨君）  勝本ダム球場の整備に関しても御答弁いただきましたが、なかな

か予算的に、非常に予算が高騰しているようでございます。部長が言われましたように、国や県

の補助メニューがないか、そして私、前回も質問したときに、ｔｏｔｏでの申請ができないかと

いうようなこともお願いをしましたので、その辺も含めての御検討をお願いしたいと思いますが、

何か追加の。 

○議長（小金丸益明君）  平本建設部長。 

○建設部部長（平本 善広君）  樋口議員の御質問にお答えをいたします。 

 前回、樋口議員よりｔｏｔｏの補助メニューの件も意見があったと思っております。今回、ま

だ十分確認ができておりませんけれども、こちらのほうで確認をさせていただいたんですが、ス

ポーツ振興くじ助成金ということで、こちらは、地方公共団体やスポーツ団体が行うスポーツ活

動等に対して、スポーツ振興くじ助成を実施することで、スポーツ環境整備の推進が図られると

いうことで、２００２年度から実施されているようでございます。県内におきましても、このス

ポーツ振興くじ助成を活用した野球場の整備が、佐世保市、諫早市、大村市等々でございました。 

 そういったこともございまして、十分にまだ確認は取れておりませんけれども、今回の改修、

バックネットを含め、バックスクリーン、そういったものについて研究をしてまいりたいという



- 110 - 

ふうに思っております。確認をしていきたいと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（小金丸益明君）  樋口議員。 

○議員（２番 樋口伊久磨君）  いろんな補助メニューがあると思いますので、御検討いただきた

いと思いますし、バックスクリーンの工事に関しても、できれば市の軟式野球連盟のほうとかと

協議をされて、もっとほかのやり方とかがあるようなことであれば、市軟連と協議をいただいて、

話を進めていただければと思います。 

 まだまだバックスクリーンに限らずですけど、例えば、ベンチ内の椅子なんかも非常に劣化も

しておりますし、その辺も含めて整備の検討をお願いしたいと思います。 

 私、令和５年の改修のときに、白川市長時代にもなりますけども、今回、中規模の改修をやっ

て、その後、観覧席等も含めた大規模改修をというふうなことも考えているというふうな話、確

約はしていないんですけれども、そういう話もしましたけれども、その辺は引継ぎに関してお聞

きになっていないでしょうかね。 

○議長（小金丸益明君）  平本建設部長。 

○建設部部長（平本 善広君）  再度の御質問にお答えします。 

 観覧席というか、来賓の方が来られる、来賓の部屋ですかね、ああいったところを含め、ちょ

っと要望はお受けいたしておりますので、今、樋口議員が言われましたように観覧席全体にもつ

ながってくるかと思っておりますけれども、そこも含め、利用者、皆様方の御意見も十分にお伺

いしながら、先ほど言われました補助メニュー等も確認をしていければというふうに考えている

ところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（小金丸益明君）  樋口議員。 

○議員（２番 樋口伊久磨君）  恐らく壱岐高校の野球部が春の選抜出場が決まれば、練習試合な

んかでも相当な数が組まれ、そして今まで壱岐高校、島外に向けて出て、練習試合に出ていたの

が、多分黙っていても練習試合を壱岐にやってくるというふうなケースが増えてくることも想定

されますので、時間的なこともありましょうが、前向きに御検討をお願いして、１つ目の質問を

終わらせていただきます。 

 次の質問に移ります。次の質問は、市内小学校の統廃合についてお尋ねをいたします。 

 前置きしますが、３回目の質問となります。私は議員になって最初の一般質問も、小学校の統

廃合についてお尋ねをいたしました。今回は、１度目と２度目を聞く中で、私は当初、中学校み

たいに４校、１０校から４校というふうな統廃合をされたときに、私も小学校も市内一斉に統廃

合をされたほうがいいのかなという気がしていたんですが、いろいろな意見を聞いているうちに、
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やっぱり保護者間とか地域間で温度差もありますし、まずは、やっぱり合併をという声が上がっ

ているところがあれば、そこを先進的に、段階的に進めていったほうがいいのかなという気がい

たしました。 

 そして、もちろん合併の声は全部ではありませんが、私のところにも合併を望む声は届いてお

ります。そうしたときに、例えば、その地域でもちろん検討、協議をして、合併の話を進めてい

く中で、例えば、アンケートとかを取って、ある程度の数がまとまれば、合併の話に向けて進ん

でいけるのかなという、そういう機運の指標はどのようなものかということをまずお尋ねしたく

て、今回質問をさせていただいておりますので、御答弁をよろしくお願いいたします。 

○議長（小金丸益明君）  山口教育長。 

〔教育長（山口 千樹君） 登壇〕 

○教育長（山口 千樹君）  御自身でおっしゃっているように、これで３回目で、随分統廃合に御

熱心な方だなと思っております。今、具体的にお聞きになりたいことが分かりましたので、お答

えいたします。 

 機運という言葉を使われましたけれども、なかなかその言葉は難しい言葉ですので、私のほう

で統廃合を行う環境というような言い方をしたいと思っております。一言で言いますと、関係者

の合意形成の成立でございます。この場合、関係者とは誰かと申しますと、児童、保護者、そし

て地域でございます。そもそも、小学校や中学校は、憲法第２６条に規定されております、国民

の教育を受ける権利と受けさせる義務を実現するために、自治体が設置しているものでございま

す。従いまして、受益者は子どもと保護者でございます。 

 ですから、一番重要な意見というのは、子ども、そして保護者の意見であります。そして、そ

の次が地域になるかなと思っております。どうして地域かと申しますと、小学校がなくなること

で一番影響を受けるのが地域だからでございます。 

 実はこの種のことは、私も教育長になって１年半でございますが、各地の教育長などといろい

ろ意見交換をしております。壱岐よりも早く統廃合を行っている市や町がございまして、そこで

何が起こっているかというお話を聞きますと、こういう声を聞きます。まず、小学校がなくなっ

てしまうと、子どもがいる世帯がその地域から出ていってしまう。急速に人口減少が進むという

ことです。逆に、小さいけれども小学校を維持することで、市のほうが予想しているよりも人口

減少のペースが緩やかになる。こういったことを聞いております。したがいまして、この場合、

地域の意見というのも重要になってくるかなというふうに思います。 

 先進のところで起こっていることは、保護者の方々と地域の方々で意見が合わないということ

も聞いております。そういう場合どうしているのかというふうにお尋ねしますと、やはり保護者

の意見と地域の意見が合うまでお待ちして、そして合意形成がなったところで統廃合を進めてい
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く。そういう形をとっているというふうに聞いております。 

 したがいまして、壱岐の場合も、私は、多分市長も一緒だと思いますが、近々に小学校を統廃

合する必要はないだろうと思っておりますけれども、もしそれがあるとすれば、例えば、ＰＴＡ

で保護者全員が一致して統合してくれというような意見が出てきたら、私どもも考えていくこと

になるのではないかと思います。 

 というようなことでございます。よろしくお願いいたします。 

〔教育長（山口 千樹君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  樋口議員。 

○議員（２番 樋口伊久磨君）  再三、私の質問のたび、そういう御答弁をいただいて、一部理解

するところもりますが、やはり、統廃合を願う保護者がいるのも事実でございます。そんな簡単

にできるような話ではないというふうに思いますが、３年前の私が一番最初に一般質問したとき

に、当時、久保田教育長だったんですが、それぞれの小学校が近隣校との間で一緒になってもよ

いだろうという機運が起これば、教育委員会も説明会や協議等のお手伝いをいたしますというふ

うな答弁をいただきましたし、私は、別の教育従事者からも、なかなか教育委員会からは合併の

話はできないので、地域が盛り上がれば十分お手伝いしますよというふうなお話も聞きましたの

で、それは地域の声として大事につなげていかなければいけないのかなというふうに思っており

ました。 

 少し話はそれますが、来年入学の保護者説明会が小学校で行われているようですが、その保護

者の中から、トイレの洋式化を望む声が上がっております。完全洋式じゃなくても数を増やして

ほしいという、それじゃなくても、できれば手すりぐらいはつけてもらえないかというふうな声

も上がっております。できれば私としては、統廃合した分でほかに回せる予算をつけていただく

のも一考なのかなというふうに思っておりますので、まず今の分に関しては、まず検討から入っ

て協議を進めて、話が進めた場合は、いろいろと教育委員会のほうにもお話を聞きにいきたいと

いうふうに思っております。 

 野球の話に戻りますが、今から４０年ほど前、実は私も壱岐高野球部で練習をした者の一人で

す。この議場にいる中では中上副市長も、そして目良教育次長も、そして平田総務部長も一緒に

白球を追い、壱岐高のグラウンドで３年間ともに汗を流しました。１０月に大分で行われました

九州大会の応援に行ける機会がありまして、そこに応援に行ったときには福岡から合流した同級

生もおりまして、一緒に母校をスタンドから応援するという日も味あわせていただきまして、非

常に壱岐高野球部には感動させていただきました。最後まで諦めないプレーを見て、中には涙ぐ

む同級生もおりましたし、どうか明日の１３日の九州地区の発表、そして来年１月の全国２チー

ムに壱岐高野球部が入りますことを、島民を代表して切に願いまして、私の一般質問を終わらせ
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ていただきます。ありがとうございました。 

〔樋口伊久磨議員 一般質問席 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  以上をもって、樋口伊久磨議員の一般質問を終わります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（小金丸益明君）  以上で、本日の日程が終了いたしました。 

 これで散会いたします。皆さん、大変お疲れでした。 

午後２時48分散会 

癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘 
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令和６年 壱 岐 市 議 会 定 例 会 12 月 会 議 会 議 録（第４日） 
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 

午前10時00分開議 

○議長（小金丸益明君）  皆さん、おはようございます。 

 昨日午後から、議会中継は、タイワンリスによる光ケーブル切断が原因で放送できませんでし

た。視聴者の皆様には大変御迷惑をおかけしましたことをおわび申し上げます。 

 なお、このときに登壇いたしました山川、樋口両議員の一般質問につきましては、１２月会議

の再放送にて視聴できますのでよろしくお願いいたします。 

 ただいまの出席議員は１６名であり、定足数に達しております。 

 これより本日の会議を開きます。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１．一般質問 

○議長（小金丸益明君）  日程第１、一般質問を行います。 

 ９番、清水修議員の登壇をお願いいたします。 

〔清水  修議員 一般質問席 登壇〕 

○議員（９番 清水  修君）  皆さん、おはようございます。令和６年１２月会議の一般質問、

２日目のトップバッターを務めさせていただきますので、どうかよろしくお願いいたします。 

 今日１２月１３日は、すす払いの日ということだそうです。私も、すすを払われないように頑

張りたいと思います。 

 昨日は１２月１２日、「１（いい）２（じ）１（いち）２（じ）」、漢字の日ということで、

本年の漢字一文字が発表されました。オリンピックの年は、近年ずっと「金」が一文字になって

いるようで、今年もパリ五輪での活躍ということ、そして政治と金の問題でいろいろありました

ので。 

 でも、ああいう衆院選の結果ではありましたけれども、与野党逆転により、これまでとは違う
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話合いの政治、ある記事には熟議と合意形成がこれまでよりはできた論戦じゃなかったのかとい

うこともありました。私もそのように感じています。 

 それでは、９番議員、清水修が通告に従い大きく２点、結婚・子育て環境の充実と壱岐ウルト

ラマラソンについてお尋ねします。 

 １番目の質問は、第４次壱岐市総合計画（案）における分野別まちづくり計画における３癩１、

結婚・子育て環境の充実について２点伺いますが、保育サービスの充実の中に例えばスクールバ

スの利用云々というのを載せておりましたが、これはあまり意味がないとその後感じましたので、

取り消させていただきます。 

 この総合計画において最も大事なことは、私が思うには、人口２万人を維持するために一緒に

前に進む、取り組むとき、壱岐市にとって何が一番大事なのかを共有できるかどうかだと考えま

した。もちろん、壱岐市の産業経済の基盤となる農業、漁業、建設、商業等の持続化継承が大事

なわけなんですが、これからの５年間、長くは２０４０年のプラス７,０００を達成するために

も、私は結婚・子育ての環境の充実が一番大事だと結論づけた次第ですので、以下の答弁をよろ

しくお願いいたします。 

 この中で、２点あります。 

 初めに、分野別計画の項において、現状、主な問題点として、本市の結婚しない未婚率は県内

で１９番目との現状にまず驚きました。そして、出生数１５０人を目指すには、ですから相当な

支援が必要になるんだなと。これまでも壱岐市では様々な政策を実施されてきてのこのような結

果、現状ですから、まず、これまでの取組をどのように捉え、これからどのような婚活支援をさ

れるのか、しようと考えておられるのか、尋ねています。 

 ２つ目は、子育て環境の充実において、幼児教育・保育サービスの充実について３点です。

３つ目のこども誰でも通園制度は総合計画にはありませんが、これからの子育て環境の充実のた

めの見通しとして伺います。 

 その１つ、認定こども園整備数の目標値が１から２施設になっていることについてです。 

 このことは、一昨日の議案質疑の中で山口議員からのお尋ねがあり、「こども園を各町につく

る目標は変更しないが、児童数が減少している現状を見ながら、まずは１施設整備する目標であ

り、幼稚園部署、教育委員会とこども園の認可になる長崎県とよく連携して、総合的な判断をし

た上で計画をしていきます。形が見えてくれば、議会にも報告していきます」との御答弁でござ

いました。 

 私の尋ねたいことは、まずは当面のこども園の１施設をどこに想定されているのか、そのお考

えがあればお聞かせください。 

 ２つ目、保育サービスについてです。 
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 志原と柳田のへき地保育所は、残念ですが、３月末で閉所されます。特に、柳田保育所に入所

したいとの希望があっても、もう利用できないわけです。議案が可決されましたから、それは仕

方がないことだというのは十分承知しております。 

 市は、市全体での需要と供給のバランスを考えておられるので選択肢は十分であるとのお考え

でしょうが、新しいこども園がまだどこにできるかは分かりませんが、それができるまでは、こ

れまでの柳田保育所等に通っておられた方の利便性が悪くなります。ほかにもそういう影響があ

ると考えます。その間だけでも保育のサービスの充実は考えておられませんか。 

 全員協議会や地域での説明会の折には、集約化することでより多くの職員が配置できるように

なり、サービスは充実するとのことでした。ですので、来年度の壱岐市保育施設の入所の手引き

というのを拝見いたしましたが、例えばこの手引きの中に、これまでより何か増えたサービスが

あるとか、具体的には例えば預かりの時間を３０分延長するとか、何かそういったことがあれば

教えてください。 

 ３つ目、２０２６年から、こども誰でも通園制度が全国的に始まります。県内では波佐見町と

松浦市がモデル事業を行っていますので、少し調べてもいます。壱岐市の保育・子育て環境にお

いて、どのようにその制度を捉えて準備をされているのか、お尋ねをします。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（小金丸益明君）  清水修議員の質問に対する理事者の答弁を求めます。塚本企画振興部長。 

〔企画振興部部長（塚本 和広君） 登壇〕 

○企画振興部部長（塚本 和広君）  おはようございます。９番、清水議員の１番目の婚活の御質

問に私のほうからお答えいたします。 

 令和２年の国勢調査における壱岐市の未婚率は１９.６％と県内で１９番目に低いということ

は、結婚されている方の割合が県内では３番目に高いという結果であります。 

 これまで壱岐市では、婚活イベントの実施や商工会女性部が実施する結婚無料相談会、島内事

業者が主催する独身男女の交流イベントに対する補助、結婚新生活支援補助金など、各種婚活支

援を行ってまいりました。出会いの場の創出や経済的な負担の軽減などを行うことで、市民の結

婚の後押しに一定つながったのではないかと考えております。 

 しかしながら、結婚に対する意識の変化や個人の事情に左右される部分が大きいため、事業の

成果がなかなか見えづらく、婚姻数は減少傾向となっております。 

 壱岐市としましては、行政としてできる部分は限られていますが、今後も出会いの場の創出に

つながる事業や結婚新生活支援補助金などを実施することで、結婚を望む市民への支援を続けて

いくとともに、県の婚活サポートセンターや国の補助金等を活用しながら婚活支援を行ってまい

りたいと考えております。 
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 以上でございます。 

〔企画振興部部長（塚本 和広君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  吉田市民部長。 

〔市民部部長（吉田 博之君） 登壇〕 

○市民部部長（吉田 博之君）  同じく９番、清水議員の２番目の幼児教育・保育サービスの充実

についての３つの質問につきまして、続けてお答えをさせていただきたいと思います。 

 清水議員の質問の中でお示しがありましたように、昨日の議案質疑のときにもお答えいたして

おりますが、まず認定こども園の整備数につきましては、現時点では各町１施設という考えにつ

いては、現在のところ、まだ変更はありません。これについては先日の回答のとおりということ

でございます。２０２９年までの目標数ということで考えております。 

 清水議員の質問事項の中にありますように、児童の減少により、そこまでの設置は不要かと思

いますという御意見もありますが、御指摘のように、児童数の減少もありまして、適正数などに

つきましては今後も協議は必要かというふうに考えております。併せて、幼稚園の統廃合後の状

況、既存保育施設の建て替え時期など、総合的な判断をしていかなければならないとは考えてお

ります。 

 今回の計画に示す１施設について、どこにこども園を開設するか具体的な計画はあるかという

ことの御質問でございます。 

 どこに開設するかなど具体的な計画の策定までには至っておりませんけれども、こども園にな

りますと幼稚園の関係も出てきますので、教育委員会など関係部署との連携をこれまで以上に図

り、政策達成目標である２施設の実現に向け、様々な選択肢を模索しながら、整備計画の策定と

開設に向けた取組を早急に推し進めたいと考えております。 

 様々な選択肢についてでございますが、これにつきましては、私がここで述べるまでもなく議

員の皆様も御理解だと思いますけども、１つは民間事業者による開設です。既に、壱岐市の現状

を聞きたいという事業者もあります。今後は、こういったより多くの事業者から話を聞く機会を

設けたいと考えております。 

 そういったことで、そういった事業者の話があれば、市のほうにお声かけをしていただければ、

より効果が現れるのかと思っておりますのでよろしくお願いいたします。 

 ２つ目につきましては、公立としての開設でございます。 

 公立としての開設につきましても、これも御承知と思いますけども、新規建設による開設と既

存施設を利用した開設、これが考えられると思っております。 

 新規建設の場合、予算の確保はもとよりも、さらなる将来を見据えた中での場所の選定、規模

の決定など、慎重に進めていかなくてはいけないというふうに考えております。 
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 既存施設の活用の場合、既存の保育所だけではなく、幼稚園の施設も視野に入れ、その地域に

合ったこども園の整備について検討していきたいと考えております。 

 いずれにしましても、民間、公立による開設の２つについて同時に進めていきながら、まずは

２０２９年までに１施設の整備を目指したいと考えております。 

 先日の答弁でもいたしましたように、この件に関しましては、特に教育委員会、それから県、

こちらのほうと随時協議を進めて、いろんな案、予算の確保も含めまして、補助金の活用も含め

まして、それから施設の認可等の条件等も含めまして協議を進めさせていただいている状況でご

ざいます。 

 次に、２番目の保育サービスについての御質問についてお答えさせていただきます。 

 これまでの御説明のとおり、へき地保育所の集約化は、入所児童の減少癩癩入所児童の減少と

いいますのは、もともとの子どもの数の減少も含めまして、へき地保育所以外の保育所等々を選

択される保護者が増えたことも一つの要因とは考えておりますが、集団生活での学びや活動が制

限されることや、施設の老朽化、サービスの提供内容の違いがある中、市内の保育サービスの均

一化や認定こどもの開設に向けた取組を考え、総合的に判断したもので、保育サービスの充実に

なるというふうには考えております。 

 今回、ほかの施設を選択していただけるわけでございますが、例えば認可保育所を選択された

場合、今までのへき地保育所よりも、まず施設も新しく、設備も充実しており、また保育時間も

長くなります。給食の提供もあります。そういったことなど、より充実したサービスが提供でき

るものと考えております。 

 また、幼稚園を選択された場合でも、保育所よりも教育内容が充実しているなどのメリットが

あると考えております。加えて、先ほど議員自らおっしゃっていただきましたが、施設の集約化

により保育士を効率的に配置することで、これまで以上に、まず子どもに寄り添い保育にかける

時間を確保することが、保育環境の充実、保育力の向上と、質の高い幼児教育の提供サービスの

向上と充実につながるものと思っております。 

 加えまして、これも御承知と思いますけども、保育所の中でもやはり加配が必要な幼児、園児

がおられます。集約して保育所を確保することで、よりそういった方への加配、いわゆる基準以

上に配置することで、そちらの入所児に対応ができるということも一つの充実というふうに考え

ております。 

 今後とも市内の保育サービスの均一化と保育の質の向上を図りながら、また幼稚園の状況も併

せて、認定こども園の開設に向けた取組を推し進めてまいります。そして、現在の保育所、それ

から幼稚園、それぞれにつきましてもすばらしいサービスをしていると思いますので、そこの充

実というのも図っていきたいと思っております。 
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 最後の③の質問についてですが、こども誰でも通園制度についての御質問をいただいておりま

す。 

 こども誰でも通園制度はこども未来戦略に盛り込まれた施策の一つで、全ての子どもの育ちを

応援し、全ての子育て家庭に対する支援を強化する観点から創設がなされるものです。 

 対象はゼロから２歳、いわゆる０歳６か月から３歳未満を想定された、その中の未就園児とそ

の保護者であります。就労要件を問わず、月一定時間までの利用可能枠の中であれば時間単位で

柔軟に保育施設等を利用できる制度で、事業の内容としましては、子どもに対して適切な遊びや

生活の場を与える、保護者に対して心身の状況や養育環境を把握するための面談、子どもについ

ての情報提供、助言、その他の援助を行うもので、保護者のために子どもを預かるというサービ

スではなくて、家庭にいるだけでは得られない様々な経験を通じて子どもの育ちを応援すること

が主な目的となっております。 

 市議からの質問の中にありましたように、令和５年度にモデル事業が実施されて、令和６年度

からは本格実施を見据えた試行的事業として、全国の自治体でも取り組まれるということは承知

しております。 

 この試行的事業においては、子ども１人当たり月１０時間を上限とされておりますが、現在、

国では制度化に向けて利用時間、利用枠の在り方など、そして人員配置、設備運営基準等につい

ての検討・調整がなされているところと認識しております。 

 壱岐市におきましては、２０２６年度、令和８年度の実施に向けて、先ほど申し上げました国

の動き等を注視しながら、令和７年度中には乳児等通園支援事業の設備運営基準条例の整備など、

こういったことが必要となってきますので、事業の実施基準や利用手続等について定めていくと

して、民間保育施設も含めた事業実施について検討を進めてまいりたいと考えております。 

 以上です。 

〔市民部部長（吉田 博之君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  清水議員。 

○議員（９番 清水  修君）  婚活、そして保育サービスとどこでも幼稚園の件の御答弁、あり

がとうございました。少しそれぞれに追加の質問をさせていただきます。 

 まず、婚活についてでございますが、確かにこれまで、お結び大作戦とかいろいろ、市役所サ

イト、いきしまぐらしなどのサイトを見てみると載っていて、それをずっとクリックしていくと

その情報はもうありませんとかあって、私が見た範囲では、長崎県婚活サポートセンターを活用

して今は行っているような、そして幾らかの補助金制度がありますから、その分を活用して今ま

でされておられるんだと思います。 

 部長が言われたような、いろんなお見合い等々、一定の効果があったとの御答弁でございまし
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たが、それはそれとして、めぐりあいイベントの開催支援というのがあるんですけれども、商工

会云々されてきたということですが、例えば、幾つかのまち協が癩癩私は地域に密着となると、

すぐまち協をどうかして活用してできんかというような感じをいつもまず持つもんですから癩癩

幾つかのまち協さんで、例えば地域のお見合いといいますか、婚活イベントとかを計画をすると

かいうようなことでも開催支援はしていただけるのかとか、私たちの身近にできる婚活応援、そ

ういうのがあれば、アドバイスというか、御答弁ください。 

 現在、長崎県婚活サポート事業等でされてある具体的な活用状況。東京都でも、非常に結婚し

ない時代に対して、婚活アプリを取り入れて進めるというようなニュースもあっていたかと思い

ます。ですので、イベントの開催支援とサポートセンターの活用状況の具体的なもの、そして婚

活アプリの活用などを追加でお尋ねします。 

 それと、保育のサービスの中で、施設について、まだどこという想定はしていない。先ほど、

どこでも通園制度や何か、こども家庭庁やかれこれ、国からの自治体へのつくらなきゃいけない

計画だとか何とかいろいろありますから、なかなかこども園をどこにどうやってつくるのかとい

うのがすぐには着手できないというような感じもしましたので、これから１施設をつくる手順、

ざっくりでいいですので、何かお考えあれば、来年度中にここまでしたいとか何とかという。 

 やはり場所というのが非常に私は気になるわけです。なぜかというと、勝本、芦辺町はある程

度の幼稚園や民間の保育所等あれこれありますので、それをこれからは少しずつ集約化されるこ

とでしょうが、郷ノ浦町に限りましては、へき地保育所が５か所なくなったということで非常に、

志原か柳田か、やはり利便性の高いところにお願いしたいなという気持ちではあるわけですけど、

それをどうこう言ったからといってどうなるものでもないということも分かっていますので、私

が追加でお尋ねしたいのは、先ほど、民間の方で既存の施設利用をしたいという相談には乗りま

すよというお話でございました。私は、こども園ができるまでのつなぎといいますか、見通しが

できるまででもいいと思います。ある程度一定の、１０から１５人ぐらいの入所希望が確保でき

れば、民間の方に小規模保育園を経営できないだろうかというような御相談も少しし始めている

ような部分もありますので、そういう御相談に乗りますと言われたので大丈夫と思いますが、確

認でお尋ねしておきます。 

 そして、柳田保育所と志原保育所が、今、跡地利用したいという、そういう申出、要望があっ

ているのかどうかというのも併せてお願いをいたします。 

 以上、追加の質問お願いします。 

○議長（小金丸益明君）  塚本企画振興部長。 

○企画振興部部長（塚本 和広君）  清水議員の追加の御質問にお答えをさせていただきたいと思

います。 
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 イベントの件で、まち協とかの企画は駄目なのかというところでございますけども、私どもと

しましてもなかなかイベントの参加者が多くならないというところで苦慮しておりまして、その

在り方を検討していかなければならないと思っておりますので、清水議員さんが言われましたま

ち協の企画等についても御相談をさせていただければと思います。よろしくお願いいたします。 

 それから、県の婚活サポートの分ですけども、今登録されている方が壱岐市のほうから１０名

ほどとなっております。婚活のセミナー、それからイベント、お見合いシステムなどがあるわけ

でございますけども、この辺も県と協力をしながら、登録者が多くなるように進めていきたいと

考えております。 

 以上でございます。 

○議長（小金丸益明君）  吉田市民部長。 

○市民部部長（吉田 博之君）  清水議員の追加の御質問にお答えさせていただきたいと思ってお

ります。 

 まず、施設の場所についてですが、先ほど言いましたとおり、特に新規建設につきましては慎

重にしなくてはいけないと思っております。 

 先ほど言われましたけども、勝本のほうには民間の保育所がありません。公立の保育所、それ

から幼稚園というふうになっております。 

 郷ノ浦地区につきましては、公立の幼稚園、公立の認可保育所、民間の認可保育所、それから

民間の小規模施設が存在している状況でございます。 

 芦辺につきましても、公立の幼稚園、公立の認可保育所、民間の小規模施設がある状況でござ

います。 

 先ほど言いましたように、今後のスケジュール的なものをお伺いされましたのでお答えします

が、まず、先ほど言いましたように、民間、公立、両方を同時に進めていく。当然、新たな建設

となりますと年数的にもかかりますので、そこについては早期に動いていかなくちゃいけないと

いうことであります。 

 以前の答弁でもお答えしましたけども、そういったところで、先ほど、民間の話を聞くという

のは、公募も含めた形で、まず壱岐市において、こども園の建設、それから認可保育所の開設な

どを考えるところはないかというところを広く公募していきたいと思っております。 

 公募する以前に、先ほど答弁しましたように少し、こういった現状を知った中で、壱岐市の状

況はどうなんですかと、先ほどのような保育施設は幾つぐらいあるんですかとか人口はどのくら

いですかというふうな相談は来ております。その相談の中には、市議のほうからちょっとありま

したけども、既存の施設を活用してというところの相談ではなくて、壱岐市の現状をまず知りた

いというふうな相談の事業所もあっているということでございます。これに含めましては、先ほ
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ど言ったような公募も含めて、広い視点で、市内、市外から話を聞く機会をまず設けたいと思っ

ております。 

 場所につきましては、先ほど言いましたように、新規の建設につきましては、やはり市議の言

われる利便性を考えたときに、考え方としては、壱岐の中央に造ってしまうのか、民間とかの競

合をどう考えるのかというところを慎重に考えていきたいと思っておりますが、同時に検討して

いきたいと思っております。 

 それからもう一つ、既存の施設の活用という話もさせていただきましたけども、既存の施設の

活用の考え方としては、これも皆さん御理解されていると思いますけども、今の施設のある分を

例えば増設するだったり、それから、幼稚園の施設もありますから幼稚園の施設をうまく活用す

るなり、そういったところも併せて検討していくということがあります。 

 そういったこともありまして、教育委員会なりは、県、こちらのほうと協議を進めていくとい

う状況であります。その両方面で考えていきたいと思います。 

 それからもう一点、現在の柳田保育所、それから志原保育所の活用について、要望等があって

いるかというような状況でございます。正式な要望等はあっておりますけれども、閉所に向けた

話合いの中で、地域のほうから、まず活用することは可能かというところの話は伺っております。

それにつきましては、先に閉所しました保育所の状況等も確認されての上かと思っております。

地域のほうでの活用につきましては、市のほうとしましても、まず地域での活用というのを最優

先に考えておりますので、そういったところがありましたら、これは閉所後の相談になると思い

ますけども、十分考えていきたいと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（小金丸益明君）  清水議員。 

○議員（９番 清水  修君）  婚活と保育所の環境整備の件での御答弁、ありがとうございまし

た。 

 これは質問には上げておりませんが、子育て支援が、どこの自治体でも、どこの県等でも、す

ごい事例がいろいろ探せば見れます。特に、先日、ニュース等であっていたのは、都城市の事例。

１０年で増加に転じたいという目標が１年で達成したというような、そういう内容で、移住の件

につきましては次回に回しますが、移住プラス子育て支援制度が、３つの無料化をして、いわゆ

る子育て世帯が多く移住してこられたというニュースでございます。 

 陸続きの本土ではそういうことはあるかもしれませんし、この離島です。でも、離島のよさ、

小規模校的な子育て環境を望まれている都会癩癩といったら変な言い方ですが癩癩方々は意外と

おられるのではないかと。そんなにたくさん来てもらわなくても、やはりもう少しこれまで以上

の子育て支援、保育環境を整備していくことができれば、大いにそこはこれからのプラス
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７,０００の大きな私は起爆剤と考えるわけですが、無茶振りして申し訳ないんですが、市長さ

ん、その辺、プラス７,０００の達成に向けての、私はキーポイントがここに、子育て世代を呼

ぶ施策というか、そういったことをいろいろ調べている中で感じましたので、その辺の受け止め

方等がありましたら、よろしくお願いします。 

○議長（小金丸益明君）  篠原市長。 

○市長（篠原 一生君）  清水議員の御質問にお答えさせていただきます。 

 議員おっしゃるとおり、都城市、いろいろ無料とかされていると。先ほど、離島と本土との違

いというお話もありました。やはりいろいろ調べますと、特に関東だったりとか本土に関しては、

隣に行くだけで無料になる。それは東京の方も始めて、それぞれでまたいろいろと問題も起きて

いますけども。 

 私としては、子育て施策に関しましては、壱岐の中ではユニバーサルサービスといいますか、

むしろ市民の皆様のサービス向上というのが一番主眼かなと思っております。 

 先ほどおっしゃるように、様々無料化をすることで差別化をし、それぞれの自治体が頑張って

いるところではあるんですけども、そこの中でさらに離島の壱岐に呼んでくるようなより尖った

サービスを子育てでしていくというところは、なかなか正直、今、厳しいのかなというふうには

思っておりますが。 

 人口対策プロジェクトに関しましては、先日もお話しさせていただきましたけども、４つです。

当然、子育て世帯は大事ではあるんですけども、全ての世帯において、全ての年代において取組

を行っていかないと、この２万人というのは実現が難しいと思っております。 

 そういったところで４つ、社会増、向上対策として転出を抑制する。ここも、出生数の増加で

はなくて、子育てができなくならない島でい続けるというか、これは転出抑制にも当然つながっ

てくるというふうに思っております。若い世代の方が、今、島外に出るという話を私も聞いてお

りますが、やはり１人出るのではなくて、３人、４人、家族で出てしまうと、これはまさに止め

なければいけないところと思っております。そういった観点から、子育て対策、政策については

進めていきたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議員（９番 清水  修君）  突然の追加の質問で……。 

○議長（小金丸益明君）  清水議員。 

○議員（９番 清水  修君）  すいません。ありがとうございました。 

 時間もかなり押していますので、この件につきましては今後もいろんな形で一般質問させてい

ただければと思います。 

 それでは、２点目の壱岐ウルトラマナソン大会について３点お尋ねします。 
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 これまでの取組の成果として、今年の大会は最高の参加者になり、壱岐ウルトラマナソンは、

全国的にもかなりよい評価で４年連続で上位に位置するなどすばらしい大会になっていますが、

今年は悪天候により、多くの反省点や改善課題が浮き彫りになったんじゃないかなと私は感じて

おりました。 

 これを、いわゆる離島の悲哀、まあ、天候だから、来年はきっとよくなる、大丈夫だと思い直

して次年度につないでいっていいのでしょうかというお声等をウルトラマナソンの大ファンの地

元の方や島外の方から聞かせてもらっていますので、今後のよりよい大会を目指すために３点お

尋ねします。 

 このイベントは、いわゆる隠岐の島のよりよい関係人口を増やす大きな取組として、壱岐でも

というようなことと伺っていますけれども、これから先、このイベントの目指す規模と内容目標

について。 

 ２つ目は、今年のＲＵＮＮＥＴランキングでは８１.８％ということで、ベスト１０にも入ら

ない結果にはなったわけですけども、この状況をどう捉えておられるのかということと、３つ目

に、できれば早い時期に参加者の声を実際に聞かれて、それを役立ててほしいと願うもんですか

ら、そういった機会を設ける準備といいますか、お気持ちはないかということで３点お尋ねしま

す。 

○議長（小金丸益明君）  塚本企画振興部長。 

〔企画振興部部長（塚本 和広君） 登壇〕 

○企画振興部部長（塚本 和広君）  ９番、清水議員の御質問にお答えいたします。 

 １つ目のこのイベントで目指す規模と内容目標はとの質問ですが、今年度の大会では、定員

１,０００人に対しまして過去最多となる８２７名のエントリーをいただき、出走者数も過去最

多の７２９名となりました。この結果を踏まえ、今後も、大会規模といたしましては定員

１,０００人、エントリー数が１,０００人の達成を目指してＰＲの強化に努めてまいります。 

 内容目標につきましては、例年、多くの参加ランナーから、沿道での島民皆様による温かい声

援や、ボランティアスタッフの方々による心のこもったおもてなしが非常に高い評価をいただい

ております。この大会が、ランナーの皆様にとって単なる競技イベントにとどまらず、壱岐の魅

力や人々の温かさを感じられる特別なイベントであり続けることを目指してまいります。島民皆

様の御協力をいただきながら、島全体でこの大会を盛り上げて、課題、反省点を改善しながら、

よりよい大会となるよう目指してまいります。 

 次に、２つ目の今年の大会ランキングはどのように捉えていますかとの質問についてですが、

今回の大会では、悪天候の影響により交通機関が欠航し、参加されたランナーに御不便をおかけ

したことを重く受け止めております。 
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 また、その影響もあり、ランナーの参加満足度を示すＲＵＮＮＥＴの大会ランキングにおいて、

昨年の３位から１０位圏外となってしまったことは非常に残念に感じております。ただし、この

結果につきましては、天候や交通機関の問題といった運営側で完全に制御できない要因も含まれ

ているため、やむを得ない部分もあると認識いたしております。 

 一方で、天候不順の中でも、多くのランナーが壱岐での大会を楽しんでいただけるよう沿道で

応援いただいた方々や、大会運営に携わっていただいたボランティアの方々が全力で支えていた

だいたことに深く感謝いたしております。 

 天候に関する情報発信といたしましては、大会前日から当日にかけて悪天候の予報でありまし

たので、大会３日前より大会公式ホームページに大会開催の可否判断や交通機関の運行状況につ

いて随時情報発信を行い、大会参加者に周知を図ってまいりました。また、交通機関の欠航など

により延泊を余儀なくされた島外参加者、同伴者の方々に対しまして、壱岐島荘の大広間を休憩

場所として無料開放、温泉の入浴料を半額の対応としましたので、こちらもホームページでお知

らせしたところです。 

 今回の経験を教訓として、今後の大会運営において、悪天候の際の様々な対応、運用について

も事前に協議し、大会運営スタッフにも情報共有するなど、対応力をさらに高めるよう検討して

まいります。 

 次に、３つ目の早い時期に参加者の声を聞く会を開催して改善すべきではとの質問にお答えい

たします。 

 直接的に参加者の皆様の声を聞く場を設けることは現状では厳しい状況でありますが、大会終

了後、寄せられます大会レポート等を通じて頂いた御意見や要望を十分検証・分析し、課題の抽

出と改善策を検討してまいります。また、これらの意見を踏まえた上で、実行委員会を来年１月

に開催予定といたしております。この実行委員会において、今年の大会運営の反省点や課題を共

有し、参加者の満足度を向上させるための具体的な改善策を検討してまいります。 

 次年度以降の大会が、より多くのランナーに満足いただけるよう、引き続き努めてまいります。 

 以上でございます。 

〔企画振興部部長（塚本 和広君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  清水議員。 

○議員（９番 清水  修君）  大体よく分かりましたし、ごもっともだと思いますが、やはり

１,０００人の参加目標でこれから頑張っていくという目標ですが、かなりいい目標だと思いま

すけども、来年はすぐにできなくても、１０回を目指して、悪天候の、離島の弱点的なこの時期、

そういったことでの改善は図られていかなければいけないし、その分の応援もしっかりさせてい

ただきたいと思います。 
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 追加の質問になるんですけども、１月に実行委員会を開催するということを聞きましたので、

私の友人が声を取りまとめてお届けしたいというようなことを言ってあったもんですから、そう

いった対応といいますか、要望書みたいな形で少しお届けしたいという思いの方がおられます。

そういった方の御対応もできないかというお尋ねと、どうしてもこの時期は四万十川マラソンと

連日で重なります。福岡マラソン云々というのも前いろいろありましたが。正直、今年のような

目に遭ったら、ああいう気象条件の中で、大会当局、特に今回は、開催すべきかどうかいろいろ

判断に苦慮され、連絡等、逐一ランナーの方にもされながら、本当に努力していただいているな

という頭の下がる思いでしたけれども、ランナーの方にとっては少しどうなのかなという、もう

よかばいという部分がある方も若干おられると思います。 

 そして、私が一番注目するのは、この大会はリピーターが多いということが、私は特に聞いた

わけじゃないけど、前夜祭等でいろいろ聞くと、何回目です、何回目です、何回目ですというふ

うなことをかなり聞きました。だから、個人的にはたまには逆回りをしたほうがいいんじゃない

かとかいろいろ、そういう案をたくさんこの方々が持っておられますので、その辺聞いていただ

けるかということで、再質問させていただきます。 

○議長（小金丸益明君）  塚本企画振興部長。 

○企画振興部部長（塚本 和広君）  清水議員の御質問にお答えをいたしたいと思います。 

 意見集約の部分でございますけども、様々な意見をお伺いしたいと思っておりますので、皆様

の意見をお願いできればと思います。 

 それから、四万十川のウルトラの件もございました。今年、私が、船に間に合わないという方

がいらっしゃいまして、送った経過がございます。その中で、送っていく途中で、四万十川とど

っちにしようかなということで壱岐に来たというところでございました。今回こういう悪天候だ

ったんですけども、来年もぜひよろしくお願いしますということで申しましたら、絶対来ますと

いうことでございましたので、そういう御意見もあったということでおつなぎをしておきたいと

思います。 

 以上でございます。 

○議長（小金丸益明君）  清水議員。 

○議員（９番 清水  修君）  時間が参りましたので、まとめもできず、終わらせていただきま

す。どうもありがとうございました。 

〔清水  修議員 一般質問席 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  以上をもって、清水修議員の一般質問を終わります。 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

○議長（小金丸益明君）  ここで暫時休憩をいたします。再開を１１時といたします。 
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午前10時52分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午前11時00分再開 

○議長（小金丸益明君）  再開いたします。 

 休憩前に引き続き一般質問を続けます。 

 次に、３番、武原由里子議員の登壇をお願いします。 

〔武原由里子議員 一般質問席 登壇〕 

○議員（３番 武原由里子君）  ３番、武原由里子が通告に従いまして大きく３点質問いたします。 

 まず１点目です。「子育て支援施策」を支える教育行政についてです。 

 現在、長崎県子ども計画を兼ねる長崎県子育て条例行動計画策定のためのパブリックコメント

が終了しております。壱岐市では、現在、壱岐市教育振興基本計画や壱岐市子ども計画が策定中

です。こども家庭庁が新設され、また子育て支援施策がさらに重要になってきている中で、次の

３点について伺います。 

 １点目です。第２期壱岐市子ども・子育て支援事業計画を教育委員会はどのように評価し、こ

ども基本法に基づいた子ども計画策定業務にどこまで関わり、どのように支えておられるのかお

尋ねいたします。 

 ２点目です。小１プロブレムへのこれからの対応が急務と考えます。国の幼保小の架け橋プロ

グラム推進における壱岐市の現状と課題についてお答えください。 

 ３点目です。不登校児童生徒における学校以外での内科・歯科検診の対応についてお尋ねいた

します。 

○議長（小金丸益明君）  山口教育長。 

〔教育長（山口 千樹君） 登壇〕 

○教育長（山口 千樹君）  最初の質問にお答えいたします。 

 この議場で教育委員会が市長部局のつくった計画について評価をすると、そしてそれについて

述べるというのは、これはちょっと越見行為だと思いますので、そこについてはちょっと答弁を

差し控えさせていただきます。 

 一方、子ども計画の方でございますけれども、ここのほうは教育委員会からも職員を出してお

りますし、随時いろいろなことを話し合っておりまして、そういう形で協力をしているところで

ございます。 

 次に、２つ目の質問のほうでございます。小１プロブレムのことでございますが、これは小学

校に上がった子どもが、小学校での生活に適応できずに、精神的に不安定になってしまって起こ

す行動とされております。この問題の解決のために、幼保小の連携を推進しようというのが、幼
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保小の架け橋プログラムというふうに理解しております。 

 この現状でございます。まず、壱岐では特別な支援を要する子どもについては、幼保小の代表

者や関係者が一堂に会して情報共有や協議を行う場がございます。そういう意味で、この点につ

いては十分連携が取れていると考えております。 

 それから、御存知のとおりに、壱岐市の幼稚園の園長は小学校の校長でございますので、ここ

幼稚園と、それから小学校の連携というのも十分取れていると思っております。 

 一方、保育所と小学校のことでございますが、例えばある小学校では、今度小学校に上がって

くる子どもがいる保育所を訪ねて、上がってくる子どもたちを観察するというようなこともやっ

ているということを聞いております。 

 もし課題があるとすれば、確かに保育所と小学校の連携をさらに向上することだと思っており

ますけれども、今般の第４次の総合計画の中にも、担当部局のほうから幼児教育アドバイザーを

設置するというふうにも書いてございますし、今後もさらに改善が進んでいくというふうに考え

ております。 

 ３つ目の質問でございますが、学校で内科・歯科検診を受診することが難しい子どもには、こ

れまでも柔軟に対応しております。例えば、この４月の実例で申しますと、該当する子どもさん

の保護者の理解を得て、本人が安心して受診できるように、学校医さん、あるいは学校歯科医さ

んの医院に別の日に出向いて受診できるようにしております。これは、御協力してくださった学

校医さん、学校歯科医さんのおかげでもあります。大変感謝しているところでございます。 

 しかしながら、今年４月時点のそういうような子どもたちの受診率は、実は５４.５％でござ

いまして、全員が受けているわけではございません。いろいろな理由があって受診に至らないと

いうことでございますけれども、今後も学校などと十分に連携を取りながら、受診ができるよう

に対策をしていきたいと思っております。 

 以上でございます。 

〔教育長（山口 千樹君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  武原議員。 

○議員（３番 武原由里子君）  御答弁いただきました。大変答えにくい質問をいたしまして申し

訳ございません。１点目の質問の趣旨といたしましては、現在本当に、市民部、子育て計画を策

定されている中でも、本当に教育委員会の方々が連携を取られてやっていらっしゃるのはすごく

見えております。前回の２期目は、少し足りなかったのかなという、ちょっと外から見ておりま

して感じましたもので、今回こういう形で質問いたしました。 

 ぜひ、前回の質疑の答弁におかれまして、市民部長さんからもありましたように、教育委員会

や県との本当に連携が今まさに始まって、今後、壱岐市の子育て支援の政策をよりよくされてい
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るところだと思います。ですので、さらにそれを深め、発展されるように期待して、今回質問い

たしました。 

 壱岐市の子ども・子育て会議設置要項にもしっかりと、教育委員会のほうも要項の第２条にも

掲げておられますので、ぜひ市長または教育委員会の諮問に応じ調査審議する子ども・子育て会

議がそういうふうになっておりますので、ぜひ今後とも幼稚園の統廃合も含めて、やはりこの子

ども・子育て会議が大変重要な会議となって、壱岐市のこの子ども政策を考えていく肝になる。

そこに、今まさに外部委員も入れておられます。 

 しかしながら、まだまだ私から見ますと、福祉の専門家とか心理の方とか、やはりもう少し外

部の公募委員が増えるとか、そういう方たちが入って、よりよい声を出しながらつくり上げてい

ただきたいなというのをすごく感じましたので、今回あえてここに入れました。 

 初めて今度若者の声を聞くということで、ワークショップがございました。そこに中学校、不

登校のお子様が卒業されたんですけれども、通信高校に行かれてお二人がそこに参加されたとい

うことも聞きました。本当に画期的なことだと私は大変うれしく思いました。 

 実際には、小学校から１８歳ぐらいの募集だったんですけれども、なかなか偏った形での集ま

りだったというところまで聞いております。今後、こういう計画を策定し、また見直すときにも、

本来子どもの声を聞く、このこども基本法の一番です。やはり当事者の声を聞くことを、いま一

度私たち大人がしっかりとそれをやっていくというのが必要かなと感じました。 

 ２番目の小１プロブレムについては、壱岐市の場合は本当にやっていらっしゃるということで、

私ももともとそれは感じておりました。郷ノ浦町、特にへき地保育所５園があったのが、まさに

幼稚園とのつなぎの役割をする保育所、へき地保育所というふうなくくりだったんですけれども、

本当に小学校入学前にきちんと併設のような形でへき地保育所がありましたので、子どもたちも

保護者も先生も、本当に小学校入学を見据えた取組をされておりました。 

 それが今回なくなってしまって、いろんな幼稚園や保育所、民間、いろいろなところに子ども

たちが行っております。小学校１年生になったときに、いろんな場所から初めて出会う子たちも

いるということで、最初やっぱり子どもたちも慣れずに、ちょっとやっぱりトラブルもあってい

たというふうに聞きます。 

 やっぱり落ち着いて学習をするというところが、まだまだへき地保育所があったときと比べる

と、そこが足りないかなという声も保護者から聞いておりますので、やはりより一層今後、へき

地保育所がなくなった、既に３園もうなくなっておりますので、そういうことも実際に出てきて

おります。また、これからもそういう動きがあると思いますので、より一層小学校と保育所のつ

ながりをしていただきたい。 

 一つ御提案では、都会のほうでは、やはりそういう小１プロブレムということで、いじめや不
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登校の観点からも、そこの教育の接続機能、教育の充実ということをうたっておりますので、ぜ

ひ御検討いただいて、実際にそういう交流の場とか何ができるのかなということで、まちづくり

協議会が今動いているところが校区であります。 

 そこで夏休み等に預かりをするときに、保育所や幼稚園のお子さんと小学校のお子さんを一緒

にするような場も考えていきたいというふうにおっしゃっておられました。そういうことも含め

て御検討いただきたいと思います。 

 ３点目が、今学校に行けてなくても５４.５％の方が受診できていると聞いて安心いたしまし

た。しかし、１００％ではないということは、一番大事な時期、この大人になって、その時期に

健診、いろんなことが心のことも含めて、専門の内科医、先生や歯科医の先生につながっている

というのは、すごく重要だと思います。 

 私も、ある不登校が原因で、３０年近くひきこもりをしていたという方のお話を聞きまして、

一番困ったのがやっぱり歯だったそうです。いざ社会に出ようとしたときに、もう歯がぼろぼろ

だったと。 

 やっぱりそういう現実がございますので、ぜひそういう声を保護者にも届けていただいて、本

当に学校に行けていなくても、１００％歯医者さんに通えるそういうシステムを壱岐市はやって

いますというのを、ぜひ取り組んでいただきたいと思います。 

 ちょっとしゃべってばっかりでしたが、何か今の提案等でお答えできるのがありましたらお願

いいたします。 

○議長（小金丸益明君）  吉田市民部長。 

○市民部部長（吉田 博之君）  武原市議の追加の提案にお答えいたします。 

 言われましたとおり、特にまち協あたりが学童的なものをされている地域というのはあります。

お話をしていますとおり、へき地保育所の重要性も考えておりますけれども、まち協で行われる

学童であれば、それこそ保育園児から幼稚園児、小学生まで幅広い児童生徒たちが、１堂に介し

て触れ合う場ができるということで、すばらしい事業だというふうに考えております。 

 市のほうとしましても、できるだけ協力をしたいと思っておりますし、先ほどの質問にありま

したように、ほかのへき地保育所閉所が今後見込まれている保育所においても、地域のほうでも

いろんな活用をしたいというふうに話があっておりますので、そういった事業での活用も必要か

と思っておりますので、そういった要望がありましたら、優先的に地域への支援をしたいと思っ

ておりますので、今言ったように、どの方もいわゆる目的というのは一緒でございます。 

 市内に住む児童生徒、幼児、全て守っていくということでございます。よりよい形での支援等

ができますように、教育委員会とも協力しながら進めていきたいと思いますので、御理解いただ

ければと思います。 
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 以上です。 

○議員（３番 武原由里子君）  答弁いただきました。 

○議長（小金丸益明君）  武原議員。 

○議員（３番 武原由里子君）  議長、失礼いたしました。ぜひぜひ壱岐の子どもたちが健やかに

育ち、この島に本当に子どもの笑顔が、また保護者のその温かいまなざし、地域のまなざしが増

えていくようにすることによって、この島の人口減を食い止められるのではないかと私も考えて

おります。 

 ぜひそういう政策を一緒に、市民も一緒になって進めていけたらいいなと考えております。ぜ

ひそのときには子どもの声、保護者の声、当事者の声も優先的に聞いていただきたいということ

を強く述べて、１番目の質問は終わりにいたします。 

 続きまして、大きい２点目です。壱岐市の観光行政についてお尋ねいたします。 

 第４次総合計画の策定に当たって、実施された市民アンケートの結果によれば、本市の観光振

興は市民満足度が低く、重要度が高い重点課題分野との回答で、５年前の第３次壱岐市総合計画

のときと同じ結果となっております。 

 そこで、次の５点について伺います。 

 壱岐市の観光振興の基本方針についてお願いいたします。 

 ２点目、情報発信の実績及び評価と今後の課題についてお願いします。 

 ３点目は、市内におけるバリアフリートイレの現状とその課題について。 

 ４点目が、観光庁が提唱する心のバリアフリー認定制度の推進についてお尋ねいたします。 

 最後、５点目です。イベントの継続のための事業評価と今後の改善に向けた取組について、

５点お願いいたします。 

○議長（小金丸益明君）  塚本企画振興部長。 

〔企画振興部部長（塚本 和広君） 登壇〕 

○企画振興部部長（塚本 和広君）  ３番、武原議員の御質問にお答えします。 

 まず、１つ目の観光振興の基本方針についてですが、市では、第３次壱岐市総合計画において、

観光の振興に係る政策の基本方針を定めております。具体的には、基本目標１、希望の仕事があ

り、安心して働くことができ、起業もできる１の５、観光の振興において、個人・団体旅行・教

育旅行・スポーツ交流など、多様なニーズに応じた旅行商品や滞在プログラムの充実を図ります。 

 宿泊施設の充実をはじめとする受入れ環境の充実と、情報発信とセールス活動を強化しますと

定めております。 

 また、第４次壱岐市総合計画におきましては、基本目標４、地域の価値と新しい人の流れが未

来をつくる島、４の１観光の振興において、第３次と同じ基本方針を引き継ぐ予定となっており
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ます。 

 なお、個別の取組につきましては、策定委員会の意見を取り上げながら、観光振興計画で掲げ

ております。 

 次に、２つ目の情報発信の実績及び評価と課題についてですが、まず、実績としましては、平

成２４年に実施しております福岡県内を中心としたラジオ局、ＫＢＣラジオにて、毎週火曜日に

「壱岐×壱岐スクランブル」というコーナーでの情報発信や、令和４年度より首都圏向けにメ

ディア誘致を行っております。首都圏向け情報発信強化業務では、本年度８件のメディアを招聘

しております。 

 また、そのほかでは、大手交通キャリアＪＲ西日本と連携した山陽新幹線での電車内中刷り広

告や、駅内の広告配信、観光業界専門誌への広告掲出、旅行番組の作成、対馬市、五島市と連携

したイベント出展、福岡市で開催されました女子旅エキスポへの出展等を実施しております。 

 今後も、令和７年２月には、福岡市にて昨年度１万２,０００名の参加者があった九州旅行博

覧会への出展を検討しているところです。 

 課題につきましては、情報発信業務においては、効果検証が難しく、費用対効果が分かりにく

い部分が課題であると感じております。しかしながら、観光客増につなげるためには、本市を知

ってもらうことが最初のステップだと考えておりますので、より効果的な情報発信に向け、今後

も検討を重ねてまいります。 

 次に、３つ目の市内におけるバリアフリートイレの現状と課題についてですが、バリアフリー

トイレについては、市では第３次壱岐市総合計画において、受入れ環境の充実における観光施設

の充実の中で、観光案内板やトイレの洋式化とともに整備を推進するとしております。 

 また、バリアフリートイレの名称でございますが、従来は多機能トイレや多目的トイレと呼ば

れていたものなど、高齢者や障がい者等の利用に適正な配慮が必要なトイレを総称してバリアフ

リートイレと呼ばれております。市では観光施設における数を把握しており、現在のところ市内

４５施設中、２３施設に合計２６基のバリアフリートイレがございます。 

 課題といたしましては、主要施設につきましてはバリアフリートイレの設置が完了していると

ころですが、全ての施設にバリアフリートイレを設置できていないのが現状となっておりまして、

今後は未設置の施設につきましても、計画的に設置していきたいと考えております。 

 次に、４つ目の観光庁が提唱する心のバリアフリー認定制度の推進についてですが、本制度は、

観光庁がバリアフリー対応や情報発信に積極的に取り組む姿勢のある観光施設を認定対象とした

ものであり、１つ、施設のバリアフリー性能を補完するための措置を３つ以上行い、２つ、バリ

アフリーに関する教育訓練を年に１回以上実施し、３つ、自社のウェブサイト以外のウェブサイ

トで、施設のバリアに関する情報などのバリアフリー情報を積極的に発信していることの３つの
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基準全てを満たした観光施設が認定の対象となっております。 

 令和６年１０月末現在、長崎県内では２７の施設が認定されており、うち壱岐市でも２つの施

設が認定されております。 

 なお、観光施設は宿泊施設・飲食店・観光案内所・博物館が対象となっており、本市でもさら

なる認定に向け検討していきたいと考えております。 

 また、心のバリアフリー認定制度と直接的には関係いたしませんが、壱岐市観光連盟では、各

港での車椅子の貸出し事業や、壱岐市の観光ホームページ・壱岐観光ナビにて、市内観光地のス

ロープや多目的トイレ、車椅子優先駐車場の設置状況など、観光地のバリアフリーの状況を掲載

し、情報発信に努めております。 

 次に、５つ目の、イベント継続のための事後評価と今後の改善に向けた取組についてですが、

市では、イベントを含む全ての事業は原則的に市の総合計画に基づいており、政策企画課におい

て政策評価を受けております。 

 具体的には、それぞれの事業ごとに成果指標や活動指標を定め、進捗状況について評価が実施

されているところです。また、そのほかに、例えば壱岐ウルトラマラソン、ツール・ド・壱岐島、

新春マラソン等の大きなイベントにつきましては、実行委員会を設けておりまして、その中で委

員の皆様に反省点等を御検討いただいているところです。 

 今後は、各イベントとも参加者の目線に立ち、反省点を次回の改善点と捉え直しつつ、さらな

る集客数の獲得に向けて取り組んでいきたいと思います。 

 以上でございます。 

〔企画振興部部長（塚本 和広君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  武原議員。 

○議員（３番 武原由里子君）  ５点お答えいただきました。 

 まず１点目です。前回の計画とほぼ変わらないということで、細かいところは今策定中でしょ

うが、観光振興計画のほうで委員さんとともに、今個別は対応しているということのお答えだっ

たと思います。 

 やはりアンケート結果で、なかなか市民満足度が低い。しかし重要だ。これは本当に、なかな

か満足度はじゃあどうやったら上げられるのかというところを、本来、５年間できていなかった

というところは、すごくこれからの本当に、これは観光課だけでは無理だと思います。市民も一

緒になって、壱岐の島の観光をじゃあどうしたいのかというのを、それこそ市長が言われます対

話会などを通して、いろんなアイデアをもっともっと市民とともに考える場をつくっていただき

たいなというのが、すごく感じております。 

 役所の中でだけつくっても、これはなかなか達成もできませんし、満足度も上がらないのでは
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ないでしょうか。やはり当事者も入れた、本当にこれは逆に市民というだけではなく、また観光

客の目線もすごく大事です。 

 今回、このほかのも入れたときに、なぜこれを聞いたかというのが、情報発信のところで答弁

にはありませんでしたが、観光パンフレットの件ですね。これがなかなか年度末になるとほとん

どなくなっておりました、前年度も。 

 今年度も、私も同窓会で２００名近く来られる方があったので、本来持って行きたかったんで

すけれど、やっぱりそういうわけにもいかないので、ちょっとだけ持って行って、壱岐のパンフ

レットとふるさと納税のチラシとですね、やはりそういう場に、本当に一人一人がそういうこと

をするって、すごく大事なのかなと思っております。 

 この今情報発信、いろんなメディアを使いながらやられていますけれども、最終的にはやっぱ

り、人が相手に手渡すっていうのが一番、そしてそのよさを、その方の口で、「壱岐温泉がある

んだよ」とかね、本当に「星が星空きれいですよ」とか、そういう声を一緒に届けるのが必要か

なと感じております。 

 いろんなきれいなメディアですね、広告等ありますけれども、そこには人が入っておりません。

壱岐に住む人、壱岐出身の人、そういう人が壱岐のよさを伝えてこそ伝わるのかなと思っており

ますので、ぜひこれは観光パンフレット、なかなか予算がっていうことで、数も限られているよ

うですが、ぜひここは必要だなと思います。 

 特に若い方ではなく、観光、お金があって時間がある方には、やっぱりこの観光パンフレット

だと私は思いますので、そういうのには予算をつけていただいて、やっていただきたいというこ

とです。 

 あと３点目のバリアフリートイレについても、やはりこれは実際に観光に来た方の声です。和

式のトイレを簡易の様式便座を置いてあったそうです。「もう本当に壁がすぐ目の前に来て、な

かなかトイレがゆっくりできなくて困った」という声を、壱岐のお店の方にそれを伝えて帰られ

たそうですね。 

 なので、ちょっとその場所は特定はできませんけれども、観光客がそうやって使って、そうい

う声があるというのは大変マイナスですので、ぜひぜひ改善していただきたいと思います。 

 先ほど、観光施設の４５施設ということでしたが、トイレはほかにも建設課、農林課、水産課、

教育委員会の管轄のトイレがございますが、これを一元化してきちんとした管理をする部署が私

は必要じゃないかと。管理というか、もう本当にそれがあってこそ、ここは足りないですよとか

言えると思うんですね。 

 今は各部署、４つの部署がされておりますので、ぜひそういう一元化の必要性があると思いま

す。また、それをマップ化するとか、ぜひ検討いただきたいんですが、よかったらそういう考え



- 136 - 

はありますでしょうか。 

○議長（小金丸益明君）  平田総務部長。 

○総務部部長（平田 英貴君）  武原議員の御質問にお答えをいたします。 

 今言われるように、公衆トイレは所管が分かれておるということで、今現在内部で一本化がで

きないかということで情報を集めております。その情報が集まって活用等々も考慮いたしますけ

れども、できれば窓口といいますか、所管を一本化して管理をしていきたいということで、今現

在進めているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（小金丸益明君）  武原議員。 

○議員（３番 武原由里子君）  やっとそういう動きが見えてきているところで安心いたしました。

ぜひそこで統一されて、マップ的なのもできたらすごくいいのかなと感じておりますので、御検

討ください。 

 ４点目が、心のバリアフリー認定制度。まだまだ長崎県は２７か所、そのうち壱岐は２か所と

いうことでした。これはそう難しくはない、クリアするのにはですね。ですので、やっぱりそう

いう意識が大事かなと思います。 

 研修も年間受けるとか、宿泊施設だけではなく飲食店、また観光案内所、博物館もございます

ので、ぜひ壱岐では１００％近い施設がやっているんですよって、すごく売りになると思います。 

 ぜひそういうことは、壱岐市のほうからぜひ言っていただいて、観光連盟とも連携しながら、

ウェブサイトは観光連盟のほうで載せればいいと思いますので、そういう連携はできると思いま

す。ぜひそういうこと、そういう動きは今から考えていかれるということでよかったでしょうか、

再度お願いいたします。 

○議長（小金丸益明君）  塚本企画振興部長。 

○企画振興部部長（塚本 和広君）  武原議員の再度の御質問にお答えをいたしたいと思います。 

 非常に大切なところであると思いますので、積極的に進めていきたいと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（小金丸益明君）  武原議員。 

○議員（３番 武原由里子君）  ぜひよろしくお願いいたします。 

 １つすいません、前に戻ります。バリアフリートイレの件で１つ御確認です。今、オストメイ

ト用のトイレが、私が見たときには１か所しか見ていないんですけれども、これが今、閉園の上

程をされております風土記の丘のところにあるのが、オストメイト用の設備を備えている、みん

なのトイレと言われるところですが、ほかにもこのオストメイトを備えたトイレがあったでしょ

うか。御確認です。 
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○議長（小金丸益明君）  塚本企画振興部長。 

○企画振興部部長（塚本 和広君）  武原議員のオストメイトのある施設のところでございますけ

れども、現在把握をしておりませんので、お調べをしたいと思います。 

○議長（小金丸益明君）  武原議員。 

○議員（３番 武原由里子君）  ぜひ今、こういう利用をされる方が増えております。私も先日、

風土記の丘の現場を見たときに、オストメイト用設備を備えていますという、薄くなった看板が

ございました。やっぱり観光で来られる方、また、壱岐でも利用される方もいると思いますので、

こういうところも大事にしているというところが、やはり、壱岐の島のよさになるように、ぜひ

御検討ください。 

 ５点目です。今、答弁にありましたように、やはり参加者の声ですね、すごく大事です。あと、

ボランティアスタッフの声も、ぜひ取り入れていただきたいと思います。 

 私が以前、ウルトラマラソンとサイクルのほうにボランティアスタッフをしましたが、なかな

かその声を届ける場がありませんでした。実際、実行委員会は、上の方だけしか会がないですか

ら、やはり本当に現場ですごく動いていらっしゃる方こそ、いろんな問題点も改善点も分かって

いらっしゃいますので、そういう参加者プラスボランティアスタッフの声も一緒に取り入れて、

改善に向けてやっていただきたいと思います。 

 そうすることで、あとイベントを見ておりまして、コロナが終わった後に、本当にイベントが

めじろ押しで、担当課が大変な思いをされているように感じました。やはり以前は、イベント振

興会とか、受入協議会とか、観光連盟の前にはいろんな団体がございました。そういうのが今な

い状態で、観光連盟と観光課ということで、かなり観光課の職員さんに負担がかかっているのか

なと思います。 

 イベントの本当に継続するかも含めて、また民間にやってもらってもいいんじゃないかとか、

いろんなやり方があると思います。ぜひ疲弊しないように、まさしく壱岐市の観光課は、観光行

政を司る場として、イベント屋ではないということで、ぜひそこは強く言って、この２番目の質

問を終わりたいと思います。 

 ３番目です。自治基本条例に基づく自治体運営についてです。 

 令和６年４月より、壱岐市自治基本条例が改正され、施行されています。住民自治の発展と住

民の地域福祉の向上を図る行政の役割が、明確になったと認識しております。そこで、次の３点

について伺います。 

 １点目です。壱岐市自治基本条例見直しと改正を踏まえた全庁的、悉皆的な職員、これは新三

役、また監査員等特別職も含む職員の研修の実績についてお尋ねいたします。 

 ２点目です。壱岐市政策市民参加制度、通称パブリックコメントの実施要項の手順によるパブ
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リックコメント制度の運用を実現するために、必要なことをどういうふうに認識されております

か、御確認でお尋ねいたします。 

 最後３点目です。壱岐市自治基本条例第１３条の総合計画及び各行政分野別における基本計画

の定義と、その認識について伺います。 

○議長（小金丸益明君）  塚本企画振興部長。 

〔企画振興部部長（塚本 和広君） 登壇〕 

○企画振興部部長（塚本 和広君）  ３番、武原議員の御質問にお答えいたします。 

 まず、自治基本条例の見直しと改正を踏まえた研修の実績についてですが、令和５年度に行っ

た見直し・改正結果を踏まえた全庁的な研修を、壱岐市自治基本条例審議会の会長を務めていた

だきました山口先生を講師にお招きし、今年度中に実施することとしております。 

 昨年度の改正を契機として、まずは自治基本条例の周知等を行ってまいりたいと考えておりま

す。 

 次に、パブリックコメント制度の効果的な運用についてですが、本制度は市民の政策に対する

意見提出の機会として、制度化している市民参画方法の一つの手段であります。より市民参画を

進めるためにも、多くの方に認知されるよう、分かりやすさ、目につきやすさを意識した工夫や

周知方法の改善などを行っていく必要があると考えております。 

 また、職員の制度への理解と意識改革についても、併せて行っていく必要があると考えており

ます。 

 続きまして、壱岐市自治基本条例第１３条の総合計画及び各行政分野別における基本計画の定

義とその認識についてですが、総合計画は、総合的かつ計画的な市政運営を行っていくための最

上位計画であると定義しており、各行政分野別における基本計画については、総合計画との整合

性を図りながら、各行政分野で取り組む施策について、その基本となる計画を策定するものと定

義しております。 

 以上でございます。 

〔企画振興部部長（塚本 和広君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  武原議員。 

○議員（３番 武原由里子君）  自治基本条例の職員研修が今年度中に行われるということを聞い

て安心いたしました。まずは、職員の方々にしっかりと内容等を把握していただきながら、それ

を次は市民へ伝えていただきたい。また市民も一緒にそういう研修も、もし先生が長崎大学から

来られますから、職員向けと市民向けとか、何かもしできればそういう形でもありがたいのかな

と思っております。 

 実際、この条例が自治公民館やまちづくり協議会など、住民自治が本当に自主的、主体的にな
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されないと、壱岐市のこれからの持続可能性は低くなると考えております。職員の研修を終わら

れた後、地域担当職員もおられますし、地域住民への周知広報をぜひお願いいたします。 

 ２点目です。パブリックコメントの実施です。 

 現在ホームページには、実施予定の計画の一覧表がございます。それとは別に、結果は担当課

が個別に結果を載せてございました。それを見ますと、パブリックコメントの実施要項には、や

はり一覧表の作成等というところが第９条にございました。「ホームページに案件の一覧表を作

成し、それをホームページに掲載し、常時市民等に情報提供するものとする」とございます。 

 今一覧表になっておりますのは予定のみで、結果はそれぞれで一覧表ではないんですね。ぜひ

これは一覧表に結果もしていただきたいと考えております。 

 長崎県のホームページでは、きちんとそれが一覧表になっておりまして、すごく見やすく提出

者が何名とか、案件がそれについて何件とか、またその横に意見は別に飛んで意見の内容、また

それにどう対応したかというのは、そこが課の作成しているところに飛ぶようなシステムになっ

ておりました。 

 今の壱岐市の場合だと、それぞれ全部開けないと何人が出したのかな、それで何件あったのか

なとかちょっと見づらくて、やっぱり一覧表にするというふうに実施要項にもなっておりますの

で、見やすいように一覧表をつくっていただいて、こういうのがあったなと、後からでも見える

ような形でしていただきたいと思います。 

 それをするのが、これは一元化、この管理の一元化は総務課ではないかと思いますが、今後そ

ういうふうに実施される予定はございますでしょうか。 

○議長（小金丸益明君）  塚本企画振興部長。 

○企画振興部部長（塚本 和広君）  武原議員の御質問にお答えをいたしたいと思います。 

 ちょっと見づらいというところだと思いますので、県のホームページ等を参考にしながら検討

させていただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

○議長（小金丸益明君）  武原議員。 

○議員（３番 武原由里子君）  ぜひ見やすく、市民がそれを分かりやすくホームページに掲載し

ていただきたいと思います。 

 また、パブリックコメントの個別の意見とか内容とかですね、かなり詳しく書かれておりまし

て、それに対して壱岐市としては担当課が対応していらっしゃるのか、それとも壱岐市全体、例

えば市の企画総合調整会議とかがございましたけども、そちらのほうで検討されて、その結果を

反映されてあるのか、その確認をしたいと思いますので、今どのような状況でこのパブリックコ

メントを施策案のほうに反映させておられるのでしょうか。 

○議長（小金丸益明君）  塚本企画振興部長。 
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○企画振興部部長（塚本 和広君）  武原議員の御質問にお答えをいたします。 

 総合計画につきましては、企画総合調整会議等がございますので、その中で検討しております。 

 それから、個別の計画につきましては、それぞれの担当課、策定委員会等もあると思いますの

で、そちらのほうで検討した上で、所管のほうで検討していると認識しております。 

 以上でございます。 

○議長（小金丸益明君）  武原議員。 

○議員（３番 武原由里子君）  今まさに総合計画については、市全体としてのことですので、企

画総合調整会議があったということ。ほかの案件の分は、審議会等でということでよかったでし

ょうかね。ちょっとすいません。 

 一応パブコメの後の審議会がございまして、ほとんどの場合、その審議会当日に市長へ答申が

なされております。なので、審議委員さんは、その日に議論をしたパブコメを見てやり取りをし

て、その修正が一部あるかもしれませんけど、その日に市長へ答申されているところで、本当に

大幅な改正とかない場合が多かったということで、その日に答申をなされているのかもしれませ

んが、十分な時間をかけた審議の期間が必要なのかなとちょっと考えました。 

 また、実施要項におきましては、パブリックコメントは１回ではなく、複数回実施することも

妨げないというふうに書いてありますので、ぜひそのあたりも案件によっては御検討いただきた

いという思いがございまして、質問いたします。 

○議長（小金丸益明君）  塚本企画振興部長。 

○企画振興部部長（塚本 和広君）  武原議員の御質問にお答えをいたします。 

 パブリックコメントをした後に、例えば審議会を開いて、その日に答申をするというところは、

特段意見がなかったというふうに感じております。意見があって大幅な修正をする場合は、恐ら

く日にちを変えて答申となると考えておりますので、一応そのような認識でおります。 

 以上でございます。 

○議長（小金丸益明君）  武原議員。 

○議員（３番 武原由里子君）  大体期日がかなり迫った形でのパブリックコメント、そして答申、

そして議会の上程とか、やっぱり今まで見ておりますと、かなりタイトな感じでされているとこ

ろが多かったんですが、本来余裕を持ってパブリックコメントが必要であれば複数回もできると

いうことですので、今後検討していただきたいと思います。 

 最後、３点目です。この自治基本条例の第１３条、総合計画についてですが、この見直しのと

きに、委員の方からやはり出ていた意見が４つございました。 

 市民に興味を持ってもらえるような取組が必要ではないか。２点目が市民の受け取る側の格差、

デジタル格差などの対策が必要ではないか。また、３点目がいきなり分厚い総合計画を見せられ
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ても、市民の皆様はどこを見ていいのか分からない。最後、プロセスを丁寧に見せていくことが

大事というふうに、委員の皆さんが当時、こういう見直しが必要ですということで意見をされて

おりました、総合計画についてですね。 

 ですので、やはりこういうところが足りていなかったということでしょうから、今度計画が策

定されました折には、ぜひとも市民への周知広報が、もっともっと広く深くといいますか、やっ

ていただきたいと思います。 

 改正されたのが、条例改正の版は各戸配布でこれが配られておりました。で、以前ＱＲコード

等もついていますので、本当に見たい方は見てできるんでしょうけれども、これに近いものが総

合計画もまたつくられるのではないかと思います。ぜひ実際には、総合計画もまちづくり、自治

のまちづくりを具現化するための計画と、羅針盤ということで表現されておりましたが、これを

実際の市民にはやはり具体的なところが問題になってきております。やはりそこを伝えて、市民

との対話の中でそれが本当に必要なのか、それでいいのか、これが必要じゃないかとか、やっぱ

りそこら辺がまだまだ壱岐市は足りないのかなと考えております。 

 先日、１１月に初めて政務活動費を使いまして、県内女性議員研修会で長与、時津のほうに集

まって研修いたしました。そこで長与町長さんのお話を聞いたんですが、「今４期目１３年で、

自分は当初から地区別の懇談会をやっております」と。「今２００回を超えました」というふう

に。「そこから出た意見を町民との対話から政策として幾つもつくり上げております」と。「そ

こでやはり町民の声をその場で拾って、それをまた執行部のほうや議会とももみながらつくって

いって、それが政策となっているんです」というお話をいただきました。やはり本当にそういう

場が壱岐はもっともっと必要ではないかと考えます。 

 昨日もですかね、「市民より要望の声が届いていません」というふうに御答弁があったと思い

ます。やはりそうではなく、本来私たち議員もです、議会もです、市もです。本当に市民のほう

に出向いて、市民の声を聞く場っていうのを、もっともっとつくらないといけないなと私自身思

っております。 

 先日、市長が市政報告会をスタートされたというふうにちょっと風のたよりで聞きました。ぜ

ひこれを市政報告会というよりも、やっぱり地区別懇談会とかいう形でしていただければ、市民

の声がより拾えて、この総合計画の個別計画等にも反映できるんではないかと思います。そのあ

たり市長のお考えをぜひお聞かせください。 

○議長（小金丸益明君）  篠原市長。 

○市長（篠原 一生君）  武原議員の御質問にお答えさせていただきます。 

 議員おっしゃるとおり、聞く場ですね、行政としてはまずは聞く場をつくっていくというふう

なのが重要だというふうに思っております。 
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 そして、総合計画等市の方針、また計画等についても知ってもらう場、それイコールになると

思いますけれども、これが必要だと思っておりますので、そういった場につきましては、様々な

機会を捉えて増やしていきたいなというふうに思っております。 

 また、先ほども出ましたけども、対話会等あえて所属を分けるとか、年齢を分けるというより

も、様々な方が来ていただく、それもそれで行政と市民の皆さんが一対一ではなくて、またその

違う市民の皆さんの意見を聞く場であったりとか、そういうより広がりのある場を増やしていき

たいというふうに思っております。 

 総合計画のところにつきましては、簡易版のほうをつくって今各戸配布をすると。もう一つ、

情報格差というところでデジタルもそうなんですけども、もっと分かりやすい言葉で、小学生だ

ったりとか、中学生には今回簡易版は分かるかなと思っているところではあるんですけれども、

またそういうより易しい言葉でつくる簡易版についても検討していきたいというふうに思ってお

ります。 

 以上でございます。 

○議長（小金丸益明君）  武原議員。 

○議員（３番 武原由里子君）  これから壱岐市のリーダーとして前へ進めて、一緒に前へという

ことで力強い答えを頂きました。ぜひそのときに、やはり子どもたちに分かるようにということ

で、子どもの声を聞いていただきたいと思います。そういう場をつくって確認しながら作成して、

そこの作成の場に子どもが関わることで、より壱岐市の市政にも関心を持って、よりよい壱岐市

ができるのかなと感じております。ぜひそのようにお願いいたします。 

 これで一般質問終わります。 

〔武原由里子議員 一般質問席 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  以上で、武原由里子議員の一般質問を終わります。 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

○議長（小金丸益明君）  ここで暫時休憩いたします。再開を午後１時といたします。 

午前11時50分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午後１時00分再開 

○議長（小金丸益明君）  再開いたします。 

 休憩前に引き続き一般質問を続けます。 

 次に、４番、山口欽秀議員の登壇をお願いします。 

〔山口 欽秀議員 一般質問席 登壇〕 

○議員（４番 山口 欽秀君）  ４番、山口欽秀が一般質問を行います。２つありますが、一つ目
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の質問は高齢者への交通支援の拡充について伺います。 

高齢化が進んでおります。高齢者が自動車の運転ができなくなると、毎日の生活が大変になり

ます。病院にも買い物に行くにも苦労が絶えません。不安が広がるばかりであります。安心して

生活を送るために高齢者の交通支援の拡充は必須であると思うわけであります。 

初山地区・箱崎地区へのコミュニティバスの運行が始まりましたが、しかし、他の地区でのコ

ミュニティバスの運行が行われません。なぜ他の地域での運行計画等の実施が進まないのかお聞

かせください。 

そして壱岐市の高齢者の交通支援については他市と比べて大きく遅れていると考えますが、ど

うでしょうか。最近、諫早市の小長井町で高齢者支援のための支え合い号の運行が始まりました。

また、大村市では交通弱者対策事業として１人当たり年間５,０００円を助成するという事業が

始まりました。以前から南島原、雲仙、対馬、五島と、高齢者支援の交通支援が行われておりま

すが、壱岐市では遅れている、不十分であるとの認識はあるのでしょうか。この点をお伺いしま

す。この２点、よろしくお願いいたします。 

○議長（小金丸益明君）  山口欽秀議員の質問に対する理事者の答弁を求めます。平田総務部長。 

〔総務部部長（平田 英貴君） 登壇〕 

○総務部部長（平田 英貴君）  おはようございます。４番、山口議員の御質問にお答えいたし

ます。 

今回、ご質問いただいている高齢者への交通支援の件については、過去にも同様の御質問をい

ただいておりますので、答弁の内容が重複するところもあろうかと思いますけれども、御了承を

いただきたいと思います。 

１点目の初山・箱崎地区以外でコミュニティバスの運行が進まないこと、及び第４次壱岐市総

合計画（案）において「コミュニティ交通の運行」を進めることとしていることについてお答え

します。 

まず、新たなコミュニティバスの運行について、地域からの要望の状況でございますが、まち

づくり協議会の会議や電話、窓口などによる御相談といったものは、現時点は受けておりません。 

ただ、令和６年２月２１日開催の総務文教厚生常任委員会とまちづくり協議会との意見交換の

中で、「壱岐全体でコミュニティバスの運行を考えて欲しい」といったご意見があったことはお

聞きしております。 

次に、コミュニティバスを運行する条件として、既存の路線バスでカバーすることのできない

交通困難地域・空白地域であり、地域公共交通会議の承認、運輸局の認可が必要となってまいり

ます。 

初山・箱崎の２地区は、公共交通機関での移動が島内の中でも特に困難な地域であり、コミュ
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ニティバス運行に至るまで、地元まちづくり協議会を中心に何度も協議がなされたうえで認可を

受けられております。 

 また、コミュニティバスの運行は、既存の地域公共交通と共存した形であることが前提となり

ますが、今後、新たにコミュニティバスが導入された場合、事業経営に影響が出るとの御意見も

あっておりますので、市から現時点で要望の取りまとめを行う予定はございませんが、要望がも

しあれば、その地域と協議を行い、路線バス事業者やタクシー事業者等の調整、理解を得る必要

があるものと考えております。 

 次に、総合計画におけるコミュニティ交通の考え方につきましては、現在の初山地区、箱崎地

区のコミュニティバスの運行を維持するとともに、ほかの地域においても、国や県の制度、他市

の事例等を参考に関係機関、まちづくり協議会等と連携して、新たな移動手段の導入等について

研究をしてまいりたいと考えております。 

 次に、２点目の他市と比べて高齢者交通支援が遅れを取っているのではないかと、その考えと

いうことですけれども、交通弱者の移動手段の確保につきましては、本市に限らず全国的な課題

であり、行政のみの解決は非常に難しく、議員がおっしゃっておられる諫早市の取組においても、

ボランティア団体が主体となって実施をされており、持続可能な事業とするためには、行政と地

域が一体となって支援に取り組むことが重要であると考えております。 

 他市と比べて高齢者交通支援が遅れているとの御指摘でございますが、本市でも様々な取組を

実施しており、その支援内容の一端を述べさせていただきますと、初山・箱崎地区のコミュニテ

ィバス運行をはじめ、満７５歳以上の方に対して、市内の路線バス１路線につき１００円で乗車

することができる、市内路線バス乗車カードの交付事業を行っております。 

 また、高齢者介護や見守りを必要とする方、車椅子の利用者等、一般の公共交通機関の利用が

困難な方につきましては、障害者総合支援法による移動支援事業により、福祉の向上を図ってい

るところでございます。 

 そのほかにも、まちづくり協議会において買物支援などの取組が行われており、一例ではござ

いますが、渡良地区まちづくり協議会では、７５歳以上の高齢者の方を対象として、買物や通院

等の際にタクシーを利用した場合、片道個人負担が１００円で移動できる支援の取組が行われて

おります。 

 民間では、壱岐地区タクシー協会において、自主的に運転免許を返納したことを証明する運転

経歴証明書の提示をされることで、乗車運賃が１割引きで利用できるサービスが実施されており、

運転経歴証明書の交付手数料の助成については、壱岐市交通安全協会が行っておられますし、各

スーパーなどでの宅配サービスや無料シャトルバスの運行、医療機関での送迎など、様々なサー

ビスも提供されております。 
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 このように官民連携した移動手段の支援を行っているところでございますが、今後もコミュニ

ティバスの運行と同様に、地域のニーズや利便性の高い支援方法等について研究を行い、行政、

民間事業者、そして地域で連携し、課題解決の取組を進めてまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

〔総務部部長（平田 英貴君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  山口議員。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  まず第１点目、箱崎地区、初山地区、それ以外のところからの要

望がない、だから進まないというようなことでありますが、じゃ、要望がない。まあ要望は１度

だけ聞いたけどもということですが、要望がないけど、地域のニーズ、そういうのはつかんでい

ない。だから、要望が出るまで具体的な動きにはなかなかならないと、そういう答弁、ニーズは

いろいろな市民の声は聞いたことがないと、聞かないということでありましょうか。 

○議長（小金丸益明君）  平田総務部長。 

○総務部部長（平田 英貴君）  山口議員の御質問にお答えをいたします。 

 議員が言われるように、交通の手だてでお困りの方はおられるということは、私どもも承知を

いたしております。 

 ただ、その中で今言われるように、要望がなければ市としては何も行動を起こさないのかとい

うことだろうと思いますけれども、今年度６月会議におきまして予算を計上させていただきまし

たけれども、ＳＤＧｓの推進事業におきまして、将来的に一人一人の移動ニーズに応じた適切な

交通サービス癩癩ＭａａＳと言われますけれども癩癩の実現に向けて、地域交通に関する分析業

務を今年度行っております。 

 壱岐交通の路線バスの乗降データや路線バスの空白エリアを補完をしております初山地区と箱

崎地区のコミュニティバスの乗降データ、そして壱岐島全体の人口分布、高齢者比率のメッシュ

データ癩癩これは地区ごとの分布でございますが、それに併せまして、携帯電話の位置情報デー

タを用いた人流データを組み合わせまして、分析を進めているところでございます。 

 これによりまして、例えば平均乗降客数は１名以下のような路線につきましては、その路線バ

スに代わって、コミュニティバスのようなオンデマンド型の交通手段を導入したほうがよいエリ

アと判断したり、より細かい移動に対応する必要がある部分は、日本版のライドシェアのような

タクシー事業者等と連携したライドシェアの実装を目指すなど、多様な移動手段の可能性につい

て、今現在進めているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（小金丸益明君）  山口議員。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  最初の質問でそう答えればいいんじゃないですか。要望がないか
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らというふうに言われましたが、要望がなくてもそのように準備が進んでいるよと言っていただ

ければ、次の質問に移れるわけですよ。やっているわけですね。 

 で、壱岐市地域公共交通再編実施計画というのが平成３１年にできておりまして、その計画に

基づいてやっているということであります。 

 国のほうも、地域交通の活性化のため、再編のためにということで地域公共交通活性化再生法

というのがあります。第４条の３のところで、市町村は主体的にって書いてあるんですね。市町

村は、飛んで、主体的に地域公共交通の活性化及び再生に取り組むよう努めなければならない、

努めなければならないと、こういうふうに規定しているわけで、そういう意味で消極的な取組は

許されないと思うんですね、現在の壱岐市の状況でね。 

 ところが、壱岐市の地域公共交通再編実施計画を見ると、まちづくり協議会の活動の熟度に応

じてというふうに書いているんですよ。 

 つまり、まちづくり協議会の活動が習熟しているとやりますよと、それまではなかなかやりま

せんよと、こういう消極的な計画になっている。これは許されないと思うんですね。 

 国の線に沿って主体的に取り組む、先ほど今言われた取組を一層進めていくべきだと。その上

で、平成３１年に壱岐市地域公共交通再編実施計画の中に、もう既に予約制乗合タクシーの導入

も検討されているじゃないですか。 

 なぜ、初山や箱崎以外のところで予約制の乗合タクシーの導入について検討はなされたのか、

その辺りをお聞かせ願えますか。 

○議長（小金丸益明君）  平田総務部長。 

○総務部部長（平田 英貴君）  山口議員の御質問にお答えをいたします。 

 乗合タクシーにつきましては、議員が御指摘のように、再編計画の中でうたわれておりますけ

れども、その部分につきましては、これまで十分な議論が進んでいないというのが現状であろう

というふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（小金丸益明君）  山口議員。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  この計画に沿ってやるというふうにした計画です、中身ですから、

予約制の乗合タクシー、全国的に見てオンデマンド型の予約制のタクシー事業が広がっていると

いうのが実情じゃないですか。これはつかんでいますか。 

○議長（小金丸益明君）  平田総務部長。 

○総務部部長（平田 英貴君）  今、山口議員が言われますオンデマンド型の事業が進んでいると

いうことは承知をいたしております。 

○議長（小金丸益明君）  山口議員。 
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○議員（４番 山口 欽秀君）  そこを実態をつかんで、壱岐市に合うのか合わないのか、しっか

り結論を出した上で、じゃ次の、合わないから次の先ほど言われた方向に向いていくべきではな

いかと思います。 

 私の知る人ですけども、御夫婦で旦那さんが車の免許証を持っていらっしゃいました。ところ

が、高齢で旦那さんが病気になられました。運転できなくなりました。 

 そうすると、もう病院にも行けない、買物にも行けない。そういう中でどうしても、バス停ま

での距離が２キロも３キロもある。そういうところですので、もうタクシーしかないということ

でタクシーの利用を頻繁にされました。 

 そして、最後はもう旦那さんが今度は病院に入院されました。そうすると、病院には週に２回

ぐらいは行かなければならない、ということで病院通いが奥さんが洗濯物を取りに、洗濯物を持

ってというふうなことが繰り返されるのが１か月ぐらい続いて、残念ながら旦那さんが亡くなっ

たんですよ。 

 その間、奥さんは６万円以上のタクシー代を使ったと、こういう実態ですよね。やっぱりこう

いう実態に親切に寄り添うということが必要なんですよ。 

 先ほど言われた１割負担とか、それから障がい者については、この方は障害でありませんので、

ぜひこういう方がいるわけですから、そこに合う形での対応が必要だと。 

 壱岐市はＳＤＧｓで誰一人取り残さないと、こう宣言して長いですよ。それから、今回の第

４次総合計画についても、「イキイキ長生き」ですよ、そして安心した暮らしが送られる幸せ実

感の壱岐をつくるということでいくと、この方の最後の病院での人生を終わられましたけども、

なかなか大変な人生、家族ではなかったかなと。 

 やっぱりここに寄り添う施策が急がれていますので、ぜひ新しい交通手段が求められると。要

望を聞く前に、主体的に市が動いてほしいと思います。 

 予約制乗合タクシー、オンデマンド型が実現可能じゃないかなと私は思うんですよね。こうい

う交通手段をするためには、バスとの競合がどうしても、初山はコミュニティバスを実施したこ

とによって、壱岐交通のバスが廃止になりましたから、そういうふうな方向ではちょっとまずい

ところが起きるので、やっぱり両立できる、それからバス会社、それからタクシー会社の経営に

もちゃんと貢献できる、そういう形でする。 

 それから、壱岐への若者の定住を促進する上でも、雇用を生むやり方で進む必要があるという

ようなことからいったら、この予約制の乗合タクシーをタクシー会社に委託する。そして、そこ

に責任持って運行してもらうと。で、オンデマンド型ですから、予約をきちっとできてというふ

うなＡＩを使ったシステムが最近は普及しておりますので、そういう形で進むんではないかなと

いうことで、他市の状況をつかめばイメージも湧くし、実現可能な方向に行くんではないかな、
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そういう方向での検討はどうでしょうか、検討お願いできませんか。 

○議長（小金丸益明君）  平田総務部長。 

○総務部部長（平田 英貴君）  山口議員の今おっしゃったような、確かにオンデマンド型で、市

内で導入するということが一番皆様の効率的に利用ができる手段であろうかというふうには考え

ております。 

 ただ、今議員も言われたように、公共交通機関、バスとタクシーですけども、タクシーにつき

ましては、今言われたようにタクシー業者に事業者に委託することで、そこは補えるものと思い

ますけれども、バス路線についてどうするか。 

 そしてオンデマンド型にしても、その運行区域をどのようにするのか等々、事業者とお話をし

て調整をする必要もあろうかと思っておりますので、ただ、今言われたように、私どもとしまし

ても、今後、公共交通への支援というのは重要というふうに考えておりますので、ぜひ主体的に

進めていきたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（小金丸益明君）  山口議員。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  主体的にやるということでありますので、ぜひ事業者との協議を

含めて前進するように進めていただきたいということですね。 

 で、高齢者が買物とか病院へ行く、安心して外へ出れる、こういう国民としての基本的人権で

すよね、交通権というそういうことに当たりますので、ぜひ実現の方向で動き出していただきた

いと。 

 それにはしばらくの時間もかかるだろうからということも含めて、やっぱり今遅れているとい

うふうな認識はないというふうに言われましたが、タクシーとかの利用に頼らざるを得ないわけ

ですよ。これも何度も言っていますけども、バス停まで出るのに大変だと、そういう地域がある

と。バスに乗っていっても、また帰って荷物を持って家に帰るのが大変だということで、そうい

う意味ではバスの利用だけでは動けない、どうしてもタクシーの利用になっているということが

あるわけですよ。 

 そういう意味で、対馬だとそういう方に１回当たり５００円、そして１０枚５,０００円です

けども、そういう支援をしているわけですよね。やっぱりそういう支援がないわけですよ、市か

らの。 

 民間のそういうところでいくと、タクシー利用で１割ですけども、市として市民が利便性が増

すような、そういう取組にならないものかなということで、このタクシー券の支給に踏み出すと

いうことは難しいですか。予算的に難しいのか、その辺りお考えをお聞きします。 

○議長（小金丸益明君）  平田総務部長。 
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○総務部部長（平田 英貴君）  ただいまの山口議員の御質問にお答えいたします。 

 助成券、助成金という形で支援ができないかということでございますけれども、県内他市町で

助成券とか助成金とかいう形で支援をされてあるという状況は十分承知をいたしておりますけれ

ども、地理的な違いでありますとか、公共交通の状況等、一概に同様の支援ということでは課題

が解決するものではないのではなかろうかというふうに考えております。 

 例えば今回、大村市が令和７年度から５,０００円の支給をするということでございますけれ

ども、壱岐市にもしその５,０００円をタクシーで利用されるとなれば、１往復か２往復された

らその５,０００円の金額に達してしまうというような状況になろうかと思いますので、市とし

ましては、年間を通して利用できる支援という形を模索をしていきたいというふうに考えており

まして、その一つモデルとして考えられるのは、今、渡良のまちづくり協議会が支援事業として、

独自事業として行われてあるタクシーの助成支援事業などもあろうかというふうに考えておりま

すので、市から直接支援金というか、助成券等々を出すというような支援は今のところ考えてお

りません。 

 以上でございます。 

○議長（小金丸益明君）  山口議員。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  渡良の支援についても、渡良まちづくり協議会の年間の予算の中

から割いて支援すると、そういう支援じゃないですか。 

 実際、まちづくり協議会としてのいろんな活動の中から削って市民へのそういう支援をすると

いうことになるということであるならば、本来のまちづくり協議会の活動を縮小せざるを得ない

と、そういうことにもなるわけで、きちっと市が高齢者の交通支援、今の現状に対してどう、少

しでもですよ、全額保障しろとかそんなことじゃなくて、市民に対して誰一人取り残さないとい

うメッセージを送る上でも、支援を考えて、これまでよりも一歩二歩、市政が市民に寄り添った

と、そういう状況をつくるべきだと。それが市政への信頼を広げることだし、ＳＤＧｓで動いて

いますけども、ＳＤＧｓの目標は、今ある貧困とか格差とか、今の市民が困っていることをどう

改善していくかという、そこにもっと焦点を当てた取組がＳＤＧｓの取組ではないかな。 

 ２０３０年に向けて後半ですので、そういう立場でも少しでも支援をすることを考える。そし

て、交通手段の乗合タクシーなりの手段を早く実現する、そういう動きを求めたいと思いますの

で、ぜひ主体的に取り組んでいただくことを願って、まず第１点目の質問を終わります。よろし

くお願いします。 

 次に、２点目、壱岐市におけるＩＣＴ教育の推進についてお伺いします。 

 ＧＩＧＡスクール構想が、コロナウイルス感染拡大の中で一気に進みました。急遽、全国の学

校にタブレットが子どもに１人１台ずつ導入されました。 
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 必要性や効果など十分な検証がないまま導入されたわけであります。学校の現場も導入されて

戸惑いや混乱があったのではないかと思いますが、そこで、ＧＩＧＡスクール構想によるタブレ

ットの利用効果、現在、壱岐市においてどんな状況でありましょうか。 

 また、利用によって新たな教育困難が広がっている、そのような現状はないのか、お伺いいた

します。 

 次に、２つ目、ＩＣＴ活用の学習を進めて、子どもの学力の変化についてどう見ているのでし

ょうか。ＩＣＴ教育が長くなるほど、時間が長くなるほど学力調査の正答率が低くなるという調

査がありますが、どのように受け取っていらっしゃいますか。 

 ３点目、第４次総合計画や壱岐市教育振興基本計画において、ＩＣＴ教育の推進を目指してい

るというふうにあります。文部科学省は、ＩＣＴ教育の中で個別最適な学びを推進するといって

進めるとしておりますが、壱岐市はどのように進めるお考えですか。 

 個別最適な学びを進めることで、全ての子どもへの基礎学力の保障につながるとお考えでしょ

うか。 

 以上３点をお聞きします。よろしくお願いします。 

○議長（小金丸益明君）  山口教育長。 

〔教育長（山口 千樹君） 登壇〕 

○教育長（山口 千樹君）  議員と教育について語ることができるというのは、本当に光栄でござ

います。いい質問をありがとうございます。 

 まず、最初の質問でございます。今使っております、今議員はＩＣＴ教育とおっしゃいました

が、私は学習用端末というふうに表現いたします。 

 学習用端末の活用状況でございますが、今年度から新しい学習用ソフトを導入し、格段に利用

が増えております。今後、子どもや先生方の利用スキルの向上に伴って、さらに効果が上がって

いくというふうに理解しております。 

 一方で、学習用端末に関する健康への被害やトラブルについては、これまで報告は上がってい

ないところでございます。 

 これまで導入初年度癩癩令和３年になりますけれども癩癩から計画的に活用事例の紹介や共有、

操作や活用方法の研修会等を行ってまいりました。 

 令和６年度は、先ほども述べたように学習用ソフトを導入しましたので、授業における活用の

方法や幅を広げるべく学校訪問や研修会等を行って指導をしております。 

 また、この１１月に更新しました、新しい電子黒板も非常に見やすくて使いやすいというふう

に好評を博しているとこでございます。 

 今年度、全ての小中学校を訪問し、授業を見ましたけれども、多くの授業で着実に活用が進ん
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でおり、活用内容のレベルも上がっております。現在のところ、学習用端末のトラブルは見受け

られませんけれども、今後も適切な利用について指導をしていきますとともに、注意深く状況を

把握していくつもりでございます。 

 次に、２つ目の質問にお答えいたします。 

 まず、議員御指摘の報告を私は読んでおりませんので、それについてコメントはできませんの

で、現在、壱岐市の現状を基にお答えをしたいと思います。 

 壱岐市では、授業時間の全てをデジタルでやっているわけではございません。使用するのは、

ほかの子どもの考えを共有し、自分の考えと比較検討する際に学習用ソフトを使って電子黒板で

発表したり、授業のまとめを行った後にＡＩドリルを使って自分のペースに応じて問題を解いた

り、そういうときに使っております。 

 このように必要な場面や限られた時間で使用しております。また、ワークシートやノートに鉛

筆で記入する時間も十分取ってございます。 

 ある校長によりますと、学習用ソフトの活用によって児童の書く力が向上したと報告がござい

ました。このようなことから、学力が低下するという御懸念には当たらないと思っております。 

 ３つ目の質問でございます。 

 個別最適な学びとは、子ども一人一人の実情に合わせた学びができるということでございます。 

 従来の一斉指導では、個別最適化にならない部分もあったんですけれども、学習用端末を活用

することで個別最適な学びにつながると考えております。 

 例えば、ＡＩドリルは子どもの理解度に応じた問題が自動的に提供されますので、個別最適化

の典型的な例だと思います。 

 また、教育支援教室「太陽」などに行きますと、一人一人の子どもが学習用端末を使ってマイ

ペースで学んでおります。また、各学校にございます支援教室というのがあるんですけれども、

そこでも子どもたちが端末を使って楽しく学んでいる様子を見ることができます。 

 このような子どもの姿を見るにつけ、ＩＣＴ活用による学びの個別最適化の可能性というのを

感じておりまして、最終的に基礎学力の定着にもつながるというふうに考えております。 

 以上でございます。 

〔教育長（山口 千樹君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  山口議員。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  １点目、タブレットの使用で特段の変化はないということであり

ますが、昨今のいろんなマスコミのニュース等でいくと、子どもの、タブレットじゃないですけ

ども、スマホの利用が日常化しているということで、子どもの斜視が増えている。それから、特

に悪い姿勢でどうしてもスマホ操作すると。それから、いじめのサイトへの接続やネット依存が
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蔓延してきていると。 

 そのために、子どもたちが寝不足になったりとかいうような状況もあるというようなことがあ

るわけでありますが、その辺り、学校だけじゃなくて家庭生活におけるＩＣＴの利用というか、

ＳＮＳの利用について、学校として子どもたちに健康被害を含めた教育というのはなされている

んでしょうか、その辺りお聞かせください。 

○議長（小金丸益明君）  山口教育長。 

○教育長（山口 千樹君）  議員ですね、議員の御質問は学習用端末についての御質問でございま

すよね。今の追加質問はスマホに関することでございますね。 

 そこで分けてお答えいたしますけれども、スマホ等の活用については、これは学習指導要領な

んかにのっとって、例えば学校の保健の授業であるとか、それから中学校になりますと技術家庭

とか、そういったところで家庭科なんかにも入っていると思います。 

 そういったとこで、リテラシーということでカリキュラムにのっとりまして、そこのところは

授業で扱っております。 

 それから、壱岐市は市Ｐ連とそれから学警連も入っていたと思いますけども、スマホの活用に

ついての指針のようなものを昨年ちょっとつくりまして、こちらのほうはＰＴＡを通して家庭に

配布と周知しているところでございます。 

 私のとこに子どもの斜視のことについての報告は上がっておりません。いじめと申しますか、

学校の中のトラブルの多くが、今おっしゃったＳＮＳ上で起こっていることは承知しておりまし

て、これについても、学校のほうは大変苦労しながらも対応しているところでございます。 

 御指摘のことに関しましては、そういうことで諸々対応しているというふうに御理解いただき

たいと思います。 

○議長（小金丸益明君）  山口議員。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  様々なそういう家庭に含めた問題が広がっているという事実の中

で、学校も苦労されているというふうに思います。 

 授業においてでいうと、タブレットを集中的に１時間の授業の中で長時間見続けることがない

ようにとか、２０分に一度は外を見てちょっとというか、そういうようなことも含めて、目への

負担がないような取組をぜひ必要かなというふうに思うわけであります。 

 そういう中で、２点目の子どもの学力についてでありますが、特段変化がないということであ

りますが、やっぱり先進的な取組を進めている世界の動き、それから日本の動きをしっかり捉え

た上でのＩＣＴ教育の推進を図らなければ、ただやみくもにタブレットを使え使えではいけない

んではないかということであります。 

 世界的に見ますと、世界的な国際学力調査（ＰＩＳＡ）の学力調査の結果でいくと、先進地域
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であるデンマークとかスウェーデンとかフィンランド、ノルウェー、エストニアとか、こういう

北欧地域はもう日本の先の先を進んでいるわけですよね。 

 そこでの学力調査の結果なんですけども、フィンランドについてこういう調査があるわけです

よ。２０００年のＰＩＳＡの調査では、読解リテラシーが１位、数学リテラシーが４位というふ

うでトップだったんですね。 

 ところが、ＩＣＴ教育をどんどん進めていく中で、２０２２年はフィンランドはどういう状況

にあるかというと、科学的リテラシー５位、読解力リテラシー１０位、数学的リテラシー１５位

だというふうな状況です。 

 日本についていうと、２０２２年、いずれも科学的リテラシーは１位、読解力は２位、それか

ら数学的リテラシーは１位と、日本は世界的にトップにのし上がっているんです。 

 そういう中で、フィンランドがなぜこういうふうに落ち込んだのかというのを検証しているん

ですよね。これが、原因がはっきりしているわけじゃないんです、フィンランドの政府もね。 

 ところが、やっぱり２０００年と２０２２年とどう変わっているのかというと、子どもの生活

はタブレットを使うという、パソコンを使うという生活に浸っていて、結果的に子どもたちが本

を読む時間が減っているというふうにフィンランドは分析しているんですね。 

 その代わり、本を読まないでゲームや携帯やパソコンなどを使ってディスプレイに向かってい

ると、こういうふうな状況であるわけです。 

 それに対してエストニア、これも北欧でそういうＩＣＴが進んだところですが、そこはほとん

どＩＣＴ教育をやっていないんですね、学校教育の中で。そこはそう落ち込みはないと、そうい

うふうな結果であります。 

 日本で見ると、熊本県がＩＣＴ教育を先進で進めているわけですね。熊本県の実態を見ると、

残念ながらこのＩＣＴ教育を進めたことで学力が上がったと、そういう実績は得られていないん

ですよ。 

 そうやって見ると、ＩＣＴを必要に応じて活用したほうが平均正答率は向上するか維持するか

と、それからＩＣＴ教育を日常的に活用しちゃったと、そうすると平均正答率は低下か停滞だと

いうふうな結果があるんですが、その受け止めはどうでしょうか、今言いましたですけども。 

○議長（小金丸益明君）  山口教育長。 

○教育長（山口 千樹君）  なかなか質問が難しゅうございますけど、僕も議員さんが御指摘され

るのは北欧の国だろうと思って、僕はスウェーデンを調べてきました。ちょっと違う国だったん

で、困りますけれども。 

 北欧のノルウェーとかそれからフィンランドは、大体人口５００万人ぐらいですね、福岡県ぐ

らいの国です。スウェーデンが１,０００万人ぐらいですね。それぐらいの国なんです。 
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 そこで何が起こっているかということをちょっと私も調べてきましたけど、今議員さんは、学

校で使うタブレットと家庭で使うスマホと一緒におっしゃっていると思うんですよね。どの国で

も学力が下がったとかなんとか言ってますけれども、そこの背景は、結局、学校でも家でもスマ

ホを使って全然本を読まない、寝ないということになっていると。それはもう、どこの国でもそ

ういうことをやれば学力が下がると思います。 

 壱岐ではそういうことが起こらないように、教育委員会として指導もしていきたいと思ってお

りますし、だからといって僕はタブレットの利用を否定するつもりは全くないんですよ。 

 つまり、教育を行う道具として何を使うかが問題ではなくて、教育の中身、何を子どもに学ば

せ、どういう力をつけさせるかが大事であると思っておりますので、これからも適宜子どもに害

にならないような範囲で使いながら、学力向上に努めてまいるというのが私の考えでございます。 

 以上です。 

○議長（小金丸益明君）  山口議員。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  今言われたことは私も賛同いたします。ぜひそういう立場でタブ

レットを有効に授業で使っていただきたい。そうしなければ、子どもの学力は必ずしも伸びない、

思考力も伸びないんではないかなと。 

 タブレットを使うと、やっぱり紙媒体と比べて読む力が落ちるとか、それから読解力が落ちま

すので、テストの成績、紙のテストを受けると成績が落ちるとか、そういうことにもなりますし、

やっぱり漢字を覚えるためには手書きが必要だと。その練習を積み重ねるということでいくと、

手書き、それから黒板の使用等も含めて、これまでの一斉授業にあった授業形態というのは、ア

ナログ的なところで貴重な教育システムではないかなと思うわけですね。 

 先日は鯨伏小学校で、私、２時間の授業を見させてもらいました。両方ともタブレットを使っ

た授業であります。３年と５年の音楽と算数の授業でありましたが、やっぱり子どもたちうまく

使いこなしているなということでありましたけども、タブレットに向かってタイプ打つとか、そ

れから算数でいくと、図形を切って貼って回転させてというような授業で、かなり複雑な思考と

いうか、算数の思考以外のことでの思考に頼るなということで、必ずしも集中力という点でどう

かなというのと、それが子どもたちに身につくことに対してどうかなというような、ちょっと疑

問を持ちながらですが、先生の指導力が今後問われるかなと、どう使うかということですね、今

教育長が言われました、どう使うか。 

 やっぱりうまく使わなければ、先ほどフィンランドとかそういうところにあるように、マイナ

スの面があるということを十分注意する必要があると思うんですね。 

 そういうところで、３つ目、個別最適な学習ということを文部科学省は言っております。 

 教育長もこれはいいというふうに言われましたですけども、私が現職でやっていたときには、
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個に合った学習と個に応じた指導をやりましょうということでしたけども、そこにあったのは、

能力別の問題をできる子はどんどん難しいやつをやる、できん子は易しいやつをどんどんやると、

そういうふうな対応にどうしてもなる指導にやっぱり疑問を感じたんですね。 

 今回の個別最適な学びでいくと、今度はＡＩを使って子どものタブレットに、あなたはこれが

できますね、こういう問題だったらできるでしょうというふうに問題が次から次へ与えられるわ

けですよ。 

 子どもたちは達成感はあるでしょうけども、そこで本当にみんなで学ぶ、クラスでいろいろ疑

問を出し合って学ぶ、そういう今まで一斉授業でやったのが全部失われていくことになりかねな

いんじゃないかなとか、そういう個別最適な学習で、要はコンピューターによる学習を進めると

いうことでありますから、ここも十分やり方を検討する必要があると思いますが、どうでしょう

か。 

○議長（小金丸益明君）  山口教育長。 

○教育長（山口 千樹君）  多分、議員と僕は同じことを考えていると思います。おっしゃるとお

りの懸念がないように、壱岐市の教育では、今後、個別最適化のほかに協働的な学びというのも

次年度から申していこうと思っておりまして、子どもたちが意見を言い合って高め合うようなと

ころもできるようなことを入れていこうと思っておりますので、御理解いただきたいと思います。 

○議長（小金丸益明君）  山口議員。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  個別最適な学びということで、そこへ収れんしていくと、個人の

学力に合わせていく。結果的にはできる子はどんどんいく、できない子はいつまでも取り残され

るということでいくと、十分な全ての子どもに基礎学力の保障につながらない授業も起きる。 

 それから一斉授業とか、もう全部黒板もなしになるというようなことで、大きな電子黒板があ

るわけですから、そういう中で、子どもたちにきちっと読ませるとか、きちっと書かせるとか、

きちっと考える場面をアナログ的に触って学習するとか、そういうこれまでの学習のいい点をや

っぱり残しつつ、コンピューターのよさを、ＩＣＴ教育のよさを十分理解しながら進めることが

必要だと。やみくもに使うことで子どもの学力は伸びない、そういうことを思うわけであります。 

 そういう意味で、第４次総合計画とか壱岐市の教育振興基本計画の中で、ＩＣＴ教育の推進が

大きくありますけども、十分注意をした取組が必要だということを申し上げて、一般質問を終わ

ります。 

 以上であります。 

〔山口 欽秀議員 一般質問席 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  以上をもって、山口欽秀議員の一般質問を終わります。 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 
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○議長（小金丸益明君）  ここで暫時休憩いたします。再開を２時といたします。 

午後１時49分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午後２時00分再開 

○議長（小金丸益明君）  再開いたします。 

 休憩前に引き続き一般質問を続けます。 

 次に、１０番、土谷勇二議員の登壇をお願いします。 

〔土谷 勇二議員 一般質問席 登壇〕 

○議員（１０番 土谷 勇二君）  皆様、お疲れさまです。なかなか２日目の４番目、５番目、ま

た最後もありますが、大変お疲れと思います。３点ほど質問いたしますので、御回答のほどよろ

しくお願いいたします。 

 通告に従いまして、１０番、土谷が一般質問をさせていただきます。 

 今回は大きく３点お尋ねいたしますので、御答弁をよろしくお願いします。 

 最初に、帯状疱疹予防ワクチンについてお尋ねをいたします。 

 この質問は、前、清水議員もされたことがあると思いますが、私も今年の４月に帯状疱疹にか

かりました。それで改めて質問をさせていただこうと思います。 

 最初に、頬の周りがチクチクいたしまして、何か虫がはったような痛みがありました。そして

顔の頬と鼻の上に水膨れができまして、一応、塗り薬で１週間ほどで治りましたが、早かったの

で後遺症もなく治りました。しかし、帯状疱疹には後遺症があり、完治した後でも痛まれる人が

いるそうです。 

 少し帯状疱疹について調べてみました。帯状疱疹の合併症の中で最も頻度の高い後遺症に、皮

膚症状が治った後も痛みが残る帯状疱疹後神経痛（ＰＨＮ）があり、痛みが多様で、焼けるよう

な、締めつけるような、ずきんずきんとするうずくような痛み、そして軽い接触でも痛むアロデ

ィニアと呼ばれる痛みが混在しています。睡眠や日常に支障を来すこともあるそうです。 

 原因は、加齢や疲労、ストレスなどによって免疫機能が低下すると、背骨に近い神経に症状を

出さない状態で潜んでいるウイルスが、再び目覚めることにより発症するそうです。 

 帯状疱疹後神経痛は、皮疹が治った後にも起こり、神経自体への障害によって生じる痛みと考

えられています。帯状疱疹後、神経痛の症状や程度は人によって異なりますが、先ほども言いま

したとおり、焼けるような、ずきんずきんとするような、刺すような、電気が走るような、鋭く

引き裂くような痛みが多いとされています。皮膚感染の異常が見られることもあり、ほとんどの

場合、痛みの皮膚に感覚は鈍くなり、睡眠や日常生活に支障を来すこともあるそうです。 

 また、触れただけで痛みを感じるアロディニィアが起こることもあり、シャツが擦れて痛い、
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痛くて顔が洗えないなど、日常生活へ影響が出ることもあると言われております。神経痛になり

やすい人は、５０歳以上の帯状疱疹罹患者で、帯状疱疹後神経痛に移りやすく、加齢とともに移

行率は高まることから、高齢者ほどなりやすいと考えられています。 

 免疫が低下する疾患を持った人は、かかりやすいとされます。この場合、感覚異常の程度は強

く、広範囲に及びアロディニィアによる痛みも激しくなる傾向が見られるとなっております。 

 治療は、主に薬物療法、鎮痛剤、ほかに神経ブロック注射やレイザー治療も行われるとのこと

です。 

 予防法は、日頃から十分な休憩をとり、免疫機能の維持を心がけ、免疫機能を低下させる疲労

やストレスのない規則正しい生活を送り、５０歳以上の方は、帯状疱疹を予防するためのワクチ

ン接種が有効とされております。 

 ほかの合併症は、帯状疱疹発症後に、鼻の周囲に皮膚上の痛みが現れ、場合によっては、高頻

度で目の症状を伴う合併症が生じ、角膜炎や血膜炎、ブドウ膜炎等などが見られることがあり、

視力低下や失明に至ることもあります。顔面神経麻痺と耳の帯状疱疹を特徴とするライゼイハン

ト症候群と呼ばれる合併症が引き起こされると、目まいや耳鳴り、難聴などを生じることがあり

ます。 

 ワクチンについてもちょっと調べてみました。帯状疱疹ワクチンには２種類あり、接種方法や

回数に違いがあります。１つに、生ワクチン、リケンですか、接種回数が１回で直接皮下注射、

接種費用が８,０００円から１万円程度、有効性が５０から５９歳が６９.８％、６０から６９歳

が６４％、７０から７９歳が４１％、８０歳以上になると１８％と大分落ちてまいります。持続

期間も、生ワクチンは５年から７年程度となっておりました。 

 次の不活化ワクチンになりますと、接種回数が２回で、１回に接種費用が２万２,０００円か

ら２万５,０００円くらいかかるそうです。有効性が、これは高く、５０から５９歳が９６.６％、

６０から６９歳が９７.４％、７０から７９歳が９１.３％、８０歳以上でも９１.４％の有効性

があるそうです。持続期間は、この不活化ワクチンは１０年以上持つそうです。 

 助成金については、市町村によって金額が異なっております。生ワクチンは３,０００円から

４,０００円が多く、不活化ワクチンは１回に５,０００円から１万円、また大村市は直接費用の

６割で上限が１万２,０００円とありました。これを踏まえて質問をいたします。 

 帯状疱疹は、現在８０歳までに３人に１人がかかると言われています。発症後、後遺症に悩ま

される方が多い。５０歳以上の患者の２０％は後遺症に悩まされ、高齢者になると確率が高いと

言われます。全国の市町村では、帯状疱疹ワクチン接種への公費助成の取組が進んでいます。厚

生労働省は、国立感染症研究所のワクチンの分析結果、生ワクチンと不活化ワクチンのいずれに

ついても有効性や安全性が確認され、効果が期待できるとして、ワクチンを定期接種に含める方
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針が了承され、今後、接種の対象年齢などについて、専門家会議で議論した上で正式に決定する

と聞いております。今後について、壱岐市の行政としての対応をお尋ねいたします。 

 １番目に、壱岐市における帯状疱疹発症の実態、罹患者の数は。 

 ２番目に、帯状疱疹予防ワクチン接種者数が分かればお願いします。 

 ３番目に、全国自治体の対応や取組、長崎県の取組と県内の助成実績は、お尋ねします。 

 ４番目、テレビ等で帯状疱疹ワクチン接種に対する情報発信がされています。市民に対する情

報発信と啓発、ワクチン接種推奨に向けた取組は。 

 ５番目に、ワクチン接種費用は４万円以上かかると聞いております。接種費用を公費補助の定

期接種へと厚生労働省が決めたようですが、いつから開始するか、また、本市の今後の対応、帯

状疱疹予防ワクチン接種の助成の計画はあるかお尋ねいたします。 

○議長（小金丸益明君）  土谷議員の質問に対する理事者の答弁を求めます。草合保健環境部長。 

〔保健環境部部長（草合 正吉君） 登壇〕 

○保健環境部部長（草合 正吉君）  １０番、土谷議員の帯状疱疹予防ワクチンについて、５点の

質問にお答えいたします。 

 １点目の、壱岐市における帯状疱疹発症の実態、罹患者数についてとの御質問にお答えいたし

ます。 

 帯状疱疹は、現在のところ、感染症法に基づく感染症の位置づけはないため、壱岐保健所にお

いても発症数の把握はされておりません。 

 国の報告では、罹患者数は５０歳から増加し７０歳代がピークとなっております。特に、

５０歳から６０歳代では平均して９.４％でありますが、７０歳代以降は１２.９％と増加する傾

向となっております。 

 また、帯状疱疹後、神経痛の発症数は年齢とともに増加する傾向にあり、特に５０から６０歳

代と比較して７０歳代以降で増加する傾向となっております。 

 ２点目の、帯状疱疹ワクチンの接種状況についてとの御質問にお答えします。 

 帯状疱疹ワクチンは、予防接種法で規定されていない任意接種で、希望者が自己負担により接

種するものとなっておりますので、接種状況につきましても、発症数と同様に把握ができており

ません。 

 ３点目の、全国自治体の対応や取組、長崎県の取組、県内の助成の実績についてお答えいたし

ます。 

 現在、国において、帯状疱疹ワクチンの定期接種化に向けて審議がされております。長崎県に

確認しましたところ、現時点で、帯状疱疹ワクチンに関して、特に取組は行っていないとのこと

でございます。また、全国で独自助成を実施している自治体は７００近くであり、長崎県内では、
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令和６年度から大村市、雲仙市、南島原市の３市で、費用の一部助成が行われております。 

 ４点目の、市民に対する情報発信と啓発、ワクチン接種推奨に向けた取組についてお答えいた

します。 

 現在、国において、帯状疱疹ワクチンは定期接種に向けて審議をされており、令和７年度から

定期接種に位置づけられる方針で調整に入っているという状況でございます。 

 定期接種となりましたら、接種を希望される方が接種できる体制を整え、市民に対して広報紙、

ケーブルテレビ等を活用し情報発信を行ってまいります。 

 帯状疱疹は、免疫力の低下によって発症するため、予防のためには、日頃からの体調管理が大

切とされています。食事や睡眠をしっかり取り、適度な運動やリラックスした時間を持つことで

ストレスを減らすことに心がけながら、併せて、予防接種について御検討いただけるよう、啓発

にも取り組んでまいりたいと考えております。 

 ５点目の、帯状疱疹ワクチンの開始時期、本市の対応、助成計画についてお答えします。 

 先ほどお答えしましたとおり、現在、国において、帯状疱疹ワクチンは定期接種に向けて審議

をされており、令和７年度から定期接種に位置づける方針で調整に入っているという状況でござ

いますので、具体的な時期は分かっておりません。本市におきましても国の動きを把握し、定期

接種として位置づけされましたら、速やかに接種ができるよう、体制整備を進めてまいりたいと

考えております。 

 帯状疱疹ワクチンは、インフルエンザ、新型コロナワクチンと同様に、個人の発症や重症化予

防に比重を置いたＢ類疾病の定期接種に位置づけをされる予定となっております。接種費用の助

成につきましても、インフルエンザ、新型コロナワクチンと同様、費用の一部助成を行う予定と

いたしております。 

 以上でございます。 

〔保健環境部部長（草合 正吉君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  土谷議員。 

○議員（１０番 土谷 勇二君）  ありがとうございました。 

 そうですね。今まで私もかかってから、予防接種をしなければまたなるのではないかとお医者

さんに聞いたところ、かかった人は、いっときは免疫があるからならないと言われましたが、や

はり周りの人に聞いても、かかった人はまだ痛まれるとですねという人とか、おばあさんたちは、

頭にできて、もやもやずっと治らないという症状が出てあります。できれば、インフルエンザや

コロナのワクチンのように、毎年接種ではないので補助金を出していただく。令和７年度になっ

たらはっきりすることが分かるので、それ以上はお聞きしませんが、定期接種になって、国から

の助成はあるのかどうかお聞かせください。 
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○議長（小金丸益明君）  草合保健環境部長。 

○保健環境部部長（草合 正吉君）  定期接種になりましたら国の補助があると考えております。 

○議長（小金丸益明君）  土谷議員。 

○議員（１０番 土谷 勇二君）  国の補助があって、今の２万２,０００円。多分、生ワクチン

は若い人にはある程度効くけど、７０歳以上には効かないという癩癩効かないじゃなくて効くけ

ど、どうしても少ないから、不活化ワクチンですか、それを２回打った方が、２回打つというこ

とは、大体４万４,０００円から５万円ぐらい費用がかかるということで、定期接種まで行くま

でにはまだ時間があるので、この間かかる前に打つという人は、普通のあれでいくということで

いいとですね。 

 それと、これ、私たちは帯状疱疹というと、結局ノビですね。昔のノビということで、今地域

の人に言いたいのは、ノビでも後遺症が残るから、できたら定期、帯状疱疹のワクチンを打った

方がいいよと言いたいですけど、国の補助がどれくらいあるか分かりませんが、できれば生ワク

チンで３,０００円ぐらいで打たれて、不活化ワクチンが１回５,０００円ぐらいになるような、

そのくらいにならんと、なかなか打てないと思うとです。 

 それも、今特にテレビでコマーシャルしております、帯状疱疹の。だからああいうとを聞いて

も、２万円から４万円もかかるとなら、もう打たんという人が結構増えるんじゃないかねと思い

ますので、早く、国が決まって、とにかく生ワクチンで３,０００円から、不活化ワクチンで

１回５,０００円ぐらいになるように、どうかそこを今度なったときに検討していただきたいと

思うとです。その分の補助を市が出していただければと、まだ値段が決まらないので分かりませ

んが、そしたら僕たちでも、７０歳、８０歳の人に、ワクチン費用が安うなってよ、帯状疱疹に

なったら、神経痛やないけど、後遺症が残るから打ちなさいと言うとを言いやすくなると思うん

ですね。だからそこのところ、令和７年以降に補助金と関係があると思いますが、そのくらいに

していただけるよう検討していただけないでしょうか。 

○議長（小金丸益明君）  草合保健環境部長。 

○保健環境部部長（草合 正吉君）  土谷議員の御要望の補助についてお答えいたします。 

 現在、他の自治体では約５０％の補助が比較的多い状況となっております。国の制度が決まり

ましたら、壱岐市のほうでもその補助金額と助成金額について十分検討してまいりたいと思いま

す。 

 以上でございます。 

○議長（小金丸益明君）  土谷議員。 

○議員（１０番 土谷 勇二君）  やっぱり５０歳以上になったら、みんながワクチンを打てるよ

うに、やっぱりある程度の値段を検討していただきたいと思いますので、よろしくお願いいたし
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ます。 

 次の質問に移りたいと思います。２点目の質問に移ります。分煙化の取組、受動喫煙をなくす

ための喫煙所の設置についてお尋ねします。 

 今、市町村を含め、公共施設での禁煙化が実施されています。改正健康法で、行政機関におい

て原則敷地内の禁煙となるものの、屋外の受動喫煙防止の処置が取られ、取られた場所に喫煙所

を設置することは可能とされています。当然、喫煙者の方が一定数いらっしゃいます。こうした

方々がいらっしゃる状態で、禁煙化を実施することは、室内での受動喫煙をなくすというメリッ

トはありますが、施設近隣における路上喫煙やポイ捨ての増加などが懸念されております。 

 それと、厚生労働省のホームページなどで示されている、望まない受動喫煙をなくすという法

の趣旨が、喫煙者を排除するような方向にずれ始めているのではないかと危惧されています。 

 その一方で、たばこ税における税収は、国、地方自治体における安定した財源の一つになって

おります。特に本市においても、たばこ税の納税額は、令和５年度１億９,３００万円、毎年

２億円弱と恩恵を受けております。そして、本年４月に総務省自治税務局から各自治体へ発信さ

れた令和６年度税制財政大綱において、望まない受動喫煙対策の推進や今後の地方たばこ税の継

続的かつ安定的な確保の観点から、駅前、商店街、公園などの場所における屋外分煙施設の整備

について、地方公共団体がその重要性を認識し、地方たばこ税の活用を含め、民間事業者の助成

制度の創設、その他、必要な予算措置を講ずるなど、積極的に取り組むよう地方公共団体の整備

方針や実施状況の把握を行いつつ、より一層促すなどの受動喫煙についても変わってきておりま

す。 

 壱岐市でもジェットフォイル乗り場、芦辺港、郷ノ浦港、新しく変わり、この機会に観光地の

常識として、次の質問をいたします。 

 国の法律が改正され、室内での分煙や禁煙が進んでいるため、必然的に屋外でたばこを吸う人

が増える状態になっている。望まない受動喫煙をなくす一方で、喫煙者を尊重する必要性という

意味においても、港、フェリー乗り場などの人が多く集まる場所などでの喫煙所をきちんと整備

すべきであると思います。 

 特に、芦辺港、郷ノ浦港ジェットフォイル乗り場が新しくなり、観光客等のためにも、ボック

ス型、パーティション型など雨風しのぐ喫煙場設置を、他市の事例を研究して検討していただき

たい。市の考えをお尋ねいたします。 

○議長（小金丸益明君）  松嶋農林水産部長。 

〔農林水産部部長（松嶋 要次君） 登壇〕 

○農林水産部部長（松嶋 要次君）  １０番、土谷議員の分煙化の取組についての御質問にお答え

をいたします。 
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 健康増進法に定められております受動喫煙防止対策では、学校、病院、行政機関等の第１種施

設は敷地内禁煙が義務づけられ、事業所、飲食店等多数の人が利用する第２種施設は原則屋内禁

煙が義務づけられており、港のターミナルはこの第２種施設に該当いたします。 

 現在、芦辺港、郷ノ浦港におきまして、ジェットフォイル乗り場移設に伴い、駐車場等の整備

及びターミナルビルの改修を進めておりますが、その工程に合わせ、九州郵船、芦辺合同海運と

も協議し、喫煙所を仮設的に設置をいたしております。 

 施設整備後には、分煙化の趣旨にのっとり、支障がない場所に構造等も考慮した喫煙所を設置

するよう検討してまいります。 

 以上でございます。 

〔農林水産部部長（松嶋 要次君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  土谷議員。 

○議員（１０番 土谷 勇二君）  答弁ありがとうございます。前向きの回答とは思っております

が、これはせっかくなら雨風しのぐ喫煙所でよろしいでしょうか。 

○議長（小金丸益明君）  松嶋農林水産部長。 

○農林水産部部長（松嶋 要次君）  土谷議員が言われますように、雨風もしのぐような構造を考

えていきたいと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（小金丸益明君）  土谷議員。 

○議員（１０番 土谷 勇二君）  前向きな回答ありがとうございます。 

 やっぱり僕はもうたばこをやめましたので別に必要ではないんですけど、やはり一緒に旅行に

行くと、たばこ吸いの人はたばこの場所を探すだけで、大体時間、着いてからたばこを吸うまで

がずっと長くて、電車とかなんとかの時間もぎりぎりになるようです。できればそういう施設が

あったら、もうぱっとここにありますよという印だけをつけていただいて、よろしくお願いした

いと思います。 

 それと、壱岐の島ホールとか石田の港とかありますが、やっぱりそれは人間の数に合わせて頻

繁に、壱岐の島ホールあたりは頻繁に使うから、あの辺も設置できればと思いますが、そういう

ところも考えていただきたいと思いますが、教育長、管理はどうでしょうか。 

○議長（小金丸益明君）  山口教育長。 

○教育長（山口 千樹君）  たしか、何か関係法令があったと思いますから、そこを確認しながら

考えてまいりたいと思います。 

○議長（小金丸益明君）  土谷議員。 

○議員（１０番 土谷 勇二君）  ありがとうございます。あそこの壱岐の島ホールも、割と雨の
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降るところで、みんな集まるときはいっぱい集まってやるんですね。だから、できれば、分煙で

はないけど、ちょっと雨風しのぐようなところにしていただければと考えております。 

 なかなか苦言を言って難しいでしょうが、御検討をよろしくお願いいたします。 

 ほか、何かなければ次に移りたいと思いますが、それでは３番目の質問に移ります。 

 長崎県の職員官舎についてお尋ねいたします。 

 私は、郷ノ浦から勝本の議会へ行くとき、田中触のところに県の職員の官舎を毎日見ながら通

ってきておりますが、今は１週間前ぐらいに官舎の前も草が切れておりました。あれだけの住宅

がもったいないなという気がいたします。壱岐市が借り受ければ、住むような形をとれば、雑草

も生えなく、住宅自体も傷まないのではないかと思い、この前、壱岐振興局の総務課に、本市で

借りることはできないかとお尋ねをしましたところ、長崎県の方に聞いていただきまして、手続

は難しいですが、貸すのは可能と返事をいただきました。 

 そこでお尋ねしますが、県の職員住宅を借りて有効利用ができないかお尋ねします。五島市で、

定住促進のための短期滞在住宅、それと、病院企業団の職員向けの住宅、雲仙市は移住者用お試

し住宅など、借りて利用してある市もあります。壱岐市でも、空き住宅を借り、いきっこ留学、

親子留学のための住宅とか、移住希望者や子育て世代への低家賃での貸すなど用途はいろいろあ

ると思いますが、壱岐市の考えをお聞かせください。 

○議長（小金丸益明君）  塚本企画振興部長。 

〔企画振興部部長（塚本 和広君） 登壇〕 

○企画振興部部長（塚本 和広君）  １０番、土谷議員の御質問にお答えいたします。私からの答

弁の後、教育次長からの答弁となります。 

 国・県の職員住宅について、移住者用のお試し住宅等での活用を過去も検討しておりますが、

大規模な改修費用がかかることや、管理・運営していくに当たってのマンパワー不足等の課題が

あるため、現状としては、お試し住宅の代わりに、短期滞在費補助金制度を設けることで、壱岐

市の暮らしを体験していただく際の宿泊費やレンタカー代といった費用の一部負担を軽減する施

策を実施しているところです。 

 しかしながら、移住者に係る単身者向け、子育て世代向けの住宅を求める声もあるため、引き

続き、長崎県職員公社の活用について、県とも協議をしながら検討を行ってまいりたいと思いま

す。 

 また、他市の事例で、移住者用のお試し住宅を整備したものの、ほとんど利用がないといった

ケースもあるため、整備後の広報や活用方法についても、しっかりと検討をした上で、取り組む

必要があると感じております。 

〔企画振興部部長（塚本 和広君） 降壇〕 
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○議長（小金丸益明君）  目良教育次長。 

〔教育次長（目良 顕隆君） 登壇〕 

○教育次長（目良 顕隆君）  いきっ子留学、親子留学のための住宅としての用途ということで御

質問をいただきました。 

 まず、いきっこ留学の親子留学の状況でございますが、現在、１０世帯の親子が借家をお借り

し、留学生活を送られております。親子留学につきましては、留学決定後にいきっこ留学担当の

コーディネーターが居住する借家探しをサポートしている状況でございます。その際には、壱岐

市空き家バンクの情報等も利用しており、担当課であります政策企画課担当者にも相談や情報提

供をお願いしているところでございます。 

 お尋ねいただきました長崎県職員公舎を借りて利用できないかとのことでございますが、以前、

私ども教育委員会としましても、県が所有する施設の利活用ができないか検討いたしまして、壱

岐振興局の方に確認を行いました。回答としましては、施設も老朽化しておりまして、そこで生

活をするためには、施設の大きな改修等が必要になるというお答えでございましたので、空いて

いる県公舎を借りることは難しいというふうに判断したところでございます。 

〔教育次長（目良 顕隆君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  土谷議員。 

○議員（１０番 土谷 勇二君）  古くてなかなか借りれない、お金がかかるということで、多分

断念してあるかなと思いますけど、今年から高校の親子留学も始まるような、インターネットを

見ておりましたら、そういう人には県が、活用するなら県がやってくれると思いますが、せっか

くなら、やはり子育て世帯の家賃が半額じゃないけど安いほど、やはり壱岐に残って、移住・定

住じゃないですけどね、人が残れる状態ができるには、低家賃の家を借りたらと思いますが、壱

岐の島ホールの前には民間のともありますし、やはりいろいろと、空き家バンクの登録以外にも、

なかなか普通の民間、田舎の借りてということは、結構改造費もかかるし、もしそういう住宅が

簡単に入れればと思いまして、私の浅はかな考えかもしれませんが、いつもあそこの前を通ると

きに、草が生い茂ってもったいないなというところが、やはり市で借りたら、県は見えないから

それでいいですね。市でああいうところを借りられたらということで、ちょっと提案をさせてい

ただきました。 

 そういう、なかなか借りるには難しいかもしれませんが、そういう住宅として、子育て世帯と

か低家賃で借りる。やはり田舎におって町部に、向こうに行こうと考えるよりか、あの辺に住ん

でもらおうという壱岐に残ってもらうような、そういう低家賃の家を造ったらと思います。そう

いう活用ができればと思いますが、市長、何かそういういいアイデアはないでしょうか。 

○議長（小金丸益明君）  篠原市長。 
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○市長（篠原 一生君）  土谷議員の御質問にお答えさせていただきます。 

 あるものを生かすというのは、新築で造るというよりも費用も下がりますし、ＳＤＧｓ未来都

市としても、そういう観点は必要かなというふうに思っております。 

 一方で、移住用、また子育て世帯の定住用の住宅となると、金額もそうなんですけれども、や

はりそれ自体が魅力のあるような建物であったり、それ自体が誘客力があるようなものでなけれ

ばいけないのかなというふうにも考えております。今、先日もお話ししましたけれども、市役所

内でプロジェクトを考えている中で、空き家の活用等も考えながら、そういった住宅、低予算で

かつ住みたくなるようなものについて、今、検討を進めているところでありまして、まだ明確な

答えは出ていないというところでありますが、考え続けていきたいと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（小金丸益明君）  土谷議員。 

○議員（１０番 土谷 勇二君）  せっかくあるものは使っていただいて、できれば、少しでも低

家賃で貸せるような住宅を残していただきたいと思います。なかなかうまく質問もできませんが、

一応これで一般質問を終わりますので、ありがとうございました。 

○議長（小金丸益明君）  以上で、土谷勇二議員の一般質問を終わります。 

〔土谷 勇二議員 一般質問席 降壇〕 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

○議長（小金丸益明君）  ここで暫時休憩いたします。再開を２時５０分とします。 

午後２時41分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午後２時50分再開 

○議長（小金丸益明君）  再開いたします。 

 休憩前に引き続き一般質問を続けます。 

 次に、１番、松本順子議員の登壇をお願いします。 

〔松本 順子議員 一般質問席 登壇〕 

○議員（１番 松本 順子君）  １番、松本順子。通告に従い、一般質問を始めたいと思います。

もう午後も最後ですので、このまま行きます。 

 イルカパークについて。 

 まず１番目の質問です。 

 塚本部長は、９月会議の答弁でも、先月のイルカパーク管理環境検討委員会でも、イルカパー

クは、壱岐市にとって重要な観光施設とおっしゃっていましたが、その理由をきちんと説明して

ください。 
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 ２番目の質問は、経営に関してです。 

 イルカパークは観光施設です。令和元年度より、ＩＫＩ ＰＡＲＫ ＭＡＮＡＧＭＥＮＴ株式

会社として民間運営されてきました。私は４月から議員しておりますので、その経営状況を今ま

で知りません。当時からの資料を見直してみました。うわさには聞いていましたが、本当に多大

な補助金がＩＫＩ ＰＡＲＫ ＭＡＮＡＧＭＥＮＴ株式会社に投入されていることがよく分かり

ました。 

 今から、私が見れる資料で分かる範囲の公費投入額と利益をお伝えいたします。 

 この一部には、令和元年、令和２年と、国からの地方創生交付金というのが含まれておりまし

て、金額としては、市と折半という形になっておりますので、全額市が負担しているわけではあ

りませんが、令和元年度、１億２,８５７万４,８００円の公費に対し、純利益１９８万９,３５２円、

令和２年度、１億１,５１２万８,２００円に対し、利益はマイナス５０９万１,０００円、この

年は決算特別委員会で、コンサルタント、その他業務委託費として７１６万４,０００円という

ものもありました。 

 令和３年度、３,３５９万５,０００円に対し、利益はマイナス１１６万６,５９８円、令和

３年度の損益収支報告書には、４,０００万円超えの雑収入というのがありまして、これがどこ

から来て、何に使われたのかが私には分かりませんでした。今、確認してもらっているところで

す。 

 令和元年と令和２年は国費が投入されていたため、詳細な収支明細があり、分かることができ

たのですが、令和３年からは国費がないので、それは必要なくなったとのことでした。 

 令和４年度は、指定管理料として、壱岐市から８００万円、利益はマイナス１０万５,２４１円、

この年は、古い生けすの撤去と新しい生けす設置に１,４２９万５,６００円の費用がかかってい

ました。 

 令和５年度は、指定管理料８００万円に対し、利益はマイナス９４０万５,１８１円、去年は、

市民の皆さんも御存じのとおり、イルカ購入費が２頭購入、１頭借用と、その運搬費で８００万

４,２５０円となっています。 

 ５年間で３億３,０００万円以上もの公費をつぎ込んでいることになります。 

 令和２年１２月１５日の壱岐島リブートプロジェクト、地方創生推進交付金事業の資料には、

再生のポイントとして、１、入園者数５万人、２、客単価１,０００円以上、３、自走して市の

財政負担ゼロにとあります。 

 計画では、もう既に自走しているはずだったんです。コロナ禍での不運やイルカの死亡もあっ

たとはいえ、今後、現在のイルカの医療、飼育管理費、環境改善のためのあらゆる手だてを施し

ていくのにかかる費用は多大なものです。 
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 令和５年度の収支報告書でも、委員会の場でも、高田氏はおっしゃっていました。壱岐の観光

客が増えなければ、イルカパークの集客は増えない。経営も市の援助がなければ、自走は無理と

いうことをおっしゃっていました。 

 観光バスツアーとセットにしても、目標には遠く及ばなかったわけです。これは、地方財政法

第４条の地方公共団体の経費は、その目的を達成するための必要かつ最少の限度を超えて、これ

を支出してはならないに、もう反しているのではないでしょうか。 

 ３番目の質問に行きます。 

 イルカが大好きな高田氏は、彼に届く動物愛護系の方からの手紙に対し、イルカ購入先の太地

町のイルカ漁を否定して、弊社は今後一切イルカの購入はしないと言っていました。令和４年度

の報告書にもその意思はつづられています。その後に３頭のイルカが亡くなってしまったわけで

すが、弊社では、野生から捕獲したイルカを購入することに反対していると言い切っていた人が、

令和５年度の報告書では、自走できる事業計画を立てる場合には、常にイルカを補充し続けるモ

デルにすると書いています。死んだら買うを繰り返すということです。高田氏が本当にそうした

いのでしょうか。イルカが大好きならば、心が痛くてたまらないのではないかと心配にもなりま

す。 

 壱岐市が重要と言い張る施設を継続するために、これを言わせているのは壱岐市のほうではな

いでしょうか。そうでないなら高田氏は二重人格なのでしょうか。市が困難な経営を押しつけて

いるのではありませんか。 

 今後も、壱岐市民の血税を垂れ流しながら、イルカがあと何頭死ねばいいんでしょうか。 

 ４番目の質問に参ります。 

 今後、インバウンドで海外からの観光客の増加を目指すとのことでしたが、またイルカが亡く

なるようなことがあれば、世界の人々から、イルカは壱岐に死ににいく、壱岐はイルカのアウシ

ュビッツだと言われ、観光地として選ばれなくなる日が来るのではないかと危惧しております。

そうなるのも時間の問題かと思われるのが視聴された方も多いかもしれませんが、篠原常一郎と

いう独立系ジャーナリストの方が、壱岐のイルカパークの問題をユーチューブ配信されました。

イルカパーク管理環境検討委員会のことを、原因研究するふりが目的の委員会と発信されており、

委員選定の経緯などに対し、公開質問状を送ると言われていましたので、その際にはしっかりと

回答していただけるものと信じております。 

 私は、その委員会を２回傍聴して、委員の人選以外は全部彼の言うとおりとは思いません。水

質検査、汚泥の検査もされた上で考えられること、ほかのイルカの飼育施設や海外の事例や論文

を基に、死亡原因になり得るものを導き出され、今後の対策を検討されたものです。 

 その委員会で報告された結果を最終報告書として、先日市長に渡されたわけですが、この報告
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書については、ホームページ上や回覧など、市民に対して公開するべきと思いますが、いかがで

しょうか。されるのであれば、いつどのような形で公開されるか教えてください。 

 ５番目の質問です。 

 また、動物愛護の話になりますが、令和３年からイルカセラピーとホースセラピーの比較研究

をしているとのこと。この東京農大との共同研究については、イルカと馬を比べること自体が私

には理解できませんので必要と思えません。イルカはイルカ、馬は馬でよくないですか。 

 篠原常一郎氏の配信の中でも言われていましたが、動物愛護の精神がうたわれるようになった

今の世の中では、人間の心を癒すために野生の動物を利用することも許されなくなってきていま

す。ペットの犬や猫とは違うんです。世界はアニマルセラピーからも野生動物を解放しようとい

う流れです。イルカとの触れ合いを売りにしているイルカパークですが、いよいよ考えなくては

いけない時期なのではないでしょうか。 

 この流れに逆らってでも、イルカパークは本当に壱岐に必要な施設なのでしょうか。 

 以上、お答えください。 

○議長（小金丸益明君）  松本順子議員の質問に対する理事者の答弁を求めます。塚本企画振興部

長。 

〔企画振興部部長（塚本 和広君） 登壇〕 

○企画振興部部長（塚本 和広君）  １番、松本議員の御質問にお答えいたします。 

 まず１つ目のイルカパークが市にとって重要な観光施設である理由についての御質問にお答え

します。 

 イルカパークは、旧勝本町時代の１９９５年にオープン以来、３０年という長きにわたり、島

内、島外の数多くの皆様に愛され続けてきた施設であり、昨年度までに約１０９万人もの方々が

来場されております。３０年という歳月でございますので、幼い頃に親御さんに連れられてイル

カパークを訪れ、自分が親となってから、子どもを連れて再度訪れるという方も多くいらっしゃ

り、世代を超えて大人から子どもまで親しまれていると思っております。 

 イルカパークは、壱岐におけるイルカとの共生を象徴する施設であるとともに、水族館ではな

く、天然の入江を仕切ってつくられた海浜公園であり、自然界に近い状態でイルカと触れ合える

など、貴重な体験ができる施設であり、その集客力が果たしてきた経済効果については大きなも

のがあります。 

 ２０１９年にはリニューアルオープンを果たし、壱岐イルカパーク＆リゾートとして生まれ変

わりましたが、今後につきましても、壱岐のオンリーワンな観光資源として、壱岐市にとって重

要な観光施設として続けていきたいと考えております。 

 次に、２つ目のイルカパークの自走運営を目指した目標に遠く及ばない現状は、地方財政法第
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４条に反しているのではとの御質問ですが、地方財政法第４条第１項では、地方公共団体の経費

は、その目的を達成するための必要かつ最少の限度を超えて、これを支出してはならないと定め

られております。 

 現在、イルカパーク指定管理者のＩＫＩ ＰＡＲＫ ＭＡＮＡＧＭＥＮＴ株式会社に対して、

市からは指定管理料として年間８００万円が支出されております。これは、指定管理者協定書に

おいて、イルカの飼育管理及び生命維持のための費用であると定められており、必要かつ最小な

もののみであるため、地方財政法第４条第１項にかなっているものと考えます。 

 なお、８００万円の内訳についてですが、医薬材料費９６万円、餌用魚代等４８０万円、血液

検査手数料３６万円、消耗品費４４万円、機材等修繕費２４万円、獣医師報酬旅費１２０万円と

なっております。 

 次に、３つ目の御質問についてお答えします。 

 まず、令和４年度の事業報告書においては、弊社は野生から捕獲したイルカを購入することに

反対しているとは述べられておりますが、松本議員がおっしゃるような、太地町のイルカ漁を否

定し、今後一切イルカの購入はしないと断言しているような表現は見当たりません。 

 また、令和５年度の事業報告書においては、仮に、いまだ壱岐イルカパークで飼育するイルカ

の体調不良と死亡の本質的な原因が分からない中で、安定した売上を確保し、自走できる事業計

画を立てる場合には、１、常にイルカを補充し続けるモデルにする、２、死因の可能性の一つで

ある飼育環境を抜本的に改善するのどちらかに方向性を決め、３、壱岐島全体の観光誘致プラン

及び広報をしっかりと練り込み実施する必要があるとの記述があります。 

 この部分は、自走化していくに当たっての仮の戦略を３つ挙げている部分でありまして、１の

案につきましては、全世界の野生動物捕獲と飼育のトレンドに逆行する取組となり、強い反発を

受ける可能性が高いと述べられており、この１のモデルが、高田氏が本心から望んでいる案では

ないということが読み取れるかと思います。 

 市としましては、死因の可能性の一つである飼育環境を抜本的に改善するという案について、

松本議員も御承知のとおり、今年度、管理環境等検討委員会を設置し、改善に向けて共に取り組

んでいるところであります。 

 また、３の壱岐島全体の観光誘致プラン及び広報をしっかりと練り込み実施する必要があると

いう案につきましては、コロナ禍以降まだまだ戻っていない壱岐の島への来島者数を少しずつで

も増やすべく、民間事業者をはじめ各種団体の協力を得ながら、市全体で取り組んでいるところ

であります。 

 松本議員がおっしゃるような事業報告書において、高田氏が本心から望まないことを述べさせ

ているようなことは一切ございません。 
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 また、壱岐市民の欠税を垂れ流しながら、イルカがあと何頭死ねばいいですかとの御質問でご

ざいますが、イルカを少しでも長生きさせようと、現場のスタッフは懸命にイルカに愛情を注ぎ

ながら、日々頑張っておりますことは事実でございます。松本議員におかれましては、イルカ

パークにはお行きになられたことがあるかと思いますが、また、ぜひイルカパークに足をお運び

いただき、場合によっては、指定管理者、そして、スタッフともお話をいただいて、お気づきの

点等ありましたらお聞かせいただければありがたいと思っております。 

 また、イルカがあと何頭死ねばいいですかとの御発言でありますが、ただいま申し上げました

とおり、イルカを少しでも長生きさせようと、現場のスタッフは懸命にイルカに愛情を注ぎなが

ら、日々頑張っております。生き物は全て寿命があります。あと何頭死ねばいいですかというよ

うな御発言は適切ではないと思っております。 

 次に、４つ目の最終報告書についての御質問ですが、まず、本検討委員会から市に提出されま

した報告書につきましては、市の公の施設に係るものではございますが、広く市民の皆様に関係

する部分ではないため、現在のところ公開しておりません。 

 次に、５つ目のイルカパークにおけるアニマルセラピーについての御質問についてですが、ア

ニマルセラピーとは、２つの概念を含む和製英語でありまして、動物と触れ合うことによって、

情操教育や健康維持に寄与するという広義のアニマルセラピーと、様々なハンディキャップを克

服するための医療行為として実施される狭義のアニマルセラピーがあるようでございます。 

 ここでは広義のアニマルセラピーについての御質問であるとしてお答えさせていただきます。 

 イルカパークにおけるアニマルセラピーについてですが、事業報告書にありましたホースセラ

ピー、つまり馬を用いたアニマルセラピーについてですが、これは、あくまでも予定についての

記述でございます。指定管理者に確認したところ、コロナ禍の際に、何度か馬を連れてきての乗

馬体験やホースセラピーに関する勉強会は実施したことがあるとのことでしたが、お客様向けの

プログラムとしては実施したことはないとのことでした。 

 イルカパークにおきましては、議員がおっしゃっているとおり、体験プログラムとして、イル

カとの触れ合いを実施しております。また、ホームページにも、イルカと触れ合い、心をつなげ

るや、かわいいイルカたちと癒しの時間を過ごそうとの文言が掲載されておりまして、イルカ

パークで実施している触れ合いについては、イルカを用いたアニマルセラピーに当たるのかと存

じます。 

 ただし、アニマルセラピーにも様々な考え方がございまして、ＮＰＯ法人日本アニマルセラ

ピー協会によれば、家庭でペットを飼うこともアニマルセラピーの一種であるとの考えもあるよ

うです。 

 松本議員は、動物愛護の世界の流れでは、人間の心を癒すためのアニマルセラピーからも動物
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を解放しようとしていますとのことですが、動物愛護に関しましては、動物の愛護及び管理に関

する法律が定められております。この法律の目的は、同法第１条にございまして、この法律は、

動物の虐待及び遺棄の防止、動物の適正な取扱い、その他、動物の健康及び安全の保持等の動物

の愛護に関する事項を定めて、国民の間に動物を愛護する気風を招来し、生命尊重、友愛及び平

和の情操の涵養に資するとともに、動物の管理に関する事項を定めて、動物による人の生命、身

体及び財産に対する侵害、並びに生活環境の保全上の支障を防止し、もって、人と動物の共生す

る社会の実現を図ることを目的とするとなっております。 

 イルカパークは、この法律の目的である、人と動物の共生する社会の実現を図ることを体現し

た施設であると認識しております。 

 以上でございます。 

〔企画振興部部長（塚本 和広君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  松本議員。 

○議員（１番 松本 順子君）  イルカパークの継続は変わらないということですね。塚本部長が

いくら重要な施設と言っても、イルカパークは観光施設であります。これから８００万円しかか

からないようなお話でしたが、これを継続していくのに、この間の協議会でお話されてきた内容

の中で、環境改善のためにあらゆる手だてをこれからしていかないといけないわけです。そこに

かかる費用というのが、これから莫大になってのしかかってくるわけです。 

 イルカパークは、何度も言いますが観光施設です。国が資金援助する大学の研究施設とかとは

違います。市民の多くは、イルカよりも人にお金を使ってくれと言っています。 

 先ほどの山口議員のタクシーとかの補助金を考えたりしたときも、イルカに使うよりも、やっ

ぱりそういうところに市の財源をというふうに市民は思うんだと思うんですけど、これに対して

はどういうふうに答えられますか。 

○議長（小金丸益明君）  塚本企画振興部長。 

○企画振興部部長（塚本 和広君）  松本議員の御質問にお答えをいたします。 

 私としての所管としての観光部局を預かっておりますので、総合計画の中にもあります。一つ

観光の振興、そこを図っていくという意味で、イルカパークは観光施設として重要な施設である

と認識をしているということでございます。 

 以上でございます。 

○議長（小金丸益明君）  松本議員。 

○議員（１番 松本 順子君）  なかなか市民の声が届くことはないような御返事でございますけ

れども、３番目の質問に対し、飼育環境の抜本的な立て直し、そして、現場のスタッフが愛情を

注いでいるから、今後は大丈夫なのかなという話なんだと思いますけれども、９月の議会ではフ
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ロリダ研修に行かれたスタッフたちとのことをお話されました。現在の現場スタッフに関してで

もですか、フロリダ研修については、当時７００万円ほどの公費を費やして学んだスタッフが全

員辞めてしまったわけです。今いるスタッフの人たちが、またそういうことにならないようにし

ていただきたいんですけれども、そのフロリダ研修で学んだことをきちんと引き継いでいるとい

うお話でしたけれども、私が委員会でお聞きしていた範囲では、傍聴していて感じ取れたことで

すけれども、そして、報告書内でも書かれていたことですけれども、新しいスタッフでの仕切り

直しを大変喜ばしく書かれていたんです、高田氏は。しかし、委員会の場では、人材不足、経験

値のある人、人材を求める場面がありました。やはり何かしら困ってあるんだと思うんです。せ

っかくその経験値を上げてきていたスタッフが辞めた本当の原因、ちゃんとお聞きになられてい

ますか。 

 一昨日は、私はちょっと口を濁してしまいましたけれども、これ給料の支払いが遅れていたり、

トレーナーにイルカパーク以外の施設の掃除をさせていたり、そういうことが原因だったようで

す。 

 未成年飲酒の件でもそうでしたけれども、そのときの聴取は責任者に対してしか行われていな

いと聞いております。それで本当のことが分かるはずがありません。 

 一昨日の指定管理延長の議案質疑で武原議員が言っていた、今後のモニタリングです。この中

にはやっぱりイルカに愛情を、せっかく愛情を目いっぱい注いで働いてくれているそのスタッフ

の人たち、その人たちに対してもきちんと市のほうからも聞き取りをして、実施していただける

ように、私からもお願いしたいと思いますが、それでよろしいでしょうか。 

○議長（小金丸益明君）  塚本企画振興部長。 

○企画振興部部長（塚本 和広君）  先般のモニタリングの件でもお答えしましたとおり、定期的

に現場に向かいまして、もちろん指定管理者の意見、そして、スタッフの意見等を伺いまして、

今後の経営に、運営に反映させていきたいと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（小金丸益明君）  松本議員。 

○議員（１番 松本 順子君）  ぜひそのようにお願いしたいと思います。 

 ４番目の最終報告書の公表については、今のところ、その意思はないということですので、し

かし、市民はこれやっぱり知りたがっている人たちがいるんです。その上でいつか報告されるの

であれば、この委員会において報告されたものはあくまでも推測なわけです。イルカがいる限り

は、今後も健康管理はもちろん、定期的な環境調査、そして、モニタリングはやっぱりここでも

必要で、今後のモニタリング計画も立てて実施し、イルカパークの今を定期的に公開していただ

ければと思います。 
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 報告書については、よそでのイルカの死亡事例で、上越市立水族博物館で発生した鯨類飼育個

体の連続へい死に関わる検証結果報告書というものが公開されています。４頭のイルカの連続死

に対し、委員会設置の経緯から始まり、その内容は６０ページ以上にも及ぶものです。検索すれ

ばすぐに出てきますので、ぜひ読まれて参考にしていただきたいと思います。 

 イルカパークについても、せっかく委員会を立ち上げ、原因追求されてこられたのですから、

誰もが納得するような報告書にして、堂々といつか公開していただきたいと思っております。 

 そして、５番目です。再度の確認で、本当にイルカパークは壱岐に必要な施設ですかというこ

とを、動物愛護の観点からお伺いいたしました。なかなか法律のことをおっしゃいましたけれど

も、今、その先を世界は行こうとしているんです。その先です。なので、この動物愛護において

は、その思想は家畜の世界にも今広がろうとしているんです。牛、豚、鶏に対して、人間の食料

として最期を迎えるそのときまで幸せであってほしいという考えから、飼育の環境の在り方、搬

送のための扱い方や最後の瞬間の迎え方まで、命に優しくという方向になってきています。 

 イルカはその家畜でもありません。野生で生きるべきです。そんな流れの中で、じゃあイルカ

パークやめろやめろと言っているように聞こえているかもしれませんけれども、やめるという選

択肢があったとして、今いるイルカをどうするのかという問題が生じます。今のイルカで最後と

するしかないという市民の意見もありますし、長生きできないかもしれないけれど、昔のゆっく

り、のんびりだった飼育環境に戻したほうがストレスが少なくてよいのではないかという声も聞

こえてきています。 

 また、２０２２年の８月、１６日のハンギョレ新聞によると、韓国では２００９年に不法に捕

獲されたイルカが６年間も展示された後、２０１５年に野生に放流、ふるさとのチェジュの海で

息を引き取ったという記事がありました。飼育されていたイルカが野生に戻って７年ほど生きた

ということになります。群れで生きるイルカの世界ですから、高齢なあずきちゃんにとっても、

１年今一緒に過ごした３頭のイルカたちが一緒なんです。この４頭が一緒だったら、もしかした

ら可能性があるんじゃないかなということも考えております。 

 何にせよ、高等知能があり、大海原で生きることが当たり前のイルカたちを、生態販売目的の

残虐非道な太地町のイルカ漁から購入、飼育していること自体が動物愛護法に抵触しているんで

す。 

 去年のイルカ購入は議会で可決はされましたが、そのときにも動物愛護のことを訴えておられ

る議員さんがいました。また、購入に賛成された議員の中には、今回は賛成するが、ちゃんと原

因調査をしてからにしてほしいと討論でおっしゃっている方がいました。なのに、イルカはすぐ

にやってきたんです。もう議会より先に購入が決まっちょったとやろねと、関心のある市民の間

では話題でした。 
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 今後、動物愛護の観点と壱岐市の財政において、イルカパークの存在を考え直してほしいとい

う市民の声があります。イルカがまた死亡するような事態があった場合、市が勝手に購入を決め

ないでといった声も私には届いております。これにはどう答えていただけますでしょうか。 

○議長（小金丸益明君）  塚本企画振興部長。 

○企画振興部部長（塚本 和広君）  松本議員の御質問にお答えをいたします。 

 まず御承知かと思いますけども、和歌山県の公式のホームページにも載っておりまして、太地

町のイルカの捕獲の件につきましては、法令違反をしているというようなところはございません。

また、イルカパークにつきましても、我々行政マンでございますので、法令を遵守してやってお

りますので、その辺はお間違いのないようにお願いをしたいと思います。 

 それから、イルカがまた亡くなったらどうするんだということは、先般も御回答しております

けども、今回の管理環境検討委員会の報告を受けまして、早急に対策を考えていきたいと思って

おります。 

 先ほど申し上げましたように、イルカが長生きできるような体制を整えていきたいと思ってお

りますので、今時点では、イルカが次亡くなったらどうするのかというようなところは考えない

というよりも、そちらのことを考えるよりも、今現在のイルカパークについて、環境を改善して

いくことに注力をしたいと考えております。 

○議長（小金丸益明君）  松本議員。 

○議員（１番 松本 順子君）  これは、あくまでも市民が、もしイルカが次に死んだ場合、購入

に当たって市民の声も聞いてほしいという気持ちなんです。今、ここで私が代わりにお届けして

はいるんですけれども、今後何があるかは分かりません。もちろん生きることを前提に皆さん努

力されると思います。しかし、環境が変わらないのであれば、やっぱり起こり得ることは想定し

た上で事を進めていくべきだと思います。考えないというのはあり得ないと思います。どうか市

民の存在を、これ以上無視されませんよう、どうぞよろしくお願いいたします。 

 イルカパークについては何度話しても、ちょっとここ変わりそうにないので、ここでやめて、

次の洋上風力のことに入りたいと思います。 

 湯本小型洋上風力実証実験に対する公開質問状への回答はありがとうございました。生意気な

ことをいたしました。壱岐島内でもまだ知らない方が多く、議会での発言だけでは届かない。い

かにして市民の皆様に知っていただこうかと考え、公開質問状という形を取らせていただきまし

た。 

 １問目の質問になります。まず最初に、湯本の実証実験については、予定どおりに進んでいる

のでしょうか。試験機の使用許可や県への申請など、予定どおり１月設置となるのかも含め教え

てください。 
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 ２番目の質問になります。公開質問状の中で、江角の洋上風力発電において、健康被害を受け

ておられる方が体調がひどく悪く風車を止めてほしいと訴えられたときに、落雷により風車が稼

働していなかったことが分かったということでした。これにより、健康被害は風車による影響だ

と判断されず、今後この方を切り捨てるようなことはありませんか。 

 ３番目の質問は、湯本については、実証実験終了後の実験機は事業者が撤収するとのことでし

たが、残骸が壱岐に残る可能性は全くないですか。 

 最後の質問になります。先日あるところで、湯本小型洋上風力実証実験の話をされた方がいら

っしゃいまして、恐らく私の公開質問状の記事を読まれたんだと思います。地球温暖化で漁師は

大変なんだ。マグロもイカも取れなくなった。もう洋上風力しかないんだ。洋上風力が壱岐を救

う、子どもたちの未来のために自分たちがこれをやらなくてはいけないと、一生懸命訴えておら

れました。 

 今回、市長の行政報告でも、イカの不漁と地球温暖化を取り上げておられました。 

 お聞きしますが、イカがいなくなったのは、本当に地球温暖化が原因ですかと、私書いており

ますけど、これ温暖化だけが原因ですかということです。洋上風力をやればイカの漁場が回復す

るんでしょうか。 

 以上、お願いします。 

○議長（小金丸益明君）  平田総務部長。 

〔総務部部長（平田 英貴君） 登壇〕 

○総務部部長（平田 英貴君）  松本議員の御質問にお答えをいたします。 

 まず、大きな前提といたしまして、湯本湾での小型洋上風力発電実証実験は、民間事業者のコ

ンソーシアムが自らの資金を投じて実施するものでありまして、市が財政的な支援を行ったり、

市に金銭的なメリットが発生したりすることはございません。 

 市といたしましては、地域脱炭素実現のため、再生可能エネルギーの導入拡大を推進する立場

から、県などの行政機関との調整や地域住民や利害関係者とのつなぎ役として、側面的な支援を

させていただいているところでございます。 

 そのため、実証実験の本質的な部分につきましては、直接的には市がお答えをする立場ではな

いということを御理解いただいた上で、事業者より聞き取りをいたしました内容で答弁をさせて

いただきます。 

 湯本湾での小型洋上風力発電実証実験につきましては、現在、実験を実施される事業者のほう

で、小型実験機の設計開発が進められているところですが、船舶安全法に基づいた国による審査

に時間を要しているとのことで、９か月ほど計画に遅れが生じているとのことであり、１月に予

定されていた小型実験機の設置も先延ばしになる見込みでございます。 
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 事業者におかれましては、製作可能な部材から順次製作を開始されており、また、県などへの

法的な手続等につきましても、県の指導・助言等を受けて粛々と進められており、できる限り、

早期の実証実験の実施に向けて、関係者一丸となって取り組んでおられる状況でございます。 

 次に、２点目の御質問ですけれども、お答えをいたします前に、公開質問状のほうにも記載が

ございましたが、今、議員からの御質問の中でもございましたが、風車による健康被害を受けら

れている方という表現がございますが、今回の事案につきましても、風車と訴えられている健康

被害については、明確な関連が確認できていない状況であり、断定的な表現は、事業者の信用等

に関わることも御理解をいただきまして、公的な場では適切な表現について、御配慮を賜ります

ようお願いいたします。 

 市議会定例会６月会議後に、松本議員から、風力発電の健康被害を訴えておられる方の情報提

供をいただき、９月１７に壱岐クリーンエネルギー株式会社の担当者も同席の下で聞き取り調査

を行いました。その後、１０月１０日に改めてその方から連絡があり、９月の終わり頃から

１０月１０日に至るまで、ずっと夜間の風車の振動とモーター音が気になって、睡眠障害によっ

て、日中の仕事にも支障がある状態であるため、夜間の風車の稼働を止めてほしいとの連絡をい

ただいたところでございます。その旨、速やかに壱岐クリーンエネルギー株式会社に連絡をした

ところ、風車につきましては、９月２１日に発生した落雷被害により、それ以降１０月１０日ま

での時点でも復旧はしておらず、稼働していないことが確認がされました。 

 市の担当者も現地に赴きまして、風車だけでなく、周辺の電気設備も全く稼働していないこと

を確認したところでございます。 

 本件によって、風車とその健康被害と言われるものの因果関係等についての確認は非常に難し

いことを、市としても改めて認識をいたしたところでございます。 

 市としましては、今回の御相談者も含めて、今後も風車による健康被害等について、市民の方

から御相談があれば、事業者とも連携を図りながら、都度真摯に対応したいというふうに考えて

おります。 

 次に、３点目の御質問にお答えをいたします。 

 湯本湾での小型洋上風力発電実証実験につきましては、約１年間の運転期間が終了した後は、

実験機の撤去が行われます。新たなコンセプトの実験機は、低コストで組み立てができ、設置や

撤去が容易であることも大きな特徴です。実験機本体の設置にはクレーン船等も不要で、折りた

たんだ傘のような形状で移動ができます。また、実験機は浮体式であるため、設置には係留索や

アンカー等が必要になりますが、当然それらも適切に撤去されるとお聞きしております。 

 さらに、安全確保のための灯浮標や浮力材、陸上設備までのケーブル、陸上設備の機材類に至

るまで、適切な撤去がなされるものと認識をしております。 
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 残骸が残らないかとの御質問でございますけれども、自然公園法に基づく利用申請において、

原状回復が義務づけられておりますので、事業者においても法令を遵守する対応が実施されるも

のと思っております。 

 次に、４番目の風力発電とイカの関係についてお答えをいたします。 

 まず、イカの不漁は温暖化だけが原因かとの御質問ですございますけれども、漁協に問合せを

いたしましたところ、近年の温暖化による海水温の上昇に伴い、イカ、特にスルメイカでござい

ますが、海遊ルートが変化しており、例年、海水温の下降により、大陸より南下してくるはずの

イカが南下してこないことが、壱岐周辺海域でイカが取れなくなった要因の一つであるとのこと

でございました。 

 海水温の上昇は、壱岐市だけの問題ではなく、全国的な問題であり、ブリ、サワラ、マグロな

どの海遊魚全般の海遊ルートが変化していると言われております。 

 それを端的に示しているのが、従来は、北海道で取れなかったブリが近年、大量に漁獲されて

いるなどの事例でございます。 

 次に、洋上風力でイカの漁場が回復するのかとの御質問でございますが、五島市の事例では、

洋上風力発電施設に魚類が集まってくる蝟集効果があると報告がなされておりますが、イカが集

まってきているということではないため、洋上風力がイカの漁場の回復に直結するものではあり

ません。 

 しかしながら、温暖化がイカの不漁の一因であれば、洋上風力などの再生可能エネルギーの活

用により、温暖化を抑制することで、海水温上昇の緩和につながるものと考えております。 

 以上でございます。 

〔総務部部長（平田 英貴君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  松本議員。 

○議員（１番 松本 順子君）  １番目の質問で、設置に関して９か月ほど遅れるということでし

たので、それで皆さんに受け止めていただこうと思います。 

 ２番目の質問です。 

 断定してはいけないということでしたので、これがもしもその風車の影響だったとしたらとい

うことでお話はしますけれども、これは、国が調査に乗り出そうとまだしていないのが日本なん

で、海外ではちゃんと検証しているんですけれども、解明しているんですけれども、日本がこれ

をやらないという姿勢が今あるのが問題だということです。そして、この方に関しては、長い期

間、風車の影響にさらされることで、脳神経がやっぱりこれを覚えて、風車が回っていなくても

症状が出ることはあり得ます。この方は十数年も風車の影響にさらされていますので、ＰＴＳＤ

を発症していてもおかしくないケースです。 
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 全国的に風力発電が今増え続けております傍らで、被害者も増え続けております。風力発電に

よる人体への影響を解明する研究は、今も言いましたが進んでおりません、日本は。 

 壱岐市の再生可能エネルギーにおいては、来年からはその担当がＳＤＧｓ未来課から政策企画

課に移りますので、どうかこういうケースの方がいらっしゃるということをしっかり引き継いで

いただいて、健康被害者として訴えている方々を、クリーンエネルギー会社さんとともに、今後

も丁寧な対応で調査、情報収集をしていただき、まずやっているところの地方から、こういう

ケースがありますよということを国に届けることから始めることが大事なんじゃないかなと思い

ます。そういうふうにしていただけることを強く願っております。 

 実験機の残骸についてです。私がこれを聞いたのは、江角の風車のあるところ、昔の風車の残

骸が観光バスの駐車場だったところの横に積まれたまんまなんです。やっぱりこれを言ってくる

市民の方もいらっしゃいまして、こういうふうになっているよと。でも、観光にあそこに行かれ

る方もいないんで、別にどう言っていいか分かりませんけれども、とにかく処理するのが大変な

んだなというのは思います。 

 この実験が行われる浦海海岸辺り、私もちょっと行ってみましたけれども、建築業者が１件あ

るだけ、その降りていく途中はほとんど空き家だったんです。僅かな家の戸数しかなかったです

けど、それでちょっと特に気になって聞いてみました。 

 また、活用法さえあれば、ＲＥ水素システムのように、協力事業者に無償譲渡とかもあり得る

のかなと思って聞いてみたところです。 

 そのＲＥ水素システムでは、天候任せの太陽光パネルでは思うように発電できず、システムの

稼働に影響が出たとの報告もこの間ありました。夏の暑さ対策も必要になったとのことでした。 

 また、江角の風車はたびたび落雷に見舞われ、そのたびに修理が必要で稼働できない時期が

多々あってきております。それでも、令和４年度までの稼働率が３０％ほどというのはよいほう

かもしれませんが、やっぱり自然エネルギーに頼るというのは無理があるんです。それなのにま

だ壱岐の島の中に太陽光と風車を作らないといけないとおっしゃっている方がいらっしゃる。世

界のエネルギーの利権家は日本を草刈り場にして、ごみ溜め場にするつもりです。それに日本政

府が裏金をもらって応じている。国民の健康などどうでもいいという姿勢です。今この国の政治

はおかしい。エネルギーだけじゃない。産業利権、医療、製薬利権に振り回されて、本当に大切

なものを見失わないように、子どもたちの未来に本当に残さなくてはならない大切なものを失わ

ないようにお願いしたいと思います。 

 イカに関して、ここでイカに限定して質問したのは、過去、長崎大学から夏苅教授という方が

壱岐に講師として来られ、イカの産卵場所である砂のことを漁師さんたちにお話されたと聞いて

います。その先生はもうお亡くなりになっているようですが、壱岐の計画性のない砂掘りを続け
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ていると、イカが産卵できずにいなくなってしまうと、１０年以上前に警告されていたそうです。

そのとおりになってしまったんじゃないかとおっしゃっている方がいます。もう手遅れなんじゃ

ないかと。 

 洋上風力を設置するときに、一緒にその砂を戻そうという話もあったようなんですが、その砂

を持ってくれば、そのために掘ったところはどうなるんでしょうか。悪循環を繰り返すだけにな

ると思います。 

 ここではイカがいなくなったのは、皆さんが言うところの地球温暖化だけが原因ではないとい

うことです。 

 また、気候変動の原因が何であれ、海水温が上がれば、魚たちは生息地を変え、取れる魚も変

わってきます。漁師さんたちが大変だというのも理解はできるんです。できるんですけど、私は、

漁業を持続可能にするのは洋上風力ではないということが言いたいわけです。大型の洋上風力が

設置稼働された場合、漁師さんたちは本当に漁ができるとお思いですか。洋上風力に漁礁効果が

あり、そこに魚が蝟集したとしても、巨大風力ファーム、この海域では通常漁業の許可は出ませ

ん。その外側で漁をして漁獲高が上がるのでしょうか。風車の振動で、種類によっては魚が減っ

たり、漁動が変わって定置網に魚が入らなくなったりすることが報告されています。 

 そして、３０年もの海域占用権が発電会社にあり、風車の１キロメートル以内には立ち入れな

いなど、いろいろ規制されます。漁師の生命線である地先の海洋占用権、これの放棄が洋上風力

導入の大前提なんです。 

 風力発電による漁業協調といいますけれども、漁業協調のおいしい話は空手形もあり得ます。

占用権を手放した後に発電会社が故障や災害でもうからない場合、利益の一部還元はあり得ませ

ん。風車稼働後に漁民が不利益を訴えても、国も発電事業者も補償しないことになると書いた記

事もありました。 

 最後になりますが、壱岐が洋上風力をやらなくても、ほかに候補地はあるんです。壱岐が洋上

風力を導入しなくても、日本の洋上風力の進歩には何の影響もありません。空も海も、壱岐の周

辺海域には多様な生物が生息しています。１０年でも２０年でも待って、技術の進歩で洋上風力

のいろんな問題が解決してコストが下がってからにしたほうが、壱岐市民にとっても、生物多様

性にとってもよいのではないかという御意見があったことをお伝えして終わりにいたします。 

 以上です。 

〔松本 順子議員 一般質問席 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  以上で、松本順子号議員の一般質問を終わります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（小金丸益明君）  以上で、本日の日程は終了いたしました。 
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 これで散会いたします。皆さん、お疲れさまでした。 

午後３時40分散会 

癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘 
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午前10時00分開議 

○議長（小金丸益明君）  皆さん、おはようございます。 

 ただいまの出席議員は１６名であり、定足数に達しております。 

 これより本日の会議を開きます。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１．一般質問 

○議長（小金丸益明君）  日程第１、一般質問を行います。 

 １５番、赤木貴尚議員の登壇をお願いします。 

〔赤木 貴尚議員 一般質問席 登壇〕 

○議員（１５番 赤木 貴尚君）  皆さん、おはようございます。一般質問３日目ということで、

今回は全部で１２名の議員による一般質問が行われています。私は最後から２番目ということで、

本日は私と中原議員の一般質問ということで、答弁のほうをよろしくお願いいたします。 

 それでは、１５番、赤木貴尚が、通告に従いまして一般質問を行いたいと思います。 

 まず最初に通告外の質問を１点、ちょっと行いたいと思っております。お許しをいただいて、

通告外に１つ質問したいと思っておりますが、先日、春の選抜甲子園の九州地区の推薦校に壱岐

高校が選ばれました。 

 それによって、今度、全国から９地区の中から２校だけが、春の選抜の２１世紀枠という枠で

選ばれるわけですが、その２１世紀枠というか甲子園に行くための費用について、少しお話をし

ていきたいと思うんですが、インターネットの中に、「Ｎｕｍｂｅｒ Ｗｅｂ」という、「Ｎｕ

ｍｂｅｒ」という雑誌の記事がありまして、その中に、甲子園出場の経費はというような特集記

事がございました。本土の高校が行くのに、約、大体２,０００万円ぐらいかかるというような

記事でした。 

 その内訳も特集記事で書かれていまして、その「Ｎｕｍｂｅｒ Ｗｅｂ」という「Ｎｕｍｂｅ

ｒ」という雑誌のウェブ版なんですが、その中には、やはり選手のヘルメットからバットから、

そして応援の吹奏楽部の経費とか、そういうものを含めて、大体、本土で２,０００万円ぐらい



- 183 - 

かかるだろうというような記事でございました。 

 やはり今回、甲子園に決定すると、それぐらいの金額が本土ではかかるよというところで、壱

岐から行くとしたら、どれくらいかかるんだろうということは、しっかり試算していかなければ

いけないし、その分の費用がかかるというところです。 

 やはり、今、後援会が立ち上がったりとか、そういうところで募金活動をしたりして、お金を

集めることもしなければいけないということで、いろんな方々が携わって、甲子園に行く場合は、

その費用をどうにかして捻出しなければいけないと。 

 壱岐市においても何かできないかなというところは、考えていかなければいけないと思うんで

すが、今回、私のほうで一つ提案というか、提案したいのですが、これをふるさと納税でできな

いかなというふうに考えております。 

 ふるさと納税でできるのかというところで、ちょっと調べてみますと、栃木県の県立高校が甲

子園に行くということで、下野市というところだと思うんですが、ふるさと納税で、そういう甲

子園に行くための費用をサポートしているような自治体もございました。 

 近隣では、佐賀県の有田町とか基山町も、そういうふるさと納税で甲子園に行くための経費の

一部を応援しているような、ふるさと納税の活用方法もございました。壱岐市で、できればでき

ないかなというところでございます。 

 ただ、甲子園だけのために使うためのものではなくて、ふるさと納税は、いろいろな使用目的

があるわけですが、ただ今回、甲子園、じゃあ甲子園に行くのに大体どういう効果があるのかと

いうのも調べてみますと、やはり大きなのは経済効果だなと思いました。 

 これは、壱岐という地名が、やはり全国に知れ渡って、甲子園の期間中、壱岐高校という名前

が流れたりするわけなんですが、本当に経済効果、あと文化的な影響ということで地名度が向上

したり、地域がそれだけ盛り上がっているよというのをテレビで特集されたりとか、そういう場

面で、また壱岐が出ていくと。 

 やはり、あとは社会的影響ということで、地域の住民がそのために協力することによって地域

が一つになる、壱岐の島が１つになって、甲子園に向かって頑張ろうというような機運が高まっ

ていくというような、そういう幾つかの効果があるというところでは、このふるさと納税を活用

しての甲子園へ行くためのサポートを壱岐市ができるのではないかなと思っております。 

 しかしながら、本当、甲子園だけのためにそういうふうに使うのではなくて、子どものための

というところであれば、ふるさと納税の使用方法にもほかにもあるんですが、今、結構スポーツ

とかで盛り上がっているんですけど、実は文化的な面も壱岐市では頑張っていて、非常に経費が

かかるところもあります。 

 甲子園へ行くこともそうですけども、文化的な面でいうと、例えば商業高校の太鼓部なんかも、
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太鼓の１個です。太鼓、小さくても３０万円ぐらいしますし、大きいものだと１００万円単位で

かかったりとかします。 

 あと、公立でいうと、郷ノ浦中学校の吹奏楽部なんかも、楽器が、盈科小学校時代の、昭和四

十五、六年時代の楽器をいまだに使っていて、それで動きも悪いけれども一生懸命演奏している

のも、以前、予算特別委員会でも私もこのことを指摘しましたが、そういう面に使ったりとか、

とにかく今回、ふるさと納税で、そういうふうに子どもの支援を、本当に具体的なところででき

ないかなというのを、今回、甲子園の枠と含めて、ぜひ新設してできないかなというのを、一つ

提案したいと思います。 

 壱岐高校の甲子園の決定は１月の２４日です。これまで、この日が決まると、いろんな活動を

もっと活発にしていかなければいけないというところで、今回、ふるさと納税の活用ができない

かなと思っております。 

 このことについて確実な答えは、今、出せないと思いますが、可能性としてどうかなというと

ころで、御答弁をいただければ助かりますが、市長、いかがでしょうか。 

○議長（小金丸益明君）  通告外ですけれども、執行部、答弁できますでしょうか。篠原市長。 

〔市長（篠原 一生君） 登壇〕 

○市長（篠原 一生君）  おはようございます。赤木議員の御質問について、お答えさせていただ

きます。 

 九州の候補、２１世紀枠に選ばれたことは大変うれしく思っておりまして、本当に誇りに思っ

ているところであります。市民皆様、そして壱岐出身者の皆様、また日頃から壱岐を応援してい

ただいている皆様、皆様が本当に喜ばれている、とても明るいニュースだというふうに考えてお

ります。 

 ふるさと納税の活用につきましては、実は先日、樋口議員から御質問があった際に、他市の事

例を研究しているというところで、歳出の仕方だったり、内容について検討していたところなん

ですけれども、一方で財源についても検討していたところでございます。 

 まず、今回の甲子園の応援というところに関しては、期間限定というような形で、ガバメント

クラウドファンディングが活用できないかなというところで、現在、検討しているところでござ

います。 

 また、今回の高校の野球部に限らず、子どもたちに対しての基金といいますか応援の方法とし

て、このふるさと納税を活用できないかというところは、一部、企業様のほうからそういったこ

とも、ふるさと納税で応援できないかという相談もあっておりましたので、企業版ふるさと納税

に関しても、今、検討を進めているところでございます。 

 今すぐというわけではないんですけれども、一方でふるさと納税です。１２月が一番の駆け込
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み時期というのもありますので、早急に検討して、機を逸しないように取組をしたいと思ってお

ります。 

 以上でございます。 

〔市長（篠原 一生君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  赤木議員。 

○議員（１５番 赤木 貴尚君）  通告外にも関わらず、御答弁いただきましてありがとうござい

ます。大変失礼いたしました。 

 使用目的は、本当、多岐にわたっていいと思いますし、本当、いろんな面を私たちもしっかり

提案していきますので、今後ともよろしくお願いしたいと思います。 

 それでは、通告に戻って質問したいと思います。 

 本日は、２点質問していきたいと思います。 

 まず１点目は、年収の壁についてということで、国会のほうで、今、いろんな話を話し合われ

ているところですが、これによっての税収がいかに減るかというようなところを御答弁いただき

たいなと思っております。 

 しかしながら国の動向にもよるところなので、深くはなかなか議論できないところではござい

ますが、市民の一つ関心があるところなので、お聞きしたいと思います。 

 ２点目は、壱岐での映画やドラマ撮影とか、そういうものの可能性について質問していきたい

と思います。 

 それでは、まず１点目、年収の壁についてということで、大きくメディアで「１０３万円の壁」

というようなところが言われていますので、今回、質問の事項に書きました。 

 まず、国民民主党が主張しております年収の壁をめぐって、政府が、所得税や住民税の制度を

見直すことが話し合われております。地方自治体の減収が５兆円強になるというような試算があ

ったり、地方での打撃が大きいというようなこともございます。４兆円程度の住民税と国税を原

資とする１兆円強の地方公税もなくなるのではないかというようなことも出ております。 

 まず、壱岐市の行政サービスの低下や財政悪化への影響がないかどうか、現時点での壱岐市の

考えをお聞きしたいと思います。 

 まず１点目に、壱岐市の税収の減収はどのくらいと考えるのかと。 

 ２点目に、年収の壁を避けるために、パートタイムや非正規雇用を選ぶ人が増え、社会保障費

の負担が増え、壱岐市での福祉サービスや医療費の負担が増えたりしないのかということ。 

 ３点目に、壱岐市地域の経済への影響はないのかということ。 

 ４点目に、年収の壁によって、壱岐市への様々な悪影響に対する施策はあるのかというところ

で、なかなか国の動向がはっきりしない中で答弁は難しいと思いますが、現時点で答えれるとこ
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ろをお答えいただきたいと思います。執行部の答弁を求めます。 

○議長（小金丸益明君）  赤木貴尚議員の質問に対する執行部の答弁を求めます。吉田市民部長。 

〔市民部部長（吉田 博之君） 登壇〕 

○市民部部長（吉田 博之君）  それでは、１５番、赤木議員の御質問に、現時点ということでお

答えさせていただきたいと思います。 

 まず①、４点ほどありますが、①、③、④につきまして、私、市民部のほうからお答えさせて

いただきたいと思います。②につきましては、医療費の負担の関係がありますので、保健環境部

のほうからお答えするようにしておりますので、御了承をお願いしたいと思います。 

 まず、①の、壱岐市の税収の減収はどのくらいと考えるかということでございます。 

 現時点の壱岐市の、今回の制度見直しを伴う住民税の減収額は、県民税を除く市民税分のみで

約３億２,０００万円というふうに見込んでおります。かなり大きな金額ということを、今のと

ころ見込んでおります。 

 納税義務者数では、所得割り課税者が約９,３００人から５,９００人、３,３００人ほど減少

するのではないかと見込んでおります。均等割り課税者が約１万６００人から４,１００人と、

約６,４００人ほど減少を見込んでおります。非常に厳しい数字だということは考えております。 

 次に、③に飛びまして、壱岐市の地域の経済の影響はということでございます。 

 これは、もう皆さんも予想できることだと思っておりますが、壱岐市に限ったことではござい

ませんが、地域経済に与えるプラス影響としましては、働き控えがなくなることで人手不足の緩

和が期待されること、それから、可処分所得が増加することで消費が増え、地域経済が活性化す

ることが期待されます。 

 一方で、こちらもお分かりだと思いますけれども、マイナスの影響としましては税収が減少す

る、このことによる公共サービスの低下というのは考えられると思っております。 

 最後に、４番目の年収の壁によって、壱岐市への様々な悪影響に対する施策についての御質問

でございます。 

 現時点で年収の壁について決定していることにつきましては、見直しが行われるということで

ありまして、見直しの影響につきましては、市役所全体でしっかりと検証した上で、対策、施策

の必要があると考えております。 

 必要に応じましては議会にお諮りをする、そして実施するということになると考えております

ので、御承知を願いたいと思います。 

 以上です。 

〔市民部部長（吉田 博之君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  草合保健環境部長。 
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〔保健環境部部長（草合 正吉君） 登壇〕 

○保健環境部部長（草合 正吉君）  １５番、赤木議員の年収の壁に関する御質問の２番目の、年

収の壁を避けるためにパートタイムや非正規雇用を選ぶ人が増えることで、社会保障費の負担が

増え、壱岐市での福祉サービスや医療費の負担が増えたりしないのかとの御質問にお答えをいた

します。 

 パートタイムや非正規雇用を選ぶ人が増えることによる影響もございますが、住民税非課税者、

住民税非課税世帯が増えることによって、医療費、介護サービス費等の負担限度額が引下げにな

るため、その分、公費での負担が増えることが想定されます。また、介護保険料の軽減に該当す

る方が増えるため、その分の公費負担も増えることになります。 

 これらにつきましては、国の年収の壁に関する制度の見直しの際に、個人や自治体の負担とな

らないよう、県や他の自治体とともに、国に対してしっかりと働きかけてまいります。 

 以上でございます。 

〔保健環境部部長（草合 正吉君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  赤木議員。 

○議員（１５番 赤木 貴尚君）  答弁ありがとうございました。現時点で答えられるというとこ

ろは、そういうところだと思います。 

 国のほうは、１２月の１１日に、自民・公明・国民民主の３党が合意の文書を言われておりま

す。「１０３万円の壁」というのは、国民民主党の主張する１７８万円を目指して、来年から引

き上げるというところです。そして、ガソリンの暫定利率は廃止するということと、そういうこ

とを具体的に実施する方法については、引き続き関係者間で誠実に協議を進めるというところに

なっているということでした。 

 ２０２５年から引き上げるということで合意したということが発表されておりますので、

２０２５年の引上げの時点で、また新たに試算をしなおして、その部分で、壱岐市民の、いわゆ

る住民サービスに影響が出ないように壱岐市は考えなければいけないし、それ以外に関しては、

国にしっかり働きかけて、国からきちんと援助というのをしてもらえることは、国の働きかけ、

それは私たちもそうですけれども、国に対してしっかりいろんな要望や陳情をしなければいけな

いと思っております。 

 市民にとっては、働けるという可能性が増えることや、それによって消費が増える、消費、買

うものが増えたりするといういい影響もありながら、逆に税収の減収によって市民サービスが低

下してしまうのが不安なところであって、市民はどっちにどうなっても、転んでも、いろんな方

法を対策しなければいけないのですけれども、とにかく住民サービスが低下しないということだ

けは、しっかり私たち議員も、しっかり見届けて、注視しながら、執行部にはしっかりした予算
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計画を立てていただいて、そこを私たちは、本当、市民に影響がないように提案できることは提

案して、国に働きかけることだけは国に働きかけなければいけないというところだと思います。 

 現時点での答弁はそこまでということで、これ以上は答弁を求めませんが、２０２５年の動き

にしっかり注視していかなければいけないと思いますので、今後ともよろしくお願いいたします。 

 それでは２点目の質問に移りたいと思います。 

 ２点目は、がらっと変わりまして、２点目は、壱岐での映画やドラマ撮影、アニメの題材とし

ての誘致の取組ということで、これ、フィルムコミッションという事業がございまして、横文字

なので分かりにくいので、大きな質問事項ということで、壱岐での映画やドラマ撮影、アニメ題

材としての誘致の取組をということにしております。 

 内容は、１９９０年代から一部の自治体が、映画、ドラマの撮影場所として関係者を誘致し始

まった、フィルムコミッションという事業があります。映像を通じて地域の魅力を発信されて経

済効果も期待できる、地方活性化につながるということで行われている事業ですが、このことに

ついて、壱岐市の取組や考えを伺いたいと思っております。 

 まず１点目は、壱岐市のフィルムコミッション事業内容についての認識はどうかということと、

２番目に、過去に壱岐で撮影等を行われた実績はあるのか。３番目に、長崎県内の他市町の、市

町村でもいいんですが癩癩の状況はどうかということと、４番目に、壱岐市の映画、ドラマなど、

ロケ地やアニメの題材としての可能性はどれくらいあるのかということと、５つ目に、壱岐市で

のフィルムコミッション事業を推進する考えはあるのかという５点を質問したいと思いますので、

執行部の答弁をお願いいたします。 

○議長（小金丸益明君）  塚本企画振興部長。 

〔企画振興部部長（塚本 和広君） 登壇〕 

○企画振興部部長（塚本 和広君）  １５番、赤木議員の御質問にお答えいたします。 

 まず１つ目の、壱岐市のフィルムコミッション事業内容についての認識はとの質問にお答えい

たします。 

 映画、テレビドラマ、ＣＭ、ドキュメンタリーなどの映像作品の撮影を支援するための組織で

あり、主に撮影誘致、撮影支援、地域振興を担う組織と認識いたしております。 

 撮影誘致といたしましては、地域のロケ地を映像制作会社に紹介し、撮影地として選ばれるよ

うにする役割、撮影支援といたしましては、撮影許可の取得手続、地域住民との調整、機材やス

タッフの宿泊先手配、地元エキストラの募集など、撮影隊が円滑に作業できるようサポートを行

う役割、地域振興といたしましては、映像作品を通じて地域の魅力を発信し、観光振興や地域経

済の活性化を目指す役割、以上をフィルムコミッション事業内容であると認識いたしております。 

 次に、２つ目の、過去、壱岐で撮影等を行われた実績はあるかとの質問にお答えいたします。 
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 ３８年前の昭和６１年に公開された映画「波光きらめく果て」や、１６年前の平成２０年に公

開された映画「奈緒子」が壱岐市内で撮影されております。 

 これらの作品では、壱岐の自然や風景が物語の重要な舞台として使用され、地域の魅力が映像

を通じて広く発信されたものと考えております。 

 次に、３つ目の長崎県内、他市町の状況はとの質問にお答えいたします。 

 今年の状況については、今年の１月から３月まで放送されたフジテレビ放送のドラマ「君が心

をくれたから」が長崎市で撮影されました。また、今年８月３０日に公開されたアニメ映画「き

みの色」が長崎市、佐世保市、五島市、新上五島町の協力を得て制作されています。今年１０月

から放送中の日曜劇場「海に眠るダイヤモンド」が長崎市の協力の下、軍艦島が撮影場所として

活用されています。さらに、来年の１月１０日に公開予定の映画「孤独のグルメ」の一部が、五

島市で行われております。 

 長崎県全体としては、年間平均２から３本程度の映画が長崎県内で撮影されていると伺ってい

ます。こうした映像作品を通じて、長崎県の魅力が広く発信されている状況です。 

 次に、４つ目の壱岐市の映画、ドラマなど、ロケ地やアニメ題材としての可能性はとの質問に

お答えいたします。 

 壱岐市には、映画やドラマのロケ地、アニメの題材として活用される可能性はあるものと考え

ております。 

 具体的例として、九州福岡を拠点に活動するアイドルグループのミュージックビデオが、３年

前に、壱岐市の鬼の足跡や小島神社などで撮影されました。この映像作品は、聖地巡礼コースと

して壱岐観光ナビに掲載しており、観光誘致に寄与いたしております。 

 また、ゲーム「ゴースト・オブ・ツシマ」では、壱岐が物語の舞台の一部として登場しており、

こうした作品を通じて、壱岐の名前や魅力が国内外に発信されております。これらの映像作品や

ゲームをきっかけに、いわゆる聖地巡礼として観光客が訪れる可能性があると期待しております。 

 次に、５つ目の壱岐市でフィルムコミッション事業を推進する考えはあるかとの質問にお答え

いたします。 

 映画やドラマなどの映像作品を通じて、観光ＰＲや地域経済の活性化の可能性については十分

理解いたしております。しかし現時点では、市の人員体制や専門知識の不足により、独立したフ

ィルムコミッションを運営するのは困難と考えております。 

 一方で、長崎県フィルムコミッションより情報提供があった際には、可能な限り映像制作会社

等と連携し、壱岐市の魅力を映像作品を通じて発信する取組を支援してまいりたいと考えており

ます。 

 また、壱岐市東京事務所と壱岐市観光連盟が連携し、情報発信において最も影響力がある首都
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圏をターゲットとして、首都圏におけるメディア対策強化事業を実施し、テレビ番組制作会社、

雑誌社、ウェブ系メディアへ営業誘致を図り、昨年度実績でテレビ８件、ウェブ３件、雑誌３件

を取り扱っていただいたところです。 

 今後も関係各機関と連携しながら、映像作品等制作事業者等のメディア誘致や、情報発信に取

り組んでまいります。 

 以上でございます。 

〔企画振興部部長（塚本 和広君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  赤木議員。 

○議員（１５番 赤木 貴尚君）  このフィルムコミッション事業です。横文字で言うと、ちょっ

と何か分かりにくいんですけど、要は映画やテレビや漫画とかドラマ、ゲームに壱岐市がどれく

らい出ているのかと、しっかり出してほしいなというような質問なんですけども、正直、もう足

りません。足らない。 

 もっと出てもいいはずと思っていますし、他市、長崎県内です。すごく隣がよく見えるわけで

はないですが、五島市なんかの取組も、また後で言いますが、取り組んでいるのか、勝手に取り

上げられているのか分かりませんが、すごい経済効果等あるので、しっかり、そこを今から話し

ていきたいと思いますが、正直もう足りないので、しっかり頑張ってほしいと。 

 篠原市長になられて新しい取組を一つして、ぜひこのフィルムコミッション、映画やテレビに

もっと出てほしいなと思っております。 

 なぜ、こういうふうに言うのかというと、非常に夢があるというところです。夢があるし、

代々語り継がれていくというようなところで、いろんな場面で話が盛り上がると。 

 今から、じゃあ過去のお話を、ちょっと少ししていきますけれども、答弁にもございました今

から３８年前、「波光きらめく果て」というのがございました。私が高校生だったときだと思い

ますが、今から３８年前です。 

 ちょっと作ってきました。なかなか小さくて見えませんが、これは３８年前に、壱岐高校の野

球部が題材でした。壱岐高校の野球部の監督が、当時、渡瀬恒彦さんで、それに関係する方が松

坂慶子さんで、壱岐高校だったり壱岐全体です。石田町の民家を借りて撮影が行われたりとかし

たのが、今から３８年前です。 

 今、壱岐高校の野球部が甲子園に行くか行かないかで盛り上がっていて、ここで、また壱岐高

校の関係する映画の話をするとは思いませんでしたが、この点で、ぜひ壱岐高校が甲子園に行く

ときは、松坂慶子さんを呼んで、当時の壱岐高校野球部が撮影協力していますので、その当時の

思い出話をするトークショーなんかを開かれてもいいんではないかなと勝手に思っているところ

ですが、これが今から３８年前です。 
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 そして、答弁では１６年前の「奈緒子」のお話がされましたが、その前に１点、２８年前に

「ＭＵＳＡＳＨＩ 宮本武蔵外伝」というのがありました。これ、当時の壱岐市観光協会の青年

部等が協力したりとかして、このときの出演者はスティーブン・セガールの娘さんが主役で、あ

と宮下順子さんとかが来られていました。 

 私はこのとき観光協会の青年部にいまして、何かバーベキューをしたり、筒城のところでいろ

んな交流があったのを覚えておりますが、これが今から２８年前です。ＤＶＤも出ております。

筒城浜が主で当時の撮影が行われたと。 

 そして、一番新しいところでいうと今から１６年前です。「奈緒子」です。これ、２００８年

の撮影で、上野樹里、三浦春馬、笑福亭鶴瓶とか綾野剛とか、そういう方が出ておられました。

これは今、壱岐観光連盟の中で、聖地巡礼のコースが書かれたりとか、ここにも書いていますが、

福寿飯店さんには、当時の三浦春馬が食べた排骨麺というのを、いまだに食べに来る方がおられ

たりとか、鬼凧工房にも当時の三浦春馬さんをしのんで来られたりとか、本当に、この「奈緒

子」に関しては、いまだに聖地巡礼が行われているというところです。 

 これでも、今からもう１６年前の話で、ここも壱岐高校のグラウンドを使ったりとか郷ノ浦大

橋を使ったりとか、そういう撮影が行われております。いまだに聖地巡礼ということで、当時を

しのんで壱岐を訪れる方がおられるというところです。 

 テレビドラマもありました。松永安左エ門さんが題材になった「経世済民の男 鬼と呼ばれた

男」ということで、松永安左エ門ということで、これ、ＮＨＫでありました。これ、撮影は壱岐

ではなかったですけども、大きな話題を読んだドラマでした。 

 可能性としては、この松永安左エ門さんなんかは、本当にＮＨＫの連続ドラマだとか朝ドラと

か、十分可能性があるんじゃないかなと、私のほうで勝手に思っておりますが、この朝ドラの誘

致というのは、自治体でもやってあるところがございます。 

 実際、朝ドラを誘致をする会というところで、今、行われている自治体もあって、何か新幹線

を走らせた方の自治体が、ちょっと今、手元に資料がありませんが、自治体によっては、その誘

致をする会というのが立ち上げられて、朝ドラの誘致をしてあると。 

 松永安左エ門さんに関しては、ぜひそういう題材にもなり得ると思いますので、現時点での、

壱岐市においての独立したフィルムコミッションの取組はできないというところの答弁がありま

した。確かに経費がかかるので、非常に厳しいところではございますが、今後、博物館を建てた

りするに当たっては、やはりそういうストーリー、題材としてテレビで取り上げてもらうという

のはすごくいいことではないかなと思っているので、ぜひ進めていただきたいなと思っておりま

す。 

 ちょっと、お隣の五島市さんの取組を伝えたいと思うんですが、隣がよく見えるわけではない
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んですが、先ほどありました、答弁にもありました「孤独のグルメ」です。この「孤独のグル

メ」が、今度、五島市で撮影したのが映画化されます。これ、五島市だけではなくてフランスと

かも行くそうなんですが、これ、この主人公の方が福岡の方です。松重さんだったと思うんです

が、この方が、実際、映画監督で撮られて撮影をするということで、非常に視聴者も多くて、私

も特集のときはよく見ています。 

 料理を食べる番組で、実際これ、本当、五島が取り上げられると、五島に訪れる方が多いので

はないかなと思っておりますが、実は先日、壱岐市の商工会青年部が、壱岐・対馬・五島３島を

巡る３島交流というような事業で五島市に行ったそうです。この撮影のことも含めて、実は五島

市に、今、観光客が多かったと。女優の川口春菜さんのことも触れたりとか、そのほか、五島は

「舞いあがれ！」とか、「ばらかもん」とか、映画の「くちびるに歌を」とか、「悪人」とか、

アニメの「蒼の彼方フォーリズム」とか、非常に五島全体ですけど、五島を取り上げた、いわゆ

るドラマだったり映画だったりアニメが多いということで、その聖地巡礼に、多く最近訪れられ

ている方が多かったというような報告も受けております。 

 ぜひ壱岐市も、何か本当にそういうきっかけ、今から最近だと１６年前のその「奈緒子」が最

後です。ぜひ、どうにかして取り上げられてほしいなと思っております。 

 これ、なかなか個人の力では無理ですし、行政の働きかけや、それに関係する方たちにアクシ

ョンを起こして、何か壱岐に、壱岐を題材にできないのかと。 

 具体的に言うところだと、松永安左エ門さんなんかどうかなとか、そういう提案を、ぜひして

いただいてできないかなと思っております。非常に夢があることなので、実現してほしいなと思

っております。 

 先ほどの答弁にございましたが、今、日曜日の日曜劇場ですか、「海に眠るダイヤモンド」と

いうことで、長崎の端島癩癩いわゆる軍艦島です癩癩を題材とされたドラマが非常に人気があっ

て、先日、私も軍艦島行きのフェリーを遠くから見ていましたけど、本当に多くの方が軍艦島を

見に行かれる方が多いということで、軍艦島のコンシェルジュさんの話がネットに載っていまし

た。ドラマの初回放送日には、ホームページのアクセスが１日に２万件と、通常の４５０％超え

になったということです。 

 放送されたおかげによって、軍艦島上陸ツアーというのは、もう予約が殺到しているというこ

とで、これは１１月の時点ですが、２週間先まで満席というような話でした。非常に、やはりそ

の効果が大きいのだなと思いました。 

 今回、フィルムコミッションを、これ何で提案しようかなと思ったら、実は先日、産業建設常

任委員会で、姉妹都市の長野県諏訪市を訪れました。そのときに議会事務局の方から、立石公園

というのがあって、そこが非常に観光客というか外国の方、インバウンド等でにぎわっていると
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いうことで、正直、ぴんとは来なかったのですが、「君の名は。」というアニメがありまして、

そこの撮影というか、そこが題材になっている公園があるというところでした。 

 それは、「君の名は。」というアニメの中で、男の子と女の子が出会っていて、その遠くに見

えるのが、いわゆる諏訪湖だったというところで、そこの同じように見えるのが立石公園という、

この諏訪湖が遠くに見えるところですよということで御案内していただいて、行きました。 

 そうすると、本当に普通の公園なんです。普通の公園というのは普通の公園なので、それ以上

もこれ以上も言えないんですけれども、壱岐でいうと金比羅公園というところなんでしょうか。

金比羅公園、武生水保育所のところにある公園で、その下に郷ノ浦湾が見えるようなところのロ

ケーションです。そこがこのアニメの、いわゆる題材になっているということで、外国人や日本

人の方たちが多く訪れてありました。 

 ちょうど、私たち産業建設常任委員会が行ったのが夕方だったので、まさしくこのような夕日

の見える瞬間で、本当にそういうふうに取り上げられることによって、これだけの多くの人が来

るんだなということを確認したところです。 

 本当に取り上げられ方は、映画にしてもアニメにしてもドラマにしても、どういう形であって

も、本当にそれを求めて来る方がおられるというところです。 

 一体、取り上げられたことによって、どういう効果があるかなというところなんですが、これ、

先ほども甲子園に行ったときのことと同じような言葉を使っております。 

 まず、経済効果です。撮影地が作品の舞台になることで、多くのファンや観光客が訪れるよう

になると。これによって地域の観光業が活性化して、宿泊施設や飲食店などの関連産業が潤うと

いうことです。 

 次に、地域の活性化。撮影期間中は、スタッフやキャストが滞在することで地元の消費が増え

ると。また地域の特色を生かした商品やサービスが注目されることも多いということです。 

 これ、地域の活性化というところでは、前回の「奈緒子」のときは、これは郷ノ浦町の郷ノ浦

港に近いところに宿泊、三浦春馬さんとかは宿泊して、スタッフもです。近くの飲食店で食事を

されたというのが私の当時の記憶です。 

 次に、文化的影響。これ、地域の知名度の向上です。映画やドラマのアニメの舞台になること

で、全国的に、または世界的に、これ世界的にというのは、先ほどの長野県の諏訪湖なんですが、

これ、世界にも発信されているということで、外国人も来ております。世界的に地域の知名度が

高まると。これによって地域の文化や伝統が広く知られるようになるということです。 

 地域のブランディング、作品を通じて地域が特定のイメージやストーリーと結びつけられるこ

とで、地域ブランドの強化が図られますと。これによって地域の魅力が、より一層引き立てられ

るというところにあるということです。 
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 そして、次に、社会的影響。これは地域の住民との撮影の協力と参加。撮影に関して地元の住

民がエキストラで参加したり撮影に協力することがあると。これによって、地域全体の一体感や

連帯感が高まると。 

 次に、教育的効果。撮影の過程を通じて、地元の子どもたちが映画やドラマ、アニメの制作の

現場を見学したり、実際に体験する機会が増えると。これによって、メディアやエンターテイメ

ント業界の理解が深まるということです。 

 最後に環境への影響。環境保全の重要性で、撮影による環境への影響を最小限に抑えるために

環境保護の意識が高まると。自治体や撮影クルーが協力して自然環境を守る取組が行われること

があるというようなことです。 

 こういうふうに経済、文化、社会、環境への影響が大きいということで、映画やドラマの撮影、

アニメの題材によって壱岐市が取り上げられると、こういうような効果があるよということです。 

 これは、実は甲子園に行くことも一つつながるというところです。非常に効果が高いというこ

とで、こういうことを、ぜひ取り組んでほしいというのが本日の質問でございます。 

 以上、私によるプレゼンテーションですが、市長の心に響いたかどうか分かりませんが、市長

の答弁を求めたいと思います。取り組んでほしいというところが一つですが、なかなか取り組む

といっても、なかなか引っかかるというか、撮影する方たちに、どうアプローチするかというこ

とですが、現状の情報発信、それ以外にも何か具体的なことをぜひ取り組んでほしいなと思いま

すし、私は先ほどから、松永安左エ門さんの題材なんかはいいのではないかというところをお伝

えしているところですが、具体的にどうこうは言えないと思いますが、本日の私のプレゼンテー

ションが、どのように市長の心に響いたか分かりませんが、市長の御答弁をいただきたいと思い

ますのでよろしくお願いいたします。 

○議長（小金丸益明君）  篠原市長。 

○市長（篠原 一生君）  赤木議員の御質問にお答えします。 

 赤木議員のプレゼンはとても分かりやすくて、熱を感じるものでした。私も以前、福岡市役所

で働いているときに、隣の課がフィルムコミッションをやっていまして、ちょうどはやっていた

というか、そういう時期ではあったんですけれども、先ほど、赤木議員がおっしゃられたように、

映画が当たるか当たらないかで大きく違うというところで、福岡市としてもなかなか悩んでいた

ところは覚えております。 

 そういった中で、今回、映画やドラマ撮影、アニメ題材と書いていただいているんですけども、

以前はフィルムコミッションというと、やはり映画がメインだったんですが、現在まさにアニメ

です。こちらのほうが、より聖地化しやすいというのもありまして、いろんなところで力を入れ

てあるというふうに思っております。 
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 「孤独のグルメ」です。私も見ていますけども、ちょっと羨ましいなとも思いながらなんです

が、やはりああいう聖地化しやすい、一般的に旅行に行ったときも、「孤独のグルメ」に載って

いるお店に行くとか、そういう経済効果も非常に多くありますし、こういった聖地化しやすいと

ころに関して、特に力を入れていきたいなと思っております。 

 今度、尋スタジオさんというアニメ会社も壱岐にできますので、またそういったところとも連

携しながら、アニメというのは長崎県のほうでも、やはり聖地化しやすいというふうな話もされ

てありますので、このアニメという切り口は、今まで余り壱岐ではなかったのかなと思っており

ますので、そこには取り組んでいきたいなというふうには思っております。 

 一方で五島です。私も東京事務所にいるときに、五島市にいろいろ聞いていたんですけど、Ｐ

Ｒ費としては、かなりお金を使ってあるというのはあるんですが、やはり有名人の方がいらっし

ゃったりとか、結構、五島の漫画家の方とか、そういった出身の方が非常に多くいらっしゃると

いうのも、メディア化される理由の一つかなというふうに思っております。 

 ただ、やはりそういった朝ドラとかで、どんどん露出が出れば出るほど、業界内で、また口コ

ミというか話題になるというようなところがあって、今ちょうど五島市に関しては好循環になっ

ているのかなというふうに思っておりますが、やはり一歩目を進めないと、この好循環も始まら

ないと思っておりますので、先ほどの答弁の中にもありましたけれども、現在、東京事務所と観

光連盟でメディアとの関係性を深めるというような事業も行っておりますので、その辺りから力

を入れながらやっていきたいというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（小金丸益明君）  赤木議員。 

○議員（１５番 赤木 貴尚君）  答弁ありがとうございました。最初に言いましたが、非常に夢

がある事業だと思っておりますので、そして、いろんな場面で、昔こうだったよ、ああだったよ

という話が出てきます。 

 今日の今回の「波光きらめく果て」の撮影のことに関しては、私も当時、高校生であって、平

本部長だったり、目良次長だったりも高校生だったと思いますので、その当時のお話は、また今

度できると思いますし、昔のこういう撮影の状況をみんなで思い出して、掘り起こして、そして

それをどこかにつなげようというふうにして、壱岐の島でそういう映画やドラマやアニメの題材

とかに取り上げられるように、どこかでつながっていけばなと思っております。 

 壱岐出身のアニメで活躍されている方も、ちょっと遠くに、東京におられる方も知り合いです

し、そういう方たちに、またこういう形で市長の答弁を聞いて、本当にアプローチできればなと

思っております。 

 いろんな角度で壱岐が表に出るためには、今度、壱岐高校生の甲子園の出場がかなうこともそ
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うですし、このように映画やドラマやアニメでぜひ取り上げられることもそうですし、ワクワク

するようないろんな取り上げ方で、島全体が盛り上がればなと思っておりますので、またよろし

くお願いしたいと思います。 

 私の質問は、以上で終わりたいと思います。ありがとうございました。 

〔赤木 貴尚議員 一般質問席 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  以上をもって、赤木貴尚議員の一般質問を終わります。 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

○議長（小金丸益明君）  ここで暫時休憩いたします。再開を１１時とします。 

午前10時50分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午前11時00分再開 

○議長（小金丸益明君）  再開いたします。 

 休憩前に引き続き一般質問を続けます。 

 次に、６番、中原正博議員の登壇をお願いします。 

〔中原 正博議員 一般質問席 登壇〕 

○議員（６番 中原 正博君）  皆さん、おはようございます。１２月会議最後の一般質問、今年

の大トリを務めさせていただきます。 

 それでは通告に従いまして、一般質問をさせていただきます。今回、大きく２点の質問をさせ

ていただきます。 

 まず１点目は、国民宿舎壱岐島荘についてです。 

 国民宿舎壱岐島荘は、私たちの幼少期からあり、子どもクラブ、同級生、友人などでよく利用

していた記憶があります。 

 また、幼稚園のときだったと思いますが、当時の皇太子殿下、現在の上皇様ですが、壱岐に来

島され、その際、沿道で国旗の旗を振った記憶があります。その後、壱岐島荘に宿泊をされてお

られ、由緒正しい宿泊施設です。この施設をいつまでも存続させたいという思いから、今回、壱

岐島荘について質問をいたします。 

 壱岐市の指定管理施設であります国民宿舎壱岐島荘は、今回、労働基準監督署の調査が入り、

ハローワークから数か月間、求人募集を停止されているとの情報がありますが、これは事実なの

か。また事実であれば、市のほうで把握はされているのか。また、原因究明と指定管理者として

の対応はどのようにされるのかお尋ねいたします。 

 また、鯨伏地区の住民が中心となり、地域の発展と湯本温泉街を活性化させるため、１０年ほ

ど前、湯本きばろう会を発足されております。 



- 197 - 

 その際、当時の市長さんより、きばろう会に壱岐島荘から誰も入っていないので、会に入って

もらい、一緒に湯本の温泉街を活性化させるため頑張ってくださいということでしたので入会し

ていただきましたが、数年前から月１回の定例会も出席がなく、行事にも参加をされていないと

いうことでした。 

 壱岐島荘は、市の指定管理施設であり、地域のために貢献することも役割と考えますが、市の

見解をお伺いいたします。 

○議長（小金丸益明君）  中原正博議員の質問に対する理事者の答弁を求めます。塚本企画振興部

長。 

〔企画振興部部長（塚本 和広君） 登壇〕 

○企画振興部部長（塚本 和広君）  ６番、中原議員の国民宿舎壱岐島荘についての御質問にお答

えいたします。 

 労働基準監督署から、今年の６月に職員の時間外勤務について是正勧告を受けて、令和６年

６月１８日から令和６年１２月１７日までの半年間、ハローワークでの求人募集停止となってお

ります。 

 このことについては市へも報告があり、市からは法令遵守を徹底し、理事会、評議委員会へも

報告し、対策を取るように指示しております。 

 １１月２１日に開催されました壱岐市開発公社理事会において、この件について報告が行われ、

改善に向けた取組を理事会で説明されております。また、市としましても、今回の時間外勤務の

件を含め、現場の状況を把握するため、職員からの聞き取りも行っております。 

 今回の件については、職員給与規定に定められております時間外勤務の取扱いについて厳格に

運用されていなかったことに起因しており、規定どおりの運用をするように、市からも指示をし

ております。 

 また、湯本きばろう会への定例会への参加については、壱岐島荘は市の指定管理であり、地域

に貢献することも重要な役割であると認識いたしております。地域活性化を目的とした湯本きば

ろう会の定例会への参加については、参加することが望ましいと考えておりますので、指定管理

者と協議してまいります。 

 以上でございます。 

〔企画振興部部長（塚本 和広君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  中原議員。 

○議員（６番 中原 正博君）  昨年の中旬から、料理人員が３名ほど辞めているということも聞

いております。それで少ないスタッフでの業務は一人一人に負担がかかり、また辞める人が出て

くるのではないかと危惧されます。 
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 もしそうであれば、早めの対応が必要と考えますが、今、雇用はできているのか、お伺いいた

します。 

○議長（小金丸益明君）  塚本企画振興部長。 

○企画振興部部長（塚本 和広君）  中原議員の御質問にお答えをいたします。 

 厨房のところの人数がなかなか足りていないというところで、今現在はパート、アルバイト、

そういったところを含めて人数的にはいるような状況でございますが、正規の職員といいますか、

そういったフルタイムの職員を雇っていきたいと、今、考えておるところでございます。 

 おてつたびという制度もございまして、旅をしながらそこで仕事をしていくという制度もござ

いまして、そういったものも活用しておりますけれども、今回募集停止が明けましたら、またハ

ローワークのほうにもお願いをしまして、募集をかけていきたいと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（小金丸益明君）  中原議員。 

○議員（６番 中原 正博君）  やはり今、昔から見たらといいますか、料理のほうも、結構、昔

から見れば評判がいいと聞きます。それで、やはり壱岐は料理、魚とか、そういうのがおいしい

ので壱岐に来られるという方もおられますので、そういった厨房とか料理人は、ちゃんとした人

を確保していただきたいと思っております。 

 それと、昨年、老人会の方から、食事会をした際カラオケをしようと思っていたが、カラオケ

はないと言われたということでした。現在は予約制ということで、予約をすればカラオケ機はあ

るということですが、やはり食べたり飲んだりして盛り上げて、カラオケでもというときもある

と思います。 

 今回の条例改正で宿泊料、利用料が引き上げる議案が提出をされておりますが、これについて

は物価高や最低賃金の上昇等で仕方ないと思いますが、利用料を上げるのであれば施設の充実も

考えてほしいと思いますが、この件に対して何かあればお願いします。 

○議長（小金丸益明君）  塚本企画振興部長。 

○企画振興部部長（塚本 和広君）  中原議員の御質問にお答えをいたします。 

 今回の値上げにつきましては、物価高騰というところで値上げのほうをお願いしているところ

でございますが、先ほどございましたカラオケのところにつきましては、ちょっと運用上、なか

なか予約制にしないとやっていけないというところがございますので、何かいい方法がないか、

今後検討していきたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（小金丸益明君）  中原議員。 

○議員（６番 中原 正博君）  やはりお年寄りの方に聞いたら、自分たちも年だから２次会、
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３次会とかは、もう行かれないので、ここでちょこっと御飯を食べて、１曲でも歌って帰ろうと

いう方が多いということですので、上等のカラオケ機じゃなくてもいいと思います。それと１曲

幾らかとか、前は取っていたんですかね。それか通信カラオケとかもリースとかあるのではない

かと思いますので、そういったところも、もし活用できるのなら、カラオケぐらいは入れていた

だきたいなと思っております。 

 それで、我々が先ほども言いましたが、小さい頃行っていたときには、ゲーム機とか卓球台と

かあって、小学生とか中学生、小さい子どもも行っていたと思うんですが、今はそういうのもな

いので、多分、高齢者が主になっているのではないかと思っております。 

 費用対効果等もあるんでしょうけど、そういう子ども向けの何かそういうのができれば、また

子連れとかそういうお客様も増えるのではないかと思っておりますが、そういった考えとかはな

いのかお尋ねをいたします。 

○議長（小金丸益明君）  塚本企画振興部長。 

○企画振興部部長（塚本 和広君）  中原議員の御質問にお答えをいたします。 

 昔、卓球台とかがあったということでございまして、私も記憶しております。現在、ロビーの

ほうに売店を出しております。この売店が非常に売行きがようございますので、経営の助けにな

っているところでございます。 

 また、親子連れとかが来たときに遊ぶところがあればというところでございますけれども、な

かなか今、売店を前に出している状況でございますので、余裕のある場所等があれば、また壱岐

島荘のほうとも相談をしていきたいと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（小金丸益明君）  中原議員。 

○議員（６番 中原 正博君）  分かりました。 

 前、猿山、猿がいたと思うんですが、あそこの空き地を、何か子どもが遊べるようなそういっ

た施設を造ったりとかできないのでしょうか。 

○議長（小金丸益明君）  塚本企画振興部長。 

○企画振興部部長（塚本 和広君）  中原議員の御質問にお答えをいたします。 

 その辺を含めまして、ちょっと壱岐島荘のほうと相談できればと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（小金丸益明君）  中原議員。 

○議員（６番 中原 正博君）  分かりました。冒頭言いましたように、やはり壱岐島荘を今まで

リニューアルもされて、やっぱり由緒ある施設と思いますので、今後ともずっと存続できるよう

に、職員の指導とか、そういうのもよろしくお願いしたいと思っております。 



- 200 - 

 それでは、次に入りたいと思います。 

 次に、マイナンバーカードの有効活用についてです。 

 マイナンバーカードは平成２８年度から運用が開始され、９年がたっており、当初は国民を番

号で縛りつけるのかとか、個人情報の漏えいはないのかなどの声もあり不安もありましたが、普

及率は、２０２３年の統計ですが、全国で約７０％、長崎県で約７３％となっており、年齢別で

は、ゼロ歳から４歳児が一番普及率は低く、７５歳から７９歳が一番普及率は高くなっておりま

す。 

 そこで、３点質問いたします。 

 現在、壱岐市でのマイナンバーカードの普及率と年齢別の普及率をお伺いいたします。 

 ２点目、今、マイナンバーカードを保険証として使えるマイナ保険証の交付申請もされており、

今月２日より新規の健康保険証の発行が停止となります。また、令和７年３月２４日より、マイ

ナンバーカードと運転免許証も一本化できるようになるということですが、紛失や盗難のセキュ

リティー対策はどうなっているのか質問いたします。 

 ３点目に、このように国はマイナンバーカードに紐づけし一本化していく中で、マイナンバー

カードをいつも携帯しておく必要があります。今、壱岐市は有人国境離島法により航路、航空路

の低廉化がなされており、島民カードを提示することで運賃が安くなっておりますが、島民カー

ドだけではなくマイナンバーカードの提示でも運賃の割引ができないのかお伺いいたします。 

 以上、３点お伺いします。 

○議長（小金丸益明君）  吉田市民部長。 

〔市民部部長（吉田 博之君） 登壇〕 

○市民部部長（吉田 博之君）  ６番、中原議員のマイナンバーカードに関する御質問のうち、①

と②につきまして、市民部のほうでお答えいたします。③につきましては、総務部のほうの回答

になるかと思っております。御了承お願いいたします。 

 まず、マイナンバーカードの普及率、それから年齢別の普及率ということでございます。 

 総務省が公表しております令和６年１１月末現在におきます保有率、マイナンカーバードの保

有率でございますが、全国の保有率が７６.３％、長崎県は７８.９％、同じ月で、壱岐市の保有

率は８２％というのが現状でございます。 

 次に、同じく１１月末現在の住民基本台帳人口に基づく年齢別のマイナンバーカードの保有率

でございますが、１０歳未満が７８.３％です。１０代、８８％、２０代、８６.１％、３０代、

８２.８％、４０代、８６.３％、５０代、８６.５％、６０代、８８.１％、７０代、８７.２％、

８０代、７８.６％、９０代、５４.７％、ちなみに１００歳以上の方が２２.９％となっており

ます。 
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 ②に、紛失や盗難のセキュリティー対策についての御質問がありましたので、お答えさせてい

ただきます。 

 マイナンバーカードにつきましては、対面及びオンライン上での本人確認が主な機能となり、

御承知と思いますけれども、カードの表面には、氏名、住所、生年月日、性別の基本４情報と顔

写真があります。裏面には、これらに加えて１２桁のマイナンバーカードが、数字とＱＲコード

で表示されております。 

 また、裏面に搭載されたＩＣチップにつきましても、これらの個人情報が格納されております

けれども、このＩＣチップには、皆さんが御心配されているような、特に税や年金の情報、健康

保険証の内容や医療情報など、プライバシー性の高い情報はカード自体には入っておりません。 

 このため、マイナンバーカードを紛失した場合、カードを取得した第三者につきましては、前

述の基本４情報と顔写真、マイナンバーが特定されることになりますけれども、個人を識別する

番号にすぎませんので、行政や年金事務所などの個人番号利用事務実施者及び個人番号関連事務

実施者しか、マイナンバーにひもづいた個人情報ファイルにアクセスできないような仕組みとな

っております。 

 さらに、この利用には暗証番号が必要でありまして、一定回数間違えるとロックがかかります。

また、ＩＣチップから不正に情報を読み出そうとすると、自動で壊れる仕組みになっております。 

 偽造防止対策としましては、カードの文字はレーザーにより彫り込まれている上に、複雑な採

紋パターンを施すなど特殊加工も施されているため、顔写真を含めた券面の偽造は難易度が非常

に高いと思っております。 

 また、もしマイナンバーカードを紛失したとしても、写真つきのため第三者が容易になりすま

して利用することはできませんし、コールセンターに電話をすれば、２４時間３６５日、一時停

止依頼を受け付けておりますので、ここで御報告をさせていただきたいと思います。 

 以上です。 

〔市民部部長（吉田 博之君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  平田総務部長。 

〔総務部部長（平田 英貴君） 登壇〕 

○総務部部長（平田 英貴君）  ６番、中原議員の３点目のマイナンバーカードと島民カードのい

ずれかの提示で割引ができないかという御質問にお答えをいたします。 

 国境離島島民割引カードは、国境離島航路・航空路運賃低廉化事業の対象者であることを確認

するために、平成２９年度から発行いたしておりまして、県内統一様式のカードを作成し、航路、

航空路ともに利用することができるようになっております。 

 議員が言われるように、マイナンバーカードの提示により運賃割引が可能となれば、市民皆様
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の利便性向上につながるものと考えますが、一方で、航路、航空路事業者においては、対象者の

確認を徹底する必要があり、特に航空路におきましてはコードシェアの運行となっていることか

ら、全国どこでもチケットの購入が可能であり、販売窓口での対象路線及び対象者の判断が、マ

イナンバーカードや免許証、保険証等では難しいという理由によりまして、制度導入当初から現

在まで、国境離島島民割引カードに限られているところでございます。 

 また、島民カードは、壱岐市であれば黄色、対馬市は青、五島市は緑など、各航路ごとに色分

けを行っており、複数の路線を有する販売窓口での確認を容易にし、窓口での混雑を緩和するた

めに発行しているという理由もございます。 

 しかしながら、保険証や運転免許証をマイナンバーカードと一体化するなど、国民の利便性の

向上と負担軽減の方針が国からも打ち出されておりますので、国境離島島民割引カードの活用に

ついて、市民皆様の利便性向上のため、県や関係市町、航路事業者と連携し検討を進めてまいり

ます。 

 以上でございます。 

〔総務部部長（平田 英貴君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  中原議員。 

○議員（６番 中原 正博君）  普及率につきましては、全国、県から見ても壱岐市は本当にいい

と思います。これは職員の出張によるカードの申請、設定などが、職員のおかげで普及は進んで

いると思っております。 

 しかしながら、先ほど吉田部長が説明されて分かりますが、まだ不安な方もたくさんおられま

す。私もテレビ等で聞いて、カードを紛失しても、カード自体には名前や住所以外の情報が入っ

ておらず、暗証番号、顔認証で本人と特定されない限り情報は分からないということもお聞きし

ております。今、部長への質問で、市民皆様も少しは安心をされているのかなとは思っておりま

す。 

 それで、島民カードのマイナンバーカードとの一体化ですけど、島外へ行くため、切符を買う

ときに島民カードを忘れたのでマイナンバーカードでは駄目かと聞いたら、やはり島民カードが

ないと駄目と言われたという方もおられます。 

 それと、島民ということは分かるのに、なぜ駄目なのかということでも言われる方がおります

が、それと、期限が切れたということで通常の運賃を取られたという方もおられ、これは期限が

あるので仕方ないと思うのですけど、切られたら駄目というのも分かりますが、更新してから後

日持ってくればいいということはできないのか、お尋ねをいたします。 

○議長（小金丸益明君）  平田総務部長。 

○総務部部長（平田 英貴君）  中原議員の御質問にお答えをいたします。 
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 島民カードを忘れられたというような中で、マイナンバーカードで住所等を確認できるじゃな

いかということで、その割引の対象にできないかという御質問であったかと思いますけれども、

やはり、お気持ちは十分分かりますけれども、五島、対馬、新上五島町等々、県内同様の形で取

扱っておりまして、その事業者にもこのカードで確認をしてくれということで徹底がなされてい

るものですから、島民カード以外のものを提示をされると、やはり、今の段階では割引の対象を

受けられないということでなっております。 

 ただ、先ほどの答弁もいたしましたけれども、これからマイナンバーカードの普及もさらに進

むということで考えておりますので、県内、県も含めまして県内の離島市町と、そして航路、航

空路の事業者とともに、マイナンバーカードでの対象にならないかというようなところの話も進

めてまいりたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（小金丸益明君）  中原議員。 

○議員（６番 中原 正博君）  分かりました。これは、もう県というか、マイナンバーカードを

提示するというのは、今の時点ではもう決まっているのは駄目ということですね。 

 今後、今、部長が言われましたように、国がそうやってマイナンバーカード一つでできるよう

にしているので、今後、何らかの形で、何か前に書けるようなところがありますので、島民カー

ドとみなすような印鑑か何かを貼れば島民カードとして利用できるようなことを、今後、県とか

も相談して利便性がいいようにしていただきたいなと思っております。 

 一応、通告により終わりますけど、今、１２月に入って寒い日が続いております。そして、イ

ンフルエンザもはやっておりますので、どうか市民皆様には健康には留意されまして、輝かしい

新年を迎えていただきたいと思います。 

 市民皆様にとって、来る年がすばらしい年であることを祈念いたしまして、私の一般質問を終

わります。 

〔中原 正博議員 一般質問席 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  以上をもって、中原正博議員の一般質問を終わります。 

 これで一般質問を終わります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（小金丸益明君）  以上で、本日の日程は終了いたしました。 

 これで散会いたします。皆さん、お疲れさまでした。 

午前11時28分散会 

癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘 
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令和６年 壱 岐 市 議 会 定 例 会 12 月 会 議 会 議 録（第６日） 

 

議事日程（第６号） 

                    令和６年１２月２０日 午前10時00分開議 

日程第１ 議案第52号 
壱岐市固定資産税の課税免除に関する条例

の一部改正について 

総務文教厚生常任委員長報告・ 

可決 本会議・可決 

日程第２ 議案第53号 
壱岐市文化財展示施設条例の一部改正につ

いて 

総務文教厚生常任委員長報告・ 

可決 本会議・可決 

日程第３ 議案第55号 
公の施設の指定管理者の指定について（壱

岐市地域福祉活動拠点施設） 

総務文教厚生常任委員長報告・ 

可決 本会議・可決 

日程第４ 議案第60号 壱岐市地域防災計画の修正について 
総務文教厚生常任委員長報告・ 

可決 本会議・可決 

日程第５ 議案第62号 
令和６年度壱岐市国民健康保険事業特別会

計補正予算（第２号） 

総務文教厚生常任委員長報告・ 

可決 本会議・可決 

日程第６ 議案第63号 
令和６年度壱岐市介護保険事業特別会計補

正予算（第２号） 

総務文教厚生常任委員長報告・ 

可決 本会議・可決 

日程第７ 議案第64号 
令和６年度壱岐市三島航路事業特別会計補

正予算（第２号） 

総務文教厚生常任委員長報告・ 

可決 本会議・可決 

日程第８ 陳情第２号 
国民健康保険財政への国庫負担の増額を求

める陳情書 

総務文教厚生常任委員長報告・ 

採択 本会議・採択 

日程第９ 議案第54号 壱岐市国民宿舎条例の一部改正について 
産業建設常任委員長報告・可決 

本会議・可決 

日程第10 議案第56号 
公の施設の指定管理者の指定について（へ

い死獣畜一時保管処理施設） 

産業建設常任委員長報告・可決 

本会議・可決 

日程第11 議案第57号 
公の施設の現指定管理者の指定期間の変更

について（イルカパーク） 

産業建設常任委員長報告・可決 

本会議・討論あり・可決 

日程第12 議案第58号 
公の施設の指定管理者の指定について（勝

本総合運動公園） 

産業建設常任委員長報告・可決 

本会議・可決 

日程第13 議案第59号 第４次壱岐市総合計画の策定について 
産業建設常任委員長報告・可決 

本会議・討論あり・可決 

日程第14 議案第65号 
令和６年度壱岐市農業機械銀行特別会計補

正予算（第１号） 

産業建設常任委員長報告・可決 

本会議・可決 

日程第15 議案第66号 
令和６年度壱岐市水道事業会計補正予算（第

１号） 

産業建設常任委員長報告・可決 

本会議・可決 

日程第16 議案第67号 
令和６年度壱岐市下水道事業会計補正予算

（第１号） 

産業建設常任委員長報告・可決 

本会議・可決 

日程第17 議案第61号 
令和６年度壱岐市一般会計補正予算（第５

号） 

予算特別委員長報告・可決 

本会議・可決 

日程第18 認定第１号 
令和５年度壱岐市一般会計歳入歳出決算認

定について 

決算特別委員長報告・認定 

本会議・討論あり・認定 
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日程第19 発議第３号 

有人国境離島地域の保全及び特定有人国境

離島地域に係る地域社会の維持に関する特

別措置法の改正・延長に向けた意見書の提

出について 

提出議員 議案説明・質疑なし・

委員会付託省略・討論なし・可

決 

日程第20 議員派遣の件 原案のとおり決定 

日程第21 委員会の閉会中の継続調査の申し出の件 申し出のとおり決定 

────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

（議事日程第６号に同じ） 

────────────────────────────── 

出席議員（15名） 

１番 松本 順子君       ２番 樋口伊久磨君 
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午前10時00分開議 

○議長（小金丸益明君）  皆さん、おはようございます。 

 中田議員から、欠席の届出があっております。 

 ただいまの出席議員は１５名であり、定足数に達しております。 

 これより本日の会議を開きます。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１．議案第５２号～日程第８．陳情第２号 

○議長（小金丸益明君）  日程第１、議案第５２号から、日程第８、陳情第２号までの以上８件を

一括議題とします。 

 本件については、総務文教厚生常任委員会へ審査を付託しておりましたので、その審査結果に

ついて、委員長から報告を求めます。植村圭司総務文教厚生常任委員会委員長。 

〔総務文教厚生常任委員長（植村 圭司君） 登壇〕 

○総務文教厚生常任委員長（植村 圭司君）  令和６年１２月２０日、壱岐市議会議長、小金丸益

明様。 

 総務文教厚生常任委員会委員長、植村圭司。 

 委員会審査報告書。 

 本委員会に付託された議案は、審査の結果、次のとおり決定したので、壱岐市議会会議規則第

１１０条の規定により報告します。 

 記。 

 議案番号、件名、審査の結果の順に報告します。 

 議案第５２号壱岐市固定資産税の課税免除に関する条例の一部改正について、原案可決。 

 議案第５３号壱岐市文化財展示施設条例の一部改正について、原案可決。 

 議案第５５号公の施設の指定管理者の指定について（壱岐市地域福祉活動拠点施設）、原案可

決。 

 議案第６０号壱岐市地域防災計画の修正について、原案可決。 
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 議案第６２号令和６年度壱岐市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）、原案可決。 

 議案第６３号令和６年度壱岐市介護保険事業特別会計補正予算（第２号）、原案可決。 

 議案第６４号令和６年度壱岐市三島航路事業特別会計補正予算（第２号）、原案可決。 

 続きまして、陳情です。 

 令和６年１２月２０日、壱岐市議会議長、小金丸益明様。 

 総務文教厚生常任委員長、植村圭司。 

 委員会審査報告書。 

 本委員会に付託された陳情は、審査の結果、次のとおり決定したので、壱岐市議会会議規則第

１４５条の規定により報告します。 

 記。 

 受理番号、陳情第２号、付託年月日、令和６年１２月１１日、件名、国民健康保険財政への国

庫負担の増額を求める陳情書、審査の結果、採択すべきもの。 

 委員会の意見、陳情の趣旨を尊重すること。 

 措置、意見書提出。 

 以上です。 

○議長（小金丸益明君）  これから総務文教厚生常任委員長報告に対し、質疑を行います。 

 なお、委員長の報告に対する質疑は、審査の経過と結果であり、議案内容に対して提出者に質

疑することはできませんので申し述べておきます。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小金丸益明君）  質疑がありませんので、これで総務文教厚生常任委員会委員長報告を終

わります。 

〔総務文教厚生常任委員長（植村 圭司君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  これから議案第５２号、５３号、５５号、６０号及び６２号から６４号

の７件について一括討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小金丸益明君）  討論なしと認め、これで討論を終わります。 

 これから議案第５２号、５３号、５５号、６０号及び６２号から６４号の７件を一括採決しま

す。この採決は起立によって行います。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。委員長報告のとおり決定することに賛成の方は起立願

います。 

〔賛成者起立〕 
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○議長（小金丸益明君）  起立多数です。よって、議案第５２号、５３号、５５号、６０号及び

６２号から６４号までの７件は、原案のとおり可決されました。 

 次に、陳情第２号について討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小金丸益明君）  討論なしと認め、これで討論を終わります。 

 これから陳情第２号を採決します。この採決は起立によって行います。 

 この陳情に対する委員長の報告は採択すべきものです。陳情第２号を採択することに賛成の方

は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（小金丸益明君）  起立多数です。よって、陳情第２号は採択することに決定しました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第９．議案第５４号～日程第１６．議案第６７号 

○議長（小金丸益明君）  次に、日程第９、議案第５４号から日程第１６、議案第６７号までの以

上８件を一括議題とします。 

 本件については、産業建設常任委員会へ審査を付託しておりましたので、その審査結果につい

て、委員長から報告を求めます。中原正博産業建設常任委員会委員長。 

〔産業建設常任委員長（中原 正博君） 登壇〕 

○産業建設常任委員長（中原 正博君）  令和６年１２月２０日、壱岐市議会議長、小金丸益明様。 

 産業建設常任委員会委員長、中原正博。 

 委員会審査報告書。 

 本委員会に付託された議案は、審査の結果、次のとおり決定したので、壱岐市議会会議規則第

１１０条の規定により報告します。 

 議案番号、件名、審査の結果の順に報告をいたします。 

 議案第５４号壱岐市国民宿舎条例の一部改正について、原案可決。 

 議案第５６号公の施設の指定管理者の指定について（へい死獣畜一時保管処理施設）、原案可

決。 

 議案第５７号公の施設の現指定管理者の指定期間の変更について（イルカパーク）、原案可決。 

 議案第５８号公の施設の指定管理者の指定について（勝本総合運動公園）、原案可決。 

 議案第５９号第４次壱岐市総合計画の策定について、原案可決。 

 議案第６５号令和６年度壱岐市農業機械銀行特別会計補正予算（第１号）、原案可決。 

 議案第６６号令和６年度壱岐市水道事業会計補正予算（第１号）、原案可決。 

 議案第６７号令和６年度壱岐市下水道事業会計補正予算（第１号）、原案可決。 
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 以上です。 

○議長（小金丸益明君）  これから産業建設常任委員会委員長報告に対し、質疑を行います。質疑

はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小金丸益明君）  質疑はありませんので、これで産業建設常任委員会委員長の報告を終わ

ります。 

〔産業建設常任委員長（中原 正博君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  これから、議案第５４号及び５６号の２件について一括討論を行います。

討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小金丸益明君）  討論なしと認め、これで討論を終わります。 

 これから議案第５４号及び５６号の２件を一括採決します。この採決は起立によって行います。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。委員長報告のとおり決定することに賛成の方は起立願

います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（小金丸益明君）  起立多数です。よって、議案第５４号及び５６号の２件は原案どおり可

決されました。 

 次に、議案第５７号について討論を行います。討論はありませんか。山口議員。 

〔議員（４番 山口 欽秀君） 登壇〕 

○議員（４番 山口 欽秀君）  議案第５７号公の施設の現指定管理者の指定期間の変更について

反対討論を行います。 

 検討委員会の報告は、イルカの死因は肝障害のみに断定することはできないとしています。つ

まり、何をすればイルカの生存年数を延ばすことができるかは、一つではなく、いろいろ考えら

れるということであります。いろいろやってみることでしかないということでもあります。 

 イルカを健康に飼育するには、よい水、よい餌、よいトレーニングは必要だと、１人の委員の

方が述べられております。 

 よい水について言うと、生育環境として、水温は冬は１０度以下、夏は３０度以下になること

から、イルカにとって大きな負担となっていると思われますともしています。 

 塩分低下は、表層の塩分の低下が見られ、イルカにとって苛酷な環境となっているとも報告書

は述べています。 

 夏の水質は悪化しており、有毒な植物プランクトン等が発生している可能性がある。海水が滞

留しやすいため、水温、塩分の低下、水質の悪化について、海水の循環による解消を期待するこ
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とは難しいとも言っております。 

 海底の溶存酸素が６月以降大きく低下すること、海底の泥の中に猛毒の硫化水素の蓄積の可能

性が否定できないとも言っており、苛酷な状況を述べています。 

 以上のことから、イルカを健康に飼育する環境として、極めて不適合な環境が続いていたとい

うことであります。この問題は、地球環境の悪化も相まって、解決にかなりの難しさを含んでお

ります。 

 ２つ目のよい餌について、適切な餌の量と内容を検討する必要があるとしています。これから、

いろいろやってみるしかないということであります。服用薬についても、同様な見解を述べてい

ます。 

 ３つ目のよいトレーニングについては、運動量が適切であるか検討の必要がある。これからい

ろいろやってみる必要があるという形であります。 

 飼育、調教技術については、イルカパークのスタッフの経験年数は短く、スタッフに経験を積

ませることが必要だとしています。これまでスタッフが全員辞めてしまい、新しく入れ替わった

今の環境で、飼育、調教技術は大きく落ちていると言わざるを得ません。 

 以上の３点に関する現状を見たときに、イルカを健康に飼育できる環境にないことははっきり

しています。イルカパークに明るい希望は見えてきません。 

 報告書に上げられた改善点を一つ一つやるにしても、死亡原因が自然環境の悪化に起因するこ

とは、たやすく改善するものではないと考えます。 

 報告書は、改善策を現実化していくに当たり、費用面で実施することが困難になる状況はでき

るだけ避けなければならないというふうにしております。改善策を一つ一つクリアしていくため、

巨額の財政支援をやり続けることを考えなければなりません。ここで立ち止まって考える必要が

あります。 

 イルカを飼育することをやめることが、総合的に判断して出すべき結論ではないでしょうか。

イルカの飼育をやめ、イルカパークを新しい施設に変える決断をすべきだと考えます。 

 よって、イルカの飼育を前提とした、指定管理者の指定期間の変更について反対といたします。 

〔議員（４番 山口 欽秀君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  ほかに討論はありませんか。武原議員。 

〔議員（３番 武原由里子君） 登壇〕 

○議員（３番 武原由里子君）  議案第５７号公の施設の現指定管理者の指定期間の変更について、

反対の立場から討論を行います。 

 令和５年９月会議に上程された予算特別委員会での議論を踏まえ、本議会の提出に先立ち、イ

ルカの飼育技法や生体展示の水質等の環境測定や分析等、その範囲での管理体制の在り方に限定
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する形ではあったものの、イルカパーク管理環境等検討委員会を設置し、ホースセラピーを専門

とする獣医師や生物工学や水質環境科学を専門とする研究者などの有識者を招聘し、３回の会議

ながら、制約条件の範囲内で検証を試みたこと自体については一定の評価を行います。 

 同時に、これまでこうしたアドバイザリー体制を指定管理者の職務として取り入れる仕様にな

っていなかったことが残念であり、また今後、指定管理者及び設置者の市が継続してアドバイス

を求めながら、イルカという生き物に対するアニマルウェルフェア、そして働く人と運営会社の

ガバナンスに関してのモニタリングを行い、向上を図っていく姿勢を重ねていくことに大きく期

待いたします。 

 しかしながら、この１２月会議でイルカパークに関する指定期間の変更についてという議決を

行うことは時期尚早であり、まだ検証の深化や未検証の領域の検証が必要であるということから、

現時点での採決においては賛成できず、よって反対の姿勢を取るものです。 

 具体的には、次の２点についての課題が残されていると考えます。 

 第一に、今回のイルカパーク管理環境等検討委員会での議論においては、イルカの生体展示と

その環境のみが議論の対象となっており、指定管理者のパークマネジメント社の経営状況の厳し

さや、従業員の大量離脱につながった経緯など、それがイルカに与えた影響などが全く検証、議

論されておりません。 

 指定管理者を第３セクターとして市が設立に寄与した経緯と、その第３セクターであった株式

会社の株式を急遽売却した経緯などが、イルカにストレスを与えた可能性などの影響まで丁寧に

検証されるべきです。 

 第二に、今回のイルカパーク管理環境等検討委員会での議論においては、イルカを公共施設と

して実際に飼育している施設の職員や、関与している獣医師という専門家の参画がありませんで

した。 

 佐世保市の持ち株比率５０％の第３セクターであるさせぼパールシー株式会社や、鹿児島市が

出資する公益財団法人鹿児島市水族館公社などから、施設管理の実務担当者を委員として招聘す

るなどして、生体展示に関わる合理的な設備投資の在り方などを、より専門的に議論、検討が重

ねられるべきだと考えます。 

 つまるところ、イルカパーク管理環境等検討委員会では、議論は、まだ入り口に立ったばかり

であり、公の施設の現指定管理者の指定管理の変更についてはもちろん、安易な設備投資も含め、

まだ何も着手できている状況ではありません。 

 よって、指定管理の延長を行わず、指定管理を一旦満了した上で、一旦、壱岐市直営とし、イ

ルカの生態の理解からイルカの管理の在り方について、市職員が直接汗をかき、これまでの飼育

環境を読み返し、当初以来の実績を根本的に検証していくことが、イルカパークの在り方を考え
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ていく上での原点になるのではないでしょうか。 

 その上で、例えば、ＩＫＩ ＰＡＲＫ ＭＡＮＡＧＥＭＥＮＴ社を改めて第３セクターとする

など、増資を行い、市から部長級などを増員し、取締役、監査役として派遣するなどして、市長

がリーダーシップを発揮する形で、地方自治法に基づく市長要求監査を監査員に求めていただき、

監査員が主導する形で、社労士や会計士、イルカの専門家などを監査専門員として招聘し、監査

制度による検証を行っていただくといったことも必要ではないでしょうか。 

 それぐらいの覚悟と準備を示していただいて、各種の是正等を講じていただいてから、指定管

理の期間の延長といった議論を議会に示していただくことが求められているということを指摘し、

反対討論といたします。 

〔議員（３番 武原由里子君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  ほかに討論はありませんか。松本議員。 

〔議員（１番 松本 順子君） 登壇〕 

○議員（１番 松本 順子君）  イルカパーク、現指定管理者の指定期間延長について反対討論を

いたします。 

 イルカパーク管理環境等検討委員会での結果を今後もつないでいくためには、現管理者が必要

ということで、私も本来は賛成すべきではと思うところもありました。 

 ありましたが、１３日の一般質問でも言いましたとおり、現管理者への経営者としての資質に

疑問を感じております。 

 そして、本来の規定どおりに新たな指定管理者を募集した上で応募がなかったとなれば致し方

なしとも思えたのですが、そして、せっかく検討委員会で話し合われた対応について、今、一番

急がなくてはならない、冬場の海水温の低さからイルカを守るための対策が実行される気配があ

りません。 

 費用はそれほどかからずできると言われていたから、それだけは早急にしていただけると私は

思っておりました。 

 令和２年の壱岐島リブートプロジェクトでは、イルカファーストをうたっておきながら、全く

もってイルカファーストとは思えない実態、これで、もしまたイルカが死ぬようなことがあれば、

その責任を現管理者が背負ってしまう、一生懸命にイルカと向き合っているスタッフの方々の心

の傷になってしまうと考え、ここは一旦、壱岐市の経営に戻して、一日も早くイルカを海に帰す

べきとし反対討論といたします。 

 以上です。 

〔議員（１番 松本 順子君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  ほかに討論はありませんか。 



- 213 - 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小金丸益明君）  討論なしと認め、これで討論を終わります。 

 これから議案第５７号を採決します。この採決は起立によって行います。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。委員長報告のとおり決定することに賛成の方は起立願

います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（小金丸益明君）  起立多数です。よって、議案第５７号は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第５８号について討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小金丸益明君）  討論なしと認め、これで討論を終わります。 

 これから議案第５８号を採決します。この採決は起立によって行います。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。委員長報告のとおり決定することに賛成の方は起立願

います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（小金丸益明君）  起立多数です。よって、議案第５８号は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第５９号について討論を行います。討論はありませんか。武原議員。 

〔議員（３番 武原由里子君） 登壇〕 

○議員（３番 武原由里子君）  議案第５９号第４次壱岐市総合計画の策定について、反対の立場

から討論を行います。 

 当該計画の策定に当たっては、令和５年から２か年度にわたり、壱岐市総合計画審議会におい

て活発な議論が行われたことは承知しております。 

 市民アンケートや委託先のシンクタンクによる先進的な知見などを基に、根拠に基づく丁寧な

議論が進められてきたこと自体には、委員の皆さんや事務局を務めた市担当課職員、そして委託

先のシンクタンクの方への感謝の念を持っております。 

 また、総合計画の策定に先立って、壱岐市自治基本条例第３０条に基づく条例の見直しから丁

寧に行った上で、総合計画の策定に臨んだことについても、その丁寧さを高く評価しています。 

 それらの丁寧さが、総合計画における基本戦略部分においては十分に評価できると考えます。 

 それでも、今回の議案に対してあえて反対を行うのは、今回の議案となった内容は、総合計画

における基本戦略部分にしかパブリックコメントを経ていないものであり、パブリックコメント

を経ていない議案を上程されても、私には賛否を明らかにできないため、反対をせざるを得ない

というものであります。 

 むしろ、まさに今採決されようとしていること自体が、二元代表制に基づく議会性民主主義の
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在り方として疑問を持たざるを得ません。 

 総合計画における基本戦略のみが議案として上程されていれば賛成できますが、パブリックコ

メントを行っていない分野別まちづくり計画部分を含めた現時点での総合計画案は、議決対象の

議案として認識できず、賛成できないという民主主義の原則論による視点により反対を行います。 

 分野別まちづくり計画については、今後は各担当課の個別分野計画として非公開となり、市民

への公開がないままに、これからの壱岐市のまちづくり計画が策定され実施されることになりま

す。これは、壱岐市と市民と一緒に前へというシン市役所が掲げる理念とはかけ離れたものにな

りかねません。 

 ２０５０年を見据えた壱岐市のまちづくりを市民と共に計画することで、市民が主役のまちづ

くりが実現できると考えます。今後、市民の笑顔があふれ、持続可能な壱岐市となることを期待

し、反対討論といたします。 

〔議員（３番 武原由里子君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  ほかに討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小金丸益明君）  討論なしと認め、これで討論を終わります。 

 これから議案第５９号を採決します。この採決は起立によって行います。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。委員長報告のとおり決定することに賛成の方は起立願

います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（小金丸益明君）  起立多数です。よって、議案第５９号は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第６５号から６７号までの３件について一括討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小金丸益明君）  討論なしと認め、これで討論を終わります。 

 これから議案第６５号から６７号までの３件を一括採決します。この採決は起立によって行い

ます。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。委員長報告のとおり決定することに賛成の方は起立願

います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（小金丸益明君）  起立多数です。よって、議案第６５号から６７号までの３件は原案のと

おり可決されました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１７．議案第６１号 
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○議長（小金丸益明君）  次に、日程第１７、議案第６１号を議題とします。 

 本件につきましては、予算特別委員会に審査を付託しておりましたので、審査の結果について

委員長から報告を求めます。土谷勇二予算特別委員会委員長。 

〔予算特別委員長（土谷 勇二君） 登壇〕 

○予算特別委員長（土谷 勇二君）  令和６年１２月２０日、壱岐市議会議長、小金丸益明様。 

 予算特別委員会委員長、土谷勇二。 

 委員会審査報告書。 

 本委員会に付託された議案は、審査の結果、次のとおり決定したので、壱岐市議会会議規則第

１１０条の規定により報告をします。 

 議案番号、件名、審査の結果の順に報告します。 

 議案第６１号令和６年度壱岐市一般会計補正予算（第５号）、原案可決です。 

 以上です。 

○議長（小金丸益明君）  これから予算特別委員会委員長報告に対し、質疑を行います。質疑はあ

りませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小金丸益明君）  質疑がありませんので、これで予算特別委員会委員長の報告を終わりま

す。 

〔予算特別委員長（土谷 勇二君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  これから議案第６１号について討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小金丸益明君）  討論なしと認め、これで討論を終わります。 

 これから議案第６１号について採決します。この採決は起立によって行います。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。委員長報告のとおり決定することに賛成の方は起立願

います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（小金丸益明君）  起立多数です。よって、議案第６１号については原案のとおり可決され

ました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１８．認定第１号 

○議長（小金丸益明君）  次に、日程第１８、認定第１号を議題とします。 

 本件については、決算特別委員会へ審査を付託しておりましたので、その審査結果について、

委員長から報告を求めます。山川忠久決算特別委員会委員長。 
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〔決算特別委員長（山川 忠久君） 登壇〕 

○決算特別委員長（山川 忠久君）  令和６年１２月２０日、壱岐市議会議長、小金丸益明様。 

 決算特別委員長、山川忠久。 

 委員会審査報告。 

 本委員会に付託された議案は、審査の結果、次のとおり決定したので、壱岐市議会会議則第

１１０条の規定により報告します。 

 議案番号、認定第１号、件名、令和５年度壱岐市一般会計歳入歳出決算認定について、審査の

結果、認定。 

 委員会意見、全事業において明確な目的意識を持って効果的な結果が出るよう努めること、特

にＳＤＧｓ事業について、壱岐市に暮らす全ての方が日常的な社会一般の活動の中にも持続可能

な社会の実現に貢献していることを実感できるよう事業を進めること、また主体的に動ける人材

を一人でも多くつくる取組も進めること。 

 以上です。 

○議長（小金丸益明君）  これから決算特別委員会委員長報告に対し、質疑を行います。質疑はあ

りませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小金丸益明君）  質疑がありませんので、これで決算特別委員会委員長報告を終わります。 

〔決算特別委員長（山川 忠久君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  これから認定第１号について討論を行います。討論はありませんか。山

口議員。 

〔議員（４番 山口 欽秀君） 登壇〕 

○議員（４番 山口 欽秀君）  認定第１号令和５年度壱岐市一般会計歳入歳出決算認定に反対す

る討論を行います。 

 反対の第一は、今の壱岐市の農業、漁業、そして市民生活への支援が不十分なことであります。 

 壱岐の農業、漁業は深刻な状況にあります。耕作放棄地が広がり、農業を営むのは高齢者で、

若者の後継者が少ない事態にあります。この１年で一気に畜産をやめる人が増える、牛の数がど

んどん減っていく事態であります。漁業ではブリやイカの魚などが獲れなくなり、魚価も低迷し

て、漁師の皆さんの生活の苦境が広がっています。 

 そんな窮状の中で、国、県からの補助金による市の施策は、農業では大規模化を進めるための

機械や設備の補助が多く占めております。漁業では高齢者の所有する船の機関が故障しても、修

理の補助がなく冷たいものです。漁業をやめざるを得ない事態に追い込まれています。 

 小規模な農業、漁業者の実情を打開するための苦境に寄り添う支援が求められていますが、そ
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のことがありませんでした。 

 反対の第二は、高齢者、若者に冷たいことです。 

 高齢者は運転免許を返上すると、毎日の生活の不安と我慢を強いられることになります。病院

や買物に行くのに苦労しています。生活の貧困と心配に襲われる状況にあります。老人ホームへ

の入所の希望がかなえられるには、高い壁が立ちはだかっております。 

 子育て世代の若者は、低賃金の中で子育てに追われ、安心して預けられる保育所を望んでいま

す。高齢者、若者が安心して暮らせる施策が乏しい、もっと必要であると考えます。 

 第三の反対理由は、多額の予算を使いながら、壱岐市の課題につながっていないことでありま

す。 

 壱岐市は、ＳＤＧｓ事業に２,２００万円の予算を使っています。事業内容は、壱岐なみらい

創りプロジェクトに５００万円で、その中身は市民対話会に３００万円、アイデア実証に

２００万円です。そして、壱岐市版ＳＤＧｓ認証パートナー制度３００万円、広報プロジェクト

に５００万円と使っております。 

 いずれも多額の予算ですが、しかし、どれをとっても、今の壱岐市の抱える課題の解決につな

がっているとは思えません。 

 また、外部人材活用促進事業に１,２６９万円余が使われております。壱岐なみらい研究所研

究開発支援事業に５００万円、エンゲージメント型競争推進事業に５５０万円、壱岐なみらい研

究所運営支援事業に２００万円と、これまた多額の予算が使われています。 

 島外の大学・企業のもうけにつながってはいても、壱岐市民の生活福祉増進につながっている

とは思えない事業であります。これまでの事業の成果を検証し、整理、統合、廃止の決断をする

ときだと考えます。 

 反対の第四は、一部企業の利益のための事業が進められてきたことです。 

 Ｐｏｗｅｒ ｔｏ Ｇａｓ推進事業が継続されて進められています。これまで、５億円近くの

予算が費やされてきました。水を分解して水素と酸素を作り、水素を使い発電する、そしてその

酸素と温水をフグ養殖に使うというものです。この事業で、一企業は年間１,５００万円を超す

利益を上げております。 

 市民の生活向上に貢献することにつながっておらず、一企業が養殖業で多額の利益を上げるこ

とにつながっています。多額の税金を投入し、一企業の利益を生むこのような事業はやめるべき

です。 

 今、壱岐市が特に重視してやるべきことは、壱岐市民の福祉増進のために取り組むこと、地場

産業である農業、漁業の振興に力を注ぐことであると考えます。 

 以上の理由をもって反対とします。 
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〔議員（４番 山口 欽秀君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  ほかに討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小金丸益明君）  討論なしと認め、これで討論を終わります。 

 これから認定第１号を採決します。この採決は起立によって行います。 

 本決算に対する委員長の報告は認定すべきものです。委員長報告のとおり認定することに賛成

の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（小金丸益明君）  起立多数です。よって、認定第１号は認定することに決定いたしました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１９．発議第３号 

○議長（小金丸益明君）  次に、日程第１９、発議第３号を議題とします。 

 提出議員の説明を求めます。１５番、赤木貴尚議員。 

〔提出議員（赤木 貴尚君） 登壇〕 

○議員（１５番 赤木 貴尚君）  発議第３号、令和６年１２月２０日、壱岐市議会議長、小金丸

益明様。 

 提出者、壱岐市議会議員、赤木貴尚。賛成者、壱岐市議会議員、音嶋正吾、植村圭司。 

 有人国境離島地域の保全及び特定有人国境離島地域に係る地域社会の維持に関する特別措置法

の改正・延長に向けた意見書の提出について。 

 上記の議案を、別紙のとおり、壱岐市議会会議規則第１４条の規定により提出します。 

 有人国境離島地域の保全及び特定有人国境離島地域に係る地域社会の維持に関する特別措置法

の改正・延長を求める意見書。 

 特定有人国境離島地域においては、平成２８年に有人国境離島地域の保全及び特定有人国境離

島地域に係る地域社会の維持に関する特別措置法癩癩以下、有人国境離島法といいます癩癩が制

定されて以来、特定有人国境離島地域社会維持推進交付金を活用した各種施策により、その恩恵

を享受しているところである。 

 国境離島は、我が国の領域、排他的経済水域等の保全、海洋資源の利用、多様な文化の継承、

自然環境の保全、再生可能エネルギーの導入及び活用などの観点から、極めて重要な役割を担っ

ている。 

 しかしながら、厳しい自然的、社会的条件の下、人口減少や高齢化が急速に進展するとともに、

基幹産業である１次産業の停滞に加え、人の往来、生活物資等の輸送に要する費用が他の地域に

比較して多額であることのほか、医療提供体制や産業基盤、生活環境等が脆弱といった課題が山
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積しており、国境離島をめぐる状況は依然として極めて厳しい状況にある。 

 国境離島地域の人々が、将来にわたり安心して暮らし続けていくことができる地域社会を維持

していくためには、引き続き国による特別な措置を講ずる必要がある。 

 よって、現行の有人国境離島法が令和８年度末をもって失効することから、地域の実情や要望

を反映した内容に改正の上、期限延長を強く要望する。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

 令和６年１２月２０日、長崎県壱岐市議会。 

 送付先、衆議院議長殿、参議院議長殿、内閣総理大臣殿、国土交通大臣殿、内閣官房長官殿。 

 以上です。 

○議長（小金丸益明君）  これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小金丸益明君）  質疑がありませんので、これで質疑を終わります。 

〔提出議員（赤木 貴尚君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  お諮りします。本案については、会議規則第３７条２項の規定により、

委員会付託を省略したいと思いますが、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小金丸益明君）  異議なしと認めます。よって、本案については委員会付託を省略するこ

とに決定しました。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小金丸益明君）  討論なしと認め、これで討論を終わります。 

 これから発議第３号を採決します。この採決は起立によって行います。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（小金丸益明君）  起立多数です。よって、発議第３号は原案のとおり可決されました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第２０．議員派遣の件 

○議長（小金丸益明君）  次に、日程第２０、議員派遣の件を議題とします。 

 会議規則第１６７条により、タブレットに配信のとおり関係議員を派遣したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小金丸益明君）  異議なしと認めます。よって、議員派遣については、タブレットの配信
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のとおり決定いたしました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第２１．委員会の閉会中の継続調査の申し出の件 

○議長（小金丸益明君）  次に、日程第２１、委員会の閉会中の継続調査の申し出の件を議題とし

ます。 

 各委員長から、継続調査の申出がタブレットに配信されております。 

 お諮りします。委員長からの申出のとおり、委員会の閉会中の継続調査をすることに御異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小金丸益明君）  異議なしと認めます。よって、各委員長から申出のあった、委員会の閉

会中の継続調査をすることに決定いたしました。 

 以上で、予定されました議事は終了いたしましたが、この際、お諮りします。１２月会議にお

いて議決されました案件について、その条項、字句、数字、その他整理を要するものにつきまし

ては、壱岐市議会会議規則第４３条の規定により、その整理を議長に委任されたいと思いますが、

これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小金丸益明君）  異議なしと認めます。よって、そのように取り計らうことに決定いたし

ました。 

 ここで、篠原市長より発言の申出があっておりますので、これを許します。篠原市長。 

〔市長（篠原 一生君） 登壇〕 

○市長（篠原 一生君）  令和６年壱岐市議会定例会１２月会議の閉会に当たり、御挨拶を申し上

げます。 

 議員皆様には、１２月６日から１５日間にわたり、本会議並びに委員会を通じまして、慎重な

る御審議、また御意見、御助言を賜りましたことに、厚くお礼を申し上げます。賜りました御意

見等を十分尊重し、市政運営に当たってまいりますので、今後とも御理解、御指導のほど、どう

ぞよろしくお願い申し上げます。 

 さて、市内における感染症の発生動向について、インフルエンザと新型コロナウイルス感染者

が急激に増加しており、年末年始にかけて人の流れが活発になることから、さらなる感染拡大が

予想されます。市民皆様におかれましては、基本的な感染防止対策の徹底をお願いいたします。 

 次に、１２月１３日、来年春の甲子園第９７回選抜高等学校野球大会の２１世紀枠候補校とし

て、九州地区から壱岐高校が選出され、１２月１６日、長崎県高野連の大川会長より同校へ表彰

盾が授与されました。部員が掲げる「壱岐から甲子園へ」という大きな夢の実現に向けて、島を
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上げて期待が高まっているところであります。 

 市といたしましては、壱岐高校野球部への応援のため、先般の予算特別委員会でも申し上げま

したとおり、ガバメントクラウドファンディングによる寄附の募集を開始いたしております。 

 市民皆様並びに議員皆様におかれましては、島外にお住まいの御親族並びに御友人、知人の皆

様にお声がけいただき、同校野球部への御支援に御協力賜りますようお願い申し上げます。 

 これからの季節は大変寒くなることも予想され、空気が乾燥し、暖房機具を使う機会も多くな

ることから、市民皆様におかれましては、火の取扱いに十分御注意され、火災予防に努めていた

だきますようお願い申し上げます。 

 本年も残すところあと僅かとなりました。この１年間の市民皆様、議員皆様の市政に対する御

理解、御協力に対し、改めてお礼と感謝を申し上げます。 

 これから年末年始にかけ多忙な時期となってまいります。市民皆様、そして議員皆様におかれ

ましては、体調管理に十分御留意され、健やかに輝かしい新年をお迎えになられますことを心か

ら御祈念申し上げまして、閉会の挨拶といたします。 

〔市長（篠原 一生君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  私からも閉会に当たりまして、一言御挨拶を申し上げます。 

 市民皆様、職員皆様、そして議員各位におかれましては、今年一年、壱岐市議会に対しまして

御理解、御協力を賜り、誠にありがとうございました。 

 本年は元旦早々、能登半島地震に続き、震度６クラスの地震が多発するなど、自然災害への日

頃からの備えの大切さを痛感させられた年でもありました。 

 また、物価高騰の新たな課題にも直面した一年になりました。急速に進む高齢化、そして少子

化問題等、また農林水産業の活性化など、諸課題の解決に向けて、これからも市議会一丸となっ

て、市民皆様が安心して暮らせるまちづくりを目指して、精いっぱい努めてまいる所存でござい

ます。 

 さて、本年も残すところ、あと僅かとなりました。日々寒さが厳しくなります。また、島内で

はインフルエンザ、コロナの感染が危惧される時期にもなっております。皆様方におかれまして

は何かと御多忙なことと存じますが、くれぐれも御自愛の上、御健勝にて輝かしい新年を迎えら

れますよう、心からお願い申し上げまして、閉会の御挨拶といたします。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（小金丸益明君）  これをもちまして、令和６年壱岐市議会１２月会議を終了いたします。 

 ここでお諮りします。会議規則第７条の規定により、本日をもって、令和６年壱岐市議会定例

会を閉会いたしたいと思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（小金丸益明君）  異議なしと認めます。よって、本日をもって、令和６年壱岐市議会定例

会を閉会いたします。皆様、お疲れさまでした。 

午前10時53分閉会 

癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘 
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      地方自治法第１２３条第２項の規定により、署名する。 

             令和  年  月  日 

                                     議  長 小金丸益明 

                                     署名議員 松本 順子 

                                     署名議員 赤木 貴尚 
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議 員 派 遣 に つ い て 

 

令和６年１２月２０日 

 

壱岐市議会議長 小金丸 益明 

 

次のとおり議員を派遣する。 

 

 

１．長崎県病院企業団議会令和６年第２回定例会 

 （１）目  的   第２回定例会出席のため 

（２）派遣場所  長崎県長崎市 

（３）期  間  令和６年１２月２５日～２６日（１泊２日） 

（４）派遣議員  山川 忠久、清水 修 

 

                           以 上 
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閉会中継続調査 申出書 

 

委員会名 事   件 

議会運営委員会 
事件 ・本会議の会期日程等、議会の運営に関する

事項 

期限 ・次期定例会招集日前日まで 

総務文教厚生 
常任委員会 

事件 ・総務部、市民部、保健環境部、消防本部、

教育委員会、会計課、選挙管理委員会及び

監査委員の所管に関する調査 

産業建設 
常任委員会 

事件 ・企画振興部、農林水産部、建設部及び 

農業委員会の所管に関する調査 

 




